


? フ ィ ッ クイ コラ イザ な 背 糧 
どこ まで 靖 正 で きる か 

 - 一 最新 意 を テス 人 する 一 
。 妥 9X/ パ ソコ ン の 。 
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と べ れ ば 、64K バ イ ん た 
バ ソ ビア /0 ひ に 新 旗 福 登 


@IQ の 差 で 選べ 。 実 力 だ ん ぜん 大 容量 64K バ イト RAM。 @ や さ し い キー タッ チ 。 打 ちや すい JIS 配 列 キ ー ボ ー ド 。 
群 を 抜く 対応 力 。 ド ビギナー か ら マ ニア まで 誰 を も 満足 きせ る 本 格 派 で す 。 @ 目 に も 鮮 や か 16 色 。 人 迫力 の 8 オク ター プ ・3 重 和音 。 


@ ア ウト プッ ト が 簡単 に 。 プ リン タイ ンタ フェ ー ス 内 蔵 。 - 久 RF 出 力 を 内 蔵 。 ご 家庭 の テレ ビ と 簡単 に 接続 可能 。 
ドッ ト プ リン タ と の 接続 8 簡単 。 打 っ て 、 プ リン ト し て 。 楽し きも 一気に ア ッ プ し ます オモ シロ さも 2 倍 に 。2 個 の ジョ イス ティ ッ ク 端 子 付 。 

@ シ ステ ム ア ッ プ で 即 ワ ー プ ロ 。 周 辺 機器 も さら に 充実 。 @ 多種 多彩 な ソフ ト 。 新 作 も 続々 。MSX 仕 様 に 全 対 応 。 
周辺 機器 を 組み 合わ せ て シス テム アッ プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 内 茂 





プ す は 家 蜂 て 簡単 に 日 本 語 ワ ー mw 玩 あ の 5 イル 
プロ が 楽し め ま す 。 拡 張 ユニ ッ ト 、 0 
ドッ トブ リン タ も 新 登場 。 
M 人 ウ ロン nGB 対 応 
新生 場 
MM 
プリ ンタ イン タフ ェ ー ス も 内 蔵 。 
64K バ イト HX-10DPN 


HX-10DP 
67.800 円 69.800 円 @ ボディ カラ ー は ブラ ッ ク 


ボ デ ヂ ( カ ラー は ブラ ッ ク (K) と ホワ イト (W) 





東芝 ホー ムコ ン ピ ュ ー 


io PAS@epAlG ps 


の 資料 の ご 請求 は 〒105 東京 都 港 区 芝浦 1-1-] 株 式 会 社 東 芝 ホー ムコ ンピュータ 営業 部 傘 03(457)3777 MSX は マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 て 、 











エネ ル ギ キー と エレ クト ロニ クス 


先端 技術 を (らし の 中 に … EEg 世 の 東芝 
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NHK 総 合 技術 研究 所 長 木村 悦郎 

編集 顧問 和義 り ク ラフ ィ ッ クイ コラ イザ は 考 を 

NHK 放 送 科学 基礎 研究 所 長 藤 尾 孝 ei 

NHK 技 術 本 部 弄 本 部 長 和久井 孝 太郎 

NHK 堂 業 総局 鈴 局長 金田 実 

編集 委員 

NHK 総 合 技術 研究 所 黒沼 改 

NHK 総 合 技術 研究 所 宮 内 基 

NHK 総 合 技術 研究 所 村上 散 之 助 

NHK 総 合 技術 研究 所 若 栗 尚 

NHK 技 術 本 部 谷 E- 天 

NHK 制 作 技術 局 原 健一 表紙 説明 今月 号 は , 高 剛性 で ある ファ イ 
NHK 制 作 技術 局 前 川 清 次 ーー も ーー 
NHK 党 朱 総 過 菊池 静 一 で ある 。 話 細 は グラ ビア を 参照 。 
NHK 広 報 室 松元 睦 雄 





W 特集 [ 1] グラ フィ ッ ク イ コラ イザ は 音 場 を どこ まで 
補正 で きる か 最新 機種 を テス ト す る 一 


及川 公 生 プ 出 原 真 澄 


@ 音 場 補正 用 と プロ グラ ム 補 正 用 イコ ライ ザ の 違い …… 44 計 
@ ゃ オク ター ブイ コラ イザ は どこ まで 音 場 補正 が 可能 か …… ?6 議 証 
e 補正 方 法 や 測定 器 に よっ て 結果 が 違う ………… 7 
@ グラ フィ ッ ク イ コラ イザ の 紹介 と テス ト ………… 56 








人 W 特集 [2] MSX パソ コン の 活用 法 Part- 1 


小幡 祐 士 ……… Z7 | ⑳ 

1. MSX パソ コン の 動向 ………… Z2 に 
@e MSX パソ コン 4 機種 の 特徴 寺 
HB-55, HB-H1, MPC-10, HX-10D 議 思 

2. オリ ジ ナ ル 機 能 を 使っ て みよ う ………… Z5 き 
3. MSX 4 機種 に みる 周辺 装置 ………… 84 8 






W 特集 [ 3] 最近 の カセ ッ ト デ ッ キ 機能 活用 ガイ ド 






@ 最近 の カセ ッ ト デ ッ キ の 特徴 …………… 藤岡 誠 88 
@ 最近 の カセ ッ ト デ ッ キ の 機能 ガイ ド …………… 浦 加 宏 go 






























@ 多 機能 カセ ッ ト デ ッ キ の 紹介 ………… 浦 加 宏 700 

















日 本 放送 出版 協会 


表紙 一 一 構成 : 道 吉 剛 , 撮影 : 豊田 靖雄 ⑥ 1984 
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倫 グラ ビア 

明日 の ビデ オラ イフ を 考え る ー 

ビデ オフ ェ ス ティ バル 開催 還 

NEUTRIK の オー ディ ne 

ファ イン ・ セ ラミ ックス を ター ン テ ー ブ ル に 使 

KYOCERA 高級 ベル ト ドラ イブ プレ ー ヤ PL-910 
NHK と ソニ ー が 共同 開発 

ベー タカ ム 採 用 取材 用 小型 一 体型 カメ ラ 


AV 時 代 の 新 製品 2 機種 ソニ ー 
ビデ ゴ オッ バイ アァ イセ シン ター ビデ オデ ィ ス クタ プレ ー ヤ 
AVU-150 LDP-150 





る 





W ビデ オ , マイ コン , オー ディ オ 














2 カメ ラ で 変化 ある 画面 を つく る ビデ オス イッ チャ ー ら 
ソニ ー VCS-100 の 詳細 …………… 平塚 賢 70Z に 
い 
8 ミリ ビデ オ と その 現 格 ……… 原 正和 772 思 
NHIK と ソニ ー で 共同 開発 6 
取材 用 ベー タカ ム VTR 一 体型 カメ ラ ……… 原 正和 777 に 
の 
注目 の 新 製品 イン タビ ュー G 
パイ オニ ア ボディ ソニ ッ ク …………… 及川 公 生 723 に 
パソ コン PC- 8001 を 用 いた - に 
AD 変換 器 の 製作 ………… 逆瀬川 賠 一 朗 739 還 
茶の間 の エレ クト ロニ クス SS 
タ ツ チ 調 光 器 の 製作 了 丹羽 一 夫 74Z 
徹底 製作 シリ ー ズ ① 
左右 独立 形 ヘ ッ ドア ンプ 0 製作 ーーー"ーー 遠藤 一 雄 755 


ポピュラー な VCA IC の 基本 か ら 応 用 まで 
sc308O アァ アミ リー。 3SZO ラ ァ ミ リー 


第 1 回 3080 ファ ミリ ー 2 大 塚 明 763 
NEUTRIK の オー ディ オグ ラフ 

3300 シリ ー ズ 人 出 原 真澄 7Z2 

画面 を 左右 逆 に 見 れる , 逆転 テレ ビ 

ソニ ー KV-14DR3 ………… 池上 情 一 7 フィ 


発行 一 日 本 放送 出版 協会 
denpakagaku 











人 今月 の ニュ ー ス / 新 製品 紹介 
グル ー プ ・ ハ イブ リッ ド 


⑯ オー ディ オ 
ホー ル 用 SP 試 革 会 
日 本 オー ディ オ 協 会 新年 度 個人 会 員 募集 
@② ビデ オ 
映像 ソフ ト の 新 会 社 設立 VHD の 本 格 生産 開始 
第 7 回 東京 ビデ オフ ェ ス ティ バル 


⑯ マイ コン 


@⑳ その 他 






2Z 


の EpPA 7/MFOAR/7A7/OM 













欠 ディ スク & テ ー プ 


小林 利之 78Z 


ポピュラー 人 (95meom 修 雅彦 790 


「 の / に た) で 人 079【 こ 


谷沢 俊 昌 793 





ビデ オデ ィ ス ク 


- 侍 レギ ュ ラ ー レ ポー ト 
NHK 技 研 レ ポー ト 


「 ゆ り 2 号 」 の 姿勢 制御 つこ 島岡 淳 778 

NHK 技術 スコ ー プ …………… 松元 睦 雄 782 
SWL 最新 スケ ジュ ー ル ………:…… 担当 小林 良夫 796 
今月 の ダイ ヤル ポイ ント ………… Fm 799 

豆 知 識 ア ラ カ ル ト ………… 過 人 ーー 


編集 後記 ……… …… 202 


テス トレ ポー ト 
純 A 級 動作 パワ ー ア ンプ 
KYOCERA B-910 藤岡 誠 730 
3 ウェ イ 同 軸 形 SP ユ ニッ ト 採 用 スピ ー カ シス テム 
JENSEN G-610C 泉 内 和幸 732 
くし 形 フィ ル タ 採 用 シス テム カラ ー テ レビ 

ビク ター AV- MT21 原 正和 732 
小型 カラ ー プ ロッ タプ リン タ 

ソニ ー PRN -C41 
ビデ オ 専 用 クリ ー ニ ング テー プ 

オー ディ オ テ ク ニカ AT5001, 
AT5002 間 村井 勝 738 















7es7 月 epo/7S 


小幡 祐 士 736 


je9/g7 6D07S 
























Hm 末 術 | = 


ラジ オ , テレ ビ 放 送 の 送 ・ 受 信 技 術 全般 と 関連 技術 を 中 心 に 編集 し て いる 月 刊 誌 で す 。 

最近 は , 特に ソフ トウ ェ ア に 重点 を お いて 企画 し て お り , 主 な も の と し て は , ビデ オ 編 集 関 連 技術 音 絡 技術 
番組 制作 技術 な どの 実際 面 を 取り 上げ て お り , 放送 関連 の 技術 者 学生 か ら 好 評 を いた だ いて いる , 業界 唯一 の 
技術 専門 誌 で す 。 

(年 間 也 約 購読 を お すす めし ます 。 年 間 8.760 円 , 送料 は 名 社 貸 担 で す 。 詳 し いこ と は お 問い 合わ せ 下 き い 。) 


| ビ デオ 編集 技術 


小川 武 著 定価 2300 円 (送料 250 円 ) A5 判 280 頁 
小型 カメ ラ と 携帯 用 VTR の 出現 を 契機 に し て , ビデ オ 制 作手 法 も 多様 化し , ビデ オ 編 集 な くし て テレ ビ 番 租 
の 制作 は 考え られ な い 。 こ の ビデ オ 編 集 の 基礎 的 原理 を は じ め , タイ ムコ ー ド の 特性 と 利用 , 編集 装置 自体 の 操 
作 と 動作 ・ 機 能 。 また , ポス ト プ ロ ダク ショ ン の 中 心 で も る ビデ オ 編 集 作業 の 実態 。 各種 規格 な ど を わか り 協 く 
解説 し て いま す 。 


アア くも $ か みか < ぐ ぐ グ タ ぐ ヽ 編 
| Ps CN ーーー に | 
放送 ミク シン ジオ 編 
監修 : 青柳 一 雄 / 太 田 時 雄 定価 2800 円 (送料 250 円 ) A5 判 350 具 
* ミ クシ ング と は 何 か ” を 見 直す と 同時 に , その も っ と も 基本 的 な 知識 と し て 知っ て いな く て は な ら な い 室 内 
音響 , マイ クロ ホン, ミク シン グ コ ン ソ ー ル を は じ め 。 洋楽 , 軽 音楽 , 邦楽 。 ラ ジオ ドラ マ , テレ ビ ド ラマ な ど 
の ミク シン グ , ステ レオ 効果 を , 原理 と 実際 面 に つい て 初歩 的 に 解説 し て いま す 。 


| くみ we ぐ 。 る や 外 米 編 
財 。 ュ ww 、 】 ni 

放送 ミク シン グ 局 ポ 灯 押 

監修 : 青柳 一 雄 定価 2600 円 (送料 250 円 ) A5 判 340 真 
スタ ジオ 外 に お ける 中 継 番組 の ミク シン グ 技 術 を 中 心 に ま と め た も の で , 各種 催し 物 , スポ ー ツ 番組 , 自然 音 
な どの ミク シン グ , 拡声 ミク シン グ , 中 継 用 機器 に つい て 解説 し て いま す 。 ま か た, 舞台 スポ ー ツ な どの 中 継 の 
場合 に 知っ て お か な けれ ば な ら な い , 最小 限 の きま り ご と や 用 語 に つい て も ふれ て いま す 。 
ッ ツ 


テレ ビ 制 作 の テク ニ 


編集 部 編 定価 1800 円 (送料 300 円 ) B5 判 290 具 
テレ ビ 番 組 を 制作 する う え で 知っ て お か な けれ ば な ら な い 基 本 的 事項 を 取り まとめ た も の で , テレ ビ 番 組 の 制 
作 , テレ ビ の 美術 , テレ ビ カ メ ラ と 付属 機器 , テレ ビ 制 作 の 実際 テレ ビ 照 明 , テレ ビ カ メ ラ ワ ー ク , カメ ラフ お 
ょ び VTR の 7 章 か ら な り , 多数 の 制作 事例 を 折り まぜ , 初級 者 は も と より , 経験 者 に も 役立つ 実用 書 で す 。 


ラジ ォ ・ F M 放 送 用 受信 機 | 


阿部 久 郎 著 定価 2800 円 (送料 250 円 ) A5 判 260 頁 
鉱石 式 か ら 始 まっ た ラジ オ 受 信 機 は 戦後 スー パ ・ へ テロ ダイ ン 方 式 が 普及 し , 更に は トラ ンジ スタ の 出現 に 
よっ て 急速 に 広まっ て きた 。 こ の よ うに 推移 し て きた 放送 を 対象 に し た 受信 機 の , 主 に 復調 回 路 ま で を 中 心 に 解 
説 し て お り , 基本 的 な 場合 を 除い て , ほとん ど 半 導体 を 使用 し た 回 路 を 事例 と し て 用 いて いる 。 
















































































出版 目録 及び 書籍 の お 申し 込み は 下記 へ 
〒102 東京 都 千代 田 区 飯田 橋 2 一 8 一 7 ーー の 
TEL (03)265-4831⑯ 郵便 振替 東京 8-18129 替 フ ヾ 侵 中 版 株 式 < 社 









い @⑥) い P: 人 る て の 】 


ぐ ペ 一 モー ベベ DIJ 





K5 一 ボー で 地 令 詳 軸 府 語 刀 四 国 G 迷 年 わ 球 蛋 り 約 ジ mo りつ 7 揚 -o 公 手 谷 生 G 雷 塚 わ 信 つ 会 つ "K や 一 ボ 一 補 衣 
ゃ 宮守 OS 杜 守 や 杏 2P ゃ 表 抽 G 拒 2 ヘー6 折 っ 折 い ント で 8 72oyn っ n 提 明り Ap つや 4 幼 聞 ぐ 
っ 還 罰 cu っ 8 会 sp 思 半 の 合 つ つ で が や で 巣 区 表 ビ " 押 普 回 OKA ミ ペー る ロ 可 HAS で や HANAK 
SG 時 っ 据 要 尺 守 / 械 op せつ en 本 つ 人 S で 64 押 間 所 G ロ ーー も 8 ウン リロ の G 王 史 提 柚 つ 忌 角 提 倒 選 や で 
@ 概 2 革 打倒 旨 衣 eK 御代 AHAS 困 太 っ 区 並 り " 吐 人 金 条 G で っ em 売り 下限 つか 64coxce で で 中 下 G 箇 で ン の 
365 ン 軍司 芝 人 る で 堅 光 " 思 鶴 っ 8 和 OH 人 KN・NHKR 一 衝 へ 守 李 近 や SvyKAA Sn 公 尻 舞 呈 で NRaNIT 移 登っ 6 で 








シス テム 


し 


型 ス ビ 


) 


(1 台 


@D-7RX の 姉妹 機 : 3 ウェ イ . バ パス レフ 
D-5RX \53.000 


と 


(期間 ) 3 月 21 日 5 月 20 日 (対象 機種 ) D-7RX・D-5RX、woniroR2000 


信 3 ウ ェ イ ・ ぶ スレ フ 型 スピ ー カ ー シ ス テム 
画 


人 @ 対 象 機種 の いずれ か を ペア ー で お 買い 上 げ の 場合 、 高 純度 無 酸素 鋼 ス ピー カー ケー ブル が つい て ぉ 0 まれ 





\65,000((] 人 台 ) 











72 容 0720(33)5631 大 代表 〕 ま て? 


伝 課 (〒5 


川 市 日 新町 21 ユ オン キョ ー 幼 宣 


名 記入 の 上 、 寝 


人 | 
製品 


ツキ ヨー 終 式 仁村 @ フタ ログ 請求 は 


月 ベー キーー ハ NG 折 〇 





把 ぬ つり -J で いい の 急 D 避 ンー 表 還 間 「 負 
で 名 尽 6 っ 中 園 人 S の ンー 時 全 や 拉 
26 で か 宮 宮 っ 虹 届 全 つか 6 MGK 
ーー Hs 選 S 人 で ロロ つり OSP ら 
ぃ ezoQGY NMGK 一 玉 一 人 色 >oYp2xe mm で つ 
EDAJIIOSMka. 誠 UIu(S 三 し CM20】ePAeP べ PSN 提 
いつ や い 守 マキ ーー へ jsYDG KK 一 
忌 一 登 opoxe 人 で デーー へ で つめ の 押 守 7 
Ns く 田 全 QRE 朋 和 0 芽 り 旨 人 る 
20x9 選 拓く の 倍 全 誤 2 の 8 所 G 民 悦 @ 
no の 表 5964 Av つい の) ぐ 人選 己 
JNI つっ ox648 人 04 マシ ーー へ G 早 @ 
選 づ ! 組 度 下 G 表 詳 - の 咽 案 G 舞 赴 臣 只 - 
ww つ p 振 つ 2nBRS 還 <o )G 時 の 時 を 
(0 た OM も)UE SGPE な YSNECISYS) 
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DS-10009 を stem の 平 109.000 
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: 低 音 用 27cm コ ー ン 形 、 


「] 


DSHO 


中 音 用 5cm ド ー ム 形 、 高 音 用 2.3cm ド ー ム 形 
介 再 生 周 波数 常 域 …35 一 40.000Hz 介 公称 イン ピー ダン ス …6Q 
@ ク ロス オー バー 周波 数 …600Hz、5kHz 
候 外 形 寸法 … 幅 360X 高 き 625X 奥 行 325mm 欠 重量 …27kg 


人 使用 スピ ー カ ー… 


D 
8 


< 定格 > 但 ス ピー カー 方 式 …3 ウ ェ イィ 密閉 方 式 


Sp 


例 出 力 斉 圧 ヒ ベル …90dB/w/m 全 最大 許容 入力 …100W 
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送出 版 協 








( 日 本 放 











東京 ・ 渋 谷 の 波谷 ビデ オス タ ジ オ に 
お いて 4 月 14<16 日 ビデ オフ エス テ 
ィ バ ル が 主催 日 本 放送 出版 協会 後援 
NH K で 行わ れ だ 。 会 揚 に は メー カー 
各社 の 最新 の ビデ オ , ビデ オカ メラ , 


s 庄 


全 参 加 メ ー カ ー は 日 立 家電 , キャ ノン , ソニ ー 


アフ セ サ リ ー な ど が 展示 され , 楽し い 
デモ ンス トレ ーション (エア ロビ クス , 
マリ オ ネ ッ ト ) を 実際 に 撮影 し て みる 
な ど , ビデ オ の すべ て が 楽し め る 催し 


各 コ マ に 各社 自慢 の 製品 が 展示 され た 。 





る 別 吾 で は NHK カ メラ マン に よる ビデ オ 読 座 が 行わ れ た 。 合 ス テー 





また ビデ オカ メラ の 基礎 知識 か ら , 
撮影 ・ 編 集 の ハイ テク ニッ ク ま で, N 
H K の カメ ラマ ン ガ 実技 を 通し て や さ 
し ぐ 解 説 す る , ビデ オカ メラ 撮影 講座 
も 行わ れ だ 。 





, 三菱 , 東芝 , 松下 電器 , ビク ター。 





ジ の エア ロビ クス , マリ オ ネ ッ ト の デモ ンス トレ ーション が 


始ま る と 備え られ た カメ ラ て 実際 に 撮 し て 確か め て いた 。 








泊 外 メー カー ノイ トリ ッ ク と いう 会 
社 お ら , オー ディ オ の 測定 に は 万 能 な 
アナ ライ ザ シ ステ ム が , この ほど 較 入 
され だ 。 こ の ノイ トリ ッ ク と いう 会 社 
は , あの プロ 用 マイ ク で 有名 な AKG 
と 親類 関係 に ある 会 社 と いう 。 今 回 , 


オー ディ オク ラフ 3300 


NEUTRIK( ノ イト リッ ク ) 


紹介 する 測定 器 は , オー ディ オグ ラフ 
3300 と いう も の で , Hi-Fi 機 器 あ る い は 
業務 用 音 妖 機 器 の 測定 に 向い な 製品 と 
いえ よう 。 価格 も 約 50 万 円 。 オー ディ 
オ 機 器 の f 特 , フロ スト ー ク , イン ピ 
ー ダ ンス , カー トリ ッ ツジ の 省 特 性 , お 














よび リス ニン グル ー ム の アク ー ス ティ 
ッ ク 特 性 な ど が 解析 で きる ユニ ー ク な 
測定 器 と いえ よう 。 軸 入 は A K G ジ ヤ 
パン サー ビス が 行 つ て いる 。 な お 詳細 
は 本 文 172 頁 を 参照 下さ い 。 











オー ディ オグ ラフ 3300 










入力 (XLR, BNC) 


イン ピー ダン ス 















入力 
アッ テ ネ ー タ 
で 

0dB 

リフ ァ レ ンス 0.775V 

(dBm) 
測 イン プッ トモ ジュ ー ル 3312 の 内 部 
フォ ー マ ッ ト 
(リニア , log) 


ハイ パス フィ ル タ 





0dB 
リフ ァ レ ンス 1V(dBV) 
。 0.775V(dBm) 


0 


デ 





出力 (XLR.BNC)_ 






る アウ トブ プッ トモ ジュ ー ル 3322 の 内 部 








ター ン テ ー ブ ル と ター ン テ ー ブ ル ・ シ ャ フト に ファ イン セラ ミッ クス を 採用 
ベル トド ライ プ ・ プ レー ヤ 


PL-910 





この 京セラ の 高級 ベル トド ライ ブ ・ 
プレ ー ヤ は , ター ン テ ー ブ ル お よび 
ー ン テー ブル の シャ フト に 高 剛性 で あ 
る ファ イン セラ ミッ クス を 用 い , 不要 
振動 , いわ ゆる “な き " を お さえ だ も の 
で ある 。 ま だ ただ, さら に シャ シモ 高 過 性 
に し , イン シュ レー タ に は 本 格 的 な ダ 


- ブル フロ ー ト シス テム を 採用 し て お り , 


ハウ リン グ の 対策 も 十分 ほど こし て あ 
る 。 価格 は 298,000 円 。 

ファ イン セラ ミッ クス は 通常 の 金属 
と 比べ て 軽量 で , ダイ ヤ モ ン ド に つぐ 
硬 さ を も つて いる の で すぐ れ だ 振動 減 
対 特 性 を 示し , オー ディ オ 用 素材 と し 


PL-910 の 外観 。 写 真 に は 付い て いな い が , ダス トカ バー 付き 。 な お トー ン ア ー ム は 付い て いな い 。 





剣 PL-910 の リヤ パネ ル 


操作 部 





パワ ー ス イッ チ スト ロボ スイ ッ チ 


15 A 大 容量 電源 コー ドー 


スピ ー ド アジ ャ スト 


モー タ ハ ウジ ング 


アー スタ ー ミ ナル 


本 で 





〔33-STOP-45〕 ス イッ チ 


KYOCERA 


て すぐれ て いる 。 

今回 発売 され だ 新 シ リー ズ は , プレ 
ー ヤ の ほか に , コン パフ トディ スク プ 
レー ヤ D A-910 (198,000 円 ) パワ ー 
アン プ B-910 (300,000 円 ) コン トロ 
ー ル アン プ C -910(210,000 円 ) が ある 。 





舎 メイ ンタ ー ン テー ブル 
アル ミナ セラ ミッ クス 製 
ゅ 300X17.2mm 
9.6kg 





含 サ プター ン テ ー ブ ル 
アル ミ 鋳 造 製 
の 260mm 
1.4kg 
ター ン テ ー ブ ル シ ャ フト 
外 か ら は シャ フト ヘッ ド だ けが 見 える 





スラ スト ベア リン グ 
(アル ミナ セラ ミッ クス 製 ) 


ター ン テ ー プ ブル シャ フト 
(アル ミナ セラ ミッ クス 製 ) 


シャ フト ヘッ ド ( ス テン レス 親 



























) 











。 ボル ト 突 (3 ヵ所 ) 
セカ ンダ リー イン シュ レー タ アー ムペ ベー ス 取 り 付 け 部 は , タ ー ン テー プル 


セカ ンダ リー イン シュ レー タ フレ ー ム 固定 用 。 





便 

ター ン テ ー ブ プル と サブ プター ン テ ー ブ ル を は ず し た 状態 。 
ター ン テ ー ブ ルフ レー ム が 3 つの イン シュ レー タ に よっ 
て フロ ー ト され て いる 。 

左上 の アー ム ベ ー ス 取り 付け 部 と , ター シン テー ブル シャ 
フト が ター シン テー ブル フレ ー ム に よっ て 結合 され て いる 。 


モー タプ ー リ ター ン テ ー ブ プル セカ ンダ リー イン シュ レー タ 


人 阜 サ プター ン テ ー ブ プル と ドラ イブ ベル ト を 取り 付け た 状態 。 
な お , トー ン ア ー ム は 別売 。 





本 還 還 5| . MG ・ い 
eee の 

の の 負 @ 
Qoo OO 1 


舎 コ ン バ パク トディ スク プレ ー ヤ DA-910 


モー タプ ブー リ モー タ ハ ウジ ング ドラ イプ ベル ト サ プ ター ン テ ー プ ル レン と どど だ あ 錠 狂 学 


ーー 


アル ミニ ウム ・ サ プター シテ ー ブ ル ファ イン セラ ミッ クス ・ プ ラッ タ 2 つ を 組み 合わ せ た フ ァ イ ン セラ ミッ クス ・ 
ター ン テ ー ブ プル 


含 PL-910 の 異種 楽 材 を 組み 合わ せ た タ ー ン テー プル の 振動 減衰 特性 含 パ ワー アン プ B-910 
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舞 k 
ハー ファ イン セラ ミッ ク ・ プ ラッ ター o o 〇 ひ の が) ooo で 
ーーー サ プター ン テ ー ブ プル 
ーー ニー デー テージ シャア ベッ ド 
ファ イン セラ ミッ クシ ャ フト 
ファ イン セラ ミッ クス ラス ト ボー 


イク 
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信 コ ント ロー ルアン プ C-910 


| 含 フ ァ イ ン セラ ミッ プス ター シテ ー プ ル の 構造 較 








タカ ムー 体型 カメ ラ 
NHK と ソニ ー で 共同 開発 


報道 の 迅速 化 , 画質 の 向上 を ね ら つ 
て フィ ルム の 全面 ビデ オ 化 を 進め て い 
る NH K で は , 記者 が 1 人 で 取材 に あ 
だ る 通信 部 記者 用 と し て , より 小型 ・ 
軽量 で か つ 経 済 栖 の 高い カメ ラ の 開発 
を 行っ て い だ が , この ほど ソニ ー と 共 
同 開発 し , 全国 の 通信 部 など に 配備 し 
だ 。 こ ご の カメ ラ は , ベー タム ー ビ ー に 
採用 され だ 小型 ・ 軽 量化 技術 の 訪 用 と 
ベー タカ ム 技 術 の 組み 合わ せ で 実現 さ 
れ だ 製品 (NEWSMAKER) で あ 
る 。 

舎 NEWS MAKER ます イン チカ セッ ト を 入れ て いる と ころ 記録 方 式 は ペ ベータ カム 方 式 採用 で , 
イン チ ベ ー タ フ オ ォ オー マツ トカ セッ ト 
テー プ で も 質 の 高い 画像 が 得 ら れる ほ 
ガ , 従来 の ベー タカ ム 方 式 の VTR と 
互 拠 性 も ある 。 

カメ ラ 部 に は , 2 イン チ SMF ト 二 。 
ニコ ン 管 を 採用 , VTR 部 に は 邊 和 46 
.081mm (従来 の 約 炎 ) の ヘッ ドド ラム 
を 採用 し , テー プ を ヘッ ツ ド ドラ ム に Q 
状 に 290 度 巻き 付け る 構造 で , 本 体重 
量 3.3 kg (パッ テリ ー, テー プ を 合 ま 
ず ) を 実現 し て いる 。 











全 NEWS MAKER の 左側 面 


テー プ の 走行 系 が 見 える 。 また 
- バッテリー は カメ ラ 後 部 に NP-1 が 
収納 き れ て いる 。 8 











ベー タカ ム 
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rcYRGVPKETT 





含 ベ ー タ ムー ビー と 比べ た VTR 一 体型 カメ ラ (NEWS MAKER) 





ベー タカ ム 従 来 機 と の 比較 。 大 き さ が 大 変 コ ン パ クト に な っ て いる 陽 











AV 時 代 の 新 製品 2 機種 
ビデ オハ イフ ァ イ セ ンタ ー 





ソニ ー か ら オ ー デ イィ オ ・ ビ ジュ ユア ル 
時 代 を 感じ させ る 商品 2 機種 が 発売 と 
な つっ だ 。 一 つ は , 映 條 と 音声 を 一 体 と 
し , 集中 コン トロ ー ル する ピ デ オ ハイ 
ファ イセ ンタ ヤーAVU-150 が それ で あ 
る 。 特徴 と し て は , Hi-Fi ビ デオ な どの 
録音 ・ 再 生 用 と し て 1 系統 , ビデ オデ 
イス ク プ レー ヤ な ご ど 再生 専用 1 系 統 の 
計 2 系 統 の ビデ オシ ステ ム 用 端子 も 付 
いて いる 。 さ きら に , PL L (フェ ー ズ 


コク デー プーー ン ーー ーー ンー ツン ンプ プア フフ イア イア ア アナ ナナ すす すま まき ます ま も も 9W さ NN きき ささ ささ 


ロッ フク ドル ー プ ) | CO 採用 の AM/F 
M10 局 ラン ダム メモ リー で きる , フ オ 
ー ツ ロッ フク デ ィ ジ タル 周波 数 シン セ サ 
イザ チ ユ ー ナ 内 蔵 の ほ ガ , 出力 60W+ 
60QW (EIAJ) を 誇る アン プ 部 を も 
つて いる 製品 で ある 。 

も うー つ は , 半導体 レー ザー を 使用 
し た, 非 接触 ・ 光 学 方 式 の ビデ オデ イィ 
スク ブレ ー ヤ “レー ザー マ w の ズ し 
DP-150 で ある 。 


AUDIO/VIDEO 
COMPUTER CONTROL CENTER 





AVU-150 
ビデ オデ ティ スク プレ ー ヤ | [)-] 





特徴 は , 水平 解 優 度 350 本 の 鮮明 画 
像 の ほ ガ , 周波 数 特性 20--20kHz で S 
N 比 76dB の ハイ ファ イ 音 の ぼ ほか, 見 だ 
い 所 が 瞬時 に 出し て 見 れる , ラン ダム 
・ ア クセ ス 機 能 付 き の ほ か , パソ コン 
と 連動 し て , 対話 式 の 学習 教材 や 迫力 
ある 高度 な ゲー ム に も 対応 で きる よう 
に , 本 格 的 な 1 プ O ポ ボー トド (外部 機器 と 
の 入出 力 端子 ) まで 装備 され て いる 。 





舎 AVU-150 の 外観 \99.800 





會 AVU-150 の リヤ バネ ル 


ee 


デデデ ーー 


押 AVU-150 の シャ シ 内 部 
和 す AVU-150 の 入出 力 端子 





も ゼイ 


レー 


を SS 


p! 
思 














す AVU-150 用 リモ ー ト コマ ンダ ー 
RM-S750 





邊 AVU-150 FM/AM 
メモ リー 操作 部 


AUDIO/VI 
COMPUTER 


を AVU-150 [ファンクション 
切り 替え 部 





LDP-150 








5 ~ 會 LDP-150 の 外観 Y199,800 LDP-150 の リヤ バ パネル 


オー トリ ビー トノ リジェ クト 二 寺 
。 呈 二 
ニニ ニー ンー プン 


で ル O ポ ー ト 
Em 








會 LDP-150 シ ャ シ 内 部 , レー ザー ディ スク の 収納 し た 状態 で ケー ス 
を は ず し た と ころ 。 


@ 半 導体 レー ザ 使 用 。 レー ザー の 
送受 光 部 アッ プ 


LDR-150 用 リモ ー ト コマ ンダ ー 
RMT-150 


LDP-150" 入 力 端子 と 110 ポ ー ト 


メー トリ ピー トノ リジェ クト 切 損 


ワ ィ ヤレ スリ モコ ン 





AC-DG 
\6,800O 
サン ハヤ ト の 小さ な 巨人 と も いえ る ミニ ドリ ル AC- 
jD6 新 登 場 。 手のひら に フィ ッ ト す る ハン ディ タイ 
フウ の 小型 ボディ に 7.100r.p.m. の ハイ スピ ー ド ・ モ 
ー タ ー を 搭載 。 プリ ント 基板 を 数 枚 重ね て も 楽に 
穴あけ で きる ほど の ハイ パワ ー を 秘め て いま す 。 
し か も , 手軽 で て コノ ミー な 交流 電源 で , プリ ント 
基板 の 穴あけ は も ちろ ん , パタ ー ン カッ ト , 彫金 , 彫 
刻 , 各種 素材 の 研磨 な ど , た だ 単に 穴あけ だ け で な 
く , 回 転 ヤ スリ や カッ ター な どの アタ ッ チ メン ト で , 
「 磨 く 」「 削 る 」 作 業 が 自由 自在 。 ア マチ ュ ア か ら プ ロ 
まで , 幅広 く 活用 で きま す 。 


< 


RSKS 
較 転 砥石 5 本 
回 転 カ ッ タ ー 5 本 


Y3.700 メ 
ッッ 光信 
2 アン 
アン タク 
の ス 2 


て グレン 
シン 


ぐ 和 RSK- 2 
| 回転 カ ッ タ ー10 本 
@ バ ラ 売 り も 有り ます 。 ya.goO 


@ 附属 品 

@C チ ャ ッ ク …0.6 - 1.2mmg 用 
@D チ ャ ッ ク …1.3-2.2mmg 用 
@E チ ャ ッ ク …2.3-3.2mmg 用 

@ チャ ッ ク 締 め つ け 治 具 …2 ケ 1 組 
ーー PT 了 


プロ 使用 に 耐え る 。 
《⑯ アタッチ メン ト 


えら び 抜 か れ た 。 
軸 付 回 転 カッ ター・ 抵 石 ・ ブ ラ シ ・ 超 硬 ド リル ビッ ト 


サヤ 上 株 式 会 守 條 選 


〒170 東京 都 豊 島 区 南大 塚 3 -40- 1 TEL03-984-7791( 代 表 ) 
FAX03-971-0535 





聴く 喜び 、 持 つ 喜 び 、 ア キュ フェ ー ズ P- 600 ス テレ オッ パワ ー ア ンプ と 
C-280 ス テレ オ ・ プ リア ンプ で 、 か つて 経験 し 得 な か っ た 充実 感 を 心 
ゆ 〈 ま で 味わっ て くだ さい 。 

P-600 の 8Q 負 基 時 の 定格 出力 は 300Wch で す が 、2Q 負 荷 で 700 
Wch、1o 負 荷 で 450 W/ch と 低 負 荷 イ ン ピ ー ダ ンス 駆動 能力 に 大 変 
優れ て いま まつ まり 、 こ の 大 き な 余 裕 が 理想 的 な 定 電圧 駆動 を 約束 
し て 《 れ 、 ス ピー カー の 能力 を 最大 限 に 発揮 きせ て 《 れ まあ 

回 路 は アキ ュ フ ェ ー ズ の 基本 回 路 「 全 段 グ ッシュ ブル し 」 を カス コー ド で 
構成 し 、 出 力 段 は チャ ン ネ ル あ た だ り 14 個 の パワ ー ト ラン ジス タ で 7- パ 
ラ レ ル ・ ブ ッシュ フウ ッ レ に な っ て いま する 

C-280 は 完全 独立 型 モ ノ 構 成 を ペー ス に 、 各 ユニ ッ ト ア ンプ 左右 合 
計 6 個 を を それぞれ アル ミ ハ ウ ジン グ に 収納 し て 「 ユ ニッ ト 化 」 を 計上 、 
究極 の 性 能 を 実現 し て いま す 。 

回 路 は 「 全 段 カ スコ ー ド ・ プ ッシュ ブッ 」 と いう 徹底 し た 構成 で 高 域 特 
性 、 リ ニア リティ 、S/N を 大 幅 に 改善 し まし た 。 特 に 広範 な MC カー トリ 
ッ ジ の 再生 を 重視 し 、 入 カイ ン ピ ー ダ ンス や ヘッ ドア ンプ の ゲイ ン も 


調整 可能 で MC カー トリ ッ ジ と ペスト マッ チン グ を と る こと が で きま も | 
アナ ログ *・ デ イス ク に 対し て 終着 的 性 能 、 音 質 を 目指 す と も に 、LINE 
入力 の 質 も 極限 まで 追求 し て CD( コ ン パ クト デイ スク) に 対応 し まし た 。 
P-600、C-280t も に DC サー ボア ンプ で 直流 帰還 を か け 、 入力 か 
- ら 出力 まで 完全 直結 方 式 で ある こと は 申す まで も あり ませ ん 。 





また P- 600 は 通常 の 不平 衡 入 
力 の 他 に 600Q の 平衡 入力 を 
装備 、 一 方 C-280 に は 6009 平 


300W/ch ステ レオ ・ パ ワー アン プ 


F-600 


衡 出力 が つい て いま す の で 、 ケ 
ー プ ブル を 延長 し て も 妨害 を 受 \650.000 
ける こと な へ 高 思 実 度 伝送 を パー シモ ン ・ ウ ッ ド パネ ル 別 売 A-14 型 \|6,000 
可能 に し て くれ ます ステ レオ ォ ・ プ リア ンプ 
アキ ュ フ ェ ー ズ の トッ フグ レー 
ド の アン プ で 、 す ば らし い 音 楽 8 
の 世界 を 満喫 し て くだ きい 。 
\680,000 


er /77e 7 が ro の 7 7ecno7o7/ 


@ カ タロ グ 請 求 は 〒227 横浜 市 区 新 石川 2-14-10 ア キュ フェ ー ズ 錦 宜 伝 陣 6G 係 アキ ュ フ ェ ー ズ 株 式 会 社 


SS  、 商 生 
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*Z メカ" 搭載 カセ ッ ト デ ッ キ 
パイ オニ ア CT-A 9(BK) 
CT-A 7(BK) 


プロ 感覚 の ブラ ッ ク 仕 様 
用 
ト 


SA OWNISANSI 滞 (内 


毅 3 ヘッ ドカ セッ ト デ ッ キ と し て 
ォ ー デ テディ オマ ニア か ら 高 い 評 価 を 
今回 発売 の 2 機種 は 


答 て いる が 







凛 /77777/ 


』 グ 7 7 77 アグ ググ ケ Z ケ ア 
Zi た 守 人 0 人 間 ん ん "/ 
Teamaneses2 


: 従来 の シル バー パネ ル で は な く , 
ロ 感 覚 の ブラ ッ ク 仕 様 。 


Ge の 


: 能 , 高 信頼 性 。 操 
: 作 フ ィ ー リ ング の 
: 向上 を 極限 まで 師 
: 求 し た 2 メカ 
































特徴 は , A9, A7 同 様 に 高 性 


が 搭載 され , 高 性 
能 3 ヘッ ド 構 成 な 


ーー さ ー マ 党 汗 瑞 w 


還 HGDI NEWS 





Hu 


て 呈 再 





コ . ーー 


ど , 仕様 も 含め て 同じ だ が , 


: ザー の 多く が オー ディ オマ ニア 履 
: で ある だ け 
: パネ ル を 要望 する 声 が 強かっ た 。 


(2282020(NRMN の 


8 上 G222MNSS)N(SRINI20207 グ 02 の 


2 精 介 な フェース は プロ 感覚 に マ 


めん チ す る BN 拓 3) 
価格 CT-A 9 (BK)145,000 円 
CT-A 7 (BK) 89,800 円 





⑯ バ パイ オニ ア CT-A 9 (BK) 
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⑩ パ イオ ニア 
CT-A7(BK) 


寸法 W420XH130XD374mm 


(両機 共通 ) 
重量 A9(BK) 10kg 
A7(BK) 7.9kg 
消費 電力 A9(BK) 45W 
A 7(BK) 27W 


FrHD コ ン ポ の 第 2 弾 

CD プレ ー ヤ 核 タ イプ も 

ケン ウッ ド 日 =700W 
HD -700R 





単品 コン ポ の 性 能 ・ 音 綿 を その 





その 第 2 痢 と し て , より コス ト 


: パフ ォ ー マ ンス を 高め た HD -700 
: W と HD-700R が , 核 を CD プレ 


- HD-900CD : 


まま ミニ サイ ズ に 灘 縮 し た コン パ : 


クト コン ポ 「HD コ ン ポ 」 が 同社 
か ら 発 売 さ れ た の が 今年 の 2 月 。 





。 と | コ て 鹿 吉 き さ 


マー ミ ュ き 則 加 rra 青 
旨 必 HY く で ざき 団 恒 古 半 計 計 


_ 味 





SS 衝 s 沿 骨 率 送 ニ 


. 半 mm と ン サ でき 避 池間 


ー ヤ と し た HD -900C D が 発売 き 
ご SA り HDSN2 が の ラ 
7N め の IZA36 多 2 2 ミ 578: 
700W と 700R に は , 新た に 140W 
+140W の ハイ パワ 
SIGSI0HSNSZO5Z 5 の 
ク 2202 が NN 
ZZ2RUDNU 
LD 回 路 を 搭載 し 
た 低 ひ ずみ チュ ー 
ナ KT -727, 高 剛 


Sill(U2SKS 


胃 DT INEWWS 


EPS 
ES 今 が 語 
岬 IN HIUNMNE 
0 | 
0 | "0 DD 
四 1 MM m Wo 
NN | 。 | ( !) / 8 
人 0 | 旧 昌 人 DU9 | 
入 | 敵 月 す 不 し 構 み 
5 中 る 夫 い 成ら 
II 9 
NN HI la に と ュ 集 
る 央 | 6 の (し 
切 な 写 還 の ie 





ul 


HHS 計 計 OO 回 還 
W 冶 き 着 基 


WC 送 生 エ 







@ ケ ン ウ ッ ド HD コ ン ポ 


て 当 司 古 其 団 沢 下 遡 星 時 。 


っ さ NX 
に 


: 開発 され て シス テム 化 き れ て いる 


700W に は , 倍速 ラン ダム W カ セ 
ジッ ドウ ツキ KX 727W が 。 二 か 


: 700R の 方 は オー トリ バー スカ セッ 


ト デ ッ キ KX-727R が 採用 きれ て 
いる の が 違い で ある 。 

900CD の 方 は , オプ ティ マム 
・ サ ー ボ コン トロ ー ル 搭載 の 高 性 
能 CD プ レー ヤ D P -700 が 採用 き 


れ , 210W 二 210W の ハイ パワ ー イ 
: ン テ グ レー テッ ドア ンプ K A -929, 
: DLLD 回 路 搭載 の 高音 質 FM・AM 











と も 人 放 | 
oclNr<NlP22NNNIlPg il 
il し 
毎 |al il ウラ 国 コレ ウリ 
年 | と 目 ウ 0 タ 
ENNzslllz ill ll 
人 目 WI 
HO NII 0) 

NII AO 1 
レ IN NLU 
了 MINIII II 
INR L 上 1 5 
を の 知 外 る 

D | 四 上 

ll の 








Ruby 






















シンセサイザ チュ ー ナ が 採用 きれ 
旧い る 。 


シス テム 価格 は 次 の 通り 。 







900C D は 313, 400 円 。 

な お 700 シ リー ズ に 採用 きれ て い 
症 醒 人 シ ッ ク レー デッド カン KA 
ョ 27 と FM・AM シ ン セ サイ ザ チ 
=ー ナ KT -727 の 寸法 及び 重量 は 
氷 の 通り 。 

K/ 727 

寸法 W340XH109XD369mm 
重量 8.3kg 

職員 72/ 

寸法 W340XH84XD367 
重量 3.9kg 
























r サ ファ イア バ パイプ の 
カン チレ バー, カー トリ ッ ジ 


デ LEVEL -IIDISCO 


了 着 5 の 2 ラフ ョ ンド IIG 知 670 る 
還 社 が 先 に 開発 し た ルビ ー カ ンチ 


等 明度 を 高く し た 世界 で 最初 の ユ 
馬 回 還 ク な スク タイ ラス LEVEL- 1 
思 2ー ト リッ ジ 。 

蘭 M は サフ テイ アパ イプ を カン 
了 レ バー に 組み 上 げた も の 。 

瞳 RiVEE=ITDTSCO は ,。 ディ スズ ス 
還 放 シン な ど ハ ー ド な プレイ に も 
凍 時 記 くる の ベビ ーー ビラ シー ジブ 
還 隊 2 ンジ スー ソリ ンド ベリ 

能 記 5 ンコ レ クベ か の ジ N の 
叶 衣 5 グン と 高め られ て で おり, ス 


ピン し ⑧ グ レース 


2 | 

ラコ hy、“ < LEVEL- TI 
| SAP 
の DISCO 





















700W , 700R は いずれ も 284,000 円 。 | | 
























「 品川 無線 LEVEL-IISAP : 


レレ バー を さら に グレ ー ド アッ プ し , : 





教え ます 」 





VICTOR MUSIC PLAZA 
5 月 VIM.P オ ー デ ィ オ イベ ント スケ ジュ ー ル 


AV 時 代 を 先取 りす る 
PEACE シ リー ズ の ご 紹介 Part 4 
「 音 と 映像 を 効果 的 に 演出 する Q ゆ 情報 を | 画 室 


13202 が 7 が 2 
パソ コン で 広げ る AVC の 輪 々 


解説 
ステ レオ 事業 部 企 




















: 町 


解説 
中 守れ (22N 王 
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2 忌 


有 [ 
ーー ーー ニー ーーーーーーーーー「ー 










NEW スピ ー カ で 聴く 最新 音楽 情報 
< ニュ ー・ デ ィ ス ク 紹 介 の > 


くみ この サウ ンド ・ シ ャ ワー ノ / 


解説 
V.MP 
: 渡辺 久美 子 





V.M.P 








一 松任 谷 由 実 の 世界 Part 3 一 : 渡辺 久美 子 
5 に 解説 
トキ と 定 と っ 
SL は 会 Vol.3 SF 特撮 映画 
人 芝 7320 の 22 の 


DANCE MUSIC with KUMIKO 


& を SATOMI V.MJP 
ビル ボー ド : 渡辺 久美 子 
DANCE/Disceo Top 80 一 ・ 昌 野原 里 美 










解説 








クラ ッ チ プレ イ に も 最適 。 
9 記 RAVH 汗 eZ2 ジ 


: と 交換 針 は 。 い ずれ も 新しく 設計 ,: 
: 構成 きれ た も の だ が , LEVEL-I : 


スタ イラ ス は 同 シ リー ズ の 交換 針 
の 他 , 従来 の F-8 各 種 の 交換 針 
も 使用 で きる 。 

価格 は , SAP が 35,000 円 , DIS 


: CO が 29,000 円 。 


ボディ の み は 13,000 円 。 
自重 は いずれ も , 約 5.4g 





@⑳ ソ ニーDR- W70C 


マイ ク 付 き ヘ ッ ド フォ ン 2 機種 

バイ ノー ラル と ダイ ナミ ッ ク 

ソニ ー DR-W70C 
DR-200C 


臨場 成 あ ふれ る ステ レオ 録音 再 


: 生 が で きる バイ ノ 一 ラル マイ クロ 


US を 7 レ 2262SSNI24 48 
DR-W70C, 語学 練習 や FM ミ 
三 放送 局 DJ 用 な ど 幅 広く 使え る 


接続 マイ クロ フッ ン 付 き ス テレ オ へ 


ッ ド アァ ア ォ ン が DR:200C 。 
W70C は , 優れ 
た 装着 性 と 高音 質 
の 耳 介 挿 入 型 方 式 
の SS の NNNZ224 の ) 
左 右 の ユニ ッ ト 部 
に , 趣 小 型 バ イノ 
52 2 02 
ォ ン を 取り 付け て 
いる 。 
録音 時 の 音源 の 
方 向 ・ 距 離 感 が あ 


クウ 











































た か も その 場 に い 
GU 用 (に 
再現 きれ, 奥行 き , 
動き の ある 再生 音 
が 得 ら れる バイ ノ 
ー ラ ル 録 音 が 手軽 
に 楽し め る 。 胸元 
で 操作 で きる コン 
トロ ー ル ボッ クス 
採用 。 

200C は , 音質 の 
良き で 定評 の ある “へ アー30 ぁ シ 
リー ズ ? の ヘッ ド フ ォ ン に , 接続 
型 小型 ・ 高 性 能 ダ イナ ミッ クマ イ 
クロ フォ ン あ 付け た も の で , 語学 
練習 、 カ ラオ ケ 練 習 。 電子 楽器 の 








練習 。 F M ミニ 放送 局 D 』 用 な ど , : 


2 の 2002 ン IE (SSR 
ざま な 用 途 に 適し て いる 。 

アー ム 部 は 耐久 性 に 富ん だ 人 金属 
性 フレ キシ ブル シャ フト を 使っ て 
お り , マイ ク の 角度 を 自由 に 換え 
必 202LG の ae 2 IN ペン 


⑳ ン ソニ ーDR-200C 


ド と 同じ 位置 に する と 自動 的 に マ 
イク の スイ ッ チ が 切れ る オー トマ 
イク オブ 機構 も 採用 。 

また 2 ウェ イブ ラグ の 採用 で 接 


: 続 する 機器 を 選ば な い の ? 特 徴 の 


(の 人 
価格 は , 
DR-W70C が 7,800 円 
D R -200C が 9,800 円 
重き は , 
DR-W70C が 約 15g 


D R -200C が 78g (いずれ も コ : 





ー デ ィ オ テク ニカ AT8551 








ー ド を 際 く ) 


同時 通話 で 遊べ る 
移動 F M 放 送 局 
0⑯| オー ティ オメ アク 
詞 % 
] AT8551 








2 ツン 7 や ド ラン ンド 
な ども いい が ,。 も っ と 手軽 に , 安 
い 価格 で , 2 台 , 3 台 の 車 で 遠出 
の 時 な ど 走 っ て いる 車 同志 で 交信 
で き な い も の か …。 こ ん な 経験 や 
必要 性 は 車 に の っ て いれ ば 誰 も が 


: 感じ る も の 。 


ンー の 232IGEAM22 
3252 に 0703 つ HMS 人 0200 
| ラ 有 2 記 K マ ンク 20E225 ジ ZAINGDDII2 肖 
2 個 1 組 で 6,500 円 と いう 買い や す 
い 価 格 で 発売 され た 。 

* む せん ご っ こ Hello ′ と 名 づけ 
910 用 SUGMONA220 人 od242(24ae 
ソケット に 差し 込ん で 免許 や 届け 
出 の 必要 な し に , 誰 れ で も 使え る 





: 気軽 な FM ワイ ヤレ ス ・ マ イク の 


St 愉 
それ ぞ れ の FM ラジ オ を 相手 の 


: 送信 周波 数 に 合わ せれ ば 同時 通話 
: が 可能 で 見 通し の 良い 所 な ら 50 一 


100m 程 度 ま で は 大 丈夫 。 
重量 105g 


オー ディ オ ・ イ ン シ ュ レー タ 
中 一 重量 機器 用 に 開発 
オー ディ オ テ ク ニカ 
AT636 


アナ ログ ・ フ レー ヤ に 限ら ず , 
オー ディ オ 機 器 全 般 に ゼ だ っ て 振 














の の 


ぞう に ーー 


用 

























硬 伝 路 が 音質 に 悪影響 を お よ ぼ す 
加わ 4 る が テク ニカ で は オー 
ディ オ 機 器 の 小型 化 傾向 に 対応 し 
で 高 性 能 で 使い や すい 汎用 イン シ 
証 レ ー ク タ を 発売 し た 。 

本 機 は , 防 振 プ ム と エア ・ サ ス 
上 2 コン のび ョ コイ ルッ スク リ 
ング の 3 つ を 組み 合わ せ 背 貫 広 い 
耐荷 重 特性 と すぐ れ た 吸 振 性 能 を 
実現 し た も の 。 

今 団 の イン シュ レー タ は , 底部 
ほ 特 殊 ゴム 性 で 横 方 向 の 振動 に 対 
5 る イン シュ レー タ A と 空気 
ネ 及 び 金 属性 の 不 等 ピ ッ チ ・ バ ネ 
で 構成 され 垂直 方 向 の 振動 に 対応 
シン ショ レーク BT 天 面 居 貼 
られ た 低 反発 性 ゴム で 高音 域 の 振 
勤 を 吸収 する イン シュ レー タ C の 
io の イン シュ レー タ の 働き で , 
高い イン シュ レー ショ ン 効 果 が 実 
現さ きれ て いる 。 
価格 10,.000 円 (4 個 1 組み ) 

















高き 48 一 53mm 可 変 


- ア ルミ ハニ カ 
ム 構造 の 
キャ ビ ネ ッ ト 
@⑫| 材 使用 5P 
成川 商会 
ctZ1 ジ ソン ンー ラン シン 
-5SL600 





オー ディ オ 輸 入 
商社 の 成川 商会 で 
は 英国 の セレ ッ シ 








寸法 外 径 85mm : 
: 現 を 再生 で きる 。 


: 今回 , 





2N2 三 ウパ ン ョ 


5 月 の イベ ント スケ ジュ ー ル 


ニク レー ド 








内 











Pop Town Top40 カ ウ 

女性 ヴォ ー カ ル 特 集 

VN eo レ 全 = ポス ド 
に みのる ニン 
ES Se 二 





ンコ N グ 4 ン 2 


矢 日 清治 













レレ 証人 20 主 間 (BODNMIOW 
UM 上 且 が 三光 5) 
17222 








ー デ ィ ス ク 
LD : ホー ル 多 オー ツ 他 


ミュ ー ジ ッ ク ラ イフ ・ ロ ッ ク ・ ザ ・ レ ー ザ 










パパ ソコ ン と 映像 の 共演 

の (4/21 発 売 MSX ) 

5 月 26 昌 人 ) 

15 : 00 一 
18 : 00 








(①。@⑧ と も 内 容 は 同じ 


に les っ 24420 ン 当ら 
PX-7 Palcom 特別 体験 会 


ーー だ ん だ ん 末 し ぐ な っ て きた 
映像 と オー ディ オ の 世界 一 






当社 技術 部 員 

















で 3 












ヨン 人 22 ロコ ジョ 2 ルレ 人 H の ) 
ピー カ , セレ ッ シ ョ ン SL600 の 発 


: 売 を 開始 し た 。 


従来 の S L 6 の 使用 ユニ ッ ト は 
の の) まま 2 王 ジル クジ 0 
は 軽 合金 (アル ミ ・ ハ ニカ ム 構 造 ) 


: が 使わ れ , 共振 革 域 と 耳 に つき や 


すい 音域 か ら 約 2 オク ター ブ 上 の 


: 1.2kHz 程 度 に 押し 上 げ る こと に 成 
: 功 し て いる 。 


本 機 は 音質 で は すでに 定評 の あ 
BNG 応 局内 祭 凌 楽 表 


友 215,000 円 (専用 スタ 
ンド 付属 ) 
W200XH370XD235mm 
5.1kg 


価格 


寸法 
重量 


| B&W の リフ ァ レ ンス スピ ー 


@ カ DM220, DM110 の 2 種 を 
| ナカ ミチ が 発売 


ナカ ミチ が 英国 B&W 社 の スピ 
ー カ を 紹介 し て か ら 1 年 羊 た つが 
0 ラン ラテ ンー: の) 





gm ジョ ma ズ DIM220NSR の DM 








110 の 2 機種 を 新 発 売 す る 。 

上 級 機 の DM220 は ダブ ルウ ー 
ファ シス テム を 採用 し , 1 本 の ウ 
ー フ ァ を 500Hz 以下 の 低 域 専用 と 
し て 使用 。 低 域 の 圧倒 的 な 量感 と 
中 域 の 指向 性 の 良さ を 両立 きせ た 
0039Noe 3 2 秋本 No 
し て 姉妹 機 D M110 は , DM220 と 
同じ ポ り アミ ド フ イィ ルム に よる ソ 
NNN の KT グル (200mW 
5 彰人 KG の 68021076EEE 全 ジジ 2407S 
で ある 。 

DM220 は W290XH680XD320mm 
重量 15.1kg、 価格 69.800 円 (1 本 )。 


B&W 
リフ ァ レ ンス SP 





3】 


パイオニア  KX-E40 
GEX-E06 


EQ-E01 
GM-E04 






: パイ オニ ア 














ビク ターCK-6.8 


DM110 は W260XH490XD250mm。 : CK-6 は C カ セッ ト デ ッ キ 用 で ,: 用 。 

















全 全 By | オー トリ バー スタ イブ プ 機 に も 対応 | 価格 は ,CK-6 が 1.500 円 
価格 49800 円 (1 本 )。 : で きる 。 使 い 方 は 。 カ セッ ト テ ー : CK-8 が 1800 円 。 
: プ 再 生 と 同じ 操作 。 

の SW 5 ょ 8 の ーー ー コ ン gR( 選 ズ 採 
人 な に 2 SER 
クリ ー ナ を 2 機種 YNK 

5 RODIO 還 ZS 二 2 半 に 2UUIDSI 訴 謗 : 0 
SRNKSG 4 ト バイオ ニア KX-E40 

AN 。 木 作 は 9 トラッ クタ テー フ ブ 再 生 と を : GE X: 王 06 
: 同じ 操作 で , CK-6 同 様 に ヘッ ド , : 

人 ト 電 ARNMS 同様 NO GM-E04 
クシ タカ 20 N004N WI NN の 2020 ピ 0 2 EQ-E01 
ラオ ケ 等 の ヘッ ド が 手軽 に クリ ー : る 。 CD-A1l 
ニン グ で きる 湿式 ・ メ カ 式 の オー : 両方 と も ヘッド を 傷つけ な い ウ UD -747 





ASSU 記 二 785 ェ ッ ト タ イ プ の メカ ニカ ル 方 式 採 
ll 1 1 1 NNN 車種 に 合わ せ た サ イズ が 妥 求 き 
02 コン 7N22( 遇 2 
0030 の NOB の JI08GR 
: 新 サイ ズ (W150mmXH50mm で 同社 
: 通称 ドサ イズ ) の ロン サム ・ カ ー 
NZ リド ニス を 2 UN 
従来 の 同 シ リー ズ は W180mm, 
H50mm (同社 通称 D サ イズ ) だ っ 
た が , 幅 が E 諸 で は 30mm 小 き 
(ARC 

が お 。 今回 の RE サイ スッ 0 ババ 
に は コン ポ の 発展 性 を その まま 残 
し な が ら パ ワー アン ブ プ ブ 内蔵 に よっ 
で コス トバ パフォ ー マ ン ス を 高め た 
KEINZN2Y 2 6 NG る 
人 還 N の EE の UKGGI2N の 50 
を 別に 購入 する 必要 が な いた め , 
シス テム 価格 が 割安 と な る 他 , そ 
の 分 だ け , 取り 付け スペ ー ス が 少 
40 SRKGOG 

K X-E40 が その ハイ パワ ー ア ン 
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ぺ * 


ン 


\ と 


ぐ 


プ (22W 十 22W) を 搭載 し た オー 
則り) バー ス デ ッ キ で 。 GEX-E06 
FMZAM チ ュー ナ 。 

G M-E04 が ステ レオ パワ ー ア ン 
NEO-EO01 が グラ フィ ッ ク イ コ 
語 CD-A11 が グイ バシ ディ 
講 ア ン テ ナ プロ セッ サ , UD-747 
還 ーー ツー リン ドロ トニ リル レ 。 

価格 は それ ぞ れ 次 の 通り 。 

KX-E40 (43,800 円 ), GEX- 

E06 (49,800 円 ) GM-E04 

9,800。F Q-E01(21,800 円 ), 


CD-A1ll (9.800 円 ),UD-747 : 


(5,500 円 ) 
寸法 W150XH25XD163mm 
(KX-E40, GEX-E06 共 通 ) 


コン ピュ ー タ コン トロ ー ル 


9 コン ン ア ッ プ 15 機 種 
ー ト リオ の カー オー ディ オ 


コジ 加給 球 522 022DUEOe ル 20 
本 較 に RU に の SW トド ZI 
ELL シンセ サイ ザ FM/AM チ 
ニブ 。 
2 ペド Rn イコ ジス 7 
レオ パワ ー ア ンプ ブ が 各 2 機種 。 各 
種 ス ピー カ が 7 機種 4 月 下旬 か ら 
訪 次 発売 され て いる 。 

Me 


コク に 0 ュー ジコ ドジ 1 


信人 


アァ ンプ が それ そ ぞ それ 2 機種 ずつ と い 
の は , 幅 が 180mm と 150mm と 2 サ 





画 KXC- 7550 


PGWEm ANNS に いで 2 KC 6 
POER2SS2sSsaecefzrResntsdees の hsocetstS さ spam 
5 smaPMBERSRIEESS55EEH5RRRSERSROESNSSSRsamermemrSSksosSOX な SR 





天 C〈AC- 5250 








テク ギン ライ プス ポッ ト 5 月 スケ ジュ ー ル 








時 問 


タイ トル ング 内 容 








ミ 30 18 - 


クン リク ジン 200 ン 51SR2S ド 
化 大 送 公開 録音 











: 00 一 18 : 


クス シタ 
ッ *ー ン ナル 無線 








: 00 一 18 : 


ミニ ーー ジン ンド < ジーン ベ 








時 6 テク ギン ンド ・ ス ネス ポット 
0 廊 化 放送 公開 妹 吾 








: 00 一 15 : 


燃え つき る キャ ロ ル ラ スト ライ ブ 
VTR コン サー ト 








: 00 一 18 : 
VTR プラ イア 


2 
TMusrc ン MUS1C」 
ン フ ラフ ェ リ ー・\YMO 他 





(82325 








: 00 一 14 : 70222 
15 16 


イプ スポ ボッ ト 
WINDY 一 僕たち は 風 














隊 0057 





MUSIC ビデ オ 最 前 線 














(人 SKSDNCGVa の OM 
7 人 NANOSSOIGG つ ZOSSS ニ 2 
ヨコ 4 ジ INN2(eMGMRKSOO IO ZZ 
7 シク 8221 ヨ 22G2002510G 和 380) 
界 初 の プリ セッ ト 機 能 付 電子 ボリ 
ウム が 採用 され , 瞬時 に 音量 ダウ ン 
させ る ミュ ー ト 動作 な ども 可能 に 
2 
SD De 2 RSS ん 
Ui ド 欠 NRN かー トブ で 
ッ ト チ ャ ネル コー ル ,。 グラ イコ で 
は 電子 ボリ ウム 付き や プリ セッ ト 機 
な ど , 独自 の マイ コン 開発 に よ 
り , 多彩 で 便利 な コン ピュ ー タ コ 
ント ロー ル が 可能 と な っ て いる 。 
この 他 , 全般 的 特徴 と し て は , 


⑩ ケ ン ウ ッ ド カー オー ディ オ 


⑱⑩KGC- 7450 












リム タイ ブ の 内 容 充 実 , デザ イ 
JP の スト レー トラ イン 採 
用 な ど 。 
価格 は 150mm タ イプ で , デッキ の 
KXC-7550 が 58,000 円 , チュ ー ナ 
は KTC -7650 が 45,000 円 , イコ ラ 
イザ が KGC-7450 で 40,000 円 , ア 
ンプ KAC -5250 が 18,000 円 。 
180mm タ イプ は , いずれ も 上 記 の 
5 千 円 高 で 価格 設定 され て いる 。 
ちな み に , カセ ッ ト デ ッ キ の 寸 
法 を みて みる と , 150mm サ イズ の 


: 7550 が W150XH50XD161mm で あ 


に 対し , 180mm サ イズ の KXC- 


: 7580 は , W180xH50XD161 と 幅 


が 培う だ け 。 













⑩KFC- 2005 
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松下 通信 工業 カーSP 


重量 は いずれ も 1.5kg で 同じ 。 


3 タイ プ 7 機種 カーSP 


4 ウェ イオ ー ル ハニ カム 機 な ど 
| 
松下 通信 工業 


52 240.222 人 MVAos ジ 3 
の) の 作 の 702ZDD 天 II2 用 が 
ら 順 次 発売 され て いる 7 機種 の ス 
ビ ピー カ は , 据置 型 が 3 機種 。 埋 込 
型 が 3 機種. フロ ント パネ ル 埋 込 
型 が 1 機種 の 3 タイ プ 。 

特に , 業界 で 初め て 4 ウェ イオ 
GRANIE100 グ NII 
ステ ム CJ-SX1200D (12 万 円) 
は , 音像 を 忠実 に 再現 する ハニ カ 
2 なあ 仙 多く 52C207EEUN 表 還 = ニ カレ 全便 
ダグ イキ ャ スト て 構成 され た ぜ い た 
SD 2 の ら 

埋 込 型 の 3 機種 は , 充実 し 張り 
の ある 重 低 埋 が 最大 の 特徴 で ,. マ 
IJA2NG ジ PEkdD 和 SNGMO の OB 

据置 型 で は , 前 述 の S X -1200D 
の 他 、 3 ウェ イ 密 閑 型 の CJ-S X 
30D が 29,800 円 , 同 CJ-S X20D 
が 19,800 円 。 

1AAMMSWNI SN ク 0 の | 2 
iEPGd220 ジ 2 EE (NT ST 
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767D が 56,800 円 同じく 2 ウェ イ 
の CJ-S R757D が 44,800 円 ,CJ 
-S R -727D が 17,800 円 。 
フロ ント パネ ル 埋 込 型 の 10cm コ 
on シル レク 02 512 12 
ッ ト CJ=-S102D ほ 9,800 回 。 
いずれ も 2 本 1 組み 。 


WINNT WO 以 ジ 
MCX-3 


MCX-3 は MC 型 カ ー ト リッ ジ 
本 来 の 次 で ある ロー イン ピー ダン 
スタ イプ で , 高 出力 を 実現 し て い 
る FR と し て は 初め て の コイ ル 巻 
枠 に 磁性 体 を 使用 し た モデ ル で あ 
る が , 磁性 体 を 使っ た 場合 の メリ 
ッ ト を 最大 限 に 活用 し た 基本 設計 
の た め , 空 志 コ イル の MC 型 カ ー 
トリ ッ ジ と 比較 し て も 有 遂 色 は な い 。 
さら に 振動 系 は 十分 に 軽量 化 さ れ 
て いて 最適 な コン 
1262 2 ジン 
も 相まって 理想 的 
な トレ ー ス 能力 を 
も つ 。 出 力 電 圧 0.2 
ha 軸 EUNMDILas 
0.25g, 負 箱 3 0, 





f 特 20Hz 一 40,000Hz, 価格 33,000 円 。 


最高 級 オ ー デ ィ オ コン トロ ー 
代 ルアン プ 
サン スイ C-2301 


いい 音 を 決定 する も の は 構造, 
素子 , 回 路 の 3 点 で ある と いわ れ 
の (2 の 90 の UNGGIHSN2N2 
ZN の ヨコ ジン Num2270 ジ 2 ク と し 6 
の サウ ンド ・ ク ォ リ ティ を 確保 
する た め , この 構造 , 素子 , 回 路 
に つき , 実に こま か い 部 分 に いた 
る まで 数 多く の 技術 と ノウ ハウ を 
注入 し て いる 。 主 な 特徴 は , 
① 理想 的 な 電気 の フロ ー か ら 設 
司 NSR2(MGKEAZ32NS22245 ジ 2 
② 非 磁性 体 シ ャ シ の 採用 で 磁気 

ひずみ を シャ ッ ト ア ウト 
③ 防 振 構造 で で あら ゆる 部 分 の 
振動 を 追放 し て 良い 音 を 求め た 
④ 回 路 は バラ ンス 伝送 , バラ ン 

ス 増 幅 の 実現 で バラ ンス 出力 を 

装備 

外形 寸法 W474x H160 xD422mm 

重量 20.9kg 

価格 550,000 円 











人 Q サ ンス イ C-2301 



























い 
ip: 








/ ZZ ーー ジル // 
人 RM 


- 3 ヘッド, 12 万 円 台 
_ 松 下 VTR NV-360 


普及 機 


回 社 独自 の 3 ヘッ ド シ ス テム で 
馬 2 い G 本 ッッ ド / を 搭載 し て , 





イズ 固定 の 見 や すい スピ ー ド サ 
ー チ な どの 多 機能 を 12 万 円 人 の 普 
友 価 格 で 実現 し た も の 。 

録画 ・ 再 生 ・ 早 送り な どの 走行 
話 態 や カウ ンタ な ど を 二 色 蛍光 表 














請 管 で 大 きく 明る く “お 知ら せ 小 
容 邊 を 採用 。 
因 祭 肌 朋 始 時 勾 録画 し て お く 時 


を, それ ぞ れ 30 分 , 60 分 , 90 分 , 
症 次 分 の 4 段階 で ワンタッチ で 
隊 明 で きる 新 ワ ンタ ッ チ タイ マ 
馬 人 。 


上 AA は 0 軸 1Z 


誕 細 上 史 売 の ウイ ヤード リリ 正 ヨ ン 
(3,000 円 ) が 使用 で きる 。 
ワイ ン レ ッ ド , 


色 は シル バー, 








ッッ ッッ ラニ 





7 イズ や プレ の な い 鐘 明 な 義正 画 


// 








2 ラク 6 の 55 人 
価格 123,800 円 
寸法 W430XH115X D374mm 
重量 8.0kg 
消費 電力 20W 


ーー 段 と 小型 ・ 軽 量 


の ま VTR HV-34T 





据置 き ・ ポ ー タ ブル 兼用 で 好評 
の フリ ー フ ァ ン タス 33T の 後継 機 。 
サイ ズ も ひと 回 り コ ン パ クト に 
な り , 重き も 5.9kg と 1.2kg 軽 量化 
| 関 MGS 記 

4 ヘッ ド 坊 式 で 標準 , 3 倍 モ ー 
ド と も 鮮明 な 画像 が 得 ら れ , スピ 
ー ド サー チ は 標準 で 約 10 倍 速 , 3 





バイオ ニア VX-7 






やゆ 松下 電器 NV-360 


本 SG05 情 束 。 

ロク ラバ ムク イマ は 2 週間 3 
プロ 。 毎 日 録画 も で きる 。 ま た か た, 
30 分 刻み で 2 時 間 ま で の ワン タッ 
チタ イマ ヤー 録画 も 可能 。 

テー ブ プ 残 量 が ひと 目 で わか る フロ 
ント オー プン ロー ディ ング 多 カ セ 
ッ ト ラ イト 付 。 

12 機 能 の ワイ ヤレ スリ モコ ン 付 
で , 3 電源 。 カメ ラ 問 子 付 。 

色 は シル バー, レッ ド , ブラ ッ 
ク の 3 色 。 

価格 168,000 円 

寸法 W390xH215x D140mm . 
重量 5.9kg 

消費 電力 24W 


に 0 の こも エタ ハイ 


9 ZNVINRSNVXS7 





オー ディ オ 機 器 と の 組合 せ を 考 
慮 し て 幅 430 ミ リ の コン ポ ボサ イズ 
を 採用 。 


(822 計上 072 
ビ 信 号 を 映像 信号 
音声 信号 に 分 け 
て 検波 する スー パ 
ii の aolo2il) 
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ア 方 式 を 採用 選曲 と タイ マー の 
セッ ト (3 週間 9 プロ ) は 10 キ ー 
G 和 有る 


この は ほか 主 な 特徴 は 


光学 MNUOSRGD 


2N 放 る の 802 の レル ( 
ノイ ズ の な い 静 止 画 を 実現 し 
2 に とら た リリ レ た iD た 
3 

NN NR AN ワイ 




















ンド な ど 各 種 の 
価格 249,800 円 
寸法 W430xH105x D375mm 


重量 約 11.8kg 
消費 電力 38W 





@ 日 立 VT-56 


| @ 


Fr5 ヘ ッ ド 搭載 VTR 
- 上 日 立 VT-56 





標準 モー ド ・ 
れ の 専用 ヘッ ド に , 静止 画 
ー 用 の ビデ オ ヘ ッ ド を 加え た 5 へ 
ッ ド (EX 5 ヘッ ド ) を 搭載 。 高 
画質 録画 
回 O2MaeeeRileN RNN NG 

0 の 全 ジ 2 た の 2 に シン 
ファ イン コマ 送り , クイ ッ ク 再 生 


: 逆転 再生 な どの 多彩 な スピ ー ド プ 


レイ が 可能 。 

33 モ ー ド の ビデ オリ モコ ン 機 能 
に 凛 UNNUOSー NR の りき 
ン 機 能 を 備 そ た テ 
レビ 共用 の 51 モ ー 
ドウ イヤ レス リモ 
コン を 付属 。 

プロ グラ ムタ イ 

ー は 2 週間 6 プ 


明 T NEWWS 


の ィ &n 
N 


日 
き m 


母 W 「 隊 池 員 革 了 ご 薄 沈 N 短 」 


に 
謀 温 潮 さ 避 量 問 / 論 , 革 加 


Dem に hh きこ | 
。 せ ご 昌 問 4 主 加 


計時 , 工 避 日 限 加 ぶ き 后 田 








は 中味 胃 冬 問 胡 可 さ ュ 


NN NE 邊 SH ウ エニ ロ 誠 生 





呈 


弟 混 音 一 と mN 河 詳 可 せ 
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際 開 (人 品 きき 政 清 ・Y 


マーXHN ふ NH ユー こ VnS 


回 折 設 東 
7 大 二 りり と 
4 を WV い ) 
1 IA 了 
人 07JNNISNH D 像 1 
の 2 30 
8 の ソ 
2 た 由 ZS 
な め 的 
どい か 伯 「 
中 上 ソ 生 の 
直 4 2 兵 新 
(| ト 開 会 
フ う 事 始 社 
0 に の 
_ る 大 
ビ と 手 
デ こ 東 
4 の と 
MI の 
2 参 
四 ョ 人 
に は 
大 。 


ご 
ン 


7 


下品 明 肖 S ミ アユ さ 十 国 き ぶ き 
1m 呈 d と り 
m 衣 


ご 泊 工 切 目 十 馬 田 潜め どの 肖 


3 倍 モ ー ド それ ぞ : 


・ 再 生 が 楽し め , また 静 


ロ 。 毎日 ・ 毎 週 の 繰返し 子 約 も 可 
能 。 ま だ た, 30 分 間隔 で 4 時 間 ま で 
の 4 全 2522 1 S2 る 三 必 

テー ブ プ 残 量 表示 機能 もち 付い て い 
2 
価格 208,000 幅 
寸法 W4385x H109XD352mm 
重量 8.7kg 


消 胡 電力 29W 


AU 
松下 通信 AK-30 


撮像 管 に プラ ン ビ コン 管 を 採用 。 
プラ ン ビ コン 管 採用 の カラ ー カ メ 
ラ は , これ まで 500 一 800 万 円 台 の 
も の が ほとん ど だ っ た が AK-30 は 





: 業界 と し て は 初め て の 300 万 円 台 


を 実現 し た の が 大 き を 特徴 。 

また , ディ ジタル 技術 と プラ ン 計 
ビ ピコ ン 管 の 特性 を 十分 に 生か し た 還 
新設 計 に より カメ ラ ヘ ッ ド 4.9ker 
水平 解像度 650 本 , SN 比 58dB 


と 高 性 能 化 を は か り , コス トバ パラ 
ォ ー マ ンス に 優れ て いる 。 








八木 アン テ ナ AV-EC3 














mm 




















本 二 差 動 プ ンプ と 








題 トド デ ジン クル レン コル 
5 オー トド ト ホウ イド オー ト 
還 間 2 クシ バラ ンス へ 2 バリ レス セッ 
7 年 ド ビ 
ー 2 
グ , オー トニ ー 回 路 一 一 な ど 

な 自動 回 路 を 採用 し て いる 
休 398 万 円 
上 計 人 K 信 278 イン チラ ラン ピコ ン 





本 K 





瑞 


語 iNIIS 代 iDN 
寸法 99x268x328mm 


重 講 4.9kg (含む 1.5'VF) 
司 い 森 アンテナ が 「 マ ル チ 
穫 | イン プッ ト ・ ビ デオ 


還 ラ スタ クター 」 AV-EGC9 
従来, 単機 能 で 商品 化 され て い 


た ビデ オ エ ン ハ ン サ (映像 輪郭 補 
計器 )、 カ ラー コレ クタ (色彩 補正 
庄 》 ディ スト リ ビ ピュータ (分 配 只 ), 

















① 信 号 飛 延 回 路 


革 半 寺本 | に する こと に よっ て 。 ふ 
用 と どり の 幅 の 狭い , 切れ 味 の 良 い 
凌 や か な 画像 が 得 ら れる 。 

2 トド マテ バッ クー カ ラー ニコ 
昭二 ルル 内 感 で 用 ラー 信 全 が 
自動 的 に 一 定 レ ベル に 調整 。 

8 入出 力 は 映像 ・ 音 声 と も 3 系 
庄 縛 坦 声 は ステ レオ 対応 。 
ウェー ブリ ホ ー ム 回 路 内 蔵 で , 
語 半 の 乱れ た テー ブ プ を ダビ ング す 

人 に 便利 。 
ーー な どの 特徴 を 持つ 。 
価格 89,000 円 
本 法 W292xH75xD200mm 
重量 3kg 























韻 SN 








護 侯 








- 即 

の を ビ 

や ロ テ の 

の 1 

lo の の の 

り た 情 1 

介 伝 
中 。 ) ん 上 上 で き | 
0 | = モタ 1T TO 人 き し 
人 0 人 () ( | 導 | 7 
| 見 上 トッ (上 申 | 1 
| 発 円 ( | トー コル セト 
示 上 6 月 ) 
』 。 し 上 人 () > ヶ 
_ 昭 係 隈 上 KW | ん | 
相 、 内 タラ MV 
の 代 2 ク 拓 - (| 
ll の 東 | まい (6 
九 ババ 京 時 四 ル 東 
放 | ビリ 用 トト 
中 。 上 上 ルト 小 内 
nh 2 2 5 情 。 


らら ら ょ -m< 上 て ビ ⑳ 


デモ エン パ バシ) 天 
TE VE -4000 


ビデ オ 編 集 に さけ られ な い 画 質 
の 劣化 を 補正 する の が 「 ビ デオ ェ エ 
ジジ が 

プロ 機器 等 で 活躍 し て いる イメ 
当 ジ モジ る ベ 2202NRR8H(SK 
る ディ レー ライ ン 方 式 を 採用 し , 
より 鮮明 な 輪郭 信号 を 得 て 画質 を 
クッ キリ , シャ ー プ な 画像 と な る 

入力 数 が 4 系 統 あ り , ビデ オ , 
天外 の 2 HOVIS この の 8 ら 
入力 信号 と し て 4 到 ま で 接続 で き , 


また , 出力 数 も 4 回 路 あ る の で 分 : 





ndiSriuy 導 





買 w 募 SVu マ ー さ ロロ 









洒 二 ly 












BB 





se 
還 且 。 朋 | 
本 泉 当 人 | 間 
9 革 有朋 天 ? 條 
関 先 消 問  ) 格 
寺 。 間 | 国 
旧 T 有 角 0 7 
人 mM 月 | 
IT 0 | 移 「 
IOM 9 1 OU 
東 | 日 を マロ 
人 | 、 有 / 
2W | 0 AN 
年 | | (0 ( 
3 本 回 と し て ビデオ な ど を 4 癌 * ま で 
: 接続 で き 同時 ダビ ング が 可能 。 
音声 信号 は ステ レオ 対応 。 バ ッ 


ファ アン プ を 内 蔵 し て いる の で レ 
ベル の 減 杜 が な い 。 


価格 59,000 円 
寸法 W215x H48xD202 mm 
重量 約 2.2kg 


消費 電力 5W 


MAS TE 
ビク ター BR-7000 


VHNSgRN2NNZ07 人 の 
ソフ ト の 大 量 コ ピー が で き る 業務 
用 の ハイ ファ イ VTR。 

復 数 双 の リモ ー ト コン トロ ー ル 
ジン 2022200J00000 和 20 
本 で 簡単 に 組む こと が 可能 。 

主 を 特徴 は 

① ハ イラ ファ 0 声 専用 回 転 ヘ ッ 
ド に より 高 晶 費 な ハイ ファ イ 音 声 


9 





























記録 再生 日 本 ビク ター BR-7000 障 
ダイ レク トド - ウォッチ マン ?” 第 3 弾 証 
ライ ブ 方 式 , 高 精 | し -_crTv FD-25 
度 ア ルミ ダイ キャ ニュ ー ス , スポ ー ツ 維 戦 に ど 
スト シャ シ 等 の 採 SG RNN ENDNNNN / 
用 で 高 信頼 性 。 高 の 姓 兄 元 レビ に ST i 詳 の ウォ リッ っ an 
耐久 性 チマ ン F_-20 に , 全く 同 じ サ イ 丸 
フロ ント パネ で AM ラジ オ を 内 蔵 し た ウォ ッ チ に 


ル に 各種 テア スト ポイ ント , アワ : 型 が 7W+ 7 W, 19 型 が 5.2W 二 : マン の 第 3 弾 





ー メ ー タ ー を 装備 し て お り , 機 : 5.2W。 ! | AM ラジ オ が 内 蔵 きれ た こと に 
回 の チェ ッ ク , メン テ ナ ン ス に 便 : この ほか , 2000 廊 字 表 示 可 能 な : より , プロ 野球 の テレ ビ 中 継が 途 
利 | スク ェ ア ・ フ ァ イ ン ピッ チ プ ラウ | 中 で 終っ て も , すぐ に ラジ オォ に 切 
の 0 2 人 RIESAHRGBA 上 WS20 | りか る られ また AN 
価格 36 万 円 | ピン RGB マ ル チ 入 力 端 了 , ビデ : の 他 の 情報 収集 が 一 層 幅 広く で き 
寸法 W440x H174X D445mm : オ 入 力 端 子 3 系統,。 モニ ター 出力 : る よう に な っ た 。 
重 全 0.5ke : 端子 1 系 統 ,。 グ ライ コ で つく っ た : 2 型 の 偏平 白黒 プ ブラウン管 を 便 
消費 電力 48W : 音声 が ビデ オ 編 集 で きる イコ ライ : 用 し , 画面 は タテ 3 メ ヨ コ 4 gm の 


ザ 出 力 端子 。 外部 スピ ー カ 端子 : 大 き さ 。 ア ルカ リ 単 3 乾電池 4 個 


ー グ ライ コ 内 蔵 カ ラーTV 
AE4 内 蔵 カラ な ど . NORMAN : で 約 4 時 間 の テレ ビ を 楽し め る 。 


⑥| シャ ー プ 21C-K1F 








陸 19C-K1IF 器 。 AVC 機 器 と 接続 で きる 豊 衣 ステ レオ ヘッ ド フ ォ ン 使用 時 に は 
: な 端子 を 備え る 。 : 工 ・R 両 方 か ら モノ ラル 音 が 開け 
業界 で は 初め て 。 グラ フィ ッ ク : また VTR, VD プ レー ヤ を 2 光生 タ ュ ン ジュ スグ 本 仙 
イコ ライ ザ を 内 蔵 し , 音楽 ソー ス : 1 古 の リモ コン で 操作 で きる 46 機 : カラ ー は シル バー, ブ ラッ ク の 
に 合わ せ , 低 城 か ら 高 寺 ま で , 好 : 能 の マル チリ モコ ン を 採用 し て い : 3 色 。 
み の 音 づく り が で きる カラ ー テ レ : る 。 : 価格 42,800 円 
電 専用 スピ ー カ 友 (44,800 円 ) も : 寸法 W78xH162.5XD36mm 
IMINNNI 細 (221 8) 併せ て 発売 。 : 重量 510g (乾電池 合 む ) 


ダク ショ ン ) シス テム の 採用 に よ 価格 21C=225,000 円 ,19C= : 





0 ソニ ー FD-25 




























り , 高音 部 の ノイ ズ を 大 幅 に 減少 205,000 円 
させ た クリ ア で 追 力 の ある 音 を 再 寺 |210 
年 る 。 W515X D498※ 
12cm 丸 型 ス ピー カ 2 個 を 持つ 音 H467,19C=W 
声 多 重 内 蔵 タ イブ 。 音声 出力 は 21 474XD467 x H 
434 mm 
0 夫 量 210 
CM 29.4kg, 19C= 
NIL 
周 25.7kg 
お 
19 
K 
1 
過 
を 








mm 








ムレ ググ / 


ZZ7 77 / ケ ]Z ZZ 
/ の プク つ あ ア 大 つ 


人 sss し 人 _ 人 NL _ ここ 4 mg 


-16 ビ ッ ト 並 み の 多 機 能 型 
| 8 ビット パソ コン 
「S ら 1」 シ リー ズ 





に 4 


今回 発売 され る S1 シ リー ズ は 

暫 S 1 モデル 10」 と 1 の 
の 2 機種 。( レ ベル 皿 マ ー ク V の 
後継 機 ) 


モデ ル 10 は ホビ ー・ 入 門 者 向け 


機種 で 基本 シ ステ ム に ビデ オス ー 


パー イン ボーズ シ ステ ム を 内 蔵 。 
モデ ル 20 は 漢字 対応 の 日 本 語 ワ 
ー ブ ロ 機 能 を 内 蔵 し た シス テム 。 
いずれ も 基 本 レシ ステ ム に は 6M 
Hz の 高速 CPU を 搭載 し て 16 ビ ッ 
ト 並 み の 高速 演算 が 可能 。 

ペイ ント 命令 の 場合 従来 機 レ ベ 
ルル 由 マ ー ク V に 比べ 速度 は 55 僅 , 
馬 般 的 な 表示 速度 で も 同社 8 ビッ 


ト 機 平均 の 40 倍 の 速 さ き 。「 現 行 の 
最速 機 FM 7 を 上 回 る スピ ー ド 」 
と も いわ れる 。 


0 2YmAS の 22ASEB UNERN 


デオ スー パー イン ポー ズ シ ステ 


3 0 
へ …… い ヘー トー ご > 


S1 基 本 シス テム 


クラ クア ルク 


レシ の 2 ケ / 











(仮想 記憶 方 式 ) を 採用 し て こ 
の クラ ス 最 大 の 1MB の メモ リ 
ー 空 間 を 実現 。RAM は 106KB 
(最大 618K B ま で 拡張 可能 ) 
ROM は 96K B を 標準 実装 し て い 
の 8 

その 他 強 力 な グラ フィ ッ ク 機 能 
も 大 き な 特 徴 で オプ ショ ン の カ 
IN 023 (AOGOS ら GBS 2 
スク や VTR な どの 最大 4 画面 を 
車 ね 合わ 荘 る 
ー イ ン ポ ー ズ 機能 な ど が ある 。 
価格 は モデ ル 10 が 128,000 円 , モ 


デル 20 は 78,000 円 。 本 体外 形 寸法 : 


W390xXH97XD336mm。 周辺 装置 


胃 0W NEWS 


ー の 旧 如 人 ざ 


Yuwooーー- ス 


2000 きる 2 で 





洋 へ 引 す こき すら ー の と の 史 其 


「 
| 





は 12 型 カラ テー ディ スプ レイ , 14 型 
漢字 カラ ニー ディ スプ レイ お よび パ 
ソコ ン 対 応 RGB テ レビ 。 他 に 入 
力 装置 と し て マウ ス な ども 坦 富 に 


: 揃っ て いる 。 


-2 ス ロッ ト 方 式 の RAM 
カー ド シ ス テム 採用 ハン 
ディ パソ コン 

ー カ シオ FX-750P 





ハン ディ パソ コン の 活用 範囲 を 
大 きく 抜 げ る 2 スロ ッ ト 方 式 の R 
AM カー ド シ ス テム を 採用 し た の 
が 最大 の 特徴 だ 。 

RAWIMSWNIGIMIS 2 で リリ 
の 項 読 が 以 ン タッ カ GG で き 持 ち 
運び も 便利 な の だ が , 今 回 の 2 スロ 
ッ ト 方 式 を 採用 し た こと で 1 枚 を 
em ク 人 人 必用 00 の UMGO22 
用 と し て 使用 すれ ば 

① プ ログ ラム の 入っ て いる RA 












らら - の の 紀 届 中 さき き 


n き は の サー 員 1 司 ル ー マ 


必 
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カシ オ FX-750 P 





ョ ラード を 差 換え る だ け で , 同一 


デー タ の いろ いろ な 処理 が 可能 。 


2 の RAM カ ー ド を 次 々 と 差 携え 


E 限 の デー タ 収 集 や 処理 に 威 


) そ 発揮 


ト 


な うう 


どの メリ ッ ト が 実現 する 。 


10 種 の 科学 定数 や 統計 機 


。 計 癌 弄 避 び 三 星 


庫 き 可 滴 S( い 頭 1 4 り 細 豆 


講 化 し た 68 種 類 の 関数 機能 


SANIN 薄 沼 唱 4 加 政 3 よ 


内 蔵 し , 関数 が 簡単 に 入力 で きる 
ワン キー コマ ンド も 採用 し て 理工 
系 学生 や エン ジニ ア , 統計 処理 を 
行う 人 に は 非常 に 便利 な 設計 に な 
っ て いる 。 

ソフ ト の 互換 作 で は , カン オ P 
B-700, FP-200, 1000 シ リー ズ と 
92 ヨコ ラッ パ ポ 09 CIZ/ ション シン の) 
み クセ ッ ト イ ンク フュ ュー ス つき の ミ 
ニョ ラク クー ッ リ ンク (BAS20 
川 売 NIIGIN2N ロ グン SSo 
デー タ の 転送 も 可能 。 

使用 言語 BASIC.。 ROM27K 
B, RAM 標 準 4KB (最大 8 K 
B), 表示 方 式 24 桁 ドッ トマ トリ 
ックス 液 曲 表 示 , 外形 寸法 W186 
xH82XD16mm, 重量 220 g, 価 
格 24,800 円 (RAM カ ー ド 5,500 
円 , カ セッ トイ ンタ フェ ー ス つき 
き 記 キャ ラク ター ブリ シク 175800 
問 亡 


II】 競い 1、 人 人 ) 


央 上 る 9 玉 Nj9 es 

下 の 一 こ 売 機 た 年 M 昨 
の ソウ 上 6 (> 9 ( 
0 | | ) | ( (上 キト 
| 素 に トキ れれ 1 
| 義和 Mk ( / 
用 6 | 外 うき れれ ^/?( 、 ミ 
価 一 丈 の 表 D < (た 
格 過 の コ 称 のみ D / / | | 
機 CI6 相 5 ら 内 0 の MD 
の | 分 0 全 0 多 ( BB 
介 0 ッ 作 うっ (人 0 和信 柄 6 
長 万 ト 央 T 。 で の 検 い 0 
NN 円 儀 貼 し いさ の を (て 60 








































と て 症 限 コン 守 韻 は 黄葉 


則 が 日 クト (は 用 8 
シン 還 ク セト) 2 9 | 
ャ Y 誠 ラス ん ) 介 箇 S 
| | 人 0 お と 9 
フフ (きち お 佐 ほほ の 
9 0 肖  ) ) 
カカ 槍 ICE 

の 9 の 0 |「 0! 1 





























- 高 性 能 MSX ホ ー ム コン ピュ 
@ ー タ 「 パ ソコ ン 1Q」2 機 
- 種 

東芝 は MSX 仕 様 の コン ピュ ー タ 
2 機種 を 発表 し た 。 新 製品 は , ア 
ナ ロ グ RGB21 ピ ン 端 子 に 接続 し 
画面 で 16 色 を 表示 で きる 「HX-10 
DPN」(69,800 円 ), お よび 日 本 語 ワ 
ー ド プロ セッ サ 等 に 対応 する プリ 
ンタ イン ター フェ ー ス 内 蔵 の 「H 
X-10DP」(67,800 円 ) で 64K バ イト 
RAM 実 装 の 高 性 能 タ イプ 。 ブ リン 
タ HX-550 拡張 ユニ ッ ト , 簡易 言 
用 意 き れ て いる 。 
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AH 


HH 
ト 
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| その 他 


。ー- 一 体型 , ハン ディ 型 , 分 離 
型 の 3 タイ プ を 一 挙 ラ イン 
フン 4 
トリ オ パー ソナ ル 無 線 
ー 「PASOX」 シ リー ズ 


同 有 が 第 2 世代 パー ソナ ル 
音 2 BSOX ジ シリーズ コク 
間 2 に ライ ン ア ゲッ ジ し だ 。 

全 回 発売 され る 3 機種 は 。 ハン 
本 多 イ プ の PRC-3 と 一 体型 の 
語 RC_-1], そし て 分 離 型 の PRC- 
開 

一 ソナ ル 無 線 ス ター ト 一 年 を 
大 革 し て 多様 化し つつ ある ニー ズ 
隊 明 ジィ イッ ト し だ 企画 し くそ 
で れ 発売 され る 。 

新 機種 で は 機能 。 操作 性 , 小型 
大 量 化 の いずれ も 充実 きせ て いる 
二 、 とりわけ 注目 され る の が 新 機 
語 WPIM.S.S′ (Private Monitor 
Sean System) と モニ ター 感度 の 


調整 機能 。 














委 MNNNN、 
R リ EGGE9aSN5 
』 5  B に 設定 し た 待 愛 
A 税 コ ー ド の 局 を モ 
9、 = タコ サ ー チ る 
陰 NNN 
ェ グ 機 構 で , 自分 の 


仲間 の 交信 を スピ 


1 だ け を モニ ター す 






2 02AER ショ ンク 伸 還 内 
りす る 機能 。 

一 方 の モニ ター 
調整 機能 は , スケ 
ル チ ボ リウ ム で ロ 
ー カ ル の 強力 な 局 


る こと が で きる 機 

BE。 
タイ プ 別 の 特徴 

は , 一 体型 の PRC-11 が モー ビ 


ル 用 と し て も 基地 局 用 と し て も 


に 95 


: 使え ん る マル チュ ー ス 型 。 価格 は 


99,800 円 。 送信 出力 5 W, 外形 十 
法 W140x H43XD160mm, 重量 1 
kg。 

ハン ディ タイ プ の PRC-3 は 重 


: 量 わずか 600g の アウ トド ア ュ ー 


ス 対 応 。 出力 1 W, 外形 寸法 W 


70XH186 xD42m。 価格 は 84.8 : 


00 円 。 

分 離 形 の PRC-7000 は , 車載 用 
と し て 限ら れ た スペ ー ス 内 で 自由 
な セッ ティ ング の で きる 4 特徴 を 生 
の 272 ジン 47N KGe2 く NSR 
する スリ ム な デザ イン が 特徴 。 

送出 力 5 W, 外形 寸法 ・ 操 作 部 
W180xH25xXD105mm,。 無線 部 W 
140xH43xXD140, 価格 は 105,000 
問 $ 





PRC-7000 





@② パ イオ ニア JX-E2 














他 に 同 シ リー ズ に は 基地 局 用 電 
源 や モー ビル 用 マイ ク な ど 豊 富 な 
オク シン ョ シン 類 が ある 




















ー 幅 を 30mm 縮 め た コン バク ト 
タイ プ , 車種 を 選ば ず フ ィ 
ッ ト す る パー ソナ ル 和 無線 
=2N 有 オニ アーJX-E2 





パイ オニ アパ ー ソ ナル 無線 の 第 
2 弾 。 

コン パク ト 化 , 多 機能 化 , 低 価 
格 化 を 一 層 向 上 させ て の 発売 だ 。 

コン パク ト 化 で は 幅 サ イズ を 30 


: mm も 縮め て , W150XH50xD167 
: mm に まとめ た 。 イ ンコ ー ソ ー ル , 


イン ダッ シュ の いずれ で も 車種 を 
選ば ず ジ ャ スト フィ ッ ト 。「 市 場 車 





: 種 の 約 8022 以 上 に 対応 で きる 」 と 


いう か ら ほ と ん どの 車 に OK と い 
SSRS2tW9 計 

まだ た, 機能 面 で は グル ー プ シー 
ク 機能 が 便利 だ 。 

これ は 同社 独自 の ボタ ン を 押す 
だ け で 自分 と 同じ 群 番号 で 交信 し 
て いる 局 を 探し 出し て くれ , 交信 
に 加わ る こと の で きる 便利 な 機能 。 
その 他 , 抜け 出し 交信 の で きる 
スト リタ ー ン 機能 を な はじめ と 
し て , メモ リー も 最大 10 局 記憶 可 
人 能 。 操作 キー は 10 キ ー 式 。 マ イク 
油 和 IiINI2G2SA2RUSUNISNZANNIONW 
ー チ ・ メ モリ 呼出 し の 各 機 能 が プ 
ジン 2 へ SM の 
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送信 出力 5 W 重量 1.3kg (本 体 : 


の み ), 価格 は 10 万 円 を 切っ て 94, 
800 円 の 低 価格 機 。 


車 室内 に も 取り 付け で きる 
超 小 型 ホ イッ プ も 開発 
| パー ソナ ル 無 線 用 アン テ ナ 
パイ オニ ア AN-X7 


| 用 アン テカ 「 よ 


物足りな く な っ て 
SG 


| ⑯ 
の 
軸 
8 
A 
N 
X 
M/ 


EZ2223200c 用 


(の 09222 の 
多 (回 2 の NN さ 7S8 





小型 ホイ ヤップ キャ 


ビン アン テ ナ は そん な ニー ズ を 狐 : 


っ て 発売 され た アン テ ナ だ 。 
同社 で は 「 目 立ち 過ぎ る 」, 「 自 


内 に も 取り 付け られ る "こと を 目指 


20cm の ミニ サイ ズ に な っ て いる 。 


車 室内 に 設置 し た 場合 の 交信 性 : 


能 は 「900MHz 常 で は ガラ ス を 通し 


て 光り 同様 通過 する の で 従来 同 様 : 


の 性 能 が 得 ら れる 」 と し て いる 。 
角度 調整 は 車 室 内 ・ ル ー フ サイ 
ド R に と りつ け で も 車 の デザ イン に 


⑳ ヤ エス FYA-905A 


パー ソナ ル 無 線 : 


く 飛 ぶ 」 だ け で は : 
: 800 円 PC モー ビル マイ ク MD 
1 -10 が 12,800 円 。 マ イク アダ プ タ 
性 能 重 視 か ら 性 : 
1 耶 。 
性 が , アン テ ナ 選 : 


| @ 
パイ オニ ア の 超 : 





合わ せ て 自由 に セッ ティ ング で き : 
: る よう 360 度 方 向 に 対し て 最大 20 : 
: 度 の 角度 調整 機構 が つい て いる 。 : 
: 取り 付け 方 法 は 着脱 が 簡単 な マ : 
: グ ネ ッ ト マ ウン ト 式 を 採用 。 同 軸 : 
: ケー ブル も 従来 より 1mm 細 い 2.5D 
: -2 V を 採用 。 
: 型式 ホイ ッ プ 型 , VSWR1.5 以 : 
: 内 蔵 さ せ た 親 切 設計 。 


下 , 利得 2 dBi,。 価格 は 6,800 円 。 


以上 の 他 , トラ ンク マウ ント 用 : 
: 送信 出力 5 W, 重量 1.5kg, 価格 
: は 99,800 円 。 


の モー ビル アン テ ナ AN-X 6 は 8, 


JD-302 は 未定 を 順次 発売 する 


ー リ セッ ト 後 も 元 の チャ ネル に : 


1 ル メ モリ ー : 
MNO )ー : 話 列 の 操作 性 を 追求 し た 分 離 タイ 


: プ パ ー ソ ナル 無線 。 


機能 搭載 の パー ソナ ル 無 線 
ヤ エ ス FYA-905A 


「 性 能 の 良さ 」 で 定評 の ある ヤ エ : 
: ス か ら , 新 機種 2 タイ プ が 発売 さ 
: れ た 。 ま ず , 多 機能 設計 の 通信 機 : 
分 の 車 の スタ イル に 合わ な い 」 等 
々 の ユー ザー の 声 を 重視 し , 車 室 


20103IRAI59057A8 


| 一 番 の 特徴 は 話題 の 「C モ ー ド 」: 
: に 対応 きせ て 2 種類 の 通話 チャ ネ 
し て 開発 し た と いう だ け に , 全長 : 


ル メ モリ ー を 搭載 し た こと 。 


これ は 交信 に 使用 し て いた 通話 : 
| プ デ ュ アル ワッ チ 機 能 , マル チ フ 
: セッ ト 後 も 一 定時 間 内 な ら 元 の チ : 
ャ ネル に 復帰 で きる よう に し た 機 : 


1 能 。 


チャ ネル と 群 番号 を 記憶 し て , リ 


基本 性 能 で は , 20dBNQ に お い 


て 4 dB ん V 以下 と いう 驚異 的 受 
信 感 度 と , ッ >* ワ ー ダ ウン し : 
な い 超 安定 度 送信 回 路 の 採 : 





に さい いふ 、 


用 を 誇っ て いる 。 
⑬ ヤ エス FYA-915A 
ーー 


多 機能 化 で は 他 に , 新 タ イプ の 
デュ アル ワッ チ 機 能 や 群 番号 表示 


: の ON/OFF な どの コマ ンド 用 


スイ ッ チ と し て も 利用 で きる マル 
コク 2 ンク シッ ニン Dee ニン ーー 


: ス サ ー チ ノン モニ ター 機能 な ど が あ 


る 。 群 番号 メモ リー は 10 局 。 ま だ た 
サー ビス 性 の よい 自己 診断 機能 も 


外形 寸法 W140 x H50 x D166mm, 


電話 型 パ ー ソ ナル 無線 ・ 
ヒヤ エス FYA-915A 


: 持ち や すく 操作 性 の よい 
e 


本 体 か ら 操作 部 を 独立 させ , 電 


基本 的 な 性 能 機能 は 同時 発売 の 
FYA-905A と 共通 に し な が ら , 


: 見 や すい 集中 表示 型 デ ィ ス プレ イ 


や 信号 の 強 さ を 表示 する LED 式 
S メー タ の 採用 な ど 随 所 に 人 間 工 
学 に 基づく オペ レー ト し や すい 説 


: 計 の 配慮 が な され て いる 。 


群 番号 メモ リー は 10 局 , 2 種類 
の 通話 チャ ネル メモ リー, 新 タ イ 


ァ ン クシ ョ ン キ ー な どの 採用 の 他 , 
オー ト 切 り 替 え 方 式 ス ピー カ 注 


本 体 ・ 操 作 部 の 接続 が ケー ブル 1 
: 本 で で きる な どの 特徴 を も つ 。 


送信 出力 5 W, 外形 寸法 ・ 本 体 W 
140XH50XD166mm, 電話 器 部 W 
85XH80XD220mm。 重量 約 2.5kg 
(電話 器 部 含む ), 価格 未定 。 















の 他 . 





o 


体 W 
部 W 


.5kg 


NN 


生業 務 用 と し て , グラ 
フィック イコ ライ ザ (以下 , 単に 
イコ ライ ザ と 呼ぶ ) が 使用 され た 
の は 古い が , オー ディ オマ ニア や 
アマ チュ ア 録 音 用 に 使わ れ 始 め た 
の は , と の 10 年 位 前 か ら で あ る 。 
少な く と も オー ディ オマ ニア の 間 
で は 長い 間 , イコ ライ ザ を 挿入 す 
る と 音質 が 劣化 する と いう , ジン 
クス めい た も の が は びと っ て い 
る 。 

し か し , 最近 の よう に PCM や 
CD の よう な ディ ジタル 録音 ソー 








ー ス が 多く な り , アン プ , スピ ー カ 


等 の 質 が 向上 し て くる と リス ニン 
グル ー ム 含み の 音 場 特性 を な め ら 
か な 特性 に 補正 する と と が , 再生 
音 の 質 を 高め る 上 で の 必要 条件 と 
な っ て 来 た 。 例 え 多 少 質 の 悪い イ 
コラ イザ で も , それ を 挿入 する と 
と に よる 劣化 より も , 周波 数 特性 
を 整え る 方 の メリ ッ ト が 上 回 る こと 
と が し ば し ば で ある 。 

つま り , 再生 音 の 質 を 現状 か ら 
さら に 一 歩 向上 させ る た め に は , 
イコ ライ ザ な し で は 考え られ な い 
時 代 に な っ て 来 た の で ある 。 











* ャ 


また , プロ グラ ム ソ ー ス の 特性 
を 加工 し , 自分 好み の 音 を 作っ た 
り , 録音 時 に 何ら か の 加工 を ほど 
むむ あ の うに プロ 尻 ジム ルイ 
コラ イザ と し て の 活用 も 活発 に な 
でき 5 

と の よう な 時 代 を ふま えて , 特 
に 音 場 補正 を 主体 に し た 場合 , ど 
の よう な 特性 の イコ ライ ザ が よい 
の か , 現状 の イコ ライ ザ の 特徴 を 
調べ る と 共に , 補正 方 法 と 問題 点 
等 に つい て 小生 の 実験 を 基 に 少し 
詳し く 述 べ て みた い 。 
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〔 第 1 章 〕 音 場 補正 用 と プロ 
グラ ム 補 正 用 イコ ラ 


イザ の 違い 


プロ グラ ム ソ ー ス の 特性 を 変え 
て エネ ルギー バラ ンス を 変化 させ 
る , いわ ゆる プロ グラ ムイ コラ イ 
ザ の 最も 簡単 な も の は , 古く か ら 
プリ アン プ に 付い て いる トー ンコ 
ント ロー ル で あろ う 。 低音 と 高音 
を 独立 し て 上 下さ せ , 可聴 帯域 の 
全体 の 特性 を 第 1 図 の よう に 大 き 
くう ね ら せ て 変化 させ る も の で , 
と れ で は 例え ば 中 音 部 の み を 上 トト 
させ た い 場 合 は , 
能 で ある 。 一 時 期中 音 コ ント ロー 
ル も 付い た 3 点 調 整 の トー ンコ ン 
トロ ー ル が 出現 し た が , イコ ライ 
ザ と トー ンコ ント ロー ル の 中 間 的 
な も の と いえ る 。 

プロ グラ ムイ コラ イザ は ある 幅 





コン トロ ー ル 不 


が 少な く て も よい )。 6 分 割 5 キ 
ー 程 度 の も の で も OK だ 。 

と と ろ で イコ ライ ザ の 分 類 だ 
が , キー の 数 で 表現 し て も よい が 
正式 に は コン トロ ー ル する 中 心 周 
波数 の 間隔 を オク ター ブ で 表現 す 
る 。 そ れ が 第 2 図 だ 。 イ コラ イザ 
の 中 心 周波 数 は 第 1 表 の 通り ISO 
規格 R-266 で 国際 的 に 推奨 され て 
いて , その スタ ンダ ー ド が 第 2 図 
の c で ある 。16<16kHz 間 を 30 に 
分 割 し た も の で , と れ を オク タ 
ー ブ ・ イ コラ イザ と 呼ん で いる 。 
周波 数 は 数 字 上 で 坊 に な っ て いな 
い が , と れ は 対数 目盛 上 で 堆 の 等 
間隔 に な る 周波 数 で 決め た も の で 
ある 。T1SO 規格 で は , オク ター ブ 
と 壇 オ クタ ー ブ の 周波 数 も 決め て 
いる 。 オ クタ ー ブ 型 は 夫 オ クタ ー 
ブ の 周波 数 を 3 個 香 に プロ ッ ト し 
た も の だ が , 協 オ クタ ー ブ で は 新 







































































































































































を 持た せ た 音 域 を 可変 する の で , し い 周 波数 が 出 て くる 。 第 2 図 c 
変化 する 周波 数 の 幅 が それ ほど 狭 の 20kHz, 25kHz, 32kHz は 最近 
く な く て も よい (つま り キ ー の 数 の イコ ライ ザ に は 付い て いる の で 
土 10 
十 8 加 加 上 還 
m+6 
で 
ー+4 
YA め 
品 0 
須 ご 2 
と 
較 | 
一 6 | 
8 
-10 5 間 間 川 隊 明園 
人 tw っ 95 SUOONYgR SNBDCMASR2 RS Bfc10RS 多 7 100k 
周 波 数 (Hz) 
[第 1 図 ] 伝統 的 な 低音 ・ 高 音 の 2 キー・ ト ー ン コン トロ ー メ ル 特 性 例 
3 オク ター 
G) 100 330 k 33k 10k SM 
イザ 
31.5 1 オク ター 
(6 3 63 125 250 500 1k 2k 4k sk 1ek 32k っ 
イザ 
16 の 3 63 。100 。160 。250 。400 630 k 16k 2.5K 4k 63k 10k 16k 25k 4 オク ター 
(C ) で -o-- -o-- で -o--O- oo--o--o--O--O-O - ひ -o-o--o-- ひ oo--o- ひ -o-o--o-O--o-o-o- プ 型 イコ ラ 
20 2 50 80 "125 "200 "315 "500 "800 1.25k 2k 3.15k 5k 8k 12.5k 20k 32k イザ 
| 記 」 ] ] 「 間 前 前 上 
00 の 間 間 役 100 交 この 381K で 20 こす B.B1UIC グー ここ gtODK 
周 . 波 数 (Hz) 


[第 2 図 ] 市 販 イ コラ イザ の 標準 的 な 中 心 周波 数 と 呼称 
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一 応 記 入 し て お いた 。 と の 夫 オ ク 
ター ブ 型 は 業務 用 に 多い 。 

一 般 市 販 品 で 多い の は b の オク 
ター プ 型 だ 。 1kHz を 中 心 に し て 
周波 数 が 才 ま た は 2 倍 ずつ 変化 す 
る 。 そ し て ロー コス ト の も の に a 
の 3 オク ター ブ 型 が ある が , と の 
よう に キー 数 の 少な い イ コラ イザ 





の 中 心 周波 数 は , メー カー 独自 の 
設定 に な っ て いる も の が 多い 。 
b の オク ター ブ 型 , c の 壇 オ ク 
EE 
, 3 の 方 が 急 で ある と 
と が 分 る 。 


さて , と れ ら の イコ ライ ザ が ど 
の よう な 使用 目的 に 適し て いる か 
と いう と と で ある が , プロ グラ ム 
イコ ライ ザ と し て は 周波 数 幅 を そ 
れ は ほど 狭く する 必要 は な い の で , 
一 般 的 に は 第 2 図 a る の 3 オク ター 
ブ で も 十分 で あり , b の オク ター 
ブ 型 で は まず 完璧 で も ろう 。 もち 
ろ ん c で も 全く 問題 な い が , キー 
が 多 過ぎ て 調整 が 面倒 と いう と と 


































































































の の の 
0 
HS S88| E5 888| E8 886 
です 。 ら 58 。 コ 引 Sg ogg 
出 58 用 | OB 8 還 選 訓 お 8 罰 呈 
IXIX| 160 X| 1600 4 
18 180 ※ 1800 
20 X| 200 ※ X|X|X 
22.4 | |x| | 224 2240 
25 250| xxlx| 2500 
28 280 2800 | | 
31.5| |xlxlx| 315 X| 3150 ※ 
35.5 355 X| .| 3550 
40 X| 400 に 3 X|X|X 
45 x| | 450 4500 
50 x|[500| |xlx|| 5000 ※ 
56 560 5600 | | 
xlxlx| 630 ※| 6300 X 
71 710 x| | 7100 
80 ※| 800 x|[ 8000||x|xlx 
90 x| | 900 9000 
100 IIO0Q| |xlxx| 10000 メ 
112 1120 11200 | |※ 
xlxlx| 1250 ※| 12500 4 
140 1400 | | 14000 
160 X| 1600 |H6000| XXIX 

第 1 表 ]〕 ISO 規格 R-266 の 推 

奨 周波 数 
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[第 3 図 ] グラ フィ ッ ク イ コラ イザ の 特 | 


が いえ な くも な い 。 

問題 は ス ピー カ , 
ー ム を 含め た 音 場 補正 の 場合 で あ 
時 。 


リス ニン グル 


音 場 補正 用 は オク ター ブ プ 型 以 
上 , で きれ ば 1/3 オク ター プ 
型 が 望ま し い 


それ で は まず , 通常 の 部 屋 で の 
伝送 特性 を みて みよ う 。 な お 今回 
の 周波 数 特性 自動 記録 の 信号 源 に 
ほ , 細か い 凹 凸 を 取る た め に ワ 
芯 ジ ルト ー ン を 用 いて いる 。 と 
の 章 の 測定 に は リー ダー の LFR- 
5601. LSP-5621 の 記録 計 を 用 い 
た 。 第 4 図 が 広 さ 約 20 崩 で の 標準 
的 な 特性 で , 特に 低音 が 部 屋 の 十 
誌 か らく る 定 在 波 の 影響 で 激しく 
男 凸 し て いる 。 約 30Hz に 山 , 45 
昌 z に 谷 , 90Hz に 再び ピー ク だ 。 

と れ を イコ ライ ザ で 100Hz 以 下 
を 補正 し て みよ う 。 第 5 図 が それ 
だ 。a が オク ター ブイ コラ イザ 
5 が 1% オ クタ ー ブ 型 で 補正 し た も 
めで ある 。 オク ター ブ 型 の a で 
記 , 100Hz 以下 が 次 第 に 特性 が 下 
等 し て いる 傾向 は 補正 され て いる 
雪 ,。 カー ブ の 凹凸 は その まま で あ 
る と と が 分 る 。 そ の 理由 は と の イ 
ヨ ラ イザ 中 心 周波 数 が 第 2 図 b で 
あり , 31.5FIz の 次 が 63Hz, その 
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上 が 125Hz だ か ら , 30Hz 付近 は 
コン トロ ー ル で き て も , 40Hz の 
谷 は どう に も る 補正 し 切れ な い 。 
第 5 図 a の 特性 を 得る の に , 
31. 5dB を キー の 目盛 で +10dB, 
63Hz を 十 5dB に し て いる 。 そ の 
と き の イ コラ イザ の 特性 は 第 5 図 
a に 示し た 通り で , 盛り 上 り は ど 
うし て も な だ ら か に な っ て し まう 
と と が よく わか る 。 同様 の 理由 で 
80Hz の 盛り 上 り を お さえ る こと と 
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注 の 比較 


YY]* 090 ((( 8 

V WM V 
聞 則 MM MM 日 
昌 人 0 

8 周波 数 (Hz ) 
が で き な か っ た 。 

一 方 の 夫 オ クタ ー ブ イ コラ イザ 
(に よる 補正 は 第 5 図 b の 通り で あ 


る 。 a に 比べ て 細か く コ ント ロー 
ル が で きる 。 つ まり 40Hz の 谷 , 
80Hz の 盛り 上 り も , と の 周波 数 
の キー が ある の で コン トロ ー ル で 
きる 。 そ の 結果 , 40Hz の 谷 は 完 
全 で は な い が , か な り 上 昇 し て き 
た , 一 方 80Hz の 山 も お さえ られ 
て いる 。 








































































































































































































































































































































































































































































































T + T 1 im T 識 
2 還 活 中 中 上 FH ト に 
4 還 
E ーー 上 昌 
1 トト T 1 1 回 
T 記 トー 
2 し オ 
1 中 3 
10 上 | ー ー 
ーー ーー 
020 Hz 50 100 200 Hz BOO 1000 2000 Hz soo0 10000 20000 40000 
Multiply Freq. Scale by Zero Level (6122112) 
[第 4 図 ] リス ニン グ 位 置 の 伝送 特性 の 例 ( 約 20 畳 スピ ー カ 前 3.5m) 
1 ーー に モロ * = 
3B 1 所 1 1 上 二 士 に = Et 
ne ーー 正 後 っ < 3 - 1 - 1 ゴ 
上 TST し 1 に 1 ] に 年 
2 全 EsEtU 人 | E 
ーー トト ーー ロ 1 ト -F ーー ヒ ト : 
E 詩 上 53 グラ イコ の 特性 時 請 き 
10| トト キモ 1 
FE(a) オク ター ププ: フィルタ に よる 補正 - モ ト 
10 20 Hz 50 1 1009 200 Hz 500 1000 2000 Hz 5000 10000 20000 40000 
dB 1 上 馬 正 第 キ け 中 
40| py に 
3 ーー 補正 前 ーー トー 1 還 ai 
1 SI サー ヴ パ 上 日 に に - ト に ーー に 
の 選 上 に を 遇 
還 計 当 計 主計 グラ イコ の 特性 BE ーー 
軸 ビビ ト トト トー 還 ーー エキ 
o に に キ b)。 % オ タク タープ に よる 補正 E 一 
10 20 Hz so 109 200 Hz 590 1000 2000 Hsooo 10000 20000 40506 


[第 5 図 ] 第 4 図 の 特性 を イコ ライ ザ で 補正 する 
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諾 民 民 上 計 ビビ ーーH25Hz : 8dB= ニ ー お 0Hz : +110B 四 
E 二 上 上 に 31.5Hz : 12dBJ60Hz : 10dB 
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[第 6 図 ] 第 5 図 b を 得る た め の キ ー の 目盛 と 特性 


と の カー ブ を 得る た め の イ コラ 
イザ の 目盛 は 第 6 図 の 通り で 
31.5, 40, 50Hz は ほぼ 最大 に し 
た 。 逆 に 80Hz の 盛り 上 り は と の 
キー を 一 10dHB に する と と に よっ 
て 可能 に な っ た 。 第 6 図 の 細線 は 
それ ぞ れ の キー を 操作 し た と き の 
特性 , 太線 が トー タル の 特性 で , 
80Hz を 一 10dB 下げ て も 50Hz, 
63Hz の 上 昇 に よる 影響 が 出 て , 
トー タル で は ほん の 少し し か 下降 
し て いな い 。 イ コラ イザ の 目盛 の 
み を 頼り に 調整 する と と が で き な 
いと と を と の 事実 は 示し て いる 
が , と の 理由 に つい て は 第 3 章 で 
述べ る 。 

第 5 図 は 100Hz 以 下 に つい て の 
み の 実 験 だ が , 現実 の 伝送 特性 は 
9 て 夫 オク ター ブ 間 隔 で 凹凸 が 連 
な る の で , と れ を 少く と も 5dB 
以内 の 平坦 な 特性 を 得る た め に は 
6 オク ター ブイ コラ イザ に 頼ら ざ 
る を 得 な いと いう 結論 に 達する 。 
それ で は オク ター ブ 型 は 使え な い 
の か 。 そ の と と に つい て は 次 章 で 
詳し く 調 べ る と し て , 測定 デー タ 
の みか ら す れ ば , 少く と も オク 
ター ブ の 方 が ベタ ー と いえ る 。 

以上 は 低音 に つい て の み の 結 果 
だ が 高 域 は どう だ ろう 。 ス ピー カ 
の 周波 数 特性 を 見 る と , 高 域 は 激 
し い 凹 凸 の 連続 の は ず だ が , 第 4 
図 や 第 5 図 を 見 る か ら に は , か な 
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りな め ら か で ある 。 と れ は 前 述 の 


通り ワー ブル トー ン を 用 いて いる - 


た め , ある 帯 域 の 平均 レベ ル と し 
て 測定 し て いる か ら で あ る 。 と の 
よう に し て みる と , 高 域 は 以外 に 
な め ら か な も の で あり , 大 き な う 
ね り の 補正 な ら ば オク ター ブイ コ 
ライ ザ で も 十分 で ある 。 

中 高 域 の 細か い 凹 凸 まで も 補正 
し よう と すれ ば , お そら く 吉 オク 
ター プ ブ 以 上 の 細か い 変 化 の 可能 な 
イコ ライ ザ が か が 必要 と な ろう 。 例え 
と の よう な イコ ライ ザ が 存在 し た 
と し て も , マイ ク の 位置 を ほん の 
少し 移動 し た だ け で 特性 が 変化 し 
で しま うう 2 の 5 で チン セン ス で あみ 
る 。 細かい 凹 凸 は その 帯域 が 極端 
に 狭い の で エネ ルギー は 小さ く , 
し た が っ て 音質 に 与え る 影響 も 極 
め て 小さ い の で ある 。 


[第 2 章 ) オク ター プイ コラ 
イザ は ご どこ まで 音 場 
補正 が 可能 か 


第 1 章 で 音 場 補正 と し て は 坊 オ 
クタ ー ブ イ コラ イザ が 理想 的 と い 
う 結 論 を 得 た が , それ に も か か わ 
ら ず と の と と ろ オ クタ ー ブ イ コラ 
イザ の し か も 自動 的 に 音 場 補正 が 
可能 な , 便利 な 製品 が 発売 され て 
いる 。 そ れ で は と れ ら オク ター ブ 
イコ ライ ザ が 使用 的 に 効果 が ある 
も の な の か , それ と も それ ほど 価 





値 の な いも の な の か , も っ と 突っ 
込ん で テス ト し て みよ う 。 


エネ ルギー バラ ンス の 
補正 は 効果 的 


第 7 図 は 小生 の シス テム を リス 
ニン グ ポ イン ト に お いて 補正 し た 
カー ブ で ある 。 aa は オク ター ブイ 
コラ イザ で 自動 補正 (信号 源 は ピ 
ンク ノイ ズ ), b は 直 オ クタ ー ブ で 
ワー ブル トー ン に よっ て , 中 心 周 
波数 を ワン ポイ ント ずつ 調整 し た 
結果 の 前 後 を , リー ダー の 自動 記 
録 計 で 測定 し た デー タ だ 。 薄い 線 
が 補正 前 , 濃い 線 が 補正 後 で ある 。 

まず b の 夫 オ クタ ー プ 型 を 見 て 
みる と , 大 体 土 3dB 以 内 と いう 見 
事 な 特性 に な っ た 。 一 方 の a は 全 
体 的 に エネ ルギー バラ ンス が フラ 
ッ ト な 方 向 に コン トロ ー ル され て 
いる の が よく わか る 。 し か し 第 1 
章 で も 述べ た 通り 低音 の 凹凸 は 取 
り 切 れ て いな い 。 た だ 1kHz 以上 
で は , 中 域 に 対し て a は や や 上 昇 。 
b は や や 下降 的 な 傾向 は ある が , 
細か い 凹 凸 は よく 似 て いる 。 

と の 1kHz 以上 の 傾向 の 差 は , 
それ ぞ れ の 補正 に 使っ た マイ ク の 
差 と , 自動 お よび 手動 補正 の 差 と 
考え られ る 。 

a を よく 見 て みる と カー ブ の 思 
凸 は 変ら な い が , ある 周波 数 の 幅 
で エネ ルギー の バラ ンス が 補正 さ 
れ て いる と と が わか る 。 つま り 20 
<35Hz の 山 が お さえ られ , 50> 
400Hz の エネ ルギー 不足 は 上 昇 , 
特 (C 160 こ 350Hz の 肉付き は 試聴 
し て みる と , 明らか に 低音 の 充実 
が 確認 され た 。 と の よう な 補正 は 
従来 の キー ンコ ント ロー ル で は も 
ちろ ん の と と , 3 オク ター ブイ コ 











ョ イザ で も 無理 で あろ う 。 
試聴 感 は , b の 方 が 低音 の 各 音 
誌 に お ける な め ら か さ が 出 た が , 
ョ と の 差 は 鞍 少 で a で も 十分 効果 
更 あめ る こと を 確認 で きた 。 
























































第 8 図 は 4 ウェ イ の 大 型 ス ピ 
タ シ ス テム を 20 畳 程 の 部 屋 で 測定 
駐 た も の で , ピン クノ イズ の 自動 
補正 付き オク ター ブイ コラ イザ 
(第 7 図 a の 製品 と 異な る も の ) 
で 補正 し た も の で ある 。 第 7 図 a 
と 同様 で , 細部 の 凹凸 に は 変化 は 
な い が エ ネル ギー バラ ンス を よく 
補正 し て いる 。 特 (に 125-500Hz 
の 盛り 上 り を 自然 な し ベル に まで 
下げ 全体 的 に エネ ルギー バラ ンス 
を 整え て いる 。5, 000Hz 以上 が 上 
昇 し て いる の は , と の グラ イコ に 
肉 蔵 され て いる 測定 系 の 特性 と 思 
われ る 。 

補正 後 の 試聴 感 で は , 125~500 
Hz の 補正 が 特に 効果 的 で , 少々 
抜け の 悪い 低音 で あっ た も の が 実 
と さわ や か な 音 に な っ た 。 5, 000 
是 z 以上 の 盛り 上 り は 手動 で 好み 
の バラ ンス に 調整 する こと に より 
解決 する 。 

以上 の 実験 等 か ら オ クタ ー ブ イ 
コラ イザ は , 音 場 補正 と し て 十分 
PF 











[第 3 章 〕 補正 方 法 や 測定 器 
こよ っ て 結果 が 違う 


グラ フィ ッ ク イ コラ イザ に は , 
dB 目盛 が 付い て いる 。 し た が っ 
APー カ 。 
含め た 伝送 特性 を 測り , その 凹 凸 
を 補正 する よう に イコ ライ ザ の キ 
ー を 補正 すれ ば よい …… と 思わ れ 
勝ち だ が , 実は そう は いか な い の 
で ある 。 


リス ニン グル ー ム を 
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20 Hz 50 199 200 Hz 500 1000 29000 Hz 5o00 10000 20000 40000 
[第 7 図 〕 筆者 宅 ン シス テム を 補正 し た 例 


今 特定 の キー を 操作 し た と き の 
特性 を と っ て みる と , 第 9 図 ~ 第 
12 図 の よう に な る 。 第 9 図 は 夫 オ 
クタ ー ブ 型 で キー の 目盛 で 2dB 間 
隔 で 測定 し た も の だ が , スラ イド 
ボリ ウム の バラ ツキ の た め ピ ー ク 
値 が 指定 通り に な ら な い 。 そ し て 
裾野 は , 最大 値 で は 良好 だ が , 6 
dB 以下 の 小 レ ベル で は 大 きく 広 
が っ て し まい , 付近 の 帯域 に 影響 
を 与え る と と が わか る 。 

第 10 図 は と の 点 を 改良 し た も の 
(TECHNICS SH-8075) で , 小 レ 
ベル で も Q は は ほぼ 一 定 で , 隣接 へ 
の 影響 を 防止 し て いる 。 た だ 残念 
な と と 師 測 定 し た イコ ライ ザ は ピ 
ー ク 値 の レベ ル が キー の 目盛 と 大 
きく 喰い 違う と と ろ が あり , と の 


点 も 目盛 を 信頼 で き な い 一 つの 理 
由 だ 。 と の 種 の スラ イド ボリ ウム 
の 精度 を 上 げ る と と は , 実に 困難 
で スラ イド 式 の ほとん どの 製品 
が , 目盛 を 目安 程度 に し か 使え な 

ゝ と いっ て も 差し 支え な い 。 

第 11 図 は 1 オク ター ブ 型 で , 小 
レベ ル の 変化 時 は Q が 低く 広い 淀 
域 に わた っ て 影響 を 与え る 。 と の 
機種 は 電子 コン トロ ー ル 式 で ある 
た め , ピー ク 値 は 大 変 正確 で あっ 
た だ た 。 

第 12 図 も 1 オク ター ブ 型 (dbx 
10/20) で , 帯 城 と いい 変化 の 正確 
さと いい 理想 的 な カー ブ を 示し て 
いる 。 イ コラ イザ で と れ ほ ど K 美 
し い 変 化 を する の は 電子 コン トロ 
ー ル の お か げ で あり , 1 キー の み 
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[第 8 図 ] オク ター ブ ・ イ コラ イザ で の 補正 例 (20 畳 SP 前 方 4 m) 
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ーー ks% オ クタ ー プ 型 . レベ ル に よっ て Q が 交 化 
f { ] 詩 料 


破 上 記憶 包 肌 較 中 
ー は 目盛 て 2dB ご と 小 
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[第 11 図 ] 1 オク ター ブ 型 。 レ ベル に よっ て Q が [第 12 図 ] 1 オク ター ブ 型 。 レ ベル に よっ て Q の 変化 
変化 する 例 が 少な い 


の 特性 と し て は 驚 異 的 だ 。 

し か し , いずれ の 場合 も 大 な り 
小 な り 裾 の 幅 は ある わけ で , 複雑 
(に キー を 移動 する と と に より , お 
互い に 影響 を 受け る と と に な る 。 
次 に その 点 を みて みよ う 。 

第 13 図 は その 例 だ が , > 印 は キ 
ー の 目盛 位置 , 細線 は それ ぞ れ の 
キー 単独 の 特性 , 太線 は その 総合 





HI 


+10 ニ +10 ェ = に 詞 引 中 


特性 で ある 。a は 1 オク ター ブ 型 
で 125, 250Hz を 10dB に セッ 
ト し た と き の 特 性 が 左側 で 40 1 
kHz 間 が 影響 を 受け る 。100~400 
Hz 問 は 確実 に 10dB 以 上 上 昇 し て 


いる が , それ 以外 の 裾野 の 広がり 
が 問題 に な る 。 


高 域 は 化 Hz を 一 10dB, 8kHz 
は 逆 に 十 10dHB に し た カー ブ だ が , 
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[第 18 図 ] 
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・ 土 10dB, 4kHz : 





20000 40000 


+10dB の 特性 


1000 2000 Hz 5000 


ー10dB, 8kHz : 


19000 


お 互い に 引き 合い 総合 特性 は ピー 
ク に それ ぞ れ 4dB 以上 の 差 が 出 
た 。 と の よう に た , 隣 同志 が 同一 方 
向 に 補正 され る 場合 は , 大 体 キー 
の 指示 値 に 近い 補正 量 に な る が , 
お 互い に 逆 方 向 ( 十 側 と 一 側 ) に 
補正 する 場合 は , 指示 値 か ら 大 き 
くず れる の で ある 。 

第 13 図 b は 才 % オ クタ ー ブ の 例 だ 
が , 当然 の こと な が ら 裾 野 も 狭く 
な り 影 響 が 少な く な る 。 し か し も ぁゃ 
っ と 周 小数 を 接近 させ て 隣 同志 が 
夫 オ クタ ー ブ の 関係 に な れ ば 同じ 
結果 に な る だ ろう 。 

第 14 図 は か な り 激 し く 変 化 させ 
た も の だ 。 壇 オク ター ブ の 方 も 隣 
同志 を 激しく 変化 させ た も の で 


(125<800Hz), さす が に と の 場 
合 は 実際 の 特性 と キー ポジ ショ ン 


の 間 に 数 dB の 差 が 出 て きた 。 
以上 の 実例 か ら 推 察し て , 周波 
数 特性 の 凹 凸 が 激しい 程 キ ー の 表 


示 の dB 値 は も て に な ら な く な 
る 。 同 一 方 向 に キー が 動い た 場合 
は 裾野 の 広がり も 問題 に な る の 
パロ グー プ ム イコ ラ 人 イザ と し で 
使用 する 場合 は 問題 な い が , 音 場 
補正 を 行う 場合 は どう し て も 測定 
器 に 頼ら ざる を 得 な く な る 。 








音 場 補正 用 測定 器 


音 場 補正 に 使わ れる 測定 器 と し 
て は , 次 の 4 通り が 考え られ る 。 
a. ワー ブル トー ン に よる スポ 
ッ ト 周 波数 の 発振 器 お よび 
音 圧計 
ウン ク ゲ ゴ ズ に よる スズ ペク 
トド ラム ザ ナラ イザ 
c. 周波 数 特性 記録 計 
d. イコ ライ ザ 内 蔵 の 自動 補正 
装置 
a の 方 法 は 最も 簡単 な も の で , 
第 1 表 の 周波 数 を 中 心 と する ワー 
ブル トー ン (第 15 図 の よう な エネ 
ルギー 分 布 に な っ て いる ) を 周波 
数 毎 に スイ ッ チ で 切り 替え , スピ 
ー カ か ら の 音 圧 を 音 圧計 で 読み 取 
る 方 法 で .。 テク ニク ス SH-8000 が 
価格 的 に も 安く し か も 信頼 性 が 高 











NR 







































































































































































































































































50F2」 1 s 
dB に tsm 還 3 = 5 
40Pzel ー に 
に に に に 所 6 
上 ae | 記 - RT に 
30FTW ー トー イー CE 
ト 円 - オ デー 
王 三 ミ | ミ マート ー ト 
ト 全 人 
上 ーー っ ]ー ビ ヒト 還 
10 上 - ーー ー キ ーー キキ ーーーー- キー ド 
T 『 T T Um Fi Me ra 有 コ (sg = ト ユ 結 ーーー ト ー 和 キー 
日 E4) オク ター プ : イ コラ イ 拓 に = 
10 0 Hz 50 100 200 Hz 500 1000 2000 Hz 5000 10000 20000 40000 
50 ーー 
dB[dB 
40F20 ーー ーーS = 
人 
3 T 
t 1 7 = 時 
ーー 有 記 
洛 ト 寺 1 で ー ビ ロイ で -]e 
ト 1 | 1 
1oEs| ーー ーー ト 
ー 三 (b) % オ クタ ー プ ・ イ コラ イザ に 
10 Hz 50 100 200 Hz 500 1000 2000 Hz 5000 10600 20000 4000 



































[第 14 図 ] 複雑 な ユン トロ ー ル を 行っ た 特性 (O 印 は キー の 位置 ) 


い 。 実に よく 作ら れ て いて と の タ 
イプ の 決定 版 と いえ よう 。 

b に 属す る も の は , 可聴 帯 に 一 
様 に 分 布 し て いる ピン クノ イズ を 
信号 源 と し , スピ ー カ か ら の ノイ 
ズ を マイ ク で 受け スペ クト ラム ア 
オラ 系 ザ 分 本: オク タメ ニン は 
た は オク ター ブ の 周波 数 毎 の プ 
ロッ ト ま た は バー グラ フ で 表示 す 
る 方 式 で ある 。 

b の 方 式 の 代表 的 な も の が 米国 


_ 1VIE 社 (輸入 代理 会 社 は エレ クト 


テク ニク ス SH-8000 


NEUTRIK 3300 


サン ワ SS-30RT 


ぐ 今 回 使用 し た 測定 器 





















































0 
ー10 
ーー-20 
dB_so 
ー-40 
の | 
ー60 吊 ! 
OS 185:、r160 305 10 
周 波 数 (Hz) 
[第 15 図 ] ワー ブル トー ン の ス 
ペク トラ ム 


リ ) の IE-17A お よび ピン クノ イ 
ズ 発 生 器 IE-20B で あろ う 。 価格 
も 高い が 音 圧 レベ ル も ディ ジタル 
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Dlagram paper for Hi-Fiteste with Audio Frequency Anallzer SH-8S000 
SPL 
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(d) サン ワ SS-30RT に よる 特性 
[第 16 図 ] 筆者 の シス テム を 各 測 定 系 で 測る 


で 表示 され 実に 便 利 で も る 。 b の 
タイ プ の 国産 機 は サン ワ 製 の SS- 
30RT が 使い 易い 。12. 5cm 径 の ブ 
ラッ ウン 管 上 に スペ クト ラム と し て 













CA 


Se で 本 NEUTRIKS 


に SAN トニー な 
SANWA 
1 ia 2 Sh 5 


っ 


ディ スプ レイ され る 。 ピン クノ イ 
ズ 発 生 機 も 内 蔵 き まれ て いる 。 

c の 記録 計 と し て は Band K 社 
の も の が あま り に も 有名 だ が , あ 


TECHNICS 





[第 17 図 ] 各 マ イク ロフ ォ ン の 特性 比較 


50 








まり に も 高価 で ある 。 ち ょ うど 
折 良 く 今回 NEUTRIK( ノ イト リ 
ッ ク 社 リヒ テン シュ タイ ン ) 製 の 
3300 シ リー ズ 記 録 計 を 借用 し 測定 
し た が , その コン パク ト さ と 渦 定 
精度 の 高 さ に 驚か され た 。 価格 も 
それ ほど 高価 で は な い ( 詳 細 は 172 
頁 に 解説 )。 国 産 で は トリ オ 製 , リ 
ー ダ ー 電 子 製 が ある が 今回 は LE 
ADER の LFR-5601 お よび LSP 
-5621 の 組み 合わ せ を 使用 し た 。 

し か し , と れ ら の 記録 計 は 大 体 
の 見 当 で イコ ライ ザ を 調整 し , そ 
の 結果 を 記録 し て 修正 し 再度 測 
定 …… と いう くり 返し を や ら ね ば 
な ら な い の で , 調整 用 と し て は 不 
適当 で あり , 調整 結果 の 確認 用 と 
し て 使っ た 方 が よい 。 

d の 自動 測定 は , 再生 系 を 最も 
フラ ッ ト に 近い 状態 に 自動 的 に 補 
正す る も の で , と れ は あく まで も 
イコ ライ ザ と 電子 的 に 連動 され た 
も の で あり , し た が っ て イコ ライ 
ザ に 内 蔵 が 前 提 と な る 。 初歩 者 に 
も 確実 に 調整 で きる も の で , 大 変 
便利 で ある 。 









































測定 問 に よる 差 


と と ろ で 特定 の イコ ライ ザ を 使 
い , いろ いろ 測定 器 で 補正 し て み 
る と , それ ぞ れ キー の 位置 が 異な 
り 音 の 傾向 も 微妙 に 差 が 出 て くる 
と と が 判っ た 。 と の と と は 明らか 
に 測定 系 に よる 差 と いえ よう 。 そ 
と で , 今回 の 実験 に 使っ た TECH 
NICS SHL-8000, NEUTRIK 3300, 
LEADER LFR-5601, LSP-5621 
お よび SANWA SS-30RT を 同 
一 条件 の も と で 周波 数 特性 が どう 
な る か を テス ト し て みた 。 

その 結果 が 第 16 図 で SANWA 
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a) SANWA SS-30RT の 付属 ピン 
クノ イズ 発振 器 


醒 間 証 32 64 125 250 500 1k 2k 4k 
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Frequencies (Hz ) 
b) 日 本 オー ディ オ 協 会 テス ト CD 
FCD-1」 の ピン クノ イズ 


400 800 1.6k 3.2k 6.4k 12.5k 
500 1k 2k 4k 8k 6k 
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c) TECHNICS SH-8000 の ワー ブ 
ルト ー ン 

ご 写真 - せ > ピン クノ イズ , ワー ブ 
ルト ー ン 源 信 号 の スペ クト ラム 
の み が ピ ンク ノイ ズ , 他 は ワー ブ 
ルト ー ン 信号 源 に よる 沖 定 デー タ 
で ある 。 SANWA の み バー グラ 
フ の た め 正 確 な 比較 は 困難 だ が 

全体 の 傾向 は よく 似 て いる 。 特 
R チ ャ ネル の 200<350Hz 間 が 落 
ち て いる あたり は , どの カー ブ も 
正しく 表現 し て いる 。 し チャ ネル 
の 60Hz に 谷 が ある が , TECHNI 
CS と SANWA は プロ ッ ト し て 
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[第 18 図 ] 自動 補正 イコ ライ ザ に よる 特性 


いる の で , その 間 は 飛 公 と と に な 
り , 明確 に 出 て と な い が , と れ は 
いた 攻 が だ な いと だ 志 で あ ひ , に また 
と の 程度 の 誤差 は 実用 上 まっ た く 
問題 に な ら な い 。 

明らか な 差 が 出 て いる の が 8 


"kHz 以上 の 高城 だ ど 。 し チャ ネル の 


20kHz を 見 て みる と a の TECH 
NICS は 1kHz に 対し ほとん と ど 落 
ち て いな い 。 と れ に 対し て NEU 
TRIK は 一 8dB, LEADER で は 
ー20dB, SANWA は 一 10dB ほ 
ど 下 降 し て いる 。 お そら く と れ は 
マイ ク の 高 域 特 性 に よる 差 で は な 
か ろう か と 考え , NEUTRIK に 


各 マ イク を 接続 し 測定 し て みた 。 
その 結果 が 第 17 図 で ある 。LEA 
DER の み プ ラグ が 特殊 の た め 測 
定 で き な か っ た が , と の 結果 を み 
る と , 第 16 図 の 各 デ ー タ の 20kHz 
の 差 が その まま 表 わ れ て いる 。 し 
た が っ て と れ ら の マイ ク の 特性 を 
視 し て 単に 平坦 に 調整 する と と 
は 危険 で も あり, それ ぞ れ の 測定 准 
に 添付 され て いる マイ ク の 特性 表 
を 参考 に し な が ら 合 わせ る と と が 
重要 だ 。 

信号 源 に つい て は , NEUTRI 
K, LEADER 共に それ ぞ れ の 記 
録 計 で 調べ て みた が , 見 事 に フラ 















































〔 第 19 図 ] 自動 補正 は 左右 の 特性 が よく 合う (dbx 10/20 に て ) 
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ッ ト で あっ た 。 ピ ンク ノイ ズ と ワ 
ー ブ ル トー ン を , SANW A スペ 
アナ で 調べ た の が 写真 -1 で , SA 
NWA だ 付属 し て いる 信号 は 土 2 
dB 以内 。 テス ト CD の ピン クノ イ 
ズ は CD プレ ー ヤ の 高 域 特性 に よ 
る 20kHz の 下降 を 除け ば , 極め て 
: ジッ トド P で あっ だ 
トー ン も る 信号 源 と し て 理想 に 近い 
フラ ッ ト 特 性 に な っ て いる と と が 
よく わか る 。 

次 に 自動 補正 の 場合 で 見 て みよ 
う 。 今回 の テス ト 人 登場 し た dbx 
10/20, SONY SEQ-555ES, そし 
て VICTOR SEA-M9 で 自動 補 
正 し た 後 で NEUTRIK 記録 計 で 
測定 し た の が 第 18 図 で ある 。 補正 
前 後 の 特 性 を 左 チ ャ ネル の み 比 較 
し た カー ブ だ 。 1kHz を 中 心 に し 
て 低 域 は a が 調整 前 より も 下り 気 
味 で ある の 対し b, c で は 100 
Hz 以上 に 肉 が 付い て いる 。 最も 
差 の 大 きい の が 1kHz 以上 で , a 
で は 5kHz 以上 が フラ ッ ト に 近く 
補正 され て いる が , b で は だ ら 下 
り , c で は 2kHz 以上 が 盛り 上 っ 
を MO る 











c の ワー ブル 








と の よう な 特性 の 差 が 結局 その 
イコ ライ ザ の 個性 と いう と と に な 
る が , 少く と も と の よう な 大 き な 
差 が 出 て し まう と と は , 好ま し い 
と と で は な い 。 

第 18 図 の 結果 か ら も わか る 通り 
自動 補正 必ず し も 完全 で は な く , 
自動 補正 し た 後 , 実際 に プロ グラ 
ム ソ ー ス を 再生 し て みて , エネ ル 
ギー バラ ンス を 手動 で 補正 する 必 
要 が ある と と を 特に 銘 記し た い 。 

自動 補正 が 最も 得意 と する の は 
し , R の 特性 が よく 合う と と で あ 
ろう 。 第 19 図 が その 例 だ が , 全体 
の エネ ルギー の 傾向 が よく 合っ て 
いて , 試聴 し た 感じ ぉ 一 段 と 定位 
が よく な っ た 。 


〔 第 4 章 ] 音 場 を 正しく 補正 
する に は 


音 場 補正 の 原則 は リス ニン グ ポ 
イン ト に お ける 周波 数 特性 の 凹凸 
を 取り 去り , で きる だ け な め ら か 
(に する と と で あり , 必ず し も フラ 
ッ ト K 調 整 す る と と で は な い 。 

その 理由 は スピ ー カ 自体 の キャ 
ラク タ ( に よっ て も また 指向 性 に よ 







































































































































































































































































dBId| 上 1 上 エエ 
40| 
還 計 ロ oct の 下 
3 上 
2 こ 圭 4B: 
10 日 3 
所 (3)_ 特 性 の 傾向 線 が 放 傘 弦 囲 の 中 心 に くる よ うに 
10 20 Hz 50 100 200 Hz 500 2000 Hz 5000 0000 20000 40000 
Multiply Fraq. Scale by Zero Level (16122112) 
5 
4 凡 向 線 が この よ う に 大 き 〈 中 心から ずれ る の は まず い 
了 ー HH + - 
| (b) 圭 4dB 内 に 入っ て いる が ハイ 上 り て 騒 々 し い 音 
10 20 Hz 50 100 200 Hz 500 1000 2000 Hz 5000 10000 20000 40000 
Mu lultiply Freq. Scale by Zoro Levei (i612 プ 2112) 
[第 20 図 ] 一 般 に 高音 は だ ら 下 が り の 傾向 が よい 
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っ て も 聴感 上 の バラ ンス は 微妙 に 
変化 し て くる か ら だ と 推定 され 
る 。 お そら く 高 城 の ひずみ も と の 
と と た だ 関係 する だ ろう し , 部 屋 の 
反射 の 大 小 も 関係 する だ ろう 。 

ほとん どの 場合 2kHz 位 か ら 上 
を な だ ら か な 下降 特性 に し た 方 が 
実際 の 聴感 上 で は バラ ンス が と れ 
る よう だ 。 そ れ で は どの 程度 下降 
させ た ら よ い の か 。 業務 用 スピ ー 
カ で 定評 の ある アル テッ ク で は 
2kHz 以上 一 3dB/oct の 下降 特性 
を 推奨 し て いる 。 そ れ に 凹 凸 の 偽 
差 を 4dB と 許容 する と すれ ば , 
第 20 図 の 帯状 の 範囲 に 入る 特性 と 
いう ごと に な る ろう 。 

し か し と の 傾向 線 は 一 つの 提案 
で あっ て スピ ー カ や ルー ム に よっ 
て も , また 試聴 位置 に よっ て も 異 
な る の で , いろ いろ な 下降 カー ブ 
を 作っ て テス ト し て みる と よい 。 

スピ ー カ か ら 出 た 音 は 部 屋 の 四 
方 か ら の 反射 や , 壁面 の 共振 , 家 
具 や 戸 の 共鳴 等 々 様々 な 音 の 集合 
と し て マイ ク に 達する 。 し た が っ 
て マイ ク の ポジ ショ ン が 変わ れ ば 
測定 結果 も 変化 する の で 音 場 補正 
は , あく まで も 通常 聞く 位置 に マ 
イク を セッ ト し て 行う べき で あ 
り , 補正 結果 は その 位置 で の 平坦 
特性 で ある と と を 忘れ て は な ら な 


い 。 

















マイ ク の セッ ティ ング と 
測定 


マイ ク は , 通常 我々 が 聞く 位置 
で , 耳 の 高 さ に セッ ト す る 。 向き 
は 第 21 図 の 通り で , 左右 スピ ー カ 
の 中 央 向き , 上 下方 向 は スピ ー カ 
の 中 央 部 と いう と と に な る が , 低 
音 と 中 高音 ユニ ッ ト が 離れ て いる 

















環 合 は , 中 ・ 高 ユニ ッ ト の 向き に 





部 屋 の 家具 ・ 調 度 品 は 定常 位置 
と し , いつ も ある べき 状態 で 測定 
を 行う こと で ある 。 測定 する か ら 
と いっ て , 家具 ・ 調 度 品 を 通常 と 
逢う 場所 に 片付け たり し た の で 
ほ , 実際 の リス ニン グ 状 態 の 条件 
叶 異 な っ て し まう と と に な り , 望 
還 く な い 。 

と と ろ で 問題 は , 測定 者 で ある 
自分 は ど と に いる べき だ ろう か 。 
実際 の 試聴 状態 の 通り と いう こと と 
思 な れ ば マイ ク の 位置 に すわ る と 
と に な る が , と これ で は 反射 や 干渉 
の た め ほ ん の 少し の 動き に よっ て 
る 測定 デー タ が 変化 し , 思わ し く 
ちい 。 結局 自分 は 音 の 通路 の 邪魔 
記 な ら な い 所 で じっと し て いる と 
と で ある 。 実際 に は イコ ライ ザ を 
媒 整 し な けれ ば な ら な い の で , そ 
めそ ば と いう と と に な る が , 調整 
宇 は な る べく 動か な いよ う 注 意 し 
な けれ ば な ら な い 。 

窓 や ドア ー カ ー テ ン も 通常 の 状 
雲 に , 閉じ る べき 所 は 閉じ て お く 
本 で ある 。 

測定 する と き の 信 号 レ ベル の 設 
室 は , それ ぞ れ の 測定 器 や 自動 イ 
ョ コラ イザ の 説明 書 に 書い て ある 
夫 , 部 屋 の 暗 雑 音 (スピ ー カ か ら 
p 音 を ゼロ に し た と き の 部 屋 の 固 
雑 音 ) レベ ル よ り も 少く と も 20 
dB 高く と り た い 。 ノイ ズレ ベル 
請 50dB で あれ ば 70<75dB の 信 
巡 レ ベル で 測定 を 行う 。 














聴感 に よる 補正 

た び た び 述べ た よう に , まず 第 
一 に 全 再 生 系 が フラ ッ ト に な る よ 
うに 調整 し . とれ を 基準 に する 








[第 21 図 ] 
(記録 し て お く )。 次 に プロ グラ ム 
ソー ス で 試聴 し て みて , エネ ル ギ 
ー バ ラン ス が どう な っ て いる か を 
感じ 取り , これ を 手動 で 補正 す 
る 。 

第 22-28 図 は その 補正 例 で , 第 
22 図 が TECHNICS SH-8075 ィ 
コラ イザ に よら り 測 定 器 は 同じ く 
SH-8000 を 使用 し て フラ ッ ト に 合 
わせ た (第 7 図 b) 後 , 目盛 位置 
で 2.5kHz,。 3.15Hz を 一 1dB,。 4 
kHz, 5kHz, 6.3kHz を 一 2dB, 
8kHz, 10kHz を 一 3dB, 12. 5kHz, 
16kHz, 20kHz を 一 4dB 下 げた カ 
ー ブ で ある 。 と の 結果 1kz 以下 
は ほぼ フラ ッ ト に 補正 され , それ 











\ 
\ 両 スピ ー カ の 
下心 に 向け る 





音 場 補 正 の マイ クセ ッ テ ィ ング 


以上 で は 2kHz か ら だ ら 下 り の , 
ほ ば 第 20 図 の 範囲 の カー ブ に 入っ 
た 。 第 22 図 の 補正 前 は 試聴 に も と 
づい て 各 ユ ニッ ト の レベ ル を 決め 
た も の で , 全域 の エネ ルギー バラ 
ンス は 私 の 好み 通り の も の で あ 
る 。 高城 を 下降 させ た カー ブ も ほ 
ぼ 私 の 好み 通り で , 補正 前 と 大 き 
な 変化 は な い が , イコ ライ ザ を O 
Ni に する と 明らか に だ 残響 感 が 増え 
プレ ゼン ス が 豊か に な る 。 

第 23 図 は dbx 10/20 で 自動 補正 
し た 第 18 図 a の 特性 か ら , 手動 に 
よっ て 4kHz : 2dB, 8kHz : 一 3 
dB, 16kHz : 一 6dB に 補正 し た カ 
ー ブ だ 。 高城 が わずか な 下降 特性 
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補正 前 オリ ジ ナ ル | 
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[第 22 図 」 テク ニク ス SH-8075 こよ る フラ ッ ト 特 性 を 高 域 下 降 に 修正 





補正 前 オリ ジ ナ ル ] 





トー ー オーーー ーー 補正 後 


ーー ュー 


ーー 画 ーー 


[第 23 図 〕 dbx 10/20 で 自動 補正 し た 特性 を 高 域 下 降 特性 に 修正 





[第 24 図 ] 両 チ ャ ネル 特性 と 片 チ ャ ネル 特性 は 合っ て いる ・・ 

と な っ て , イコ ライ ザ ON で は 明 で ある 。 ま た や り 直 す と き に 必要 
る くさ わ や か な 音 を 聞か せ て くれ だ 。 

た 。 補正 を 行っ て いて 誰 し も が いら 
以上 の よう な 下降 補正 は , 左右 いら する の は , 同じ 状態 で 2 て 3 
共に 同 量 補正 する と と が コツ で , 度 く り 返 し て みる と , その た び ど 
また 補正 前 に フラ ッ ト 時 の キー 位 と に 結果 が 異な る と と で あろ う 。 
置 を 必ず メモ し て お く と と も 大 切 と の 理由 は 測定 系 の わずか な 変 
























ar 


と 4 
ぐ ヒ ヤリ ング 中 の 及川 , 出 原 氏 > 
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動 , 信号 レベ ル の 違い に よる 反射 
や 共振 の 違い 等 に よる と 思わ れる 
が , 特に ピン クノ イズ に よる 自動 
測定 で 大 き な 差 を 生じ る と と が あ 
る 。 と れ は ピン クノ イズ の 周波 数 
成分 が 時 々 刻々 変動 し て いる と と 
と 起因 する も の で , と の 場合 は 2 
< 3 回 の 平均 を と る と と が 好ま し 
自動 補正 が 可能 な イコ ライ ザ 
で は , と れ ら の 平均 を 簡単 に と れ 
る の で 便利 で ある 。 

以上 , すべ て の 補正 は , 左右 を 
別々 に 行う が , 補正 が 終っ た ら 左 
右 か ら 同 時 に 信号 を 出し て 合成 音 
を 測定 し て みる と よい 。 第 24 図 が 
その 特性 で し 十 R も し オン リー も 
ほぼ カー ブ が 同一 に な る と と を 確 
認 す る 。 片 チャ ネル と 両 チ ャ ネル 
の カー ブ に 大 き な 差 が 出る と すれ 
ば , 左右 の 位相 差 か 部 屋 の 反射 が 
大 きく キャ ン セ ル さ れる た めで あ 
る の で , と の 原因 を さ ぐ ら ね ば な 
ら な い 。 

メー ター や スペ アナ を 見 な が ら 
調整 し て いる と (手動 の 場合 ), 限 
りな く フ ラッ ト に 近づけ た いと い 
う 和 欲望 に か り た て られ る が , と と 
は ある 程度 が まん する と と が 大 切 
で , 土 4dHB, つま り 凹 と 凸 が 8dB 
以内 で あれ ば 良し と いう くら い の 
気持 ち で 調整 すべ き で ある 。 要 は 
第 20 図 b の よう な 傾向 線 が 大 き な 
うねり に な ら な いよ うに する と と 
で ある 。 う ね り は , その 間 の 周波 
数 の 幅 が 大 きく な る の で , 例え 2 
ンー 3dB の 上 下 で あっ も エネ ル ギ 
ー が 大 きく , 音質 に 与え る 影響 も 
大 で ある 。 

まず 全体 の 周波 数 特性 の 傾向 を 
と と の え , その 後 可能 な ら ば 比較 
的 間隔 の せま い 凹 凸 を 少な くす る 























い 。 









































~ 正 表 - 


ダン 


と と で あり , 何事 も 欲 張 ら な いと 
と で ある 。 そ し て 必ず 試聴 を 行 
い , 音 で 確認 する と と が 成功 の コ 
ツ で ある 。 


[第 5 章 ] イコ ライ ザ の デー 


タ に つい て 


イコ ライ ザ そ れ ぞ れ を フラ ッ ト 
に 調整 し た と き の 特 性 と 基本 的 な 
特性 を 次 頁 に 掲載 し た 。 音 場 補正 
後 の 周波 数 特性 は , NEUTRIK 
3300 に よる デー タ と , SANWA 
SS_90RT に よる し チャ ネル の ス 
ペク トラ ム 写 真 を 載せ た 。 

原音 場 つ まり 補正 前 の 私 の シス 
テム の 特性 は 第 25 図 お よび 写真 -2 
の 通り で ある 。 各 特性 と 第 25 図 の 
カー ブ の 描か れ 方 に 違い が ある 
が , 第 25 図 は ペン スピ ー ド を 3 
mm/sec で の 測定 で , 各 イ コラ イ 
ザ の 特性 は 10mm/sec の スピ ー ド 
(CC 上 げ て いる の で , ワー ブル トー 
ン に よる 細か い 凹 凸 が 取れ て い 
る た め だ 。 

NEUTRIK の マイ ク の 特性 は 
第 26 図 の 通り だ 。 高 域 も フラ ッ ト 
な 特性 を もち っ て いる 。 SANWA 用 
の マイ ク の 特性 は , 第 3 章 の 第 17 
図 に 各 マ イク の 特性 を 比較 し た デ 
ー タ を 載せ た の で , と れ か ら 類 推 
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[第 26 図 ] ノイ トリ ッ ク 音 測 の マイ ク 特 性 


し 3 穫 定 起き た Ve 

補正 前 の オリ ジ ナ ル 特 性 に 対し 
て , 各 イ コラ イザ が どの よう に 補 
正 し た か を 見 る た め に 左 チ ャ ネル 
の み の 補 正 前 後 の 比較 カー ブ を 次 
に 掲載 し た 。 そ の イコ ライ ザ の 効 
果 が 判断 で きよ う 。 

1kHz の 変化 特性 と , すべ て の 
キー を 土 10dHB に セッ ト し た カー 
ブ は , NEUTRIK の 信号 を 直接 
イコ ライ ザ に た 入力 し , 出力 を 記録 
し た も の で ある 。1kHz は 12dB 
の キー ポジ ショ ン の カー ブ で , そ 
の イコ ライ ザ の Q 特 性 (カー ブ の 
鋭さ ) と 裾野 の 状態 を 知る こと と が 
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で きる 。 ま た 土 10dB の 曲線 は , 
うねり の 均一 性 に よっ て 中 心 周波 
数 の バラ ツキ , キー レベ ル の 確度 
を 知る と と が で きる 。 

うねり の 少な い イ コラ イザ が べべ 
ター と いう て と ど と で は な く )。 うねり 
方 が 均一 で ある と と が 大 切 だ 。 

な お , 補正 に 使用 し た 測定 器 は 
ADC が 付属 マイ ク で 内 蔵 ス ペア 
ナ に より 手動 。dbx は 付属 マイ ク 
で 内 蔵 シ ステ ム に よる 自動 補正 。 
EDNON と VICTOR は SANWA 
の スペ アナ に よる 手動 。TECH 
NICS は SH-8000 に よる 手動 調整 
(CC よる も の で ある 。 
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概 要 

スペ クト ラム アナ ライ ザ を 中 央 
に 配置 し た の が , デザ イン と し て 
も 特徴 が ある 。GEQ に お いて , 
スペ クト ラム アナ ライ ザ が 内 蔵 さ 
れ て いる と と は , 音 場 補正 に 有効 
な 利用 を 求め て いる と みる と と が 
で きる 。 と の 表示 を みる と スペ ア 
ナ は 10 分 割 表示 と な っ て お り , と 
れ は GEQ の 素子 数 と 同じ で あ 
り , 1kHz 中 心 の 31.5Hz か ら 16 
kHz まで オク ター ブ バ ンド 分 割 と 
な っ て いる 。 ス ペア ナ は , 音 場 補 




















正 時 の み で な く , 実際 に 聴い て い 
る 音 の 各 周 波数 の エネ ルギー を み 
る と と が で きる 。 と れ は , 実は 
GEQ で 音 造 り を する 場合 に その 
基本 を 知る と と が で きる も の で , 
スペ アナ の 利用 は 他 に も いく つか 
の 例 が あげ られ る 。 さて, オクタ 
ー ブ バ ンド 10 分 割 で も ある と と に , 
スペ アナ ある い は GEQ に お いて 
素子 数 を その 製品 の 使い よさ 性 能 
と みる と と も ある よう だ が , それ 
は 当ら な いと と を , と れ を 例 話 
し て お と て とう 。 最 も 低い 周波 数 が 
31.5Hz と な っ て いる と と , 最も 
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高い 周 小数 が 16kHz と な っ て い 
る と と , と れ は 実用 的 範 胃 を が っ 
ちり と お さえ た も の で ある と と を 
述べ て お く 。 音 場 補正 に 用 いる と 
き に , 31.5Hz 以下 , 16kHz 以上 
を コン トロ ー ル する 例 の 経験 が ほ 
と ん ど な い と と , それ に 音 造 り に 
用 いた 場合 に お いて も と れ ら の 周 
波数 に お いて は 効果 の な いと と が 
経験 で 判断 で きる た め , 
ー ル 周波 数 の 下限 上 限 を と れ ら の 
周波 数 に 設定 し た と と は , 実用 上 
問題 で は な いと いえ る 。 と の GE 
Q が 外部 ユニ ッ ト の ター ミナ ル と 
し て 使え る よう 工夫 され て いる , 
エキ スパ ンダ ー, エコ ー 等 , サウ 
ンド プロ セッ サ の 挿入 も で きる 
し , ノイ ズリ ダク ショ ン ユ ニッ ト 
の 挿入 も で きる 。 と れ の スイ ッ チ 
が 前 面 の EXT スイ ッ チ で 行え 
る 。 グ ラフ ィ ッ クイ コラ イザ と の 
結び つき を 考え た と き , と れ は シ 
ステ ム と し て の 完成 され た 形 を 整 
える の だ 都合 が いい 。 

ピン クノ イズ ゼネ レー タ 内 蔵 , 
付属 マイ クロ フォ ン で 人 科 単 に 伝送 
周波 数 特性 を みる と と が で き , 平 
坦 特 性 の コン トロ ー ル も 容易 で あ 
る 。 2 台 の テー プ デ ッ キ に 対す る 
対応 は 一 般 の GEQ に み ら れ る も 
の と 同様 の 機能 を 持っ て いる 。 コ 
ント ロー ル 各 素子 に LED が 内 蔵 
され て コン トロ ー ル の 状態 が 遠く 
か ら で も わか る 。 コ ント ロー ル の 
レン ジ , 十 ・ 一 方 向 共 に 15dB 
と な っ て いる 。 
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(及川 公 生 ) 















テス ト 結 果 





ADC SS-315 


出 原 これ は ピン クノ イズ を 使う 
ち け で す が , ピン クノ イズ が ふら 
もら し て いま す の で , ある 程度 ホ 
レ レ ド し て , タイ ムコ ンス タン ト 
を 長く 持た せ て あり ます ね 。 

で すか ら , ふら ふら し な い の 
で , 結構 合わ せ や すい よう で す 。 
それ で 調整 し まし て , 低 域 の う 
ね っ た 感じ , 低 域 の スタ ン デ ィ ン 
ダ の よう な も の , と れ は ちょ っ と 
と りき れ な いよ うな 感じ が し まし 
章 。 こと れ は スペ アナ 上 で は 現われ 
で きま せん が , さっ き 音 を 聞い た 
感じ で は まだ 補正 され て いな いよ 
うな 感じ が 残っ て いま す 。 

それ と , マイ ク の 特性 だ と 思い 
ます が , 高 域 が 相当 上 が っ て いる 
わけ で すね 。8kHz と 16kHz が 10 
dB か ら 12dB 上 が っ て いる 。 
及川 これ は ちょ うど スペ アナ の 
周波 数 と と の ソー ス の 周波 数 が ぴ 
っ た り 一 致し て いる の で , スペ ア 
ォ ナ 上 は まっ すぐ する と と は で きる 
けれ ども , と の ソー ス の 中 で 落ち 
と ぼれ た 周波 数 は どう な っ て いる 
か , 全然 わか ら な いわ け で すね 。 
欠 パ アナ 上 で フラ ッ ト に な っ て い 
で も , 実際 フラ テッ ト で ある か どう 
か わか ら な いと いう の が , と の 機 
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械 の 落と し 穴 で あり , 使い と な し 
は 注意 が 必要 。 

それ で 音 を 聴い て 感じ た ん で す 
が , ボー カル が 気 に な る ん で す 。 
若 二話 が 出 て くる わけ で すね 。 
400Hz か ら 800Hz 近 辺 に 癖 が つき 
まとっ て いる ん で すね 。 

と これ が と の イコ ライ ザ の キャ ラ 
クタ ー な ん で は な いで し ょ うか 。 

フラ ッ ト な 特性 アラ テス な に か キ 
ャ ラク ター を 持っ て いる 。 
出 原 特に ボー カル の 中 域 あ た り 
の 抜け すみ た いな の が ちょ っ と 足り 
な い 。 と れ は , 総体 的 に は ハイ を 
8kHz ぐら いか ら ギュ ーッ と 持ち 
上 げた せい な の か も し れ ま せん 。 
及川 音 さ くり で いち ば ん 問題 に 
な る の は , オク ター ブ バ ンド で と 
っ た の で す が , その Q の 幅 を どう 
と る か , 各 メ ー カ ー に よっ て 違う 








寺 技 べ て の キー を 10dB に セッ ト し た 特 周 寺 -『 
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ん で す 。 その 点 , ぽく は , 人 ADC 
は , 前 か ら 使っ た と と が ある ん で 
す が , 実に うま い コ ント ロー ル を 
し て いる の で , 音 づ くり に お いて 
は , と れ は 非常 に 有効 に 働く ん で 
す 。 た と えば バス ドラ ム を 力強く 
出し た いと か , スト リン グ ス を 輝 
か せ た い と か , シン バル の 音 を 出 
し た いと いう と き に , と の Q が 狭 
いと , その 楽器 の 帯域 に ぴた り は 
まり と まな いで , いわ ゆる その 有 周 
波数 が 持ち 上 が る 感じ に な る ん で 
すね 。 周波 数 だ けが コン トロ ー ル 
され て いて , 音色 に あま り ぴ た り 
と 感覚 は 当て は ま ら な いん だ けれ 
ども , と れ は うま く Q が 考え て い 
る わけ で す 。 そ うい っ た 点 か ら は 
良く まとめ られ た 製品 と いえ る 。 
価格 72, 000 円 
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ナラ イザ と いう 文字 が ひと きわ 目 
立つ 。 と れ で わか る 通り , 7 
イザ 内 蔵 の GEQ で も あり コン ピュ 
ー タ に よる 自動 音 場 補正 が 行え る 
と と を 示し て いる 。 
部 分 が LED ディ ジタル ディ スプ 
レイ で ある と と が , 外観 で も 分 る 


コン トロ ー ル 


大 き な 特 徴 と し て あげ られ , と の 
LED ディ スプ レイ が GEQ に 新 
し いも の を 感じ させ る 。 操作 に 
も , 従来 の スラ イド ボリ ウム は 無 





く 各 周波 数 の ポイ ント で レバ ー 
を , アッ ププ ダウ ン の 方 向 に スイ 
ッ チ する と , EQ の 増減 は LED 
で 表示 され る 。 と て の 感覚 も 新しい 
GEQ を 示し て いる 

と の GEG) で 最も 注目 され る の 
が アベ レー ジ 機 能 で ある 。 と の 機 
能 は dbx 特有 [の も の で , GEQ の 
あり か た を 十分 に 理解 し た 設計 と 
いえ よう 。 実際 に 使う 立場 で みる 
と , と れ は 測定 上 うん ぬん で は な 
く て , いく つか の 測定 ポイ ント の 
アベ レー ジ で 動作 させ る と と に 
精神 的 に 安心 感 が 得 ら れる の だ 。 
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, 音 場 補正 に 於 
いて いく つか の 測定 ポイ ント K 於 
ける 特性 の カー ブ を 平均 化す る も 
の で ある か ら , ホー ル 等 多く の リ 
スナ ー が 聴く 場所 に , と の 機能 は 
有効 と いえ よう 。 現 実に PA シス 
テム に 訟 て と の アベ レー ジ は と り 
入れ て お り , アベ レー ジ で いい か 
どう か と いう と と より , 実際 に と 
の 方 法 で 行わ れ て いる 事実 で , と 
の 機能 は 実用 に な る と 考え て いい 
だ ろう 。 ア ベレ ー ジ は , 左右 チャ 
ネル で も 可能 で ある 。 と の 使い 方 
は 左右 で の 特性 が 大 きく 異な る 場 
合 に 有効 で も る と 思わ れる 。 私 
は , 前 者 の 場合 の アベ レー ジ が と 
れる と と に 注目 し た いし 興味 を 持 
っ て いる 。 も う 一 つ 注 目 す る も の 
が ある 。 バ リア ブル Q 回 路 で あ 
る 。 イ コラ イザ の 補正 量 と Q 特 性 
(に つい て は , 私 自身 。 とれ を 補正 
すれ ば も っ と 音楽 的 な つなが り の 
よい 音 が 得 ら れる は ず と 考え て い 
た だ け に , と の 補正 を 自動 的 に 行 
うと と だ, 大 い に 興 味 を 持つ 。 他 
の 多く の GEQ が 機能 と し て 全く 
問題 を 持た な く と も , と の Q の 問 
音 場 補正 に 使う , 音 造 り に 使 
うと いう と き 間 題し と な る の で あ 
る 。 他 に 音響 アナ チラ イザ と し て の 
機能 も 見 逃 が せ な い 。SPL レベ ル 
を プロ グラ ム の 連続 変化 で 読み と 
る と と が で きる 。 ダ イナ ミッ クレ 
ンジ の 拡大 され た CD の 登場 等, 
リス ニン グ 条 件 を くわ し く 知 っ て 
お く 必 要 が 生じ た 現在 , と の SPL 
(に つい て 関心 が 持た れる と いう と 
だ 4 MMOGCUNZ 9 
(及川 公 生 ) 


と の アベ レー ジ は 
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及川 音 は , 立派 な も の で , 低 域 
の いわ ゆる と の 試聴 室 で の 藻 が ま 
っ た くき れい に 文句 な く 取 り は ら 
われ て いま すね 。 非常 に うま くい 
っ て いる し , それ か ら ス トリ ング 
ス の きれ いさ が 非常 に 美しく 出 て 
いて , と れ を 通す と と に よっ て 位 
相差 の た め に 音 が 汚れ る と と が ま 











な し いら 
それ か ら 工 , R の アベ レー ジ が 
と れる の は と れ し か な いん で す 。 


と れ は 音像 定位 の 上 に お いて も 的 
確 に 働く の で は な いか と 思い ま 
す 。 だ か ら , と れ は 音 と いう と と 
を 非常 に よく 知っ て 作っ た グラ フ 
ィ ッ クイ コラ イザ で は な いか と 思 
いま すね 。 

出 原 バン ド の 決め 方 も 非常 に う 
まく で き て いま すね 。 ス ロー プ な 


ども うま く , と れ は 相当 実験 し て 
練り 上 げた の で は な いか と いう 感 
MG です ね 。 


さて 完全 フラ ッ ト な 状態 で 聴き 
ます と , ちょ っ と ハイ 上 が りな 感 
じ が する わけ で す が , それ は さて 
お き , さっ き 及 川 さ ん が お っ し ゃ 
っ た よう に た, 低 域 の うねり が 取れ 
て いる と いう こと と は 非常 に 立派 な 
も の だ と 思い ます ね 。 それと , 感 
心 す る の は , ホー ル 感 を , と っ ち 
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が 体 を ホー ル の 中 に 投入 し た よう 
な 感じ の ホー ル 感 が 非常 に よく 出 
て くる ん で すね 。 前 後 感 も 出る 。 
な に か 天井 の 大 き さ ま で 出 て くる 
よう な 感じ の , 補正 し た あと の 非 
常に いい 感じ が 出 て きた と 思い ま 
す 。 と れ は , 実際 に 音 場 を 補正 し 
て , L, R を 記録 計 で , 記録 し て 
み ま し た ら , L, R が 非常 に よく 
合う ん で す 。 本当 に ぴた り と 形 , 
格好 , それ か ら プ ラス マイ ナス 1 
dB ぐら い の 感 じ で L, R が そろ っ 
て いる わけ で す 。 

定位 感 の よさ は そ と に ある ん じ 
ゃ な いで すか 。 そ れ と 自動 補正 の 
よさ は , と れ は 非常 に よく 出 て い 
る し , と の 機械 だ け で な く て , 自 
動 補正 する 機械 は 工 , R 共に 非常 
(に よく 特性 が そろ う 。 と れ が 非常 
(に 大 き な メ リッ ト だ と 思い ます 。 
所 で と れ に ハイ が 少し 刺激 的 だ と 














トー に に キト ー トコ 
- す べ て の キー を 土 10dB に セッ ト し た 特性 = テーーー エ ー 
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いう の で , ハイ 下げ を や り ま し た 
ね 。16kHz で 5dB 下げ て , 8kHz 
3dB, 4kHz 2dB 下 げた , と れ は 機 
械 的 に パッ パッ と フラ ッ ト に な っ 
た カー ブ か ら 下 げ て いっ た わけ で 
すね 。 そ れ で 聴い て み ま し た ら 非 
常に パラ アズ が よく る とれ て で て, と 瓦 
部 屋 の 中 で は いち ば ん いい バラ ン 
ス に な っ た の で は な いか と 思い ま 
す 。 で すか ら こ の 機械 の 使い 方 と 
し て は , フラ ッ ト に と っ て お い 
て , そ と を 基準 に し て , 今度 は 自 
分 の 好き な バラ ンス K 機 械 的 に 補 
正 し て いく 。 し, R と も た と えば 
16kHz な ら , 片方 は 6dB 下げ ま 
し た ら , も う 一 方 6dB 下 げ る と い 
うふ うに , 同じ 数 値 で 補正 し て い 
け ば 非常 に いい 音 に な る の で は な 
いか と 思い ます 。 

価格 280, 000 円 
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音楽 ソフ ト と の 対応 を 実に よく 
考慮 し た も の で ある 。 GEQ の あ 
り 方 を 明確 に し た も の で 、 高 く 評 
価 で きる も の で ある 。 それは , エ 
キス パン ダー と ダイ ナミ ッ ク サ ウ 
ンド の 機能 だ 。 エ キス パン ダー 
GEQ で コン トロ ー ル し た その 状 
態 で 全 帯 域 で レベ ル が 入力 の 信号 
レベ ル た 応じ て 拡大 され る も の で 
あり , ダイ ナミ ッ ク サ ウン ド は , 
入力 信号 レベ ル が 小さ いと き , な 
EQ で コン トロ ー ル され た 特性 は 
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動作 し な い 。 と と で 説明 を 要する 
の は , ダイ ナミ ッ ク サ ウン ド の 機 
E で あろ う 。 た と えば GEQ で 高 
域 を 増強 し た 状態 で ある と き , 入 
力 信号 レベ ル が 小さ いと ノイ ズ が 
目立つ と と に な る 。 し た が っ て , 
入力 レベ ル に 応じ て , GEQ と の 

連 を 持た せよ うと し た も の で あ 
還 明 CA ダイ 
ナミ ッ ク サ ウン ド と いい , 音楽 の 
ダイ ナミ ッ ク な レベ ル の 動き に 合 
わせ た と の 機能 は 音楽 ソフ ト に た 関 
係 深く 対処 し た も の で , 私 の 経験 
を 通し て と の 機能 は 高く 評価 で き 
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る 。 上 。 R 独 立 コ ロン トロ ニル な 
っ て いる 。 そ の L, R の 配置 が 各 
周波 数 の ポイ ント 毎 に コン トロ ー 
ル ボ リウ ム が 設け られ て いる 。 一 
般 の 全 帯 域 を 対称 に し た 上 し , KR と 
は 違っ て いる の が 特徴 と いえ よ 
う 。 使い 勝手 に どちら が どう と い 
う 差 は な い 。 と の コン トロ ー ル ボ 
リウ ゥ ウム LED が 内 蔵 さ れ て お り 
コン トロ ー ル の 状態 が 視覚 的 に は 
っ きり て 確認 で きる の は 都合 が い 
い 。 

機能 に つい て 説明 を し て お と 
う 。 1kHz を 中 心 に し た オク ター 
ブ 分 割 で 16Hz か ら 32kHz まで 
を 12 分 割 し て いる 。 通常 の GEQ 
装備 され て いる , テー プ モ ニタ 
ー, イン プッ ト セ レク タ , レコ 
ー デ ィング モー ド 等 は すべ て プッ 
シュ ボタ ン 式 で 一 列 に 配列 され て 
いる 。 と れ ら の スイ ッ チ モー ド の 
動作 と 信号 の 流れ は 集中 表示 部 に 
表示 され る 。 2 台 の デッキ は 接続 
し た まま , と れ ら の スイ ッ チ 操作 
で ダイ レク トコ ピー, EQ コピ ー, 
モニ ター の み 等 が 可能 で ある 。 こ て 
の EQ に 装備 され て いる アウ ト プ 
ッ ト ボ リウ ム は , ダイ ナミ ッ ク サ 
ウン ドイ コラ イザ の 動作 を させ た 
と き の , 入力 オー バー を 防ぐ も の 
で , と れ の コン トロ ー ル が と の 機 
上 給 を 活か すき め 手 と な る 。 エキ ス 
パン ド 動 作 は カセ ッ ト テ ー プ に お 
いて 大 き な 効 果 を 示す 。 録音 時 に 
用 いる 場合 GEQ は 高城 で の 増強 
分 も 加わ る の で , 録音 レベ ル 設 定 
に 注意 が 必要 だ 。 














(及川 公 生 ) 
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出 原 サン ワ の スペ アナ を 使っ て 
みた わけ で す が , と れ で は っ きり 
わか っ た と と は , サン ワ の スペ ア 
ナ の ほう が 3 分 の 1 オク ター ブ で 
全部 読み 取れ る わけ で す 。 と と ろ 
が イコ ライ ザ は オク ター ブ で すか 
ら ど うし て も 細か な 凸凹 は 補正 し 
きれ な い 。 と れ は , と の 機種 だ け 
で な く て , オク ター ブイ コラ イザ 
の 宿命 で すね 。 

と の セッ ト は 音 場 補 正す る 場合 
は , スペ アナ な いし は , 調整 する 
何 か が な けれ ば いけ な いわ け で 
す 。 そ の 点 を 1 つ 注 意 し な けれ ば 
いけ な いそ うい うと と で , オク タ 
ー ブ の スペ アナ が あれ ば いち ば ん 
調整 し や すい ん で は な いか と 思う 
ん で す 。 
及川 グラ フィ ッ ク イ コラ イザ で 
いち ば ん 問題 に な る の は , マイ ク 
ロフ ォ ン と スペ アナ が な いて 音 場 
補正 は で き な い 。 だから, 音 場 補 
正 も で きま す , 音 づ くり も で きま 
す , と いう と き に た , 音 場 補正 が で 
きる も の , スペ アナ と マイ ク は 是 
非 と り そ ろ えた いで すね 。 

出 原 これ は いろ いろ な 機能 を そ 
な えた と と ろか ら 見 て も , プロ グ 
ラム の 音 づ くり を メイ ン に 考え て 
いる ん で は な いか 。 

及川 それ が エキ スパ ンダ に つ な 
が っ て いる わけ で すね 。 

出 原 そう いう と と で すね 。 
及川 ぼく は 実際 に 使っ た と と が 
ある ん で す が , カセ ッ ト テ ー プ で 
と れ を 通し て エキ スパ ンダ を か け 
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る と , と れ で も カセ ッ ト テ ー プ か 
な , と いう すばらし い 効 果 が 出る 
ん で す 。 音 づく り の 効果 は 抜群 で 
し た 。 非 常に よく その 効果 が 現 わ 
れる ん で す 。 

所 で さっ き の 音 場 補正 し た と き 
の 音 で す が , 今回 の 音 場 補正 は 別 
の 測定 器 で や っ て いる ん で すけ れ 
ども , それ に よる フラ ッ ト で 聴い 
た 感じ を いい ます と , 高城 が ちょ 
っ と 硬い ん じゃ な いか な と いう , 
高城 の 硬 さ が 出 て きた よう な 気 が 
する ん で すね 。 低 域 も 、 コン トラ 
バス の ちょ っ と 上 の ほう が 強調 さ 
れ て いる ん じゃ な いか 。 た が だ, 音 
の 重み は し っ か り し て いて , と れ 
は 気 に い り まし た 。 だ か ら , 音 の 





質 は も の すご どく いい 質 を 持っ て い 
まず 。 

出 原 メモ に よる と , くっ きり と 
さわ や か な 音 に な っ た , な ど と 書 
いて いま すね 。 フ ラッ ト で は 多少 
ハイ 上 が り に な っ た 。 と れ は どう 
し て も ハイ 上 が り の 感じ が あっ 
て , それ が 少し きつ く 感じ させ 
る 。 だ けど , その きつ さと いう 中 
に , 質 が , つま り , 粒 だ ち が 細 か 
な も の を 感じ まし た 。 ですから, 
そ と に さわ や か さ が 出 て きた の で 
は な いか と いう 感じ で すね 。 低 域 
は , わり に フラ ッ ト K 近 い 感 じ だ 
っ た ん で は な いか と 思い ます 。 
価格 69, 800 円 
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オク ター ブ バ ンド 分 割 の GE 
Q で ある と と が 大 き な 特 徴 と し て 
あげ られ る 。 今回 の 試聴 機種 の 中 
で も 唯一 の 引 オ クタ ー ブ 分 割 で あ 
る が , 現在 市 販 さ れ て いる GEQ 
の 中 で も 壇 オ クタ ー ブ 分 割 と いう 
本 格 的 な ちの は , プロ フェ ッ シ ョ 
ナル 用 を 除き 非常 に 少な い 。 し た 
が っ て と の GEQ は , 一 般 市 販 の 
GEQ と し て は 唯一 本 格 派 と みて 
いい だ ろう 。 さらに , 加え て 連続 
可変 の で リア ブル イコ ライ ザ も 持 








っ て お りら, 


半 了 ot 
ロー ル し た 周波 数 に ピタ リ と 合わ 
せる と と が で きる 。 @⑳ コ ント ロー 
ル も 可能 で あり , と の 付加 機能 は 
その 実用 性 の 高 さ が 大 きく 注目 さ 
れる 。 テ ー プ ダビ ング 機能 も あり , 
と の GE は 多目的 で ある こと が 
分 る 。 さ て , 夫 オ クタ ー ブ と いう 
機能 に つい て 述べ る な ら ば , 音 場 
補正 用 と し て 目的 が は っ きり し て 
いる と いえ る 。 つ まり オク ター ブ 
分 割 で は 音 場 補正 に 訟 て , 特に 低 
域 で は コン トロ ー ル が むず か し い 
例 が 多い 。 私 の 体験 の ほとん ど 
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1 TECHNCS CS SH-607 直前 た 導入 和仁 (を チャ 








上 チャ ネ の ル 
スペ クト ラム 
(フラ ッ ト 補 
正 後 ) 


gi Be に 12.5k 


16k 
Tk 芋 Ok 20k 


が , 協 オ クタ ー ブ 分 割 な ら ば OK 
と か うと と が 錠 ぐ 。 オ み ター ジグ の 
割 で は , ピー ク , デップ の 発生 し 
て いる 周波 数 に 合う ポイ ント が 無 
く , お お むね OK と いう , 完璧 さ 
が 得 ら れ な い 状 態 に 終る も の で あ 
っ た 。 夫 オク ター ブ 分 割 の 機能 は 

音 場 補正 用 と し て 完璧 さ が 得 ら れ 
る GEQ と いえ る の で ある 。 完 壁 
と いう 言葉 に 少々 の 余裕 は ある の 
だ が , 実用 上 と の 壇 オ クタ ー ブ 分 
割 で 十分 で ある 。 さて, 音 場 補正 
に 使う と すれ ば , スペ クト ラム ア 
ナラ イザ か それ と 同様 な 測定 機能 
が 必要 で ある し ピン クノ イズ ジェ 
ネ レ ー タ も 同様 で ある 。 と の GE 
Q に は それ が 内 蔵 さ れ て いな い 。 
他社 の GEQ で は と れ ら を 内 蔵 し 
て 音 場 補正 と し て の 性 格 を 強め て 
いる 。 そ れ で は と の SHL-8075 が 不 
完全 か と いう と , 実は 測定 機 が 別 
売 さ れ て いる の で ある 。 と の 測定 
機 を 用 いて の 音 場 補正 の コン トロ 
ー ル は , 業務 用 測定 器 に よる も の 
と 比較 し て , その コン トロ ー ル の 
状態 が ほとん ど 同 じ で あっ た と い 
う 経験 を 持っ て いる 。 す ば らし い 
も の だ 。 と れ が 音 造 り に 不向き か 
と いう と , それ は 大 は 小 を 兼ね る 
の 例 で 分 る 通り 全く さしつかえ な 
いも の で ある 。 た だ し 細か く 分 割 
され た 周波 数 で ある か ら , オク タ 
ー ブ 分 割 の よう な 音色 の 変化 を 求 
め る に は , 2 つの 素子 を 同時 に コ 
ント ロー ル す る よう な 工夫 は 必要 
だ 。 そう ずる と 人 避 よ ま SC 楽器 
に 対す る 音色 の 変化 が 十分 に 求め 
られ る 。 





























(及川 公 生 ) 
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テク ニク ス  S 是 -8075 


及川 音 場 補正 し た と き の と の 音 
ほ さ す が で す 。 特に 低 域 の 再現 性 
呈す ば らし いん じゃ な いで し ょ う 
か 。 コ ント ラバ ス の 響き に は びっ 
くり し まし た 。 も う 1 つ 感心 し た 
の は テク ニク ス の 付属 の 測定 器 で 
補正 し た わけ で す が , その 測定 器 
めす ば らし さ で す 。 

測定 器 が すばらし いか ら , と れ 
だ けい い 音 場 補正 が で きた の で は 
な いか な と 思う わけ で す 。 

音 も , 低 域 の 再現 性 が いい の 
と , それ と 渦 定 用 の マイ クロ フォ 
ン , ある い は 測定 器 自 身 に ハイ 上 
が り の 現象 が まっ た く な いん で 
 。 

だ か ら , 本 当 の フラ ッ ト が 出 て 
記 る の で は な いか , そう 思い ま 
上 。 

一 般 的 に いえ る と と は スペ アナ 
を も っ て 聴い て いる ポジ ショ ン で 
は フラ ッ ト に し て も , それ が 本 当 
の フラ ッ ト で ある か どう か は わか 
ら な いわ け で す 。 

マイ クロ フォ ン の 個性 が 出 て き 
締り する 。 でも, テク ニク ス の と 
れ ( に 限っ て は , 本 当 の フラ ッ ト が 
出 て いて コン トロ ー ル が 正確 に 間 
違い な くい っ て いる 。 だから , ハ 
イ 上 が り が まっ た く 目 立た な いわ 
け で す 。 と れ だ と 聴感 補正 し な く 
て で も うま くい っ て いる の で は な い 
か , と いう 感じ が し た くら いで 
3 
出 原 と に と かく, フラ ッ ト に し て 


も , お っ し ゃ っ た よう に , パラン 

















































| 
所 
ちこ 
tk 











Hz 土 12dB の 特性 一 キー ロト 


ドー 


CB エー] 














1 








に と 





























すべ て の キー を 


は 上 提 
土 10dB に セッ ト し た 特性 : | 








ス の 問題 で すか ら , 個人 の 好み は 
ある けれ ども , きょう 聴い た 中 で 
は 刺激 的 な ハイ 上 が り の 感じ は 一 
番 少 な か っ た 。 

及川 測定 器 (SH-8000) が いい 
か ら じ ゃ な いで すか 。 

出 原 ええ 。 と の 3 万 円 弱 の 測定 
器 で すけ れ ど も , ワン ポイ ント ず 
つや ら な けれ ば な ら な い の で , 面 
倒 は 面倒 で す が , と れ は きわ め て 
有効 な ちの で すね 。 た だ, 調整 す 
る と き の 注 意 を ちょ っ と 申し 上 げ 
ます と , プラ マイ 2dB ぐ らい の 差 
は 音質 に 大 き な 影 響 を 与え を ませ ん 
が , その 2dB を 1kHz か ら 上 の は ほ 
う は マイ ナス 側 に 調整 する と いう 
と と で す 。 それ か ら , 1kHz か ら 
下 の ほ う は プラ ス 側 の ほう に な る 





身内 ーー 





べく いく よう に 調整 する と いう と 
と , と れ を 守っ て いた だ か な い 
と , 低 域 側 の ほう が マイ ナス 2 
dB の ほう に いっ て , 高 域 側 は プ 
ラス 2dB の 傾向 に いき ます と , バ 
ラン ス と し て は ハイ 上 が り に 聞 と 
える わけ で す 。 

特 (C 1kHz か ら 5kHz あたり が 
高城 の 量感 に きく ん で す 。 

それ か ら も う 1 つ 気 を つけ な け 
れ ば いけ な い の は , し と R の 左右 
の 差 を な る べく 縮め る よう に する 
と いみ と と 。 そう も ませ ん と , 完 
位 感 が 悪く な る わけ で す 。 そ の よ 
うな 意 で し と R の 特性 を そろ える 
と いう と と は 非常 に 大 事 だ と 思い 
ド 天 Pe 

価格 100, 000 円 
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SEA と いう 永い 経験 が 生 き ぷ で 
いる GEQ で ある , GEQ に 何 を 求 
め る か , その ター ゲッ ト が 実に し 
っ か り と し て いる 。 音 場 補正 も 重 
要 な 目的 だ が , SEA と 呼ば れる 
よう に エフ ェ ク タ と し て の 機能 が 
重視 され て いる 。 従来 の GEQ の 
機能 に 加え て ディ レイ タイ ム ・ イ 
コラ イザ が 加わ っ て いる の が 特徴 
況 る も の ディ ルイ 交信 ・ 王 フェ 
クタ は どの よう な 効果 を も た ら す 











か と いう と , 残響 付加 と いう と と 












で あり , 一 般 の エコ ー と は また 違 
っ た 味わい を 持つ も の で ある 。 と 
の 機能 は , ホー ル に ひび く < く 残響 感 
と 似 た も の を 作り だ そう と いう も 
の で , GEGQ と 同様 , 4 つの 分 割 
され た それ ぞ れ の 周波 数 で ディ レ 
イタ イム を 作り だ す と と が で きる 
も の だ 。 つ まり 残響 が 一 様 な も の 
で な く 周 波数 で 変る と いう も の 
だ 。 低音 だ けが いつ まで も 余韻 を 
持っ て 鳴っ て いる と いう 経験 を 持 
つ し , ある ホー ル で は , 中 域 の あ 
る 周波 数 近辺 で ビー ン と ひび いて 
いる 経験 も 持っ た 。 と れ と 同じ と 
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と が と の 機能 で 作り 出せ る の で あ 
る 。 ホ ー ル に ひび いて いる エコ ー 
タイ ム パ ター ン を 作り だ す も の と 
いえ る 。 〒 般 の エコ ー マ シ ジ シー ジェ 
違う と いう の は , と の と と で あ 
る 。 音 が は ね 返る と いう 現象 を エ 
レク トロ ニク ス で 造り だ す と 考え 
て いい 。 と れ を 用 いる と 音 が 鳴っ 
て いる 空間 と いう も の の 表現 が で 
きる よう に な る の だ 。 広 さ が 分 る 
と いう か , た だ 音 に 余韻 が つい て 
いる と いう と と で は な い 。 音色 と 
残響 と , 音 は と れ ま で の GEQ で 
は 得 ら れ な か っ た , 現実 感 を 持っ 
て くる よう に な る の で ある 。 

テー プ ダ ビン グ 機 能 も あっ て , 
例 に よっ て セレ クタ で の 系 統 の 選 
択 が 複雑 で ある が , 信号 は どの 系 
路 で ある か , それ が どの よう に ア 
ウト プッ ト さ れる か ファ ンク ショ 
ン イ ンジ ケー タ が 大 きく 表示 す 
る 。SEA レコ ー デ ィング と いう 
ファ ンク ショ ンス イッ チ が 大 きく 
目立つ よう に , 音 造 り を テープ ダ 
ビン グ で 楽し お と いう 狙い が 強 
い 。 今 の よう に , テー プ を 聴く 場 
所 が 多様 化し て いる と き , それ 
合っ た サウ ンド と いう も の が 要求 
され て いる 。SEA レコ ー デ ィ ン 
グ は どの GEQ に も ある 機能 で あ 
りな が ら , と の 場合 は 何 か 魅 力 を 
感じ る 構成 で ある 。 使い 勝手 と い 
うか 操作 性 の 良さ が 魅力 だ 。 デ ィ 
レイ タイ ムイ コラ イザ を どう 使い 
と な すか , と れ は 面白 い 体 験 が で 
きる 。 パ パー カッシ ョ ン に 於 て は フ 
ラン ジン グ 効 果 に 近い 音 が 得 ら れ 
る 。 





(及川 公 生 ) 
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出 原 これ も サン ワ の スペ アナ を 
使い , スペ アナ に 付属 の マイ ク で 
調整 し た わけ で す が , 調整 の し か 
だ は デン オン の 場合 と 同じ で , ス 
ペア ナ が ふら ふら 動く と いう そ と 
の むず か し さ を 除 け ば , 特別 , 調 
整 に 手間 どる と いう と と は な いよ 
要 です 。 

及川 その スペ アナ は エネ ルギー 
を 見 て いる だ け な ん で すね 。 音 場 
補正 は 見 られ な いわ け で すね 。 
出 原 音 場 補正 は 見 えな いん で す 
衣 。 マ イク が つい て いな いで すか 
ら 。 つ まり , プロ グラ ム の エネ ル 
ま ー と いう わけ で す 。 

及川 音色 で は , ば ぼく は 高 域 が ち 
ょ っ と 神経 質 に な っ て いる と いう 
か , ザラ っ ぱい と と ろ が 出 て いる 
な と いう 感じ が し た の が 気 に な っ 
た ん で す 。 それ が ボー カル で も ち 
まっ と つき まとっ て いた ん で す 
が , で も , 音 場 補正 を し た 効果 
は ほ , 特に 低 域 で の 効果 で , これ は 
ちゃ ん と し っ か り も の を 見 事 に 出 
能 C い る し , と れ は スペ アナ と の 
詩 応 で し ょ う ね 。 と いう の は , と 
輸 雪 < つい て いる スペ アナ で 見 て フ 
ラッ ト に 調整 し た と と で 高 域 に ち 
ょ っ と 現れ 方 が 違っ て き て いる ん 
じゃ な いか な と 思う の で す 。 だ か 
ぅ , 測定 器 と の 対応 は いち ば ん 大 
事 な ん で は な いか と いう の が , 音 
を 聴い て は っ きり わか り ま し た 。 
出 原 多少 両端 , ハイ エン ド , ロ 
ー エ ンド が 少し 増強 され る よう 
な , 強調 され る よう な 感じ に 聞こ と 














































































を 主計 








えま し た ね 。 ド ン シ ャ リ と まで は 
いき ませ ん が , と れ は な か な か 量 
感 豊 か に 聴か せる と いう 感じ が あ 
っ て , 効果 と し て は わり に よかっ 
た の で は な いか 。 と れ が 及川 さん 
が お っ し ゃ っ た 癖 に な っ て いる ん 
じゃ な いか と いう 感じ も し な いで 
は な か っ た の で す が 。 で すか ら , 
その 感じ は あと は 手動 で コン トロ 
ー ル し て みれ ば いい ん じゃ な いか 
と 思い ます 。 
及川 この グラ フィ ッ ク イ コラ イ 
ザ は , 音 づ くり と し て 推奨 し た い 
で すね 。 

今や AV 時 代 と 言わ れ て いる と 
き に , と の AV コン ポ と し て 仲間 





1 
に ーーー に だ ビッ 『 ュ JAL ーー テー ラー 『 1 - 『 ェ コ 








入り すれ ば 非常 に お も し ろ い 。 と 
いう の は , と れ は ホー ル 効 果 が 出 
る わけ で す 。 第 2 次 反射 音 の ある 
タイ ムラ グ を も っ て 反射 音 が 届い 
て くる 。 それ で ホー ル の 効果 を 出 
し て いる わけ で すか ら 。 広い ホー 
ル か 狭い ホー ル か と いう の は で き 
る わけ で す 。 そ うい うと と で 非常 
(に お も し ろ い し , 今 は AV 時 代 と 
効果 の 出る グラ フィ ッ ク イ コラ イ 
ザ が だ 志 遇 いま す 。 

出 原 コン セプト と し て は , プロ 
グラ ムイ コラ イザ と し て 使っ た ほ 
うがい いん じゃ な いか と いう 感じ 
で す 。 

価格 65, 000 円 
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電子 ボリ ウム と マイ クロ コン ピ 
ュー タ と の 組み 合わ せ に より , 

GEQ の 操作 感覚 を が ら り と 変え 
た も の と し て 注目 され た も の で あ 
る 。 SEA と いう 文字 で わか る 通 
り , ビク ター は 永年 に わた り 
GEQ を サウ ンド エフ ェ ク タ と し 
て 商品 化し , その 実績 は 知ら れ て 
いる 通り で ある 。 と の モデ ル は そ 
の 実績 の 最高 級 モ デル と いえ る も 
の で , 構成 , 機能 に 於 て さす が と 

いわ せる 所 が 多い 。 SEA の みな 








ら ず , と れ に た 関連 し た 音 場 補正 用 
の 機材 、 新しく は スピ ー カ 台 の 発 
売 等 . リ メー ング 空間 と モス ピー あみ 
と の 関係 に つい て 理解 の ある 商品 
を 発売 し て きた 。 従 が っ て , SE 
A を GEQ の 機能 の 中 の ひと つ で 

音 場 補正 の 機能 に 大 きく ウェ 
イト を 置い て も , そ と に 大 き な 意 
味 を 持つ 。GEQ で は , それ が ど 
の よう な コン トロ ー ル 状態 に ある 
の か , それ を 確認 する の が 必要 で 
ある が , と の GEQ は 視覚 的 に 実 
(に 見 や すい 設計 と な っ て いる 。 と 
れ は ほど 大 きく ディ スプ レイ され て 
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いる の は , 例 が な い の で は な か ろ 
うか 。 さ ら に 一 層 見 や すさ を 増し 
て いる の は , 
ティ ル メ モリ ー 機 能 を 持っ て いる 
と 導 訟 スペ クト テム ア ザラ テイ 天 
の 機能 を 使う と き 大 変 便利 で あ 
ら 。 ズ ペ クト 和み ア ナラ イザ と ら 敵 
の 利用 は , 周波 数 と 音 の エネ ル ギ 
ー と の 関係 を 知る と いう , むず か 
し いと かり で な てく 濯 兄 
いる だ け で も オー ディ オ と の 結び 
つき の 面白 さ が あ っ て , と の ディ 
は その 楽し さ が 伝 わっ 
て くる の で ある 。 楽し さき と いう と 
と で は , と の GEQ に は 操作 の 楽 
し さ が 大 きく 注目 され る 。SEA 
を どの よう に 機能 させ て いる か , 
スイ ッ チ コン トロ ー ル の 状態 が わ 
か りや すく , また その 機能 の 豊富 
さも 操作 を する 面白 さ が あ る 。 電 
子 コ ント ロー ル の 特徴 と し て , 接 
触 抵抗 等 が 無視 で きる と と か ら , 
特性 の 改善 が あげ られ る 。 と れ は 
CD 時 代 に 大 きく 注目 され る 所 
で , SEA を 再生 系 統 の 中 に 入れ 
る と と で 音質 うん ぬん と いわ れる 
と と が な い 。 SEA-M 9 は 高価 で 
ある が , と の 性 能 を 知る と GEQ 
の あり 方 と いう も の を 誰 識 する 。 
ディ ジタル 時 代 に 入っ て , GEQ 

の 性 能 は きび し くみ つめ られ る と 
と に な り そ う だ が , と れ は その 時 
代 に 対応 し た も の と いえ よう 。 永 
い SEA の 経験 と 電子 コン トロ ー 
うま く か み 
あっ て いる , 将来 型 の GEQ と い 
える 。 コ ン ポ と し て の 魅力 も 十分 
に 持っ て お り , 抵抗 な く 受 け 入 れ 
られ る も の だ 。 





ビ ピーク ホー ルド , ス 
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ル , コン ピュ ー タ が , 


(及川 公 生 ) 
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| テス ト 精 果 
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出 原 これ を 使う と き に , 増幅 素 
子 の ボリ ウム を 通し た 状態 で な い 
と 使え な い 。 つ まり , スピ ー カ か 
ら 出 て くる 音 圧 を 調整 し な けれ ば 
な ら な いも の で すか ら , プリ アン 
プ と パワ ー ア ンプ の 間 に 入 れ て や 
る と と は ちょ っ と 困難 で すね 。 だ 
好 ど , 補正 し た あと は プリ と パワ 
ー の 間 に 入 れ て も か まい ませ ん の 
で , 調整 する と き は テー プ モ ニタ 
回 路 に 入れ て , そし て プリ アン 
プ の ほう の レベ ルコ ント ロー ル で 
ボリ ウム を 上 げ て いっ て , 適正 音 
圧 を 入れ て , それ か ら 調 整 に 入 
る , と いう と と を し な けれ ば な ら 
な いわ け で す 。 

あと は 自動 的 に や っ て くれ ます 
の で 大 変 楽 で , 2 度 か 3 度 ぐ らい 
イコ ライ ザ の 内 部 で 自動 的 に 調整 
し て は 補正 し て , また 調整 する と 
いう トラ ッ キ ング みた いな と と を 
や っ て いる よう な 感じ で すね 。 
及川 これ は 非常 に バラ ンス が よ 
く な っ て いる 。 と の グラ フィ ッ ク 
イコ ライ ザ の 中 に 内 蔵 さ れ て いる 
スペ アナ で コン トロ ー ル し た と き 
の 状態 な ん だ けれ ども , 非常 に バ 
ラン ス が よく な っ て いる 。 低 域 の 
確か さ は 抜 知 で すね 。 非 常に 低 域 
が 確か に な っ て き て , びっ くり し 
まし た 。 だ か ら , 
ども も の す ど くい い 鳴 り 方 を し て 
巴 る し , 音 の バラ ンス が よく な っ 
て いる の は , ボー カル が と て も よ 
か っ た の が 印象 に 残っ て いま す 。 
出 原 と の イコ ライ ザ の スペ アナ 








コン トラ バス な 
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の よさ は , あま り オ ー バ ー な 補正 
を し な いと いう と と だ と 思う ん で 
す よ 。 結果 を 見 て み ま す と , ほか 
の も の で 合わ せ た よ り も アッ プ ダ 
ゥ ン が わり に 幅 が 狭い 。 だ か ら , 
無理 し て いな いと いう 感じ が あっ 
て , それ が 結果 的 に 音 を よく し て 
いる ん じゃ な いか と 思い ます ね 。 
聞い た 感じ は , とこ フ ラッ ト の バラ 
ンス で その まま で いけ る よう な 感 
じ で す 。 そ ん な に ハイ が きつ いと 
いう 感じ も な いし , 低音 が 非常 に 
いい も の で すか ら , 特に 低音 の 量 
感 が 出 た の が 高い ほう の エネ ル ギ 
ー 感 の うえ で バラ ンス が と れ た の 
で は な いか と 思い ます 。 残 故 感 は 








表 更 清 下 きま し だ に 才 休 か ぐ 。 
値段 相応 , それ 以上 の 価値 は ある 
と 思い ます 。 

及川 音 づ くり の ほう な ん で す 
が , と れ は 音 づ くり に 非常 に 有効 
(に きく ん で す が , た だ , と れ は d 
bX と も 共通 し た と と が 言え る の 
で す が , コン ピュ ー タ ・ 
ー ル , いわ ゆる 電子 コン トロ ー ル 
で ソー ス が 上 下す る の で , 音 づ く 
り の 場合 は , 隣り 合わ せ の 周波 数 
が 非常 に 急激 に 動か し た いわ け で 
す 。 と れ が きか な いん で すね 。 で 
すか ら , 音 づ くり 用 に は も っ と 早 
い 動作 が ほし いも の で す 。 
価格 200, 000 円 





哲 光 ま 旭 





6Z 




















と の GEQ で 大 きく 注目 し て い 
い の は , 赤外線 リモ ー ト コマ ンダ 
ー の 存在 で ある 。GEQ が 機能 す 
る た め に は , 1 つの コン ポ の 近く 
で な いと 他 の 機種 と の 接続 が むず 
か し い 。 だ が 実際 に コン トロ ー ル 
し た い の は , 
ン に 訟 て で ある 。 と れ を 解決 する 
の が , リモ ー ト コン トロ ー ル で あ 
る 。 私 は , と の リモ ー ト コン トロ 
ー ル の 存在 を みて , これ で 本 当 に 
使い に な し の きく GEQ が 発売 さ 


スニ ング ポジ ショ 


れ た と 思っ た の で ある 。 メカ の 切 
替 , 音量 の コン トロ ー ル も で きる 
か ら GEGQ の 機能 を は な れ て , 基 
本 的 ヒコ ン ポ の 使い こなし に か か 
わる 操作 に まで 利用 で きる 。 さ て 
と の GEQ は コン ピュ ー タ コン ト 
ロー ル で ある と 同時 に , 各 周 波数 
の イコ ライ ザ ス イ ッ チ で レベ ルコ 
ント ロー ル が で きる , 電子 コン ト 
ロー ル と な っ て いる 等 , 新 時 代 に 
ふさ わし いも の と な っ て いる 。 
dbx を は じ め ビ クタ ー 等 に も と の 


種 の GEQ が 登場 し て きた と と を 
考え る と , GEQ は 電子 コン トロ 
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ー ル 時 代 に 入っ た と みる と と が で 
きよ う 。 ス ペク トラ ム ア ナ ライ ザ 





と コン トロ ー ル 量 を 示す ディ スプ 
レイ と , 2 つの 表示 部 が あっ て , 
お 互い を 見 くら べ る と と で 音 の 特 
性 が 理解 で きる 。 自動 音 場 補正 の 
機能 を 使う 場合 、 スピ ー カ か ら 出 
る 音量 と いう か 音 圧 レベ ル が 基準 
値 に 達し な いと , イン ジ ケ ー タ が 
点滅 する よう に な っ て いて , 誤っ 
た デー タ と な ら な いよ うに な っ て 
いる 。 と の GEQ に は 当然 メモ リ 
ー 機 能 が 内 蔵 さ きれ て お り , 4 つの 
メモ リー が で きる 。 音 造り の メモ 
リー で も いい し 音 場 補正 の メモ リ 
ー で も いい 。 メモリー で 注目 され 
る の が 固定 メモ リー で ある 。 あ ら 
か じ め 3 つの パタ ー ン が きめ られ 
て いて と れ が メモ リー され て い 
る 。 ロ ッ ク ・ フ ュー ジョ ン に 効果 
が ある も の , ボー カル に 効果 が で 
る も の , クラ シッ ク に 効果 が ある 
も の , と 3 つの パタ ー ン を 見 る と 
と が で きる 。 と の パタ ー ン は , ど 
くど く ひ か え め で ある と と が , 私 
と は 物足りな く 感 じ る が , と うい 
う ひ か え 目 が 必要 で ある と と も 理 
解 で きる 。 と れ を 参考 に この 上 に 
積み 重ね て イコ ライ ザ 量 を 変え て 
みる の も ひと つの 方 法 と いえ る の 
で , と れ は 指針 で ある と みた 方 が 
いい か も 知れ な い 。 自 動 音 場 補正 
で , 伝送 周波 数 特性 を フラ ッ ト に 
し た 後に , 音 造 り の 効果 の イコ ラ 
イザ 量 を 積み 重ね る と と も で き 
る 。 テ ー プ ダビ ング 機能 も , イコ 
ライ ザ を どの よう に 使う か を 選択 

で きる よう に な っ て いる 。 
(及川 公正 ) 
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及川 音 場 補正 に 用 いた と き , そ 
の 自動 補正 の 速 さ に は 驚く 。 マ ニ 
ュ ア テル 操作 で 音 場 補正 を 行う 場 
合 , 速く し て も 10 分 は か か る 。 そ 
れ を 左右 両 チ ャ ネル で 10 秒 以内 で 
終了 する 。 と れ は , さす が コン ピ 
ュー タ , 電子 コン トロ ー ル と いわ 
ざる を 得 な い 。 フ ィ ッ クス パタ ー 
ン を 試し て みた 。 ボ ー カ ル を 強調 
する パタ ー ン で は , その 音像 が く 
きり と し て くる 。 リ ズム セク シ 
ョ ン を 強調 する パタ ー ン も フュー 
ジョ ン で 狙い 通り の 効果 を 引き だ 
す 。 た だ , 私 の 経験 か ら み る と , 
と の フィ ックス パタ ー ン は も っ と 
強調 され た も の で あっ て 良い と 思 
う の で ある 。GEQ を 使う 場合 , 
と の パタ ー ン は 一 つの 指針 と な る 
の で ある か ら , 例題 を みて いる よ 
うな も の で ある 。 そ の た め に も 効 
条 は 強調 され た 方 が 良い 。 音 場 補 
正 は うま く コ ント ロー ル さ れ て い 
る が , この 状態 か ら 6 kHz 以上 は 
10kHz で 4dB 程度 降下 させ る カ 
ー ブ で 減少 させ る と も の すご く 素 
直 な 音 に な る 。 マ イク ロフ ォ ン ス 
タン ド に まで 音 場 空間 で の 影響 が 
現われ な い 工夫 が ほど と され て い 
る 。 音質 は 素直 と いう と と で 分 る 
通り , GEQ で の 位相 ずれ と か ひ 
ずみ を 検出 する こと が な い 。 内容 
が すぐ れ て いる と と を 示す も の 
だ 。Q の 選択 も いい 所 を つい て い 
る よう で , 音 造 り の 効果 も 思い 通 
り の も の が 得 ら れる 。 

出 原 自動 補正 時 間 が 非常 に 短 か 
くち ょ っ と 心配 に な る 程 だ が , 結 
果 は 正しく 補正 され て いる 。 補正 
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前 の オリ ジ ナ ル 特 性 が 500~3, 000 
Hz 帯 が 2 て 3dB 上 昇 し て いる 
が , と れ を 見 事 に 補正 し た 。ME 
MORY は 4 種類 で きる の で , 4 
回 測定 し て その 平均 値 を と る と よ 
い 。 フ ラッ ト K 調 整 し て 試聴 し た 
感じ は , 他 の イコ ライ ザ と 同様 高 
域 の エネ ルギー が 少々 勝っ て いる 
よう だ が , 音 の 汚 れ は 全く 無く 高 
域 の 細やか さ , 残響 感 を 増し た 。 
8kHz を 一 2dB, 16kHz を 一 3 
dB 下げ て みた 。 非常 に バラ ンス 良 
く な っ た 。 全体 に 厚 味 を 増す が 

今一つ 低 域 が 量感 不 足 な の で , 


63Hz, 125Hz を + 1dB に し た と 
と ろ る 見事 な バラ ンス に な っ た 。 
と の と と か ら も 自動 補正 以後 の 

微 調 整 の 大 切 さ が うか が える し , 





いつ も , フラ ッ ト は 目安 と 考え て 
取り 組む と と で ある 。 

音 場 補正 と 同時 に プロ グラ ムイ 
コラ イザ と し て の 使用 も 重視 し て 
いる よう で , メー カー 側 で あら か 
じ め 作 っ た 補正 特性 を ボタ ン を 押 
す と と に よっ て セレ クト で きる 。 
大 体 ク ラシック , 











ジャ ズ , ボー カ 


ル 等 に 合わ せ て いる の で , と の カ 
ー ブ に 音 場 補正 カー ブ を ミッ クス 
し て 使用 する と と も 可能 で 便利 で 
ある 。 音 場 補正 し た シス テム で 聴 
く 1950 年 代 の ジャ ズ で も , か くべ 
つ で あっ た 。 

価格 138, 000 円 





6 の 





グフ ン ソイ リク パタ ジン が 検査 の 


試聴 を 終え て 





及川 グラ フィ ッ ク タイ コラ イザ を 
使う の に , ぼく 自身 も 疑問 に 思う 
と と が ある ん で す が , 音 場 補正 も 
使え ます , 音 づ くり も 使え ます , 
と いう ん で すけ れ ど も , 実際 に と 
れ を 使う と き に は , 音 場 補正 に 使 
っ た ら , 音 づ くり に 使え な いん で 
す 。 そ の パタ ー ン は 止め て お か 
な けれ ば いけ な いか ら 。 その 音 場 
補正 を し た フラ ッ ト の 特性 か ら 音 
づく ぐり を 進む ん で す が , 音 づ くり 
は ほ は, プロ グラ ムツ ソー ス に よっ で て ど 
ん どん 変わ る べき も の な ん で す 
ね 。 だから, 音 場 補正 し た と き の 
が B り 一 空 人 守る か >、 どい うと 
と を ぼく は 是非 考え て ほし いと 思 
うん で す 。 そ の メモ リ さ れ た と と 
ろか ら 動 か す 。 い ろ い ろ な プロ グ 
ラム を , クラ シッ ク を 聴く と き , 
ロッ ク を 聴く と き , ジャ ズ を 聴く 
と き , と いう ふう に 動か し て いく 
は ず だ か ら , 必ず も と へ 戻す 。 も 
と へ 戻す と き が , ゼロ に そろ う の 
で は な く て , 音 場 補正 し た と き の 
ゼロ に 戻る , と いう と と を 是非 考 
えて ほし いと 思い ます 。 

それ か ら も う 1 つ は , スペ アナ 
ライ ザ と ピン クノ イズ 発生 機 , ワ 
ー ブ ル トー ン 等 に し て も そう で す 
が , 測定 器 系 を 持っ て いな い グ ラ 
フィ ッ ク イ コラ イザ は , 是非 測定 
避 系 も 発売 すべ きだ と 思う ん で 
す 。 そ うし な いと , な ん だ か 全然 
わか ら な い 。 目的 が は っ きり し な 
の で の で と た 仙 う よめ の 
は , 測定 する 測定 器 側 の 品質 
よっ て か な り 左 右 さ れる と いう と 

















Z0 














と で す 。 言い た いと と は , 内 蔵 さ 
れ て いる も の で 調整 し た と き に , 
それ が 本 当 に 真 の フラ ッ ト で ある 
か どう か は わか ら な いわ け で す 
ね 。 そ の 測定 器 を 通し て , 録音 機 
の 録 再 バラ ンス みた いな も の で バ 
ラン ス が と れ て いる の で は な いか 
な と いう と と が ある 。 それ が 本 当 
(C フ ラッ ト な の か どう か が 気 に な 
る と と ろ な ん で す 。 フ ラッ ト で す 
よ , と いっ て 聴感 上 を ら く バ ラッ 
キ が ある の は そ と じゃ な いか な と 
いう , 疑問 と し て まだ 残る と と ろ 
KG 世に 

出 原 及川 さん の と 要望 に は , d 
bx, SONY, VICTOR M9 等 が あ 
る 程度 適応 で きる わけ で す 。 メモ 
リー が で きま す の で , 基準 に な る 
特性 と それ か ら の バリ エー ショ ン 
特性 を メモ リー し て お く 。 い ずれ 
(に し て も , ます 基準 に な る 特性 を 
び し っ と 決め て お いて , あと は , 
音 を 本 当 に 積極 的 に 作っ て いく と 
いう マニ ア ② の か た と , そう で は な 
く て , そこ と の 音 場 も 含め た , リス 
ニン グル ー ム も 含め た 特性 を フラ 
ッ ト に し て , あと は カー トリ ッ ジ 
と の 5 うい う も の で み グ ォ リティ 
ー を 上 げ て いく と いう 方 向 が ある 
と 思い ます 。 そ うい うと と か らし 
て 音 場 補正 は 絶対 に 必要 で ある と 
いう 感じ が し ます 。 

その 場合 に は , 徹底 的 に や る な 
ら 3 分 の 1 オク ター プ と いう て と と 
で す が , 時 間 を か け な け れ ば いけ 
な いし 苦労 も 多い 。 そ し て ある 程 
度 せ ぜ ず か し い 。 そ うい うと と か ら 


する と , スペ アナ を 内 蔵 し た 自動 
測定 の , 今回 の 場合 で 言い ます 
と , dbx。 ビク ター の M9, SONY 
それ か ら ADC も そう で すね 。 
及川 た だ , ADC は 自動 で は な 
く 手動 で すね 。 
出 原 手動 で す が , と れ は スペ ア 
ナ と マイ ク が つい て いま すか ら , 
音 場 補正 と し て 使う 場合 に は と の 
へ ん か ら お 選び に な る ほう が いい 
の で は な いか と 思い ます 。 

オク ター ブイ コラ イザ で , 壇 オ 
クタ ー ブ の サン ワ の スペ アナ の よ 
うな 多 セ クシ ョ ン の スペ アナ を 用 
いて 調整 し よう と し て も な か な か 
うま くい か な いわ け で す 。 周 波数 
が 合わ な い 。 よ けい な 周波 数 が 入 
っ て いる も の で すか ら 。 で すか 
ら , 及川 さん が お っ し ゃ っ た 通 
り , 音 場 補正 に 使わ せる な ら , 測 
定 系 も 合わ せ て 発売 し な いと いけ 
な い 。 そし て 中 心 周波 数 も ちゃ ん 
と その 場合 は 合わ せる 。 と れ が 合 
っ て いな いと 指示 が また 狂っ て く 
る わけ で す 。 

それ か ら , 音 場 補正 の 場合 に , 
マイ ク の 立て る 位置 で 非常 に クリ 
チカ ル に 変わ る の で , 自分 が そ と 
で 聴け ば いい と いう と と で あれ 
ば , マイ ク は 固定 し て , 上 , R 独 
が LC で つっ で) で 衝 で いあ 加 の 
ます が , ある 程度 幅 の ある エリ ヤ 
で 聴く よう な 場合 に は , 3 ポイ ン 
ト ぐ らい と っ て それ を 平均 化す る 
と いう 手 も あ る と 思い ます 。 








く 編 注 > 
今回 の 試聴 テス ト は , 出 原 真 溢 宅 の 
リス ニン グル ー ム に て 行っ た 。 
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1. MSX パソ コン の 動向 
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1) MSX パソ コン の テー マ は 「 愛 ] 


私 達 を 取り まく 環 
puter) は , 確実 に 浸透 し て き て いる よう で す 。 現代 
を 生き る に は , パソ コン と どう つき 合っ て いく か 
( 公 的 に も 私 的 に も ), 新しい 処世 術 を 身 に つけ な け 
れ ば な ら な い 時 代 に 入っ た よう に も 思わ れ ま す 。 先 
般 , MSX パソ ュ コン の 提唱 者 で ある 米国 マイ クロ ソ 
フト 社 の 技術 担当 の 副 社 長 西 和 彦氏 の 講演 を 聞き ま 
し た が , 時 代 の 動き , 特に 現代 の と ら え 方 が 実に う 
まい 人 だ と の 印象 を 受け まし た 。 西 氏 は , 人 間 の 
ニー ズ て 機械 (商品 ) と の 関連 の 話 の 中 で , 11 世 紀 
は 自動 車 ( 足 ), 20 世 紀 は 電話 ・ テ レビ ( 耳 ・ 目 ), 
21 世 紀 は コン ピュ ー タ ( 頭 ) と ロボ ッ ト ( 竹 ) と , 
時 代 の 流れ に 触れ た あと , と れ ら ビジ ネス の 主役 と 
な っ て 当っ た 機械 (自動 車 , 電話 , テレ ビ ) に 着目 
し ます と , その 普及 は 最終 的 に は , 個々 の 家庭 で 1 
台 (さら に 個人 で 1 人 台 ) の 購入 へ と 伸び て いっ た と 
いう 氏 の 史観 を 披露 され まし た 。 と の 方 程 式 に よる 

今後 の ビジ ネス で 最も 有望 な 商品 は , 今 , 普及 
が 1 人 に 1 台 へ と 限り な く 近 づい て いる パソ コン で 
あろ うと 喉 破 さ れ た の で す 。 パ ソコ ン の 中 で も ホー 
ム パ ソコ ン で ある と し , 家庭 向き に 拡張 性 に 富ん だ 
設計 思想 か ら み て , MSX パソ コン と こそ, 最も 時 を 
得 た 有力 な 商品 で は な か ろう か と , その 発展 に 大 き 


境 に パソ コン (Personal Com- 
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[第 1 図 ] MSX & コミ ュ ニ ケー ショ ン 
な 期待 を よせ て いま し た 。 
また , パ ツ コ シン と コミ ニュ ケー ショ ン に 着目 し 
ホー ムコ ンピュータ は , “人 間 の 気持 を 送る 機械 " 
(通信 回 線 で の 利用 ), さら に , “MSX パソ コン の 
テー マ は 愛 で は な か ろう か " と MSX パソ コン の 進 
むべ き 方 向 性 を 示し た の で し た 。 コ ンピュータ を 通 





に FFFFFFrrrLLT 
ELLLEEELLT 
トル ルト! 「 





写真 -1> 
ソニ ー HB-55 の 外観 











じ て 人 間 が 互い に 理解 し 合う と いう と と , と れ は す 
ば らし い 目 標 か と 思わ れ ま す 。 

MSX パソ ュ コン は , メー カー 各社 の 持ち 味 を 生か 
し た 周辺 装置 と の 接続 な ど , た と えば シン セ サ イ ザ 
機能 や , TV と の スー パー イン ポー ズ 機 能 , - そ れ に 
ホー ム ビ デ オ と の 接続 な ど , 新 機能 を も た せ た も の 
な ど が 次 々 と 発売 され て いま す の で , パソ コン を 通 
じ て 生 活 に 精神 的 豊か さ を 与え る 上 か ら も 1 役 買 っ 
た 使 舎 が ある の か も じ れ ま せん 。 現在 (1984 年 4 月 ) 
市 場 に 出荷 され て いる MSX パソ コン は 12 社 18 機 種 
以上 に お よん で いま す 。 

さて , 今回 は いく つか ある MSX パソ コン の 中 
で , 特に 周辺 装置 と いう より は むし ろ 本 体 部 分 の オ 
リ ジ ナ リティ に 注目 し , 次 の 4 機種 を 取り 上 げ て み 
まし た 。 ① ソ ニー HB-55 (写真 -1), ② 日 立 MB- 









































H1 (写真 -2)。 ③ サ ン ョ ー MPC-10 (WAVY-10) 
(写真 -3), ④ 東 芝 パ ソ ピ ア IQ (HX-10D) (写真 - 
4)。 第 1 表 は , これ ら 4 機 種 の 付加 機能 に つい て の 
仕様 で す 。 


2?) MSX パソ コン 4 機種 の 特徴 


アス キー・ マ イク ロ ソ フト 社 が 提唱 し た MSX パ 
ソコ ン の 規格 は , 概略 第 2 表 の よう に 定め られ て い 
ます 。 今回 対象 と し て いる 4 機種 は , も ちろ ん , と 
れ ら 基本 と な る 規格 の 条件 を 十分 満足 し て いる わけ 
で す が , さら 規格 に 制約 され な い 部 分 で いく つか 
の オリ ジ ナ リティ な 付加 機能 を も た せ て いる わけ で 
羽入 

まず , ソニ ー の HB-55 に つい て は , 本 体 に は じ 
めか ら , MSX-BASIC の ほか に , “Hit Bit ノー ト “ 
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く 写 真 -3> 
サン ョ ー MPC-10 


の 外観 








する の 59HSLAM cow oosspuTgn xsop の る 
































ぐ 写 真 -4 ラ 
東芝 HX-10D の 外 
観 















































Z3 






























































ソニ ーHB-55。 日 立 MB-H1 サン ョ ヨーMPC-10 東芝 HX-10D 
_ ・MSX-BASIC 十 BIOS | -MSX-BASIC 二 BIOS | ・MSX- BASIC 十 BIOS ・MSX-BASIC 十 BIOS 
OO ROM | 3zk バイ ト 32K バイ ト 32K バイ ト 32K バイ ト 
を 天 装 ) - ユ ー テ ィ リ ティ 拡張 分 | ・ ユ ー テ ィ リ ティ 拡張 分 
8K バイ ト | 8K バイ ト 
1 ・ メ イン 16K バイ ト | ・ メ イン 32K バイ ト ・ メ イン 32K バイ ト ・ メ イン 64K バイ ト 
・ ビ デオ 16K バ イト |・ ビ デオ 16K バ イト ・ ビ デオ 16K バイ ト ・ ビ デオ 16K バイ ト 
・8 ビッ トバ パラ レル | 8 ビッ ト パ ラ レル ・8 ビッ トバ パラ レル オプ ショ ンジ 
ィ ン ダ ター. | プリ ンタ | / モン トロ ニク ス 社 の | / モ ント ロニ クス 社 (es 
eee 仕様 に 準拠 仕様 に 準拠 仕様 に 準拠 HX-P500 
79 ・ 拡 張 バ ス 端 子 付き ・ カ ー ト リッ ジス ロッ ト | ・ ラ イト ペン イン ター フェ ー ス ・ 拡 張 バ ス 端 子 付き 
その 他 2 個 付き (専用 イン ター フェ ー 人 LC 内 攻 ) 
| | 拡張 バス 商 子 付き 
[第 1 表 ] MSX パソ コン 4 機種 の 付加 機能 の 仕様 
と 呼ば れる 住所 録 , スケ ジュ ー ル , メモ の ユー ティ 
だ | 多紀 相 答 了 リティ プロ グラ ム (画面 メニ ュー で 選択 ) が 組み 込 
| テモ リー RM 深 WEINSAoBSSI まれ て いる と と で し ょ う (写真 -5)。 ま た , と の 「 ノ 
| RAM 8KB 以 上 ] 5 e 
ー ェ スト 能力 0 文字 X24 行 ー ト 」 に は , リチウム 電池 に よる 電源 バック アップ 
画面 表示 グラ フィ ッ ク 256X192 ド ッ ト 付き の C-MOS RAM パッ ケー ジ (4K バ イト ) が 
ま 当 ー 6 名 - ] 使わ れ て いま す 。 
CMT FSK 方 式 , 1.200/2,400 ba ud 日 立 の HB-H1 は , ソニ ー の HB-55 と 同じ よう 
サウ ンド 機能 8 オク ター ブ , 3 重 和 音 出 力 に, 本 体 に 標準 で 画面 メニ ュー 選択 の エー ティ リ テ 
キー ポー ト 区 二 、 の セ す 9 ィ プ ログ ラム が 付い て いま す 。 その 内 容 は 次 の と お 


グラ フィ ッ ク 記 号 対 応 





ROM カー トリッジ | ゲー ムカ ー ト リッ ジ , 拡張 バス に 


] 











0 ババ ぇ る 対応 する スロ ッ ト を も つ 
ジョ イス ティ ッ ク | 1 また は 2“* 

2 8 ビッ トバ パラ レル ] 
フロ ッ ピ 呈 8, 3.5, 5 妨 ,」 8 イン チ を サポ ー ト 
定 古稀 紹 フォ ー マ ッ ト は MS -DOS に 準拠 





漢字 機能 * 各社 対応 














* 印 は 最小 構成 で は な く て も よい 


[第 2 表 ] MSX 規格 の 概要 (最小 構成 を 示す ) 





く 写 真 -5 


ソニ ー HB-55 の メニ ュー 画面 


Z4 


り で す ( 写 真 -6)。① サ ウン ド プ レイ (キー ボー ド を 
鍵盤 が わり K 音楽 演奏 が で きる ), スケッチ ( テ 
レビ 画面 を “スケ ッ チ ブッ ク ” と し て 絵 を 描く ), ③ 
機械 語 モ ニタ ー (機械 語 プ ログ ラム の 作成 の た め の 
支援 ソフ トウェア ), ③④ システム ガイ ド (MB-H1 の 
取り 扱い の 説明 ), 以上 の 4 種類 で す 。 

サン ョ ー の MPC-10 (WAVY-10) は , ライ トペ 
ン 機能 が 内 蔵 さ きれ て いる と と で し ょ う 。 本体 に ライ 
































ぐ 写 真 -6> 日 立 MB-H1 の メニ ュー (画面 下 側 
の F1<F5) 画面 

































ぐ 写 真 -7⑬)> 
ソニ ー HB-55 内 
蔵 の ROM (32K 
バイ ト + 拡 張 8 氏 
バイ ト ) 


ぐ 写 真 -7(c)> 

サン ョ ー MPC-10 
内 蔵 の ライ トペ ン 
イン ター フェ ー ス 





ト ペン 接続 端子 は も ちろ ん の と と , キー ボー ド の 右 
計 部 に ライ トペ ン ホ ル ダ ー が 付い て いま す 。 使 わな 
いと き は と の ホル ダー に 差し 込ん で お きま す 。 

東芝 の HX-10D(〈 パ ソ ピア 1Q) は , 本 体 に RAM 
(読み 書き 両用 メモ リー) が 64K バ イト 標準 で 実装 
きれ て いる と と で し ょ う 。 た だ し , 外観 は ほとん ど 
同じ の RAM 16K バイ ト 実 装 の 普及 タイ プ (HX- 
10S) る 同時 に 発売 され て いま す 。 メ モリ ー の 容量 
が 大 きい と それ な り に 大 き な プ ログ ラム が 扱え ます 
(あと で 述べ ます 漢字 ワー プロ で , 熟語 登録 の 機能 
号 ご )。 

写真 -7 (a, b, c, d) は , 以上 4 機種 に つい 
て 本 体 部 分 の 充実 の 決め 手 と な っ て いる 各 パ ソコ ン 
内 蔵 の IC 類 で す 。 HB-55 お よび MB-H1 の 拡張 
ROM (読み 出し 専用 メモ リー), MPC-10 の ライ ト 
ペン イン ター フェ ー ス 1IC, HX-10D の 64K バ イト 
の RAM が 示さ れ て いま す 。 


ETTTTTTLI ロ Tlmmmtummilmimrumi TUTTI 


2. オリ ジ ナ ル 機 能 を 使っ う て み よう 


TTPUITTITLITTTTT ロ tm1 ゆ "ちゆ llummlmmmmluuuutmimliind 


ULIIIULLIIIITN 


ETUUUITUUUULT TI 


1) メニ ュー プロ グラ ム 


① 電子 メモ (ソニ ー HB-55) 
ユー ザー の 中 に は , パソ コン 購入 し て すぐ に で も 
実用 的 に 使っ て みた い , と ん な 願望 は ある も の で 





ぐ 写 真 -7(b)> 
日 立 MB-H1 の 内 
蔵 の ROM (32K 
バイ ト + 拡 張 8 K 
バイ ト ) 





ぐ 写 真 -7④> 
東芝 HX-10D 実 
装 の RAM 64K バ 
イト (TMM 4164 
X8) 


























す 。 面 倒せ ム プ ログ ラム の と と は さて お き , パソ コン 
を まず メモ (帳面 ) が わり に 使っ て みよ うと いう わ 
け で す 。 ソ ニー HB-55 の スイ ッ チ を 入れ ます と , 
1. で 述べ た メニ ュー 画面 が 出 ま す 。 ユ ー ザ ー は と 
の 画面 で 。 ① ジ ュ ウ ショ ロク (住所 録 ), スケ ジ 
ュー ル , ⑨③ メ モ , ④BASIC の 中 か ら 1 つ 任 意 の プ 
ログ ラム を 指定 で きま す 。 

①, ② お よび ③ は いずれ も 原理 的 に は 同じ 仕組 み 
(に な っ て いま す 。 実際 に ある タイ トル (検索 の た め 
の キー・ コ ー ド ) で 仕分 けし て 情報 を 記録 する の で 
す が , と の タイ トル が 名 前 で あれ ば , 住所 録 , 日 々 ・ 
曜日 で あれ ば スケ ジュ ー ル 表 , 任意 項目 (伝言 板 , 
覚書 き な ど ) と すれ ば , いわ ゅ ゆる 一 般 の メモ と し て 
使え ます 。 HB-55 で は と れ ら ①, ②, ③ の 機能 の 
と と を Hit Bit ノー ト と いっ て いま す 。 Hit Bit こと 








ぐ く 写 真 -8> 
スロ ッ ト K 装 着 
され た デー タ ・ 
カー トリ ッ ジ 
(ソニ ーHB-55) 











ナカ "シマ トラ オ 9487(31)224 
カナ カワ サン カマ ウラ シ ゴイ ワキ 
3-19 


タン シド ョ ウ ヒ " 生 。28 
7 ロコ ッ キ ネッ ヒト" 日 。 ア 
ジュ ミ ニー ュ 』 コ “ ル ルフ 
ゴ コ ヨウ キー プー ショ ウシ ョ ウ 


ダミ ョ ナム 
= 平 カ "ロロ トミ キ ロア ロロ コロ (つづ) プロ 
オ す ナ ワ ワー ナ ロ ラ シー サット“ ウ 


ヨー アー づら 9 

ツア フシ ョ ウツ E ド アダ 

ロロ 9 サン ササ イト 2 シッ 

シュ ミュ ネタ オキ ョ カン ジョウ 
ロッ ター 市 ー サ ] 由 
メキ ー 











[第 2 図 ] ソニ ー HB-55「 ジ ュ ウ ショ ロク | の プ 
リン タ へ の 出力 (個人 情報 の 出力 例 ) 


は 人 々 (ひと びと ) と いう 意味 だ そう で す が , ソニ 
ー・ パ ソコ ン の 愛称 と 考え れ ば よい で し ょ う 。Hit 
Bit ノー ト に は 外部 記憶 用 の デー タ ・ カ ー ト リッ ジ 
(写真 -8) が 使わ れ ま す 。4K バ イト ( 約 4.000 文字) 

の 容量 が あり , パソ コン HB-55 本 体 の 電源 を 切っ 
て も , デー タ ・ カ ー ト リッ ジ に その まま デー タ が 記 
録 さ れ て いま す 。 

て , 住所 録 の 例題 を や っ て み ま し ょ う 。 写真 -9 
は , デー タ が 入力 され た 状態 で の 画面 出力 で す 。 名 
前 , 電話 番号 , 住所 , 誕生 日 , 結婚 記念 日 , 趣味 な 
ど が 記載 され て いま す 。 と の 住所 録 の 場合 1 画面 
ちょ うど 1 人 分 の 情報 に な っ て いま す 。 こ と うし た 要 
領 で 何人 か の 住所 を Hit Bit ノー ト に ファ イル し て 

















ぐ 写 真 -9> 「 ジ ュ ッ ウシ ョ ロク 」 の 画面 出力 ( デ 


ー タ が 入力 され た 状態 )( ソ ニーHB-55) 


Z6 


お け ば よい わけ で す 。 と の 場合 , 画面 は カタ カナ 
(また は ひら が な ) 表示 に な っ て いま す (Hit Bit 
ノー ト で は 漢字 は サポ ー ト され て いま せん )。 写真 - 
10 は 名 前 と 電話 番号 の 一 覧 で す 。 一 画面 で 10 人 分 が 
表示 され ます 。10 人 を 越え る 分 に つい て は , 順次 画 
面 を スク ロー ル し ます (5 人 ずつ 画面 の 下 半 分 か ら 
あら われ , 上 に 5 人 分 消え ます )。 ナガ シマ トシ オ 
に 金 マ ー ク が 付い て いる の は , 今 , 検索 (サー チ : 

さがし 当て る と と ) の 対象 に な っ て いる と と を 示し 
て いま す 。 さ っ そく , と の 名 前 で サー チ し て み ま す 
と , 写真 -9 と 同じ 入力 デー タ 登 録 時 の 画面 (ナガ シ 
マト シオ に 関す る 個人 情報 ) が 表示 され て いま す 。 
また , と の 内 容 は その まま プリ ンタ に 出力 する と と 
が で きま す 。 第 2 図 は プリ ンタ 出力 の 例 で す が , ナ 
ガ シ マ トシ オ に も う 1 人 ミヤ ガワ トシ キ が サー チ さ 
れ て いま す 。 












































② 機械 語 モ ニタ ー (日 立 MB-H1) 

日 立 の MB-H1 は , メニュー 画面 ( 項 目 1 で 紹介 ) 
の 示す プロ グラ ム が 任意 (に 選択 され 利用 で きま す 
が , と と で は 「 機 械 語 モ ニー ター」 を 選び 使っ て み ま 
し ょ う 。 MSX パソ コン は , 規格 に 定め られ て いな 
いと と も あっ て , 機械 語 モ ニー ター は 標準 で は 付い て 
いな い の が 普通 で す 。 機 械 語 モ ニー ター は, 前 述 し た 
よう に 機械 語 プ ログ ラム を 作る 場合 の ツー ル ( 道 具 ) 

と いう べき も の で , 直接 RAM ( 主 メ モリ ー) 領域 
( こ 16 進 数 で 一 連 の 命令 語 や デー タ を 書き 込み , ある 
い は 参照 する こと と に 便利 な も の で す 。 ゲ ー ム の 中 で 
は 高速 ルー チン な ど に よく 使わ れ て いま す 。 第 3 表 
は , MB-H1 の 機械 語 そ モータ ー の コマ ンド (命令 語 ) 

















ぐ 写 真 -10> 「 ジ ュ ウ ショ ロク 」 (に よる 名 前 と 電話 番 
号 の 一 覧 の 画面 出力 (ソニ ー HB-55) 
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の 番地 の 番地 
[第 3 図 IRIS 
6 0 械 | E1@1 3agAaE1 
8 語 | Elg4 CEgB 
1 な 一 
その 1 (簡単 な 一 桁 プ / E1gs 32gBE1 
の 加算 ) グ |E1 ロ ウー ビッ 
ラ |E1ga g7 
ム |EIigB 9g9 





] 


HR 台 * 寺 マリ フラ グ を クリ アー する 
LD 。 』mni jmn 番 地 (E10A) の 07 を A に 転送 
各 DE 各 。n : 加 数 n を 08 と し て 加算 


LD  『mn) 。 白 


RET 


jA の 内 容 を mn 番地 (E10B ) に 転送 
ijBASIC に 制御 を 移す 





i 被 加 数 を 格納 する 番地 (場所 ) 
i 答 を 格納 する 番地 (場所 ) 








の 一 覧 表 で す 。 必 要 な 命令 語 が ほぼ 揃っ て いる の 
で , 簡単 な お デバ ッ カ ー (プロ グラ ム の 誤り を 直す ツ 
ー ル ) と し て も 利用 で きそう で す 。 

と と で は さっ そく , 機械 語 プ ログ ラム と は 何だ ろ 
うか と いう と と で , 機械 語 モ ニタ ー を 使っ て み ま し 
ょ う 。 第 3 図 は 簡単 な 1 桁 の 加算 の 機械 語 プ ログ ラ 





ロイ ンド] コマ ッ ラド フォ ー マ ッ ト 機 種 





| アレ ー ク ポイ ント の 設定 
お よび 変 更 





C C ma1, ma2,ma3 | メモ リ 一 内 容 の 比較 





棋 ーー 

ma か ら 64 バ イト 分 の 
メモ リー 内 容 の 表示 
元 の モー ド に 戻る 
( メニ ュー 画面 or BASIC ) 


| 指定 の メモ リー プ ブロック に 
F F ma1, ma2, ma3 





























定数 を 記録 
ma 番地 か ら プ ログ ラム を 
G G ma 実生 
_ 
H H コマ ンド の 機能 を 表示 
ェ ae 
指定 の 1/0 ポー ト の 入力 デ 
ー タ を 表示 
と 指定 番地 の メモ リー 内 容 の 
| 表示 お よび 変更 
指定 の 1/0 ポー ト に 1 バイ 
0 0 pa, data ト data を 出力 
CPU の レジ スタ 内 容 の 表 
| 示 お よび 変更 
3 | プロ ケラ ムカ ウン タ の 示す 


アド レス か ら 1 命令 実行 





指定 し た メモ リー プ ブロック 


2。 e】 Ns 
| を 他 の アド レス 領域 に 転送 














[第 3 表 〕 日 立 MB-H1 付属 の 機械 語 モ ニタ ー の 


コマ ンド 一 覧 


ム の 例 で す 。 メモリー 番地 (16 進 数 ) 100~E109 
まで が プロ グラ ム の 部 分 で , E10A 番 地 に 被 加 数 が 
置か れ , E10B 番 地 に 答 が 書き 込ま れ ま す 。 加 数 n 
は ADC A, n の 命令 で 外部 か ら 直接 取り 込ま れ て 
いま す 。 と の と き メ モリ ー に デー タ ( プ ログ ラム や 数 
値 デ ー タ ) を 書き 込む と き に 機械 語 モ ニタ ー が 使わ 
れる わけ で す 。M コ マン ド (Memory) を 実行 する と. 
画面 表示 を 見 な が ら 簡 単に キー ボー ド か ら 順 次 入 訪 
(書き 込み ) が で きま す 。 ま た , 入力 値 の 変更 も 容 
易 に 行え を ます し , 入力 デー タ の 確認 に も 手間 が か な 
り ま せん 。 と の 加算 の プロ グラ ム の 実行 に は , 第 
図 の ベー シッ ク の プロ グラ ム を 使う と (BASIC = 
機械 語 の リン ク ), 結果 が 行 番号 70 の PRINT 丈 に 
よっ て 画面 表示 され ます 。 行 番号 20 の CLEAR 支 
は , 機械 語 プ ログ ラム が 使わ れる 領域 を 確保 する を 
め の も の で す 。 と の 場合 , 16 進数 で DFFF 番 欧 ま 
で が BASIC で 使用 可能 と いう と と で すか ら , 先 記 に 
あげ た 第 3 図 の プロ グラ ム で は , 行 番号 30 で ス ぁ ター 
ト 番地 が E100 番地 と 上 位 の 番地 の 領域 と な っ 二 
る わけ で す 。 ま た と の と き , USR 命令 は ユー デー 
が 作っ た BASIC か ら 機 械 語 へ プロ グラ ム の 所 守 和 
移し ます 。 行 番号 70 で は ユー ザー の 機械 語 プ ロ デ テテ = 
ム か ら BASIC に 制御 が 戻っ て いま す 。 


18 RENM *% USRH れ ンス ウ BaX キキ 
(メモ リー の 使用 領域 を 決め る ) 2 LE 折 R 2 』kHDFFF 
(本 本 生生 品 生業 … 3 DEF HISRB=&HE199 























に 46 PUKE &HE19 昌 ,9 
(機械 語 プ ログ ラム 実行 )……* 品 ロ 向 王 UISRE13 
る NM=PEEKC&HE16B〉 
結果 の 画面 出 カ ……… Z8 PRINT "KOTAE " 
Ba END 


[第 4 図 ] USR 関数 を 使っ た 機械 語 プ ログ ラム の 実生 
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] 合志 2 の いっ の 
の 内 容 命令 語 と その オペ ラン ド 
CD7299 CALL 9872H ……… ( 高 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 モ ー ド に 設 
9E91 LD C,91H 
965E ヨ LD B,E3H …( ス プラ イト サイ ズ を 1( か つ 拡 大 ) に 設定 ) 
CD4799 CALL 9947H 
3499 LD 99H 1 ン 0 番 の スプ ライ ト ジ ェ ネ レ ー タ ) 
CDB499 CaLL 9@94H テー ブル の 番地 を 求め る 
E 昌 E め DE, HL 
と 1 99E9 LD E939H = ケッ ト の SKY rl 
912999 LD C,992gH ー タ テー ブル に 入れ る 
CDGC99 CALL 6 
3E99 LD ね,99H 3 才 2 属性 テー プル の 番地 を HL) 
CH ヨ 799 CALL 9987H ジス タ に 入れ る 
EB TH DE ,HL 
どら 179E9 HL」E979H き し 6 
 / ス プラ イト 尾 性 ブル に デー タ を 書き 
9 ーー 込み , その 尾 属性 テー の 間 カ は コ ) 
CUGC99 CaLL. 995CH 
E FQP L か - 介 ー プ PO 遇 凍 5 
CD4A99 CaLL 994AH 入れ る 
お Pa ha か (ロケット が 画面 外 に 去る を チェ ッ ク ) ) 
に | DEC 
CD4D99 CALL 994DH か "(gy ト を 1 進め る ) 
96FE LD B, FEH 
28 Km ー (の 秒速 度 を 計 ) 
FEFF CP PFFH こさ 
c9Fa ず 選 NZ,FaH 
99 NOP 
18E 入 JR EAH 。。 …… E02A 番 地 へ 飛ぶ 
CD5C99 CaLL 9956CH …… テキ スト ( 學 字 ) 表 示 モ ー ド に する 
C9 EET 
91 ) 
9 
94 
g4 16 ド ッ ト 
97 ター ン (A) 
97 (A) | (c) 
94 16 ド ッ ト 
| (⑧) | ⑥) 
4 4 
1F 
1 
12 パタ ー ン (B) 
@ ロ 
9 1 
9 の 
に 2 
49 ーー 第 6 図 
1 パタ ー ン (C) 
C9 ー 
鐘 "ライ トノ パタ 
9 スプ ライ トバ パ ター ン 
29 1 (A) +(B)+(C)+(D) 
79 
F9 
9 Se 、 
99 * タ ー ン (D) 
cf2) 
4@ 
49 \ 
有用 …… 表示 する 垂直 位置 (Y 座 標 ) 
78 …… 表示 する 水平 位置 (X 座 標 ) | スプ ライ ト の 
人 9 伯 …… スプ ライ ト 番 号 の 指定 属性 テー ブル 
2 に 語 22 スプ ライ ト の 色 の 指定 





メー ショ ン の プロ グラ ム 


本 


[第 5 図 ] 機械 語 に よる スプ ライ ト 








第 5 図 は 。 アニ メー ショ ン の プロ グラ ム で す 。 ア 
ニメーション パタ ー ン は ロケ ッ ト で , その ドッ トペ パ 
ター ン イ メー ジ は 第 6 図 の と お り で す 。 と の ロケ ッ 
ト は , スプ ライ ト に よる アニ メー ショ ン の 手法 で 発 
射 し て みよ うと いう も の で す 。 ス プラ イト と いう の 
は , 第 7 図 の 原理 図 で も 示し て いま す が , 透明 な プ 
レイ ト (スプ ライ ト の 面 ) に 描か れ た 図 ま た は 線 の 
パタ ー ン の て と と で , 縦 8X 横 8 ドッ ト ま た は 縦 16X 
横 16 ド ッ ト の 大 き さ の も の が 作ら れ ま す 。 し か し , 
単位 ドッ ト の 大 き さ を 2 倍 に し ます と , 相似 的 に , 
大 き さ が 元 の ドッ ト で それ ぞ れ 16X16 ド ッ ト , 32x 
32 ド ッ ト ま で 拡大 で きま す 。 第 6 図 で は , 16X16 ド 
ッ ト の パタ ー ン が 使わ れ て いま す 。 な お , スプ ライ 
ト を 表示 し た り , 移動 する ソフ トウ ェ ア の し か け は 
第 8 図 の よう に , 16K バ イト の ビデ オォ RAM 領域 の 
テー ブル の 指定 場所 に 必要 な デー タ を 書き 込む こと 
(に よっ て 行い ます 。 と の 図 で , ( ) 内 の 数 字 は 第 
5 図 の プロ グラ ム で の 初期 設定 の 値 を 示し て いま 
す 。 ( ) の 座標 を 刻々 と 変化 させ れ ば , スプ ライ 
ト パ タ ー ン は 動く と と に な り ま す 。 

また , と の ロケ ッ ト ア ニメーション の プロ グラ ム 
は , MSX パソ ュ ン の ROM に 書き 込ま れ て いる 内 
部 ルー チン (BIOS エ ェ エントリー ルーチン ) を いく つ 
か 利用 し て いま す 。 た と えば , と の プロ グラ ム の 3 
行 め の エン トリ ー 番 地 0047H の ルー チン は , 指定 し 
た VDP レジ スタ 人 K 値 を 書き 込む と いう 内 容 を も っ 
て いま す 。 第 5 図 の アプ ログ ラム で も , スプ ライ ト の 
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2 メジ イト 2N ダ ニン 


[第 7 図 ] VDT 画面 構成 の 略図 























廿 ウ の 〇 の テ の CN の ロロ 玉 の QFO ら 


OOIOIIOIIIOOOIOIXIIOIOOIIOIOIIIIIIII 





01234.506./ の 89 AB で DE 


= 
































































































[第 6 図 ] スプ ライ ト ・ ア ニ メ パ ター ン と その 16 進 コー ド 
SIZE (大 き さ ) を と の ロケ ッ ト の よう に 16X16 ド 
ッ ト 設 定 す る と き の VDP レジ スタ 書き 込み (レジ 
スタ キ #2) は , BIOS エン トリ ー ル ー チ ン を 活用 し て 
いま す 。 と の よう に し て 作成 し た 機械 語 プ ログ ラム 
は , 機械 語 モ ニー ター を 使っ て MB-H1 に 入力 し ま 
す 。 前 述 (第 4 図 ) の プロ グラ ム と 同様 (と の 場合 
DEF USR0=&HE00 と する ), MSX-BASIC と リ 
ンク し て 走ら す と と が で きま す 。 も ちろ ん , スプ ラ 
イト アニ メー ショ ン の プロ グラ ム は , MSX-BASIC 
の 命令 文 だ け で も 行う とこ と が で きま す 。 と の 場合 に 
は PUT SPRITEn 文 (番号 nm の スプ ライ トバ パタ 
ー ン を 表示 する ), SPRITE $(m) 関数 (番号 n で 
指定 で きる スプ ライ ト の 名 称 ) な ど が 使わ れ ま す 。 

と と で , MB-H1 に 付い て いる スピ ー ド コン トロ 
ー ル 機能 に つい て 調べ て み ま し ょ う 。 本 体 右 横 に 付 
いて いる スピ ー ド コン トロ ー ル ・ ス イッ チ は , 演算 
速度 を 3 段階 (ノー マル 1, スロ ー2, スロ ー3) 


ラプ 
ジェ ネ レ ー タ 
12 














スプ ライ ト 尾 性 
デ ェ ブル 











【 第 8 図 ] 16K V-RAM の マッ プ と テー ブル 


Z% 


16 RERH| まま トン ッ ネ マー ツー 1 ME ビーH1 ※ 
2 TIME ニ ニョ 

3 選 三 昌 

人 4 ド = テ ド + 1 

コ @ ドド まま ド + キ ドー ド 

3 IF RS1BHH THEN 

ga LPRINT USETNG" 村 持 幸 。 拉 "TIME デ 日 
ョ 』 ERHD 


の ノー マル 1 (単位 は 秒 ) 
4a。 フ 2 …… ス ロー2 (単位 は 秒 ) 
188 


. …… ス ロー3 (単位 は 秒 ) 











[第 9 図 ] 日 立 MB-H1 の スピ ー ド コン トロ ー ル 
機能 の ベン チマ ー ク (算術 演算 ) 








ライ トペ ン 






[第 11 図 〕 
ライ トペ ン の 操作 


し 4 
軽く 押す 





に 変化 させ る た め の も の で す 。 ま ず , ベン チマ ー ク 
テス ト を 行っ て み ま し た 。 そ の テス ト プ ロ グラ ム 
は , 算術 演算 を 第 9 図 , グラ フィ ックス を 第 10 図 に 
示し て あり ます 。 実験 し ます と , 所 要 時 間 は 各 プ ロ 
グラ ム の 下 に 書か れ て いる よう な 出力 結果 (単位 は 
秒 ) に な り ま し た 。 写真 -11 は 第 5 図 の プロ グラ ム 
で の アニ メー ショ ン パ ター ン ( ロ ケッ ト ) で す が , ロ 
ケッ ト の 発射 プロ グラ ム で , ロケ ッ ト の スピ ー ド を 
調べ て み ま す と , ノー マル 1, スロ ー2, ス ロー3 の 
比率 は ほぼ 100 : 37 : 1 に 近い 値 が 得 ら れ ま し た 。 





ぐ 写 真 -11> スプ ライ トペ パタ ー ン (ロケ ッ ト ) 
の 画面 出力 (上 に まっ すぐ 移動 ) 
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189 REFM ** "キマ ー ク 2 2 NHB-H1 
116 CLS 

126 SCREEN 2 

136 TINE= 

148 LINE (2」25)-(1a、15g) 。 ア 日 
15 P 向 INT (25,3g) 、 ァ 

189 FOR 同 =8 TU さ .2B STEF 3.14/ る 
179 XX= ヨ 8*EUS( 合 ) : マ =ー3gSTNK 丘 5 
18 CIRCLE (X+ の 6 。Y+ タ 8) 。2 1 
1 NEXT 台 

2 FOR 1=Zg Tn 1g STEF 2g 

219 FOR J=z2g T ロ 1gg STEP 38 

っ 2 LINE (1,26)-(T。15B) , 
238 NEXT J 

24g NEXT 1 

259 LPRINT USING" 析 持寺 。 拍 "iTIMEZg 














2eg END 
2 1 ら 。1 …… ノー マル 1 (単位 は 秒 ) 
結 コミ 9 …… スロ ー2 (単位 は 秒 ) 
果 し 138. …… スロ ー3 (単位 は 秒 ) 


[第 10 図 ] 日 立 MB-H1 の スピ ー ド コン トロ ー ル 機能 の 
チマ ー ツ (ゲラ プイ ッッ クジ ) 
Rey か . く 2S 


く ラ イン 2 
1 目 指定 
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(② 2 点 目指 定 






[第 12 図 ] サン ョ ー MPC-10 の ライ トペ ン に よ 
る 基本 図形 の 作画 

③ ライ トペ ン 機 能 (サン ヨー MPC-10) 

サン ョ ー の MPC-10 は , ライ トペ ン (写真 -12) 
が 標準 装備 で 使え を ます 。 ラ イト ペン に よる 入力 は , 
キー ボー ド よ り パ ソコ ン と の 会 話 が 直接 的 で . また 
操作 も 直観 的 に 理解 し や すい で し ょ う 。 第 11 図 は ラ 
イト ペン の 操作 を 示し た も の で す 。 






























































ぐ 写 真 -12 サン ョ ー の ライ トペ ン 





























[第 14 図 」 ライ トペ ン 作 画 の プリ ンタ へ の コピ ー 
(野球 選手 ) 

まず , MPC-10 に 付属 し て いる 「 ラ イト ペン 作画 
用 ソフ ト 」 (カセ ッ ト テ ー プ 版 ) を 活用 し て み ま し ょ 
う 。 と の ユー ティ リティ ソフ ト の 特徴 と し て , 次 の 
よう な と と が あげ られ ます 。 

① ラ イト ペン を 画面 に 押し あて て 移動 する と と に 
より 自由 な 作画 が で きま す (3 ドッ ト 幅 の 太い 線 と 
1 ドット 幅 の 細い 線 )。 

② ラ イン (直線 ), ボッ クス (長方形 ) サー クル 
(円 ) な どの 幾何 学 図形 が 簡単 に 描け ます (第 12 図 )。 
















































































こ 写 真 -13> サン ョ ーMPC-10 に よる ライ トペ 
ン 作 画 例 (野球 選手 ) 








[第 15 図 ] ライ トペ ン 作 画 の プリ ンタ へ の コピ ー 
( 昔 の 自動 車 ) 
③ 作 画 し た 絵 や 図 は 。 カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ 
(記録 ) プ ロー ド (再生 ) で きま す 。 
④ ビ デオ RAM に 描か れ て いる 絵 や 図 は . コン ピ 
ュー タ 内 部 の 主 メ モリ ー に 記憶 (転送 ) で きま す 。 
プリ ンタ を 接続 し ます と , 画面 の コピ ー が で き 
ます (原寸 大 と 倍 寸 大 の 2 種類 )。 
⑥ 作 画 用 テ ー ブ ル (第 13 図 ) が 画面 下 に 表示 され 
ます の で , ライ トペ ン を 必要 と する 項目 の 個所 に 押 
し あて る と , その 機能 が 選択 され ます 。 
それ で は , 上 記 の 初期 を 使っ て 実際 に 絵 を 描い て 
み ま し ょ う 。 写真 -13 は フリ ー ハ ンド だ け で 描い た 
「 野 球 選手 」 の ライ トペ ン 作 画 で す 。 ス ケッ チ 風 に 
な っ て いま す 。 第 14 図 は その プリ ンタ 出力 (ハー ド 

















ぐ 写 真 -14> サン ョ ーMPC-10 に よる ライ トペ 


ン 作 画 例 ( 昔 の 自動 車 ) 
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[第 16 図 ] HX-10D 日 本 語 ワ ー プ ロ の 機器 構成 
コピ ー) で す 。 寸法 の 比率 が た い へ ん うま くい っ て 
いま す 。 また , 写真 -14 は 「 昔 の 自動 車 | の ライ ト 
ペン 作画 で す 。 と の 絵 で は , ライ ン , ボッ クス , サ 
ー ク ル , ペイ ント (ぬり つぶ し ), ズー ム な ど , 作 
画 機能 の は と ん ど が 使わ れ て いま す 。 な お , ズー ム 
モー ド を 使う と , と まや か な 絵 の 修正 が で きま す ( 画 
像 を 縦 ・ 横 , 各 4 倍 の ズー ム ア ッ プ し た 拡大 図 を 利 
用 )。 

また , 「1900 メル セ デ ス ベン ツ 」 と 書か れ た と の 
絵 の タ イト ル ( テ ロッ プ ) は , と の ライ トペ ン 作 画 機 
能 の 中 の タイ プラ イタ モー ド (キー ボー ド を 使っ て 
作画 中 の 画面 に 文字 を 表示 する モー ド ) を 活用 し た 
も の で す 。 第 15 図 は 昔 の 自動 車 の ハー ドコ ピー で す 。 

ライ トペ ン は , MSX-BASIC の 命令 , INP () 
関数 を 使っ て エグ O 端 子 か ら の ライ ト ペン 入力 信号 











ぐ 写 真 -15> HX-10D の 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ シ ステ ム 
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を キャ ッ チ する と と が で きま す (ライ トペ ン の 1 
O ア ドレ ス は , 負 HB8 < HBB)、。 こ とこ の た め , 
MSX-BASIC で も ライ トペ ン を 使っ た グラ フィ ッ 
ク , サウ ンド な どの プロ グラ ム が 可能 で す 。 ま た , 
学習 用 ソフ ト と し て 使う 場合 、 た と えば 数 学 の 因数 
分 解 , ダダ ー テ ー12=( そ 十 陣 |) (テー 回 ) の よう に [の 
中 に 数 値 を 入れ る 問題 で は , 各 ), 回 の 位置 に ライ 
トペ ン を 押し あて る だ け で , それ ぞ れ の の 中 が , 
《⑰ が 3, 回 が 4 と いう 値 を た ち ど と ろ に 表示 し ま 
す 。 あ る い は , と の よう な 問題 で 解答 用 の テー ブル 
を お き , その 中 の 数 字 を ライ トペ ン で 選ぶ な と いう や 
り 方 も で きま す 。 




















④ 漢字 ワー プロ (東芝 HX え -10D) 

ワー プロ (Word Processer) は , パソ コン に あま 
り 興 味 を も た な い 文 化 系 出身 の 人 で も その " 御 利益 " 
(に こ は 目 を みはる よう で す 。 ホ ー ム パソ コン で 一 応 ワ 
ー プ ロ 機 能 を 学び た いと いう 人 に は , と の HX-10D 
の シス テム は お も し ろ い で し ょ う 。 
HX-10D の 「 ワ ー プ ロ (漢字 君 )] と , 弟分 の ソ 
フト と し て 「 宛 名 書き (住所 録 )) が あり ます 。 そ の 
シス テム 構成 は , 第 16 図 の よう に な っ て いま す 。 た 
だ , と の 漢字 機能 の 2 つの ソフ ト お よび 付属 する ハ 
ー ド ウェ ア (拡張 ボッ クス ) は , いずれ も オプ ショ 
ン (任意 に 付加 か つ 要 価格 ) で ある と いう と と で 
す 。 な ん と 一 式 揃え ます と , HX-10D 本 体 と プリ ン 
タ 以 外 で , 第 4 表 の よう な 価格 に な り ま す 。 ち ょ っ 
と シス テム で 考え る と , や や 高く つく 感じ も し な い 
わけ で は あり ませ ん 。 し か し , 漢字 機能 の 便利 さ を 
考え ます と 入門 者 と し て は な か な か 魅力 ある と 思わ 
れ ます 。 写真 -15 は ワー プロ (漢字 君 ), 「 漢 字 
OM カー トリ ッ ジ |」 と 「 プ リン タイ インターフェース 
| 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 
ROM カ ー ト リッ ジ 『 漢 字 君 』 


宛名 書き (住所 録 ) 
ROOM カー トリッジ 





HX-S501 12,800 円 





HX-S502 9,800 円 








ダイ ダー マヤ ョ ュー スズ 





























層 = 7,800 円 
カー トリ ッ ジ | 半 c0 

漢字 ROM カー トリ ッ ジ HX-M200 | 29,800 円 
増設 1/0 スロ ッ ト HX-E600 9,800 円 








[第 4 表 〕 HX-10D の 日 本 語 ワ ー プ ロ ・ シ ステ ム 
の 価格 表 





・ カー トリッジ ] を 接続 し た と と ろ で す 。 
で は , さっ そく 使っ て み ま し ょ う 。 まず, 日 本 語 


ワー プロ か ら そ の 使い 方 は , メニ ュー 画面 に よる 選 
択 式 で , 次 の 機能 を も っ て いま す 。 

① 文 書 の 作成 

② 既 文書 の 入力 

③ 文 書 の 印刷 

④ 文 書 の 抹消 

⑤ 熟 語 辞 書 作 成 

漢字 ・ 非 漢字 (ROM カ ー ト リッ ジ 内 蔵 ) は , JIS 
第 1 水準 特殊 文字 で , 合計 3,511 種 と な っ て いま 
す 。 ま た , 主 な 機能 は 第 5 表 で す 。 第 17 図 は ある 民 
間 の 科学 誌 の 編集 後記 の 一 部 で , 「 漢 字 君 」 を 使っ て 
プリ ンタ に 出力 し た も の で す 。 と の 例 で は , 文字 桁 
が 21 文 字 に 定め て あり ます (漢字 君 は 最大 40 桁 まで 
可能 )。 ま た , と の 例 で は 通常 の 文字 の 大 き さ ( 全 
角 ) に 加え て , 半角 文字 (NOW) お よび 倍角 文字 
(編集 後記 ) が 使わ れ て いま す 。 半角 文 字 と は 文字 
の 左右 の 幅 が 半分 に な っ て 縦 に 細長 い 文 字 , 倍角 文 
字 と は 横幅 が 2 倍 に な っ た 文字 の と と で す 。 

さて , テレ ビ 画 面 へ の 出力 で す が , 写真 -16 の よ 
うに 一 度 に 表示 で きる の は 縦 15 字 X 横 6 文字 分 (と 
の 写真 で は 第 2 行 目 か ら 書か れ て いま す ) で す 。 
「 編 集 後記 」 の 各 文 字 の 手前 に ら 印 が 付い て いま す 






























































NIS 0 

使用 文字 字 ROM[ 
16K (バイ ト ) シ ステ ム 40 桁 X100 行 

文書 登録 | 36K (バイ ト ) シ ステ ム 40 桁 X200 行 
64K (バイ ト ) シ ステ ム 40 桁 X200 行 

短文 登録 | 32K シ ステ ム 以 上 で 可能 約 600 文 字 

聞 語 辞書 64K シ ステ ム で 可能 ユー ザー 登録 

ho 約 10.000 字 (カセ ッ ト に 保存 で きる ) 

入力 方 式 | か な また は ロー マ 字 

9 か な (ローマ字) 一 漢字 変換 

漢字 変換 | 埋 読み に よる 1 宇 変換 
人 
呼び 出せ る 

文書 保存 | カセ ッ ト テ ー プ 

_ 。 | セン タリ ング , 右寄せ 改行 下線 , 野 線 

押 集 機能 | ユビ ー, 行 挿入 行 削除 , 半角 ・ 倍 角 指定 
な ど 

時 縦 書 き ・ 横 書き 指定 , 部 数 指定 改 ペ ー ジ | 
印刷 機能 の 
| 指定 プリ ンタ 指定 な ど 














[第 5 表 ] 日 本 語 ワ ー プ ロ 「 漢 字 君 」 の 主 な 機能 





【 和 和 語 二 箕 生 言 己 3 

表題 の 「 大 押 科 学 」 は 口ずさん で みる と 、 何 
と な く NOM な 感覚 と ば し いか も し れ な い 。 し 
か し 、 現 今 の 社会 を みか る と 「 ニ ュー トン 」、「 
が ム 」 、 [ウー ルッ ト な ど 、 

[第 17 図 〕 「 漢 字 君 」 を 使っ た プリ ンタ へ の 出力 例 
が , と れ は プリ ンタ へ の 印刷 時 に は @ 印 の マー ク が 
消え , 倍角 文字 が 印刷 され る と と を 示し て いま す 。 
と と ろ で , 画面 上 に 表示 で きる 部 分 は , 15 字 X 6 行 
し か あり ませ ん か ら , 16 文 字 以 降 を 入力 し よう と す 
る 場合 は , カー ソル キー 中 を 使い 左 べ へ の スク ロー ル 
を 行い ます 。 同様 に カー ソル キー に | [UL 帳 を 使え 
ば いずれ に も 40 字 X100 行 , また は 200 行 の 男 囲 で 
スク ロー ル で きま す 。 ま た , 出来 上 が っ た 文書 は 前 出 
の 第 17 図 の よう に プリ ンタ に 出力 で きる わけ で す 。 

次 に , い わ ゅ ゆる 漢字 辞書 の 働き で す が , 「 漢 字 君 」 は 
購入 当初 は , 1 文字 ど ご と に 音読 み で 画面 に 表示 され 
る 候補 文字 分 の 中 か ら カ ー ソ ル を 使い 目的 文字 を 選 
ぶ ( 辞 書 を ひく ) 機 能 し か も っ て いま せん 。 し か し , 熟 
語 登録 と いう 機能 を 使い ます と , 2 文字 以上 15 文 字 
まで の 熟語 の 登録 が で きま す (9 文字 まで の カナ ま 
た は ひら が な 読み )。 する と , その あと は 普通 の 漢 
字 辞 書 の よう に ひく と と が で きま す 。 た だ し , と の 
熟語 登録 の 機能 は 64K バ イト シス テム し か で きま せ 
ん 。 ま た , 熟語 辞書 を 電源 を OFF 後 , 再度 同じ よう 
に 熟語 を 使う た め に は , 熟語 辞書 は カセ ッ ト テ ー プ 
に 登録 ・ 保 存 し て お か な く て は な り ま せん 。 第 18 図 
は 熟語 の 登録 例 (プリ ンタ 出力 ) に な っ て いま す 。 

次 に , 「 漢 字 君 」 の 弟分 と も ちい うべ き 漢字 ソノ フト 

【 編 集 後 記 】 

表 題 の 『 大衆 科学 」 は 口ずさん 




















っ 【 ら 編 ら 業 ら 後記 ら 】 
表 還 の 「 大 衆 科学 」 は ロ ず さん 


と な く NO な 感 沈 と ぼ し いか も し 
か し 、 現 今 の 社会 を みる と 『 ニ ュ 
オム ニニ] 、 [ウー タン シン ] な を 、 





ぐ 写 真 -16 「 漢 字 君 」 に よる 文書 の 編集 
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00001 1-007 
長嶋 俊夫 


[第 19 図 ] 「 宛 名 書き (住所 録 )」 の プリ ンタ 出力 





【 カ カク 】 科学 [第 18 図 〕 
【 カ ガン カク 】 感覚 「 漢 字 君 」 に よる 
【 シ ャ カイ 】 社会 熱 語 の 登録 (プリ 
【 ヒ ョ ウタ な " イ 】 表 昭 ンタ 出力 ) 
【 ヘ ペン シュ ウ 】 編集 














く 写 真 -17 ラ 

「 宛 名 書き (住所 
録 )] の ROM カ 
ドリ み ジ め 


9 や KS (RA 








ぐ 写 真 -18> 「 宛 名 書き (住所 録 )] こよ る 住所 録 

「 宛 名 書き (住所 録 )」 (写真 -17) を 使っ て み ま し ょ 
う 。 前 出 の ソニ ー HB-55 の 電子 メモ KC 使っ た 例 を 
その まま 「 宛 名 辞典 ] に 適用 し て み ま し た 。 漢字 表 
現 の 文書 は や は り 全 カナ ・ ひ ら が な 表現 に くら べ て 
ひと 味 違 っ た 品質 の よさ を 感じ ます 。 写真 -18 は 住 
所 録 , 写真 -19 は メモ の 画面 出力 で す 。 第 19 図 は プ 
リン タ 出 力 に な っ て いま す 。 なお, 宛名 書き に つき 
まし て は 横書き , 縦 書き いずれ も 可能 で す が , その 
プリ ンタ 出力 例 を 第 20 図 に 示し まし た 。 


EESTITIITLTTLmmtummlmmttmmtttmmlllltmmltmltmnllimmllim 1 


3. MSX 4 機種 に みる 周辺 装置 


日 
LTTUUUTI 








ITIIITTTTTTTiTTTiiii 日 


二 休 到 ひ (Tp 0 宇 は 95:RE NN 
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0467-31-2Z48 


神川 上 市 震 木 3 1 0 8 散 生 日 : 1944.4.28 
1 登り 。 全 / 


結婚 記 訪 日 : 
旨味 : ゴル フ 
囲 著 , 将棋 を 少 少 





は 47 
| 神 秦 川 県 鎌倉 市 震 木 3- こ 10-8 





長嶋 俊夫 様 
247 


| 長 剛 三 恭 橋 押 EE 提 必 の ーー ウー 





| 昌夫 夫 本 捧 











[第 20 図 」「 宛 名 書き (住所 録 )」 | に よる 縦 書き , 
横書き の 宛名 書き の プリ ンタ 出力 


生 メ モ 大 
攻 生 日 : 1944. 4.28 
結婚 配信 日 : 6.7 





ぐ 写 真 -19> 「 宛 名 書き (住所 録 )」 に よる “メモ” 
H1, サン ョ ーMPC-10, 東芝 HX-10D の 4 機種 に 
つき まし て は 本 体内 部 充実 型 と いう べき タイ プ で す 
か ら , その 周辺 装置 に つき まし て は 普及 型 で も まり 
(に ぎ や か な と は いえ ませ ん 。 写真 -20-27 まで は 4 
機種 それ ぞ れ の 本 体 の 端子 類 を 示し た も の で す 。 と 
の 4 機種 の 接続 端子 類 を みて , 各 機 種 癌 に 相 異 を 感 
ずる と すれ ば , 東芝 の HX-10D に プリ ンタ イン タ 
ー フ ェ ー ス が 標準 で 付加 され て いな いと いう と と が 
や や お し まれ る 気 が し ます 。 

な お , 来 月 号 で MSX パソ コン の Part-2 を お と 
災 丸 選 午 示 。 













































































































































く 写 真 -20 ラ 
ソニ ー HB-55 の 
リヤ パネ ル 








ビデ オ 出 力 RF 出 力 拡張 バス 端子 プリ ンタ 端子 
オー ディ オ 出 力 


ぐ 写 真 -21> 
日 立 MB-H1 の 
リヤ パネ ル 


ビデ オ 出 力 





ぐ 写 真 -22> 
日 立 MB-H1 の 
右 サ イド パネ ル 


ジョ イス ティ ッ ク 間 





く 写 真 -23> 
日 立 MB-H1 の 
左 サ イド パネ ル 


ジョ イス ティ ッ ク 問 子 
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ETTTTTTK イ Q、、 で ドド キミ = ミキ ギド T ト TQ つ ユ ヾ 「 ユ エド ト Q カ リト | Oo 
SR こま 
ドー 9 出 ぐ く 写 真 -24> 
て ノ サン ョ ー MPC-10 
の リヤ パネ ル 


カセ ッ ト 問 子 


Bi 光 9 ビデ オォ 出力 RF 出力 


オー ディ オ 出 力 


拡張 バス スロ ッ ト 





ぐ 写 真 -25> 
サン ョ ー MPC-10 
の 右 サ イド パネ ル 





リセ ッ ト ス イッ チ 


ぐ 写 真 -26> 
東芝 HX-10D の 
リヤ パネ ル 








拡張 バス スロ ッ ト RF 出力 映像 出力 音声 出力 











く 写 真 -27> 
東芝 HX-10D の 
右 サイ ド パ ネ ル 








ジョ イス ティ ッ ク 問 子 カセ ッ ト 問 子 
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市 場 の 要求 内 容 を 検討 し て 商品 を 設計 する か ー-* 
営業 主導 型 , 社内 技術 訴求 で 商品 を 完成 させ る か 
ー つ 技術 主導 型 の 2 点 の いずれ か で オー ディ オ 機 器 
の グレ ー ド は 変化 する 。 前 者 の 場合 は 市 場 で の ニー 
ズ を 多 方 面 か ら 集約 させ て 比較 検討 し , いわ は 大 衆 
の 好み と する 商品 を 設計 し て 市 場 導入 を 図る か た ち 
で あり , 後者 は 社内 に 存在 する 技術 を 高度 の 内 容 と 
理解 し た 上 で , その 技術 を 市 場 で 理解 し て も ら お う 
と いう 立場 だ と 考え て よい 。 

善し悪し は な い 。 設計 意図 , 開発 意図 が 自ら 異な 
っ て いる か ら 同 じ 土 優 で 考え る の は 意味 の な いこ と と 
だ 。 商品 を 考え る 時 , 最小 限度 , と うし た 区 別 を 見 
極め な いと 深い 落し 穴 に 落ち 込む と と に な る か ら 注 
意 が 必要 な の で ある 。 











カセ ッ ト デ ッ キ ひと つ 取 りあ げ て みて も 同様 で あ 
り , 無数 に 近く 市 場 導 入 さ れ て いる 商品 の 数 々 を ひ 
と つ に まとめ て 考え る と と な ど は と て も で き 得 な い 
の で ある 。 わ か りや すく いえ ば , 性 能 と 音質 は そ と 
そこ と だ が 大 衆 の 嬉 び そう な 機能 や デザ イン を 採用 し 
た カセ ッ ト デ ッ キ と , 徹底 的 に 性 能 , 音質 を 追求 し 
た カセ ッ ト デ ッ キ と で は , 同じ カセ ッ ト デ ッ キ で も 
メー カー の 狙い が 違え ば 購入 者 層 も 大 きく 違う 。 む 
ろ ん ど っ ち つ か ず の 中 途 半端 型 も 存在 する が , 中 途 
半端 型 は いわ ば 最初 か ら 最後 まで どっ ち つ か ず だ か 
ら 商 品 と し て 大 成す る と と は 少な い 。 近頃 は メー カ 
ー も 購入 者 も と の 辺 の 兼ね 合い が わか っ て きた よ 
う で , カセ ッ ト デ ッ キ に お いて も 比較 的 明確 に 商品 
が 区 分 けし て 設計 され , 区 分 けし て 購入 され る よう 
(C な っ て きた よう に 思う 。 カ セッ ト デ ッ キ に お いて 
も , 作れ ば 売れ る 時 代 は 昔 の こと こと に な っ た し , 新 し 
い 録 音 方 式 と し て の ディ ジタル 録音 機 の 登場 に も 敏 
感 で ある 。 

ディ ジタル 録音 機 に つい て は , VTR+PCM プロ 
セッ サ と いう か た ち が マ ニア テレ ベル で は めずらし く 
な く な っ て いる し , “ポス ト ・ カ セッ ト ・ デ ッ キ と 
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し て の DAT に つい て は 現在 DAT 懇談 会 (現在 74 
社 参加 ) で 規格 統一 作業 が 進め られ , と の 6 月 頃 ま 
で 暫定 仕様 を 決め , その 後 9 月 。 10 月 くら いた 実験 
機 を 出現 させ る 段取り で ある 。 S-D AT (固定 ヘッ 
ド 方 式 ) と する か R-DAT (回 転 ヘ ッ ド 方 式 ) に す 
る か , さら に は 両方 式 を 採用 する か な ど 基 本 的 な 部 
分 で いま だ に 曲折 が 予想 され , 規格 統一 作業 は 簡単 
で は な い 様 子 だ が , いずれ に せよ 業界 の 流れ は ディ 
ジタル 方 式 へ 指向 し 始め て いる と と は 確実 で ある 。 

それ は ちょ うど , AD プレ ー ヤ が CD プレ ー ヤ へ 
移り 変 ろ うと し て いる 流れ に 似 た 雰囲気 が あ る の 
だ 。 DAT より も CD プレ ー ヤ が た また ま 早 か っ た 
だ け の 話 で ある 。 

いずれ に せよ , カセ ッ ト デ ッ キ は と の 数 年 間 は 現 
状 を 維持 する だ ろう が , 近い 将来 , 王者 の 座 を DA 
下 を 代表 と する ディ ジタル 録音 方 式 に 開け 渡す で あ 
ろう と いう の が 一 致し た 見 方 と な っ て いる 。 現在 は 
その た め の 胎 動 で あり , 逆 に いえ ば 今日 最近 の カセ 
ッ ト デ ッ キ は 方 式 と し て の 完成 の 域 へ 一 気 に 乗り つ 
め よ うと し て いる と いう わけ で ある 。 


さて , 大 局 的 な カセ ッ ト デ ッ キ に 対す る 私 の 見 方 
は 以上 の と お り だ が , と と で 少し 具体 的 な 最近 の 傾 
向 に つい て 触れ て みよ うと 思う 。 よ り 詳 細か つ 各 機 
種 ど と の 内 容 に つい て は 各 項 目 に 詳し い は ず な の で 
重複 を さけ る た め , と と で は めぼしい 部 分 に つい て 
の み 書 く こ と と に し た い 。 

まず , リバ ー ス デッキ の 急増 が あげ られ る 。 は っ 
きり いえ ば , リバ ー ス 型 は 性 能 追 求 で は な く 機 能 追 
求 で ある 。 便利 さか らい えば リバ ー ス 型 は 普通 の ワ 
ン ウ ェ イ 型 を は る か に 超え る 。 機能 追求 型 と は い 
え , 昨今 の それ は 性 能 ( 正 逆 方 向 で の 回 転 ム ラ , 周 
波数 特性 。 クロ スト ー ク 等 ) が 向上 し 安物 で な い 限 
り 高度 に 安心 し て いて よい 段階 に 至っ て いる 。 ほ と 
ん ど が 0.5 秒 程度 の 瞬時 反転 を 磁性 帯 部 で 行う た 
め , 反転 時 の 音 切 れ も 苦 に な ら な く な っ て いる 。 中 








に は 正 逆 方 向 の 周波 数 特性 。 クロ スト ー ク を 犠牲 に 
する と と な く リ バー ス 型 を と な し た 例 も ある 。 最近 
の リバ ー ス 型 は ヘッ ド を 180 度 回 転 さ せる 方 法 が 一 
般 的 だ が , 同 方 式 は 微小 と は いえ 正 逆 方 向 で アジ マ 
ス の 狂い が 生じ る 。 だ と すれ ば ヘッ ド を 固定 
し , テー プ そ の も の を シェ ル (ハー フ ) ご ど と 180 度 
回 転 さ せよ うと いう の が その 発想 で ある 。 装置 と し 
て は 大 げ さ だ が , ヘッ ド を 180 度 回 転 さ せよ うと い 
う 発想 も 大 げ さ な の だ か ら , 一 概 に どちら が 大 げ さ 
の と いう と と は いえ な い 。 ひ と つの や り 口 で ある と 
と は 間違い な い 。 

リバ ー ス デッキ より も る , も っ と 一 般 大 衆 が 嬉 ぶ デ 
ッ キ が ダブ ル デ ッ キ で ある 。 ダ ブル デッキ は 元 来 , 
ラジ カセ に だ 採 用 され て 爆発 的 な 売れ 行き を 示し , デ 
ッ キ に 流れ て きた 商品 で ある 。 メ ー カ ー も よく 知っ 
て いて , ダブ ル デ ッ キ に つい て は 役 底 的 に 便利 さ を 
追求 し て いる 。 最初 は 2 台 の メカ の うち , 一 台 だ け 
を 録 再 と し あと は 再生 の み と い う 形 態 だ っ た が 近頃 
は 両 メ カ と も 録 再 機能 を 有 し , スタ ガー に 使用 し て 
長 時 間 連 続 録音 が 可能 で , 各 メ カ が し か も オー トリ 
バー ス 型 と いっ た スゴ イ の も 発売 され る に 至っ て い 
る 。 と うな っ て くる と , トリ プル デッキ が 登場 し て 
も お か し く な い 。 ま し て や , 最近 の ダブ ル デ ッ キ は 
コ ピー が 2 倍速 で 可能 の タイ プ が 多く , トリ プル デ 
ッ キ で 2 倍速 コピ ー 機 能 を つけ れ ば , ちょ っ と し た 
プリ ント デッキ に な っ て し まう 。 要する に と の 手 の 
機能 優先 型 デ ッ キ は いわ ば 何 ん で も で きる 。 そ と で 
問題 に な っ て くる の は 節度 と いう と と だ ろう 。 現在 
の と と ろ 人 節度 は 一 応 の か た ち で 守ら れ て いる と いえ 
2 

ダブ ル デ ッ キ は し か し , その 機能 , 便利 さ を 加味 
すれ ば 抜群 に 安い 。 性 能 , 音質 に つい て 高度 の 要求 
は で き な い が , それ を 知っ た 上 で 使い こなせ ば 非常 
に 商品 価値 は 高い と 思う 。 現在 の と と ろ , 機能 , 便 
利 さ の 追求 が 中 心 だ が , か つて の リバ ー ス 型 が そう 
で ある よう に , 今後 , 基本 性 能 を も う 一 歩 つき 進め 









































て 向上 させ て 行く と と は 明白 で ある 。 ま た , と れ は 
最近 の 傾向 と いう より も ニュ ー ス だ が , と の 秋口 か 
ら ソ ニー が ダブ ル デ ッ キ を 初め て 導入 する 予定 で あ 
る 。 恐らく 読者 は 「 オ ャ ヤッ 」 と 思っ た に 違い な い 。 
あれ ほど デッキ の 類 を 豊富 に も つ ソ ニー が 「 ダ ブル 
デッキ を 初 導入 」 と 聞け ば 誰 れ で も そう 思う 。 実 は 
ソニ ー に は いま まで , ラジ カセ を 含め て ダブ ル デ ッ 
キ は 一 機種 も な か っ た の で ある 。 そ の 理由 は レコ ー 
ド , VTR な どの 著作 権 問題 と の か ら み が あっ て 商 
品 化 を 見 合わ せ て いた の で ある 。 す べ て が 解決 し た 
わけ で は な い が , ダブ ル デ ッ キ は ひと つの 流行 。 ソ 
ニー も 指 を くわ えて ば か り は いら れ な い の で あろ 
う a 

一 方 ,. ワン ウェ イデ ッ キ は 音質 重視 , 性 能 重視 の 
徹底 が 図ら れ て いる 。 と れ は ある 意味 で 常識 的 過ぎ 
る の で 詳細 に 触れ な い が , 最近 の 傾向 と し て は , 高 
域 ビ ー ト 障害 の 減少 が 見 受け られ る 。 と れ は 入力 さき 
れる 高 域 信 号 と 録音 ざ イ アス 信号 と の か ら み で 発生 
する も の だ が , か つて は ひど いも の だ っ た が つい 最 
近 の それ は , メー カー 間 格 差 は ある も の の ずい 分 と 
少な く な っ て きた 。 ま た , CD の 登場 は 音質 , 性 能 
重視 型 の デッキ に と っ て も 好 結 果 を も た らし て いる 
よう で 周波 数 特性 の フラ ッ ト 化 , 広 ダ イナ ミッ クレ 
ンジ 化 も 図ら れ , さら に 一 層 の 低 回 転 ム ラテ と な っ て 
き て いる 。 圧倒 的 に 3 ヘッド 型 が 多い が , 2 ヘッド 
型 で も メカ と の バラ ンス を と っ た か た ち で 高音 質 化 
を 果たし た モデ ル も 少な く な い 。 む ろ ん , デッキ の 
性 能 , 音質 は 単体 で 判断 は 難し く , 使用 する 磁気 テ 
ー プ と の 兼ね 合い も ある 。 





最後 に . マイ コン の 採用 に よる 各種 自動 機能 が あ 
る が , と れ は 各 機種 の 項目 に すべ て を ゆだね よう 。 
な お , NR シス テム は ドル ビーB/C 対 応 が 常識 化 
され , 一 部 に は 根強く dbx シス テム も 喰い 込ん で い 
導 。 
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シン クロ 録音 プレ イ 


一 番 身近 な 録音 ソー ス と し て , FM と レコ ュー ド が 
上 げ ら れ ま す 。 レ コー ド の 場合 トー ン ア ー ム と デ ッ 
キ の 操作 と が 必要 な の で , タイ ミン グ が 問題 と な っ 
て きま す 。 プ レー ヤ が オー ト な ら ば その 分 楽に は な 
り ま す が , と の 操作 を ワン タッ チ で 行う こと が で き 
る 便利 な 機能 が シン クロ 録音 プレ イ で す 。 プ レー ヤ 
と の 接続 は , 1 本 の コー ド で ワン タッ チ で す (プラ 
グ に は 小型 単 極 ジ ャ ッ ク が 使わ れ て いる )。 

操作 は デッキ を 録音 ポー ズ 状 態 に セッ ト し て お く 
と プレ ー ヤ 側 で の アー ム の アッ プ , ダウ ン で 録音 ポ 


っ チビ oe AE RC 


計 


PS 時 人 gl っ 0 人 Nat 


ー ズ と 録音 を くり 返す も の で , レコ ー ド 演奏 し て い 
る 間 の み テ ー プ 走行 し て いる 訳 で す 。 ま た 録音 ポー 
ズ 状 態 に な る と き は 4 て 5 秒 の 無 録音 部 分 を 作っ た 
後 , 一 時 停止 状態 と な り , と れ は デッキ 単体 で の 動 
作 時 と 同じ で , 曲 間 検 出 に 必要 な ブラ ング 部 分 を 自 
動 的 に 作る も の で す 。 プ レー ヤ と の シン クロ 動作 は 
オー ト 時 の み 動 作 す る も の で , 手動 に よる 動作 で は 
連動 は し ませ ん 。 

プレ ー ヤ に ラン ダム 選曲 機能 が 装備 され て いる も 
の で あれ ば , 自分 の 好き な 順番 を セレ クト し , 録音 
する と と が で き , めん どう な アー ム 操 作 は 完全 に 無 
視 で きま す 。 
































ぐ シ ンク ロロ 録音 プ レイ コン ピュ ー タ エディ ッ ト 端 子 > 
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コン ピュ ー タ エディ ッ ト 機 構 (テー プ と ディ スク 
の セレ クト スイ ッ チ が あり , て の 場合 ディ スク 側 ) と 
いう の も シン クロ プレ イ と 同様 の 機能 で す 。 デ ッ キ 
側 の 録音 ポー ズ が スイ ッ チ 1 つ で ワン タッ チ 動 作 と 
な っ て いま す が , その 他 の 動作 は シン クロ 録音 と 同 
じ 手 法 と な っ て いま す 。 


ロン ヒュ ー ダ ー 
編集 ウフ 
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ラン ダム 選曲 ププ エディ ティ ング 機構 








通常 は テー プ に 録音 され て いる 曲 順 に 再生 され ま 
す が , マイ コン 搭載 機 に な っ て か ら 登場 し た と の ラ 
ンダ ム 選 曲 機能 を 利用 する と と に より , 自分 の 好み 
の 曲 順 に 再生 する と と が 可能 な も の で す 。 曲 順 の カ 
ウン ト は 曲 間 の 無 録音 部 分 (4 5 秒 必要 ) を サー 
チ す る と と に よら 実行 され る の で , テー プ も 必ず と 
の ブラ ンク を 設け た タイ プ が 必要 と な り ま す 。 

選曲 表示 は カウ ンタ の 指示 を 切替 えて 行う タイ プ 
が は ほとんど で す 。 何 番 に 何 曲 目 を セレ クト し た か が 
表示 され る よう に な っ て いま す 。 別 の タイ プ と し て 
選曲 可能 数 ボタ ン が 配列 され て お り , 聞き た い 順 番 
(に そ の ナン バー の ボタ ン を 押し ます と , 押さ れ た 順 
区 デブ デ ウ プ イチ も し で く ぐれ ます 』 

選曲 数 は 10ー15, 16 曲 , リバ ー ス 側 も 含め 30 曲 ま 
で 指定 可能 と いう の も あり ます 。 
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シン クロ 録音 の 接続 例 


9】 





① 演 奏し た い 曲 が テー プ の 頭 か ら 何 曲目 な の か に よ 
っ て プロ グラ ム ス イ ッ チ の 「P」 を その 数 だ け 押 
す 。 

例え ば 1 曲 , 2 曲目 を と ば し て 3 曲目 を 再生 し た 
いと き は 3 回 押す 。 RMPS 曲 番 イン ジ ケ ー タ の 数 
字 が 一 つづ つ 増 加 し て 曲 番 を 表示 する 。 

② 選 曲 し た あと プロ グラ ム の 「SET」 を 押す と その 
と き の RMPS 曲 番 イン ジ ケ ー タ に 「1 」 が 点灯 , 
メモ リー され た と と に な る 「1」「2」「3」 と ある 
か ら 一 度 (に 3 曲 ま で メモ リー で きる 。 




































































く ラ ンダ ム 選 局 の 例 


ダブ ル デ ッ キ に は と の ラン ダム 選曲 を 利用 し た エ 
ディ ッ ト 機 構 が あり ます 。 コ ンピュータ エディ ッ ト 
(テー プ 側 , ディ スク 側 は シン クロ プレ イ 参 照 ) も 
同様 な も の で す 。 
再生 側 を ラン ダム 選曲 に て 好み の 曲 順 と し , も う 
一 方 の デッキ で ダビ ング し ます 。 シンクロ 録音 と 同 
様 選曲 し て いる 間 , 録音 側 は 約 4 秒 の 無 録音 部 分 を 
作っ た 後 , 録音 ポー ズ 状 態 と な り 次 の 曲 の スタ ー ト 
へ スタ ン バ イ と な り ま す 。 

と の 機能 を 利用 する と 何 本 か の テー プ か ら 聞 きた 
い 曲 の み セ レク ト し た テー プ も , 簡単 に 作る と と が 
で きま す 。 ま た スピ ー ド も を 定 速 と , 倍速 が あり , 倍 
速 に て ダビ ング すれ ば 時 間 の 短縮 も は か れ ま す 。 当 
然 の と と な が ら 個 人 で 楽し むための 機能 で ある こと 
を つけ 加え て お きま す 。 





録 再 オー トリ バー ス 


テー プ ェ エン ド で 自動 的 に 反転 動作 を し , 再び 再 
生 , 録音 を 実行 する と と を オー トリ バー ス と 呼ん で 
いま す 。 片面 で エン ドス トッ プ , リバ ー ス 再生 ・ 録 
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ぐ ラ ンダ ム 選 


音 , リピ ー ト 再生 の 切り 替え スイ ッ チ が つい て いま 
す (リピ ー ト オン の と き は メー カー に よっ て 異な 
り , 5<8 回 の リピ ー ト 再生 と , エン ドレ ス と が あ 
り ま す )。 エン ドス トッ プ 機 能 と 同様 , リー ル の 回 
転 停止 を 検出 し て 反転 動作 を 行っ て いる も の も あり 
ます 。 し か し と れ で は リー ダー テー プ 部 で の 音 切れ 
の 時 間 が 長く , 連続 演奏 で は 異 和 感 が 生じ て し まい 
ます 。 そ と で 最近 の リバ ー ス 機 で は 録 再 ヘッ ド の 左 
側 基準 穴 部 分 を 利用 し , と と に フォ ト セ ン サ ー を 設 
け , リー ダー テー プ の 透明 部 分 を 検出 する と 即 反 転 
する クィ ッ ク リ バー ス 方 式 が 採用 され て お り , 音 の 
つなが り も エン ド で リバ ベー ス す る より は は る か に ス 
ムー ス な も の に な っ て お り , と の 方 式 が 主流 と な っ 
て いま す 。 と の 機能 の 装備 に より 従来 か ら の デッキ 
と 比べ , ヘッ ド を 含む 走行 系 が 複雑 な 動作 と な っ て 
いま す 。 走行 系 に は 正 転 , 逆転 専用 の キャ プス タン 
が 用 意 さ れ て いま す 。 リバ ー ス 再生 , 録音 を する に 
は , 4 チャ ネル ヘッ ド を 利用 する , ヘッ ド を フォ ワリ 
ー ド , リバ ー ス に 合わ せ て 上 下さ せる , 180 度 回 転 
させ る 方 式 等 あり ます が , 今回 調査 し た デッキ は す 
べ て 回 転 式 が 採用 され て いま す 。 ヘ ッ ド は 消去 , 録 
再 の コン ビ ネ ー シ ョ ンタ イプ が 採用 され て お り , 正 
転 , 逆転 に 同期 し て 回 転 し ます 。 ま た 録 再 ヘ ッ ド の 
み 回 転 させ , 消去 ヘッ ド を 左右 に 固定 し た 方 式 も あ 
































り ま す 。 

と の 回 転 式 は 正 逆転 と も 同じ ヘッ ド を 使用 する た 
め , 特性 の バラ ッ キ を な くす る と と が 可能 と な り , 
安定 し た 性 能 が 得 ら れ ま す 。 

















































































リバ ー ス 録音 
[A 面 | 


(2) 























ナカ ミチ の RX-303 は ヘッ ド 部 は 従来 の まま で , 
カセ ッ ト を ホル ダー ど と 自動 的 に 反転 させ る ユニ ー 
ク な も の で す 。 


フェ ー ド イン , フェ ー ド アウ ト 機 構 


あら か じ め 指 定 し た レベ ル ま で 徐々 に 音量 を 上 げ 
な が ら 録 音 す る と と を フェ ー ド イン と いい ます 。 ま 
た 逆 に , レベ ル を 徐々 に 下げ て いき , 絞り 切っ た 所 
で 銀 音 停止 を する よう な と と を フェ ー ド アウ ト と 呼 
ん で いま す 。 とれ ら の 動作 は 特別 な 装置 が な く て も 
入力 レベ ル ボ リウ ム が あれ ば 実行 で き る 操作 で す 。 
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リバ ペー ス 握 一 ド スイ ッ チ 
こう: AB 再生 の の ち B 面 テー プ 

エン ド て 停止 
て こう :AB 面 エン ドレ ス 再 生 







































































@ ス キッ プス イッ チ "ON" の 
40 秒 以上 の 無 録音 部 が あ 
自動 的 に テー プ エ ン ド ま で 
送り され て リバ ー ス 再生 。 
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スモ ー ド スイ ッ チ 
ーー の ] .A つ B 面 録音 の の ち B 直 
テー プ エ ン ド て 停止 









































ぐ オ ー ト リバ ー ス の 例 > 


いき な り 大 き な レ ベル で スタ ー ト し た ら り , 突然 音 
が 切れ る と いう の は 不 自 然 で す が , フェ ー ド イン , 
アウ ト を 実行 する と と で , 柔らか な イメ ー ジ に する 
と と が 可能 と な り 便 利 な テク ニッ ク と いえ ます 。 

録音 を スタ ー ト させ て か ら 徐 々 に レベ ル を 上 げ る 
と と や テー プ エ ン ド で テー プ の 残 量 を 見 な が ら の フ 
ェ ー ド アテ ウト 操作 と けっ と う や っ か いな も の で す 。 

と れ ら の 動作 を ワン タッ チ で 実行 し て くれ る の が 
フェ ー ド イン , アウ ト 機 構 で す 。 ス イッ チ (フェ ー 
ダ ・ ボ タン ) に より , 電子 式 ア ッ テ ネ ー タ の コン ト 
ロー ル を 行う も の で , ワンタッチ で イン , アウ ト 動 








| オー ト フ ェ ー ド イン | 





に 23808 | 





し た 線 着 euir ! ボ か ん ま 和 WP 


AUTO FADER AUTO FADER 


」 ボ タン を 押す 。 

















ぐ オ ー ト フェ ー ド イン , オー ト フ ェ ド アッ ウト の 構成 > 
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作 が 可能 と な っ て いま す 。 


また フェ ー ド アウ ト 後 約 4 秒間 の 無 録 音 部 分 を 経 
過 後 , 録音 ポー ズ 状 態 と な り , マイ コン に よる 各 サ 
ー チ に 必要 な ブラ ンク 部 分 も ちゃ ん と 用 意 し て くれ 
雪 す 。 

REV 機 で は さら に オー ト フ ェ ー ダ 機構 付 も あり 
ます 。 往復 録音 時 巻き 終り 10~20 秒 手前 で フェ ー ド 
アウ ト し , 反転 し ます 。 今度 は フェ ー ド イン 動作 に 
入り も と の レベ ル ま で 上 昇 し ます 。 さ ら に 巻き 終り 
で フェ ー ド アウ ト と すべ て 自動 で や っ て くれ る も の 
で す 。 と の 操作 も ワン タッ チ で 可能 な も の で , 再生 
時 と の 機能 の 応用 と すばやい 反転 と の コン ビ で スム 
ー ス な つなが り を 見 せ て くれ ます 。 フ ェ ー ド イン , 
アウト の 時 間 は メー カー に よっ て 異な っ て いる よう 
で す 。 ナ カミ チ の RX-303 の 1 >2 秒 と ヤマ ハ K- 
750 の イン 8 秒 , アウ ゥ ト 4 秒 と 一 般 的 に も と の 辺 の 
範囲 と 見 て よさ そう で す 。 











ミキ シン グ 


シン グル デッキ の 場合 マイ ク を 使用 する と ライ ン 
入力 が 切れ る よう に な っ て お り , デッキ の み で は ミ 
キシ ング は で きま せん 。 
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く ヤ マハ の 例 > 
フェ ー ダ ボタ ン の 使い 方 の 例 





ボタ ン を 押す と , REC の インジケータ 
が つき 録音 え スタンバイ 状態 に な る 。 と の 
状態 で 録 埋 レベ ル を 調整 する 。FADER 
ボタ ン を 押す と 録音 に 入る 。 



































ダブ ル デ ッ キ の 場合 ほとん どの 機種 が 可能 で あ 
り , ミ キシ ング は 中 心 的 機能 の 一 種 と いえ そう で す 。 
片方 で テー プ を 再生 し , それ に 合わ せ て マイ ク で 
歌う ある い は 演奏 を する と も う 一 方 の デッキ で ミキ 
シン グ 録 音 が で きる マイ ク と テー プ の ミキ シン グ 。 
ライ ン 入 力 と 片方 の テー プ 再 生 と の ミキ シン グ , 
ライ ン 入 力 と マイ ク と の ミキ シン グ 再 生 , 音 録 と 以 
上 3 種類 の タイ プ で 可能 と な っ て いま す 。 

マイ ク は し L, R の 中 心 セ ンタ ー マ イ クタ イプ と な 
っ て いま す 。 テ ー プ と の ミキ シン グ の 場合 NR 回 路 
は OFF 状態 (ダビ ング 時 も 同様 ……NR を 使用 し た 
テー プ は その まま の 状態 で 他方 に 録音 され る た め ) 
と な る の で , 使用 する 録音 済 の テー プ は NR を 使 
し な い テ ー プ の は ほう が 自然 な 感じ に な り ま す 。 












































レベ ルイ ンジ ケー タ 


イィ インジケータ 部 の 中 で は レベ ル メ ー タ が 代表 的 な 
も の で し ょ う 。 最近 は バー グラ フ 式 の メー タ が 非常 
に 多く 見 られ ます 。 特 性 的 に は 応答 が 速く , 信号 の 
瞬時 の レベ ル を 指示 する ピー ク メ ー タ に 向い て いる 
の と , ピー ク 値 を ホー ルド で き , 最大 レベ ル が チェ 
ッ ク し や すい と いう メリ ッ ト が あり ます 。 表 示 面 の 
スペ ー ス も 針 式 と 比べ 多少 , 少な く て 済む の も を 機能 
の 増え た カセ ッ ト デ ッ キ に は 便利 な も の と 言え そう 
で す 。 指示 は ピー ク 方 式 で , . 指 示 範囲 は ー20( 一 40, 
ー30)dB ン 十 8( 十 6, 十 10)dB 前 後 と な っ て いま す 。 
セグ メン ト 数 は 7 24 ク ラス て 機種 に よっ て か な り 
の 幅 が あり , 入力 レベ ル が 自動 調整 タイ プ の デッキ 
の 場合 目安 的 な 表示 と な っ て いる も の も あり ます 。 
表示 素子 は LED, FL (蛍光 表示 ) 管 等 が 使用 され 
で いま す 。 EE 管 作 プシ ャ ラ ソ ント クリ ドア 
ー ド か ら な っ て お り ま る で 三 極 管 並 の も の で す 。 フ 
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ァ ラ メン ト か ら の 電子 が アノ ー ド に 塗っ て ある 蛍光 
床 に 当り 発光 する も の で す 。 また , FL 管 の 場合 細 
か く 見 える の も あり ます が , 3 て 4 ブロ ッ ク が 1 ス 
テッ プ と な っ て 移動 し て いま す 。 また 基準 レベ ル 
『0” の 位置 は メー カー( に よっ て 異な る 場合 が あり 
ます 。 説明 書 の レベ ル 設 定 の 説明 を 目安 に 各 テ ー プ 
に よる 最適 値 を 見 つけ る の も $ 重 要 な ポイ ント で し ょ 
う 。 各 セレ クタ の ポジ ショ ン , 機能 の 表示 を メー タ 
部 と 一 体 に し た 集中 ディ スプ レイ タイ プ の デッキ も 
多く 見 られ ます 。 











9 ウン タ 


大 きく わけ る と , メカ 式 と 電子 式 と に な り ま す 。 
メカ 式 は 従来 か ら 使用 され て いる も の で 3 桁 表 示 が 
一 般 的 と 言え を ます 。 カウ ンタ の 回 転 を 検出 し て いる 
パブ 軸 が 2 回 転 で 1 カウ ント する よう (に セッ ト さ れ 
で いま す 。 メ カ 式 と いっ て も 負荷 的 に は 軽く な っ て 
ちり , 走行 系 の グレ ー ド アッ プ も あり 精度 的 に も よ 
% な っ て いま す 。 SW 付 タ イプ で は メモ リー スト ッ 
プ (実際 に は 999 で スト ッ プ ), プレ イ 機 能 を 持た せ 
で いる の も 多く 見 られ ます 。 し か し 中 級 機 ク ラス か 
ら の も の を 見 る と 電子 式 (ダブ ルカ セッ ト デ ッ キ に 
計 メ カ 式 が 多い ) が 圧倒 的 に 多く な っ て いま す 。 表 
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ぐ レ ベル イン ジ ケ ー タ の いろ いろ > 


示 は カウ ンタ ー LED や FL 管 表 示 タ イプ と な っ て 
いま す 。 電子 式 に も いく つか の カウ ント 方 法 が あり 
ます 。 ハ ブ 軸 の 回 転 数 を その まま 表示 する も の で 桁 
数 は 4 桁 表 示 が 多い よう で す 。 カッ ント 方 式 は 従来 
の も の と 同一 で す が カ ウン ト 回 数 は 多く な っ て いま 
す 。 テープ の 種類 (C60 と か C90・C46, 太 ハ ブ 用 
等 ) に よる 切替 え ス イッ チ を 設け , 使う テー プ ポ ジ シ 
ョ ン ( に セッ ト し 走行 させ る と , その テー プ の 残 量 時 
間 を 分 秒 に て 表示 し て くれ る の で , あと 何 分 録音 で 
きる か の モニ ター に な り 便 利 で す 。 必 ず タ イプ 別 切 
替え スイ ッ チ を 正しく セッ ト す る 必要 が あり まず す 。 
と れ が 違う と 表示 も まっ た く 違 っ た 時 間 を 検出 し て 
し まい ます 。 ま た 同じ タイ プ の テー プ で も を 多少 時 間 
の ズレ が 生じ ます 。 と の 方 式 は 最近 時 間 別 の 種類 が 
多く な っ て き て お りす べ て 対応 させ る と な る と 上 難 
し い 面 も 出 て いる よう で す 。 カ ウン ト す る だ け の も 
の と 残 量 方 式 と の , セレ クト 機能 を 持た せ た も の も 
あり ます 。 別 の 方 式 と し て 分 秒 で 表示 する リニア カ 
ウゥ ンタ を 使用 し て いる も の が 多く 見 うけ られ ます 。 
検出 は 左右 の ハブ 軸 の 回 転 数 か ら で す が , 前 述 し た 
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よう な テー プ の 切替 え SW は つい て いま せん 。 て と の 
まま の カウ ント だ と 走行 時 間 の 表示 を 示し ます 。 リ 
ニア カウ ンタ を 使用 し て いる デッキ は ブラ ンク リサ 
ー チ 機能 な ど と の 併用 で テー プ 残 量 表示 機能 を 持っ 
て いま す 。 カウ ンタ 表示 の 他 に ラン ダム 選曲 等 の 
メモ リー 表示 と し て の 用 途 を 持た せ た も の も あり ま 
す 。 使 用 し て みて 非常 に 便利 な と の リニア カウ ンタ 
も , スト ッ プ ウォ ッ チ で は な い の で , 多少 の 誤差 が 
出る の は 仕方 の な いと と ろ で す 。 











バイ アス 敏 調 


バイ アス に も 直流 と 交流 方 式 の 2 種類 が あり ます 
が , ひずみ が 出 な いと と か ら 交 流 バ イア ス 方 式 が 採 
用 され て いま す 。 信号 を ひずみ 少な く 記 録 す る の に 
どう し て も 必要 な も の で , 普通 60-100kHz 位 の 周 
波数 が 使用 され て いま す 。 ヘ ッ ド 流れ る バイ アス 
電流 は 使用 する テー プ の 種類 に よっ て その 値 は 変化 
し , ノー マル より は クロ ー ム , さら に それ より メタ 
ル と 電流 は 増え て きま す 。 ひ ずみ , 周波 数 特性 等 , 
総合 的 に 満足 する ポイ ント (に セッ ト さ れ ま す が , 電 
流 を 少な く (バイ アス を 浅く する ) し て いく て 高 域 
が 上 り , 多く 流し て いく (バイ アス を 深く する ) と 
高城 が 下っ て きま す 。 バ イア ス は 少な くし て いく と 
ひずみ は 増加 する 方 向 に あり ます 。 ひ ずみ 率 を 満足 
する 範囲 内 で の バイ アス の 徴 調整 で も れ ば , 使用 テ 
ー プ に より , より ベス ト な 状態 , ある い は 自分 の 好 
み に 合 わせ た 補正 が 可能 で 便利 な も の と な り ま す 。 
と うし て みる と バイ アス 敏 調整 機構 (ボリ ウム ) は 
一 種 の イコ ライ ザ の よう な も の と も いえ まし ょ う 。 
マニ ュ ア ル で は ボリ ウム 1 個 (セン ター で フラ ッ 
ト , 左 で 後 く , 右 回 転 で 深く な る ) で ヒヤ リン グ に 
て 調整 する も の と , レベ ル メ ー タ を モニ ター と し , 
バイ アス 調整 , イコ ライ ザ 調 整 (個々 に 小型 ボリ ウ 
ム が あり スイ ッ チ に て 固定 と 調整 用 の 切替 え が つ い 
て いる ) まで フロ ント パネ ル で 気軽 に セッ ト で きる 








タイ プ も あり ます 。 徴 調整 機構 と は いえ ませ ん が , 
マイ コン に よる 自動 バイ アス 調整 も ありま す 。 簡単 
な ボタ ン 操 作 で , 短 時 間 に 使 用 する テー プ の 最適 値 
(に セット する も の で す 。 

と の 機能 を 使用 する と 多 品種 カセ ッ ト テ ー プ も す 
べ て 完全 に セッ ティ ング する と と が 可能 と な り ま 
っ 





























タイ マー と り モ コン 


タイ マー 機能 は カセ ッ ト デ ッ キ に お いて す で 常 
識 的 存在 の よう で す 。 ほ と ん どの モデ ル に 控 載 され 
て いま す 。 留 守 録 音 , 目覚 し 再生 等 は 録音 か 再生 か 
を セレ クト する と と と , レベ ル の セッ ト の み で 後 は 
すべ て タイ マー 側 で 電源 を コン トロ ー ル し て くれ ま 
す 。 注意 と し て は 電源 の ON プ OFF を 使用 テー プ 
より 長め に セッ ト す る と と で す 。 リ バー ス デ ッ キ を 
使用 する と 長 時 間 録 音 も 可能 で す 。 

リモ コン は デッキ の リヤ パネ ル (C8 ピ ン の コネ ク 
タ が 用 意 さ れ て お り , と と に 接続 する と と に より 剖 
隔 操作 が 可能 な も の で す 。 テ ー プ 操作 の み と , レベ 
ルコ ント ロー ル ま で 可能 な も の も あり ます 。 テ レビ 
(こよ く 見 られ る ワイ ヤレ スリ モコ ン は まっ た く な い 
わけ で は あり ませ ん が 数 は 少な いよ う で す 。 





























録音 用 オー ト ア ッ テ ネ ー タ 
(レベ ルコ ント ロー ル ) 


デッキ 内 部 で 録音 レベ ル が 自動 的 に コン トロ ー ル 
され る た め , 録音 レベ ル ボ リウ ム が リヤ パネ ル に セ 
ッ ト さ れ た も の や , まっ た く < 用 意 さ れ て いな い 機 種 
が あり ます 。 

オー バー 入力 が ある と , その 入 カ レベル に 応じ て 

















ぐ 剖 S ペ ー 
NHt ミコ テー 党 肖 嘩 薄 > 















ぐ タ イマ ー 録 音 , 再生 スイ ッ チ の 例 


sa4ON 貞 OFF 


TIMER 
REC OFF PLAY 
MEN 2 中 和 0 Neo 





く タ イマ ー 録 音 , 再生 スイ ッ チ の 例 > 





自動 的 に 録音 レベ ル を 下げ る よう な 機能 を 持た せ て 
いる も の で す 。 オ ー ト コン トロ ー ル と は いえ 当然 検 
出 範囲 が あり , 入力 レベ ル が 大 きす ぎる と ひ ず ん だ 
り , 異 和 感 を 生じ た り し ます 。 マ イク 使用 で の 録音 
・ ミ キシ ング の 突然 の 過大 入力 は ひずみ や 不 自然 さ 
を 持た せる の で 注意 が 必要 で す 。 

過大 入力 が あっ た と きのみ 作動 する タイ プ の 他 
に, オー ト ア ッ テ ネ ー タ , 過大 入力 に 応じ て 入力 レ 




















REC LEVEL 


十 





ッ 


REC LEVEL 











オー ト ア ッ テ ネ ー タ の 例 (ソニ ー の 例 ) 


) AC コ フ セ フ ト ヘ へ 


し し し O 6 
に 天 SBLL に き 間 2 


JAC コ フ セ ン フント ヘ へ 









O 










REC OFF PLAY 






ぐ タ イマ ー 録 音 , 再生 の 構成 例 > 

ベル の 減衰 量 を 可変 する も の が あり ます 。 レ ベル は 
減衰 する 側 に の み 働 くも の で , 過大 入力 が な く な っ 
た と し て も 元 の 設定 し た レベ ル に は も どり ませ ん 。 
と の 場合 の 基準 レベ ル は テー プ の タイ プ 別 (ノー マ 
ル , クロ ー ム 等 自動 セレ クト ) の 標準 最大 レベ ル に 
セッ ト さ れ て いま す 。 使用 法 と し て は , 初め の 設定 
を 少し 高め に し て お き , と の オー ト ア ッ テ ネ ー タ を 
利用 する と 自動 的 に 適正 値 ま で レベ ル を 下げ て くれ 
ます 。 

と れ ら の 機能 を 応用 する と と に より , 簡単 な レベ 
ル チ ェ ッ ク と テー ブ プ 操 作 の み で ミス の な い 録 音 が 可 
能 に な り ま す 。 




















そ の 他 


本 来 の 録音 ・ 再 生 と いう 機能 に アク セ サ リ ー 機 能 
を た くさ ん 持た せ た 多 機能 デッキ が 多く な っ て いま 
す 。 今 まで 取り 上 げた 他 で 主 な も の を 見 ます と , 次 


く 軸 @ の この 忌 > 





9/ 






















































































平 送り 





送り 




















ET 
ぎら 


ざら 
NN 届 届 














LTF 






































LT ] 
T 
LF + 














べく イン デック スス キャ ン の 説明 > 





ブラ ンク サー チ ( ス キッ プ )…… 途 中 まで 録音 され 
て いる テー プ や 途中 ブラ ンク の ある テー プ を 再生 し 
た と き , ブラ ンク 部 分 (10-15 秒 以上 に な る と 動作 ) 
を 飛び と し て 次 の 曲 の 頭 か ら 再 生 と な り ま す 。 リバ 
ー ス 機 で は テー プ エ ン ド ま で 早送り され る と 反転 し 


の よう な も の が あり ます 。 

ミュ ー ジ ックス キャ ン (イン デック ス or イン ト 
・ ス キャ ン )…… 曲 の 初め の 部 分 を 約 10 秒 程 再生 
し , 早送り と と の 動作 を くり 返す も の , 聞き た い 曲 
を さがす の に 便利 で す 。 














世 











































































































圏 MQJS(Music Quick Jumping Selector) の 使い 方 


































































































く 飛 越 選曲 で 再生 中 の 後 の 曲 


の 検出 が 終る と [| MQJS 





















































を 聞く 場合 > 


98 









































< トリ ォ KX 一 880SR> 



































QJS は ミュ ー ジ ッ ク テ ー プ な ど に 録音 され て いる 各 曲 の 初め の 部 分 を さがし だ し , そこ か ら 自 動 的 に 演奏 を 始め 
る 装置 で ある 。( 今 聞い て いる 曲 か ら 16 曲 先 ま た は 15 曲 手前 まで の 希望 の 曲 の 初め の 部 分 を さがす こと が で きる 。) 
まず , 〔PLAY) ボ タン を 押し て 再生 状態 に し ます 。 

和 今 聞 いて いる 曲 を と ば し て 次 の 曲 を 聞く と き …… [FF J ボ タン を 1 回 押す 。 

回 今 聞 いて いる 曲 を 最初 か ら も う 一 度 聞く と き …… LREW〕 ボ タン を 1 回 押す 。 

工 | 今 聞 いて いる 曲 を と ば し て 3 曲 先 を 聞 《 と き …… 〔FF J ボ タン を 3 回 押す 。 

D| 今 聞い て いる 曲 を と ば し て 3 曲 前 を 聞く と き ……【〔REW 〕) ボ タン を 4 回 押す 。 

@ [| MQJS|] カウ ンタ ー は, 曲 問 を 検出 する と 右側 の 数 字 が 減っ て いく 。 


カウ ター は リア ー テ デー プ カ ウ シタ ー に 切り 換わる 。 


ぐ 飛 越 選 局 で 再生 中 の 先 の 曲 を 
聞く 場合 > 











ぐ 有 艇 面 フ ルリ ピー トン > 


\V ゾ 


く 巻 き 戻 し 再生 > 

て 次 の 曲 の 頭 か ら 再 生 を し て くれ る も の で す 。 

MS ドラ プー ジン ジグ グ ey カセ ッ ト ハ ー フ の 検出 
究 よ り テ ー プ の 種類 を ノー マル , クロ ー ム , メタ ル 
等 自動 的 に 検出 し , バイ アス , イコ ライ ザ を 自動 的 
に セッ ト す る も の で す 。 

片面 フシ アリ ピー ト ……| FEF と REW ボタ ン を 同時 
に 押す と と に よら 片面 フル シリ ピー ト プ レ イ と な り ま 
す 。 回 数 は 最大 , 6 回 くり 返さ れ ま す 。 


スイ ッ チ が 単独 に 設け て ある の と , プレ イボ タン 
INDEX 
ヽ SCAN / 





レン 
































ぐ ヾ ャ キキ XN 出さ ツン 








ぐり ピー トス イッ チ ツ > と の スイ ッ チ を ON に する と 1 [ 
生 す る 。 ま た と の スイ ッ チ が ON に し て ある と き , 
ラム 再生 を する と プロ グラ ム さ れ た 曲 を その 順序 通り 繰り 返す 。 


ナマ ルデン 





検 角 論 消 防 上 用 


ぐ オ ー ト テー プ セ レク タツ 


を 兼用 し て いる も の と あり ます が , 1 曲 リ ピー ト 機 
能 も あり , 連続 くり 返し は フル リピ ー ト 同様 , 6 回 
程度 まで で きる も の で す 。 

飛び 越し 選曲 …… 各社 独特 の 名 称 が つい て いま 
す 。 再 生 状 態 か ら 早 送り ボタ ン を 飛び 越し た い 曲 数 
の み 押 すこ と と に よっ て 自動 選曲 し ます (再生 中 の 曲 
より 前 後 ど ちら の 方 向 に も 可能 で す )。 

録音 を や りな お し た いと き , ワン タッ チ で テー プ 
巻き も ど し , リー ダー テー プ を 過ぎ た と と ろ で 録音 
停止 状態 と な る 機能 で , 専用 の ボタ ン を 装備 し て い 
る も の と , 巻き も ど し ボ タン を 利用 する も の が あり 
吉 芝 っ 

NR で は ドル ビーB だ 加え C を 内 蔵 し た も の が は ほ 
主導 二 で 記 
































1 再生 り 。 て 
Ss 
巻き 戻し 走行 方 向 











リピ ー ト 再 
ラン ダム プロ グ 











7 の 9 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































700 














カラ フル な イメ ー ジ を も つ ダ ブル カセ ッ ト デ ッ キ 
で す 。 デ ッ キ 1 は 再生 専用 機 で , Il が 録 再 機 と な っ 
て いま す 。 フ ロン ト パ ネ ル の 下部 に つき 出 た オペ レ 
ーション 機能 方 式 は 同社 独特 の スタ イル で す が , 使 
っ て みる と な か な か 楽 な ちの で す 。 , 

ヘッ ド は 4 チャ ネル が 採用 され て お り , | か ら I 
へ の ダビ ング スピ ー ド は 定 速 と 倍速 の 2 種類 が 選択 
可能 と な っ て いま す 。 倍速 で の ダビ ング で あれ ぱ , 
4 チャ ルネ 同時 コピ ー が 可能 で 時 間 の 短縮 が で きる 
便利 さ が あ り ま す 。 ま た , A 面 ,。 B 面 を 別々 に コピ 
ー も 可能 で ダブ ルカ セッ ト な ら で は の 機能 が いっ ぱ 
とめ うど で / の で す 。 

バイ アス 敏 調整 ボリ ウム が つい て いる の で ヒヤ リ 
ング に て 好み に 応じ て バイ アス の セッ ティ ング が で 
きる の も コピ ー 時 に 大 い に 効 果 的 な も る の で す 。 
10 個 の ボタ ン が 並ん だ プロ グラ ム ス イ ッ チ が つい 
て お り , ラン ダム 選曲 が 可能 で す 。 選曲 順 は LED 
の 点滅 に よっ て 指示 し て くれ , 好み の 曲 順に ダビ ン 
グ が 可能 で す 。 ま た テー プ と マイ ク の ミキ シン グ も 
で き , ダブ ル の メリ ッ ト を 十分 に 発揮 し て くれ る 機 
BE が 豊富 な モデ ル で す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.038 あ (WRMS), 周波 数 特性 20 
ー18, 000Hz 0dB (EIAJ,。 メタ ル ), S/N 57dB 
(EIAJ, メタ ル ), 73dB (ドル ビーC, メタ ル ), 寸 
法 420W x102H x320.4DGmm), 重 さ 約 5.6kg。 
































HilltffttttttittHHHHHHHHHEHHHHHHHIHIHHHHIH ItttttittitttttitttttHttttHHHHHiHHHHtHHHHHHEHHHHHHHHHHHHHHNHHIHIIHHITIHHIIHUIHHT 





























































































































TNI mm 人 蘭 84, 800 














同社 の 誇る ツィ ン フ ィ ー ル ドス ー パ ペーGX ヘッド 
を 搭載 し , 3 ヘッ ド と 同等 の 性 能 を 得 て い ます 。 

赤外線 セン サー に よる クィ ッ ク リ バー ス 機 構 を も 
リバース 機 で . フォ ワー ド , リバ ー ス 共 テ ー プ 走 
行 の 安定 性 を 改善 し , 到 方 同一 条件 と な る よう 設計 
され た BSP メカ が 搭載 され て いま す 。 

本 機 も マイ コン に よる 多 機 能 デ ッ キ と な っ て いま 
す 。29 曲 中 か ら 30 回 自分 の 好き な 曲 順 で 再生 が 可能 
な RPP (ラン ダム ・ プ ログ ラム ・ プ レイ ) シス テム 。 
早送り し な が ら 曲 の 始め を 再生 し て くれ る イン トロ 
スキ ャ ン シ ス テム , また と の 時 の 再生 時 間 を 1 <29 
秒 の 範囲 で 設定 で きる の が 曲 の 内 容 に よっ て は 実に 
便利 で す 。 

前 後 1 曲 の 頭 出 し 再生 の IPLS, 約 8 秒間 の 無 録 
音 部 を 飛び 越し て 次 の 曲 の 頭 か ら 再 生 す る ESPS 機 
能 , テー プ を 一 方 に 巻 取 り , 自動 的 に 再生 を 始め る 
オー ト プ レ イシ ステ ム 等 アク セ サ リ 機能 も 充実 し た 
も の で す 。 

ドル ビーB, C タ イプ に 加え , 広 ダ イナ ミッ クレ 
ンジ を 持つ dbz ノ イズ リダクション も 搭載 され て い 
ます 。 2 色 ピ ー ク メー タ を 含め , FL 管 に よる カウ 
ンタ その他 の 表示 が 見 や すい 集中 表示 タイ プ で す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.05 多 (WRMS) 0.07 (W・ 
Peak, EIAJ), 周波 数 特性 20<19, 000Hz 上 3 dB 
(EIAJ, メタ ル ), SN 56dB (EIAJ, メタ ル ), 
消費 電力 17W。 寸法 440Wx105H xX288D(mm), 
重 さ 約 5kg。 





















































jintttttttttttItHHHHHHIHHHHHHHHTHIHHHHHIIHHHIIIHIIHHHHHIHE TimiltttittHHtHHHHIHHHHHIEHIIHEHHHHHHT IIHITTIITIIIUIITI 





im 人 葵 74, 800 









































ドル ビーB, C に 加え 同社 独 目 の アド レス も 装備 
し て いま す 。 デ ザイ ン 的 に は シン プル さ を 持 た せ て 
いる よう で す 。 本 機 も マイ コン を 駆使 し た 多 機 能 性 
(デザ イン か ら 受 ける 以上 の 機能 を 持っ て いま す ) 
デッキ と 言え ます 。MQJS (Music Quick Jumping 
Selector), 再生 時 FF, REW ボタ ン を 必要 数 押す 
と と に より , 現在 聞い て いる 曲 か ら 16 曲 先 , また は 
15 曲 手前 まで の 希望 する 曲 の 初め の 部 分 を 簡単 に さ 
が し 出す と と が で きま す 。 サー チ 中 は プレ イ LED 
が 点滅 し , カウ ンタ (通常 は リニア カウ ンタ ) で 何 
曲目 を 選曲 中 か を 表示 し て くれ ます 。 

MQJS と 同様 操作 ボタ ン を 利用 する と と に より , 
1 曲 リ ピー ド 再 生 , 片面 フル シル リピート 再生 , テー プ 
途中 まで 再生 し て いる 時 頭 ま で 巻き 戻し て その まま 
再生 を くり 返す な どの 動作 を 行う こと が で きま す 。 

曲 の 頭 の 部 分 を 約 10 秒 再生 し な が ら 早 送り を くり 
返す イン デック スス キャ ン 再 生 , 1 分 以上 の 無 録音 
部 分 を 検出 する と その 部 分 の 初め に 戻り , 約 4 秒 の 
ブラ ンク を あけ て 停止 する ブラ ンク サー チ 機 能 も 装 
備 し て いま す 。 ま た 録音 中 に REW ボタ ン を 押す と 
と に より , 録音 開始 位置 まで ワン タッ チ で 戻す こと 
が で きる , 録音 一 発 と り 直 し も 便利 で す 。 

ワッ フラ ッ タ 0.04 め (WRMS), 0.07 め (W・ 
EIAJ), 周波 数 特性 35 こ 17, 000Hz 土 3dB (メタ 
ル ), SN 55dB (EIAJ), 消費 電力 23W。 寸 法 420 
Wx113H x267D (mm), 重 さ 5.2kg。 
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左側 デッキ Q①⑪) が 再生 専用 , 右側 (2② が 録 再 と な っ て 
いま す 。 左右 共 オ ー ト リバ ー ス と な っ て お り , フォ 
ト セ ン サ ー で リー ダテ ー プ 部 を 検出 する クィ ッ ク リ 
バー ス で す 。 と れ に より 連続 90 分 の リバ ー ス 録音 , 
リバ ー ス ダビ ング が 可能 と な っ て いま す 。 

ダブ ルカ セッ ト の 威力 は テー プ と の ミキ シン グ で 
ゆあ 。 ーー ブ 上 と ライ シ 入 力む を テー ジミ キシ ジ シシ 
グ 録 音 で きま す 。 ラ イン の か わり に マイ ク を 使え ば 
マイ ク と テー プ の ミキ シン グ が 可能 で す 。 

モー ド ボ タ ン を リピ ー ト に する と , テー プ 1 の み 
で の リピ ー ト 動作 に 加え , テー プ 2 も 使用 する と と 
に より , 1 か 2, 2 か 1 へ の リレー 再生 を 4 往復 連 
続 再 生 が 可能 と な り ま す 。 

どん な 曲 が 入 っ て いる か チェ ッ ク す る の に 便利 な 
曲 の 頭 の み 再生 し な が ら 早送り する AMCS 機能 を 
持っ て いま す 。 再 生 中 や , AMCS 動作 中 に AMCS 
・STAND-BY ボタ ン を 押す と , 再生 中 の 曲 の 頭 ま 
で 巻き 戻し て ポー ズ 状 態 に な り ま す 。 

同社 の シン クロ 録音 コー ド 付 き プ レー ヤ を 接続 
(リヤ パネ ル の シン クロ 端子 ) すると, デッキ を 録 
音 ポ ホー ズ と する の み で アー ム の アッ プ ダ ウン で 録音 
ポー ズ を 自動 的 に 行っ て くれ ます 。 自動 的 に 5 秒間 
の 無 録音 部 を 作る オー トス ペー ス 機 構 も 装備 。 

ワウ フラ ッ タ 0.05 多 (WRMS)0.1 あ (W・Peak, 
EIAJ), 周波 数 特性 30 て 16, 000Hz エ 3 dB(EIAJ, 
メタ ル ), SN 55dB(EIAJ メ タル ), 消費 電力 35 
W, 寸法 418Wx115H X336D (mm), 重 さ 6.9kg。 
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ブラ ッ ク フ ェ イ ス で , 実際 より も 大 柄 な イメ ー ジ 
を 受け ます 。 

A, B デ ッ キ 共に 録音 が 可能 で , し か も 録音 , 再 
生 共 ワン タッ チ で で きま す 。A デ ッ キ , B デ ッ キ の 
独立 操作 , A, B 両 デッキ 同時 に 同じ ノース の 録 
音 。 2 台 の シリ ー ズ 動作 。A デ ッ キ か ら B デ ッ キ へ 
の ダビ ング , さら に マイ ク を 使っ て の マイ ク と A デ 
ッ キ テー プ と の ミキ シン グ が で きま す 。 ま た マイ ク 
は ライ ン 入 力 と の ミキ シン グ も 可能 と な っ て いま 
す 。 マ イク は 左右 の セン ター に 位置 し た 定位 と な っ 
て いま す 。 同社 の コン ピュ ー タ エディ ッ ト 端 子 の つ 
いて いる プレ ー ヤ と の シン クロ 録音 も で き , プレ ー 
ヤ で の ラン ダム 選曲 を 利用 する と 曲 順 を 任意 に 選ん 
で の テー プ 編 集録 音 が で きま す 。 テ ー プ 間 の 編集 録 
音 機能 も 持っ て いま す 。A デ ッ キ で 15 曲 まで ラン ダ 
ム 選 曲 が で き , それ を 3 曲 ま で メモ リー 可能 で す 。 
と うし て 順番 を 決め た も の を B デ ッ キ に 録音 する と 
きま する 

テー プ 速 度 4.8cm/s。 ワウ フラ ッ タ 0.04 必 以下 
(WRMS), 周波 数 特性 3018, 000Hz 土 3 dB( 一 
20VU メタ ル ), SN 58dB 以上 (ドル ビー オフ , 
メタ ル ), 78dB 以上 ( 1 kHzZ, ドル ビーC, メタ ル ), 
消費 電力 21W, 寸法 430Wx111H xX312D(mm), 
重量 6.4kg (本 体 の み )。 
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録音 レベ ル が 最適 レベ ル を 越え た 時 , その オー バ 
ー し た レベ ル を 表示 し て くれ る ディ ジタル レベ ル モ 
ニタ ー が 捨 載 さ れ て いま す 。 録音 レベ ル は 1dB ス 
テッ プ で の 調整 が で きる も の で , 正確 な レベ ル セ ッ 
ト を 可能 に し て いま す 。 ま た 録音 べ バランス, ライ ン 
出力 (ヘッ ド フ ォ ン レベ ル ) も 直読 で きる ディ ジ タ 
表示 も 装備 され て いま す 。 回 転 式 ヘ ッ ド の 採用 と , 
売 外線 セン サー に よる リー ダー テー プ 検 出 方 式 ク ィ 
クリ バー ス と な っ て いま す の で , 反転 時 の 音 切 れ 
恋 目 立ち ませ ん 。 フ ェ ー ド イン , フェ ー ド アウ ト が 
ンタ ッ チ で 可能 な オー ト フ ェ ー ダ 機能 , 録音 レベ 
シシ が 最適 レベ ル を 越え た 時 自動 的 に 必要 量 減衰 させ 
くれ る オー ト ア ッ テ ネ ー タ 機能 を 持っ て いま す 。 
訂 音 レベ ル , バラ ンス , ドル ビーB, C, OFF, ラ 
ィ ン 出 力 レ ベル , オー ト ア ッ テ ネ ー タ ON ノ OEF の 
科 項 目 を テー プ タ イ プ 別 に A, B の 2 種類 合計 8 種 
摂 の 内 容 を メモ リー で き , バッ クア テッ プ 電 池 に て メ 
モリ ー は 保持 され て お り , その 都度 各 項 目 の セ ッ ト 
必要 が な く 便 利 で す 。 テ ー プ 操作 内 容 を 8 ステ ッ 
プ ま で 予約 し , 連続 動作 可能 を 装備 。 

カセ ッ ト ハ ー フ の ガタ ツキ を 押さ える カセ ッ ト ス 
ビラ イザ 装備 し て いま す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.04 (WRMS) 0.06 多 W (EI 
AD), 周波 数 特性 30 こ 17, 000Hz 土 3 dB( メ タル ), 
S/N56dB (NR オフ , EIAJ, メタ ル ), 72dB( ド ル 
ピーC, メタ ル ), 消費 電力 26W, 寸法 430Wx105 
皇 X275D(mm), 重 さ 約 6.2kg。 
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非常 ヒコ ン パ クト な ダブ ルカ セッ ト デ ッ キ で す 。 
ボン ネッ ト 後 部 に 2 個 の ダイ レク トコ ネ ク タ が つい 
て いま す 。 同社 の 同じ 接続 コネ タク を 持つ アン プア, 
チュ ェ ュー ナ を マコ ョ ー ド な し で ダイ ツレ クト し つなぐ た 
め の も の で す 。 コ ン パ クト 性 は と れ ら の 機器 と の 組 
み 合 わせ か ら も き て いる も の で し ょ う 。 コ ン サ イス 
シリ ー ズ で 本 機 を 使用 する 場合 , プ レー ヤ に シン ク 
ロ 端 子 が つい て いる と アー ム の アッ プ ダ ッ ウン で 録音 
OFF, ON が で きる シン クロ 録音 が 可能 で す 。 

自動 録音 調整 回 路 が 内 蔵 さ れ て お り , 録音 レベ ル 
は 自動 的 に セッ ト さ れる た め , ボリ ウム は リヤ パネ 
ル に つい て いま す 。 適性 最大 録音 レベ ル を 越え る と 
自動 的 に レベ ル を 適性 値 ま で 下げ て くれ ます 。 コ ン 
トロ ー ル する レベ ル に も る 限度 が あり 大 き 過 ぎる 時 や 
逆 に 小さ すぎ る 時 レベ ル ボ リウ ム を 使え る よう に な 
っ て いま す 。 通常 の 録音 で は まず ボリ ウム の 可変 は 
不要 で す 。 ダ ビン グ は 倍速 で も 可能 と な っ て いま 
す 。 テ ー プ 1 (再生 専用 デッキ ), 2 と マイ ク の ミキ 
ウン グ 至 生 , テー ブユ 1 ご ど マ イグ ク の ミキ シン ジグ デー ヴ 
2 に 録音 する と と も 可能 で す 。 マ イク は 中 心 に 定位 
し た セン ター マイ ク と な っ て いま す 。 頭 出し 後 自 動 
再生 の ミュ ー ジ ッ ク セ レク ト , 巻き 始め か ら 再 生 す 
る リ ワ イ ンド オー ト プ レ イ 機 能 ち あり ます 。 

ワウ フラ ッ タ 0.05 (WRMS) 0.1(W・Peak 
EIAJ), 周波 数 特性 40 ン 16, 000Hz エ よ 3 dB, (EIAJ 
メタ ル ), SN 57dB (EIAJ, XAIH), 66dB (ドル 
ビーB, XAI), 消費 電力 12W, 寸法 315WX116 
HHx243DGmm), 重 さ 約 4.6kg。 
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定 電 流 駆動 IC が 採用 され て お り , D レ ンジ の 改 
善 , 位相 劣化 , 電流 ひずみ の 抑圧 , 録音 ヘッ ド と D 
C 直 接 な どの 特徴 を 持っ て いま す 。 

DPSS (ダイ レク ト ・ プ ログ ラム ・ サ ー チ ・ シ ステ 
ム ) 機能 を 搭載 。 本 機 が マイ コン を 使用 し て 行っ て 
いる 機能 の 総称 で す 。 飛越 選曲 は , 再生 中 の 曲 よ 
り , 片面 で 。 これから 再生 する 方 向 へ 16 曲 , 再生 し 
終え た 方 へ 15 曲 の 選曲 が 可能 と な っ て いま す 。 選曲 
中 は 何 曲 目 を サー チ し て いる か カウ ンタ に 表示 され 
ます 。 再生 中 に プレ イボ タン を 押す る と と に より 1 
曲 リ ピー ト が 可能 で す 。 連続 16 回 くり 返す て と が で 
きま す 。 FF, REW ボタ ン を 同時 に 押す と と に よ 
り , 片面 フル リピート と な り ま す 。 そ の まま の 動作 
で 16 回 くり 返さ れ ま す 。 リ ピー ト 中 10 秒 以上 の ブラ 
ンク が ある と , 自動 的 に 次 の 曲 の 頭 ま で 早送り と な 
り ま す 。 

レベ ル メ ー タ は ピー ク 指 示 ピ ー ク ホー ルド 付 で , 
0 dB 以上 は 赤 表 示 の FL 管 で す 。 一 20~ 十 9dB ま 
で を 18 ス テッ プ で 表示 し て くれ ます 。 各 操作 部 が 整 
然 と 配置 され て お り 使 いや すい デッキ で す 。 

ブラ ンク サー チ , イン デック スス キャ ン , 録音 中 
REW ボタ ン を 押す と と に よる 録音 と り 直 し 機能 な 
ど が あり ます 。 

ワウ フラ ッ タ 0.027 あ (WRMS), 0.054 少 (W・ 
Peak EIAJ), 周波 数 特性 20 こ 21,000Hz +3dB 
(EIAD, SN 57dB (メタ ル , EIAJD), 74dB ( ド 
ルビ ーC), 消費 電力 25W, 寸法 440Wx111Hx 
322D(Gmm, 最大 寸法 ), 重 さ 5.9kg。 
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実績 の ある 片道 走行 の メカ 方 式 を 取り 入れ た リバ 
ー ス 機 。 ナ カミ チ 独 自 の ユー ディ レク ショ ナル ( 片 
道 走行 ) オー ト リバ ー ス 機 で す 。 走 行方 向 を 変え る 
の で は な く , カセ ッ ト ハ ー フ その も の を 自動 で 反転 
させ る 方 式 で 実に 素早 い 動 作 を し て くれ ます 。 

アッ プ , ダウ ン 2 種 類 の マス ター フェ ー ダ ボタ ン 
が あり , アッ プ で フェ ー ド イン , ダウ ン で アウ ト の 
コン トロ ー ル が 2 段階 の 早 さ で 操作 で きま す 。 オ リ 
ジ ナ ル テ ー プ 作り に 効果 的 な 機能 で す 。 オ ー ト フェ 
ー ド 機構 が あり , と の スイ ッ チ を 使用 する と と に よ 
り , オー トリ バー ラス 録音 時 , A 面 リー ダテ ー プ 手前 
約 20 秒 点 で フェ ー ド アッ ウッ ト , 反転 し て フェ ー ド イン 
で 録音 を 続け る も る の で つなが り が な め ら か で す 。 と 
れ を 再生 する 時 も と の 機 能 を 使う こと で , 録音 時 と 
同じ 動作 を し て くれ ます 。 オ ー ト レッ クス タン バイ 
機構 は 録音 を や り 直 し た い 時 や , 最初 か ら 録音 を し 
た い 時 に 使う と 便利 な も の で す 。 テ ー プ の 初め まで 
巻き 戻し リー ダテ ー プ を パス し 6 秒 の 無 信 号 部 を 作 
っ た 後 ス タン バイ と な り ま す 。 リバ ー ス 側 か ら 録 音 
し た い 時 に も 使え ます 。 バ イア ス 徴 調 ボ リウ ム , 40 
秒 以 上 の 無 信号 部 分 を 早送り する スキ ッ プ 機構 , サ 
ブ ソ ニッ ク , MPX フィ ル タ も 装備 し て いま す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.04 少 (WRMS), 0.08 あ (W・ 
Peak), 周波 数 特性 20 こ 20, 000Hz (一 20dB), S/ 
N 68dB (ドル ビーC, ZX テ ー ブ ), 62dB (ドル ビ 
ーB, ZX テー ブ ), 消費 電力 28W, 寸法 450Wx 
144H x300D(Gmm), 重 さ 約 10kg。 
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リバ ー ス 方 式 は 録 再 ヘ ッ ド が 180 度 回 転 す る タイ 
プ で す 。 再 生 , 録音 (リボ ン セ ンダ スト ), 消去 に 
専用 ヘッ ド を 使用 し た 3 ヘッ ド で す 。 

使用 テー プ を ベス トコ ン デ ィ シ ョ ン に セッ ト で き 
る オー ト BLE 機能 を 持っ て いま す 。 この 動作 は ボ 
炎 ン で ソン タッ チ で で き , カウ ンタ に し て 15 カ ウン 
ト 程 度 の 短い 時 間 で 完了 し , も と の スタ ー ト 点 ま で 
戻っ て スト ッ プ する 便利 な 機能 で す 。 

カウ ンタ は 4 桁 表示 で , 一 般 カ ウン タ 表 示 と , テ 
ー プ 残 量 表示 と の 切り 替え 付き と な っ て いま す 。 残 
量 表 示 の 場合 は (テープ の 長 さ を セレ クト する 必要 が 
あり ます 。 LED に よる バー グラ フレ ベル メー タ は 
大 型 で 見 や すい も の で す 。 2 色 表 示 で 0dB 以上 に 
つい て は ピー ク ホ ー ル ド 機 能 付 き と な っ て いま す 。 
曲 の 初め の 部 分 を 再生 し て は 早送り を くり 返す イ 
ン デ ックス スキ ャ ン , 早送り し 次 の 曲 の 頭 出し 後 再 
生 , また ブラ ンク 部 分 を 早送り する MS/SKTP 機 
能 も も ち , 無 録音 部 分 を サー チ し て くれ る ブラ ンク 
サー チ , くり 返し 演奏 が 楽し め る ミュ ー ジ ッ ク リ ピ 
ー ト 機能 も 持っ て いま す 。 

ドル ビー は B, C が 内 蔵 さ きれ て お り , FM の 19 
kHz の パイ ロッ ト 信 号 を カッ ト す る MPX フィ ル タ 
も あり ます 。 

ワウ フラ ッ タ 0.03(WRMS), 0. 08 あ (W EIA 
了 , 周波 数 特性 20 こ 19, 000Hz 土 3dB (EIAJ, メ 
タル ), SN 56dB (EIAJ, メタ ル ), 75dB (ドル 
ビーC, メタ ル ), 寸法 420W x120H 355D(mm), 
重 さ 7.2kg。 


TTTTITIHITIIIIDIITTTTTTTT 






































Thmm い mhmh い mm いい mm 








コン パク ト ボ ディ で ブラ ッ ク フ ェ イ ス の 精 埋 な テ 
が イン を ああ モ デ ッ ルン 宮 す 。 ル ペル ジョ シン キー 人 研 シ 
ロン ト パ ネ ル 下 部 に まとめ られ て お り , イジ ェクト 
は ホル ダー の コー ナー を 押す 方 式 と ユニ ー ク な も の 
で す 。 録音 再生 が 可能 で , フォ ト セ ン サ ー 検 出 に よ 
る クィ ッ ク リ バー ス メ カ が 2 人 台 搭 載 さ れ て いま す 。 
ヘッ ド は 回 転 式 が 採用 され て いま す が , 消去 は 左右 
固定 と な っ て いま す 。 

C90 テ ー プ を 使用 し ます と , | , I の 両 デ ッ キ の 
連動 録音 に より 連続 3 時 間 と いう 長 時 間 (留守 録 も 
可能 ) 録音 が で きま す 。 今後 予想 され る FM 多 局 化 
時 代 の エア チェ ッ ク に は 非常 に 効果 的 と いえ まし ょ 
う 。 両 デッキ で 同じ ソー ス を 同時 に 録音 可能 。 ボ タ 
ジュ 1 つ で の スラ フタ ッ チ ダビ ツゲ が も で で きま 9。 

デッキ 1I で 好き な 曲 を 聴き な が ら デ ッ キ [で ライ 
ン 入 力 か ら の 裏 録音 が で きる の も 便利 で す 。 

シン クロ 端子 が つい て いる の で 同社 の プレ ー ヤ と 
の シン クロ 録音 も 可能 と な っ て いま す 。 

早送り ボタ ン と プレ イボ タン を 同時 に 押す と と に 
より , 曲 の 頭 出 し 再生 が で きる ミュ ー ジ ックス キャ 
ン 機能 . サー チ 機 能 に 必要 な ブラ ンク を 自動 的 に 作 
れる オー トレ ッ ク ミ ュー ト , ドル ビーB, C (切り 
替え ) な ども 装備 され て いま す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.05 あ (WRMS) ょ 0.1 (W・ 
Peak, EIAJ), 周波 数 特性 30<16,000Hz 3dB 
(EIAJ, メタ ル ), SN 54dB (EIAJ, メタ ル ), 
69dB (ドル ビーC), 消費 電力 17W, 寸法 340WX 
118H X294D(mm), 重 さ 5.7kg。 
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回 転 式 ペ ヘッ ド を 採用 , フォ ト セ ン サ ー に よる クィ 
ッ ク リ バー ス 機 能 を 持っ た オー トリ バー ス 録 再 方 式 
の カセ ッ ト デ ッ キ で す 。 

テー プ の 未 録音 部 分 の 残 量 時 間 を 分 , 秒 単位 で 表 
示す る 未 録 音 部 残 量 表示 が スイ ッ チ の み で 簡単 に で 
きま す 。 と の 機能 は 新しい テー プ の 残 量 表示 に も 使 
用 で きる も の で す 。 と の 機能 を 使用 し て 録音 する と 
テー プ エ ン ド で フェ ー ド アウ ト し , 反転 する と フェ 
ー ド イン し な が ら 録 音 を 続け て くれ る の で より 自然 
な つなが り を し て くれ ます 。 フ ェ ー ダ ボタ ン が 用 意 
され て お り , 録音 ポー ズ か ら の フェ ー ド イン , 任意 
の と と ろ で フェ ー ド アウ ト (アッ ゥ ト 後 約 4 秒 で 録音 
ポー ズ と な り ま す ) する と と が 可能 で . と れ ら の 機 
能 は 録音 時 に 大 変 便利 な も の で す 。 

最大 15 曲 まで 自由 な 曲 順 で 再生 で きる ラン ダム プ 
ログ ラム 再生 が 可能 で す 。 メモリー の 曲 順 は カウ ン 
タ に て 表示 され ます 。 テ ー プ 再生 ・ 録 音 が 終了 する 
と ライ ン 入 力 に 入っ て いる ソー ス に 切り 替わる オー 
ト ソ ー ス チェ ンジ 機構 も エ ユニー ク な も の で す 。 

1 曲 リ ピー ト 再 生 と 共に , プロ グラ ム さ れ た 曲 を 
リピ ー ト 再生 する と 最高 165 回 まで くり 返さ れ ま す 。 
スピ ー カ 端子 が 装備 され て お り , 簡易 モニ ター と し 
て 使用 で きま す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.04 あ (WRMS), エ 0.08 (EIA 
了 , 周波 数 特性 30 こ 19,000Hz エ 3dB( メ タル ー20 
dB), S ノ N 55dB (NR ォ フ EIAJ), 72dB( ド ルビ ー 
C, ク ロー ム ), 消費 電力 18W, 寸法 435WX113.5 
Hx302.5D(mm), 重量 5.5kg。 




















TUTTI いい mm い mmm いる いる れ わ イツ つ lhlmniUUUIUIUUUUUUUUUUUU 








mimimmutmneereiiiinttttiiiirttttttttttittduuduttttittitititti 6 論 74, 800 


706 
































フロ ント パネ ル 中 央 に ディ スプ レイ (FL 管 表示 ) 
オペ レー ショ ン キ ー を 配 し , 左右 に テー プ 1, 2 と 
2 台 の メカ を 装備 し た ダブ ルカ セッ ト デ ッ キ で す 。 
テー プ 1 は 再生 専用 機 で テー プ 2 が 録 再 機 で す 。 

シン プル な デザ イン で 外観 か ら 受 ける イメ ー ジ よ 
り 軽 量 な モデ ル で す (強度 的 に は 全く 問題 あり ませ 
ん )。 ダブ ルカ セッ ト の 威力 は テー プ か ら の ダビ ン 
グ と ミキ シン グ で す 。 と の モデ ル は , テー プ と ライ 
ンジ , テー プ と マイ ク の みな ら ず , テー プ , ライ シン 大 
力 ,。 マ イク と の 3 つの ソー ス を ミキ シン グ 録 音 で き 
る ユニ ー ク な も の で す 。 

DRPS (ディ ジタル ・ ラ ンダ ム ・ プ ログ ラム ・ セ 
レク タ ) 機能 が あり ます 。 と れ は 15 曲 を 聴き た い 順 
(に ラン ダム に セレ クト が で きる も の で す 。 ま た テー 
プ 1 で 選曲 し な が ら ダ ビン グ で きる 編集 録音 が 可能 
と な っ て いま す 。 と の DRPS は カウ ンタ (カウ ンタ 
は 従来 か ら の メカ 式 と 同じ カウ ント 方 式 で す ) に よ 
り , 順番 曲 順 が 表示 され , プレ イ に 入る と 曲 順 表示 
が され ます 。 タ イマ ー ス イッ チ に オー ト REW と ロ 
ング プレ イ ( タ イマ ー 動 作 時 の ロン グ プ レ イ は 不可 ) 
モー ド が あり , 前 者 は チープ エン ド で REW し 再度 
の プレ イ す る も の で , ロ ング プレ イ は 1, 2 デッキ 交 
互 に 8 回 合計 16 回 の ロン グ プ レ イ を する も の で す 。 

ワウ フラ ッ タ 0.04 あ (WRMS), ェ 0.09 め め (W 
Peak, EIAJ), 周波 数 特性 30 こ 16, 000Hz よ 3dB 
EIAJ, メタル), SN 58dB(EIAJ, メタ ル ), 
72dB( ド ルビ ーC), 消費 電力 21W, 寸法 435WX 
110H x273D(mm), 重 さ 4.7kg。 
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ビデ オカ メラ スイ ッ チ ャ ー 
の 生ま れ た 背景 





2 カメ ラ 撮 影 は , 従来 , 業務 用 
の 外部 同期 が か か る カメ ラ と SEG 
(Special Effect Generator) , 
較 記 て は 。 ブ レーム シシ ング 量 す イ 

月 が 必要 で し た 。 
いずれ も , シス テム で 数 100 万 円 


と て も アマ チュ ア の 手 が と どく 機 
示 と は いえ ませ ん で し た 。 

区 か し, 一 方 で は , 1 台 の か カメ 
アア で は , どう し て も 映像 が 単調 に 
蘭 っ だ り , カメ ラ 撮 り で , タブ ー 
と され て いる , か べ ぬ り パ ン (第 
1 図 )., ブ ラン コ ズ ー ム (第 2 図 ) 
を 避け られ な い 状 況 に 追い 込ま れ 
切 し まい ます 。 

革 の よ うな と き , サブ カメ ラ に 
罰 り 替え , 時 間 を か せ ぎ , メイ ン 
カメ ラフ は , 構図 を 整え を , ピン ト を 
放 確 に 合わ せ , パン や ティ ルト を 
する 場合 な ら リ ハー サル まで 完了 
て か ら , 再び メイ ンカ メラ に 戻 
し て 収録 を すれ ば , 
睡 き 生き と し た 構成 で 番組 づく り 
蘭 C さ る と いう こと は 。 マニ ア の 
訪 な ら 容 易 に 想像 が つく と 思い ま 
ます 。 
放送 司 か ら 送 られ て くる 生 番 組 
紅 , すべ て 数 吾 , 多い と き は 数 10 


= 数 1000 万 円 の 費用 が 必要 と な り , 


ミス の 少な い , 





双 の カメ ラ を , ディ レク ター の 指 
示 の も と に 切り 替え た , リア ル タ イ 
ム で 映像 が 作り 出さ きれ て いま す 。 
ある 時 間 に 生 き て いる カメ ラ は 
1 棒 間 は (オー バー ジッ ク や イオ 
プ の 場合 は 数 台 同 時 に 生き て いる ), 
あと の カメラ は 。 いつ オシ エア ー 
され て も 良い よう に , 構図 を 固め , 
水準 を と り , ピン ト を 合わ せ , デ 
ィ レ クタ ー の 指示 を 待っ て いま す 。 
この よう に , 常に スタ ン バ イ 0 
K の カメ ラ が ある た め , 野球 や テ 
ニス な どの 実況 放送 で も 不 自然 な 
み カメラ ゾー みな し で 放 開 する さち 
が 可能 な の で す 。 

し か し , この よう に 複数 カメ ラ 
の 切り 替え を し て , 画面 が 乱れ な 
いた め に は , きび し い 条 件 を 満た 


す 技 術 的 な バッ クア ッ プ が 必要 と 


平塚 臣 


2 59 

音声 の 場合 は , 2 本 の マイ ク か 
ら の 音 を 切り 替え た り , ミッ クス 
する こと は , 単純 な スイ ッ チ や 〒, 
物理 的 に 結合 する ミキ サー が あれ 
ば , いと も 容易 に で き て し まい ま 
す 。 

し か し 映像 の 場合 に は , 非常 に 
精度 の 高い タイ ミン グ が 必要 と な 
り ま す 。 

日 本 (米国 も 同じ ) の 放送 は , 
NTSC と いう 条件 に 合っ た 映像 を 
流し , それ を 受け る テレ ビ も , 録 
画す る VTR も, 家庭 用 の カメ ラ 
の 場合 に も , その 条件 に 合わ せ て 
作る 必要 が あり ます 。 つ まり NTSC 





〔 第 1 図 ] か べ ぬ り パ リ 


左右 に カメ ラ を 振る こと を パン ニン 
グ と いう が , 必要 以上 に パン ニン グ 
を 行っ て 画面 が 左右 に ゆれ た よう に 
な る こと を か べべ ぬり パン と いう 。 


〔 第 2 図 ] 
ビデ オカ メラ に は 6 倍 前 後 の ズ ー ム 
が つい て いる が , 1 つの 画面 で ズー 
ム を 操作 し て アッ プ に し た り ワ イド に 
し 過 幸 る と ど を ブラ ンコ ペー と いき 3 。 
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偶 ィ ー ル ド 走 査 奇 フ ィ ー ル ド 走 査 
ーー 
Pe 中 ーー デニーーー 

8 { 
。 邊 ーー ベーーー 

ーー ド 

人 
〔 第 3 図 」 NTSC 方 式 の し くみ 


と は , 映像 信号 の 「 搾 」 の よう な 
も の で す 。 

その 条件 と は , 

1 ) 1 秒間 に 30 フ レー ム の 映像 で 
構成 きれ て いる 。 

2 ) 1 フレ ー ム は 525 本 の 走査 線 で 
書か れ て いる 。 

3 ) チラ ツキ 防止 の た め , 飛び 越 
し 走査 と いう 手法 を 使っ て いる 。 
その た め 1 フ レー ム は , 262.5 本 
の あら い 画 面 (フィ ー ル ド ) 2 枚 
で 構成 され , 見 か け 上 は , 1 秒 に 
60 枚 の 画面 か ら な っ て いる 。 

つま り 1 秒 に 15,750 回 (525 本 







同期 信号 | | 回 期 信 呈 





同期 信号 発生 問 


(外部 同期 方 式 ) 


(第 4 図 ] 走査 の タイ ミン グ を 合わ せる 方 法 


X30 回 ) 走査 し て , 映像 を つく る 
こと に な り ,。 2 至 の カメ ラ を 切り 


替え た り , 合成 し た りす る た め に 


は , 走査 の クイ ミン グ が ピッ タリ 
合っ て いる こと が 最低 条件 で す 。 
走査 の タイ ミン グ を 合わ せる 方 
法 は 2 つ あ り ま す 。 
( 1 ) 外部 同期 方 式 
同期 信号 発生 機 (通常 は SEG ) 
か ら 同 期 信号 を 2 吾 の カメ ラ に 送 
り , この 同期 信号 を 基準 と し , カ 
メラ の 撮像 管内 の 電子 ビー ム を 走 
査 さ せる, いわ ゆる 外部 同期 方 式 
で す 。 
( 2) フレ ー ム シン クロ ナイ ズ 方 
式 5 
基準 カメ ラ の 走査 の タイ ミン グ 
に サブ カメ ラ を 合わ せる た め , サ 
プ カ メ ラ の 画像 を , フレ ー ム ご と 
メモ リー に 貯め 込ん で , 基準 カメ 
ラ の 走査 の タイ ミン グ に 合わ せ て 
呼び 出す , その た め 大 容量 の フレ 
ー ム メモ リー が 必要 と な り ま す 。 
第 1 , 第 2 いずれ の 方 式 も 現在 
の と ころ , 高価 で コン シュ ー マ 用 
と し て は , 商品 化 き れ て いま せん 。 
この よう な 状況 の 中 で , ビデ オ 
カメ ラス イッ チャ ー, VCS-100 は , 
ベー タマ ックス の マイ クロ TP 回 





(A カ メラ と タイ ミン グ 合 わせ ) 


(フレ ー ム シン クロ ナイ ズ 方 式 ) 
















路 の 性 質 を 巧み に 利用 し , 従来 の 
家庭 用 カメ ラ 2 吾 を 切り 替え , 記 
録 き れ た 映像 は , 乱れ な いと いう 3 
性 能 を ね ら っ た 商品 で す (ソニ ニ 
以外 の カメ ラ で は 完全 に 動作 し 
い 場 合 が あり ます )。 

ビデ オカ メラ スイ ッ チ ャ ー 還 
の 
画 一 








外部 同期 が か か ら な い 2 吾 の 
メラ を 映像 の 乱れ な し で 切り 替 
70o 

これ は , 技術 屋 に と っ て 夢 の 
うな 話 で し た 。 も ちろ ん 前 に 紹 焦 
し た フレ ー ム メモ リー が あれ ば 筒 
単 で す が , 数 100 万 円 の 出費 を 強 
いら れ , と て も コン シュ ー マ 用 調 
し て の 商品 化 は 無理 。 

そこ で 考え だ され た の が , VTE 
の つなぎ 撮り 回 路 (マイ クロ T 
回 路 ) と の 連携 プレ ー で す 。 メ 有 
ンカ メラ で 撮影 し て いる と き は , 
VTR は メイ ンカ メラ の 喘 像 信号 箇 
同期 分 離し て , ヘッ ドド ラム の 則 
転 の 基準 信号 と し て いま す 。 サ 嗣 
カメ ラ に 切り 替え る と , ヘッ N 議 
ラム の 基準 信号 も サブ カメ ラ に 疾 
わり , 基準 信号 の 変り めで ヘッ 調 
ドラ ム の 回 転 が 不 連続 と な り , 
サブ カ 衛 


















メイ ンカ メラ 


[第 5 図 ] 2 カメ ラ と スイ ッ チ ャ ー と VTR の 天 記 








有川 


で 





旧 庄 ) まで VTR を ポー ズ 状 態 に 


題 B 回 路 で は , ポー 


症 謀 り 申 路 で は , 
証 記 秒 に な る こと が 通常 で す 。 こ れ 
呈 = その VTR が ポー ズ ボ タ ン を 押 





約 1 秒間 
語 6 凶 ] カメ ラ 切 り 替 え 時 の タイ 


ミ ジ グ チト 


間 語 おれ て し まい ます 。 


そこ で ,「 ヘ ッ ド ドラ ム の 回 転 が 
すれ 
馴 還 と 考え たわけ で す 。 

蘭 ー ク マッ クス の 場合 , ヘッ ド 


ラム の 基準 信号 へ の 追従 特性 は 





韻 へ ん 良く 0.5 秒 と か か り ま せん 。 


朋 か も ベー タマ ックス の マイ クロ 
ズ ボ タ ン を 押 
有 @ か ら テ ー プ に 書き 込み が 始ま 
回 まで 0.5 秒 以内 と すばやい た め , 
ョ ヨメ ラリ り 替 え 時 1 秒 の 映像 が 抜 
還 人 だけ で , 美しく つなが り ま す 。 
| マイ クロ TP 回 路 以 外 の つなぎ 
映像 の 抜け が 3 一 


因 ぐ か ら テ ー ブ に 記録 する まで 3 


証 5 牧 か か る た めで す 。 ま た , マ 
旧 ク コイ TP 以外 の つなぎ 撮り 回 路 
目 語 つなぎ 撮り が , 
旨 EVTR で は, 


保証 され て な 







カメ ラ の 切り 替え 
寺 上 真 - 2 > 
人 6S 100 の フロ ント 
隊 記 し 
還 詳 39,.800) 


VIDEO CAMERA SW'TCHER VCS-10Q 








お 貞 -1 か ビデ だ 当 カ メン 合 

き , 映像 が 乱れ る こと が あり ま 
す ) 

の まり い メラ スプ 羽 の 党 己 仙 。 
ベー タマ ックス の マイ クロ TP 回 
路 と の 連携 に よっ て , は じ め て 現 
実 化 し た 商品 な の で す 。 

第 6 図 は , カメ ラ 切 り 奉 
グン IS ググ ヤード @ の の 

メイ ン か ら サ プ ( そ の 逆 も 同じ ) 
へ カメ ラ を 切り 替え る スイ ッ チ に 
連動 し て , VCS-100 か ら ト リガ 
ーー 信号 を 出し ます 。 こ の 信号 で V 
TR は 一 瞬 ポ ー ズ 状態 に な り , サ 
プ カ メ ラ の 同期 信号 で 。 ヘッ ドド 
ラム の 回 転 を 整え を ます 。 ド ラム の 
回 転 が 整 うこ ろ , 2 発 め の トリ が 
ーー 信号 を VCS -100 か ら VTR に 送 
り 。 デー グ 完 訪 る 。 

とこ C が ビデ オカ み カメ ブス ネス イッチ ナ キ 
ー の 基本 原理 な の で す 。 


ま > 時 の 


j* と と スイッチャー の ビデ オシ ステ ム 


VCS- 100 の 特長 


VCS -100 は , 2 カメ ラ 撮 影 の 状 
況 を 徹底 的 に 検討 し , 必要 不可 欠 
な 機能 . よく 使う 機能 は も ちろ ん , 
カメ ラマ ン 1 人 で も , 2 カメ ラ 撮 
影 を 可能 に する た め の 機 能 ま で, 
十分 に 盛り 込ん で あり ます 。 





1 ) 撮影 場所 を 選ば な い 3 電源 
方 式 

家庭 用 電源 コン セン ト か ら は も 
ちろ ん , バッ テリ パッ ク (NP-1 ) 
や 自動 車 バ ッ テ リ か ら 電 源 を と る 
こと (DCC-2400B) も 可能 で す 。 


2) 2 台 の ビデ オカ メラ の 映像 
音声 を それ ぞ れ 独立 し て 切り 替え 
られ ます 。 

同じ 被写体 アン グル や , 距離 が 
侍 え て 撮 


違う 2 吾 の カメ ラ で 切り 替 
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< 写真 - 3 > VCS-100 の リ ヤ パ ネル 


影 する 場合 , 音 を 拾う マイ ク ま で 
変わ る と 不 自然 に な る こと が 多い 
た め , 映像 と 音声 を 独立 に 切り 替 
え 可 能 に し まし た 。 


3) メイ ン に つない だ カメ ラ の 
デン ゲイル グー で ササ グ だ る 安 
い だ カ メラ の 映像 を モニ ター で き 
ます 。 

1 人 で 撮影 する 場合 は も ちろ ん , 
2 人 , 3 人 で 撮影 する 場合 も , サ 
プ ブ カ メ ラ の 映像 を 確認 し た い 場合 
が 多く あり ます 。 そ の た め メ イン 
か て め の 選 嘩 アサ アグ ダ デ で 。 
サブ カメ ラ の 撮影 し て いる 映像 を 
チェ ッ ク す る こと を 可能 に し まし 
だ 。 

また メイ ンカ メラ の 撮影 で VTR 
が 走り は じ め る と , 自動 的 に , メ 


人 
人 





770 





イン カメ ラ の ビュ ー フ ァ イ ン ダー 
の 映像 を メイ ン に チェ ンジ させ ま 
す 。 


4 ) 録画 され て いな い カ メラ の 
モニ ター も で きる ,- スタン バイ モ 
ニタ ー 端 子 付 。 

フロ ント パネ ル の , VIDE0 ス イ 
ッ チ で 選ん だ カメ ラ と は , ちがう 
側 (録画 され な い 側 ) の カメ ラ の 
画像 を も モニ ター で きる よう 設計 
きれ で ます 


5 ) 録画 に 使わ れ て いる カメ ラ 
が サブ か メイ ン か を 常に 確認 で き 
る イン ジ ケ ー タ 付 。 バ ッ テ リ が 人 不 
品 ま る と 。 ご こめ イシ ンジ テー タダ が 高 
減 し て 知ら せま す 。 


(第 7 図 】 
結婚 式 で は サブ 
カメ ラ は 固定 し 
て , メイ ンカ メ 
ラ で 映像 に 変化 
を つけ る 


6 ) 持ち 運び に 便利 な , 肩 か 縛 
ベル ト 付 キャ リン グ ケ ー ス 付属 。 


VCS-100 の 使い 方 





一 

VCS -100 は , 2 カメ ラ 撮 影 を 稀 
果 的 に , し か も 使い 易く する た 纏 
数 々 の 機能 を 盛り こん で あり ま 再 
この 項 で は , これ ら の 機能 を い 交 
に すれ ば 有効 に 活用 で きる か を 縮 
介 い た し ます 。 


1 ) 結婚 式 の 場合 


カメ ラ 撮 影 の 中 で , 絶対 に 失 剛 
が 許さ れ な い イ ベン ト の 一 つ に 幼 
婚 式 が あり ます 。 こ の 結婚 式 を 計 
台 の カメ ラ で 撮影 する と , 全く 上 
調 な 映像 と な り , し か も , カ < ペ 次 
り ッ パン 。 ブラ ンコ ズー ム の 連続 炎 
な っ て し ま う こと は , 撮影 経験 
な ら だ れ し ゃ 感じ た こと だ と 骨 計 
ます 。 

その 理由 は 結婚 式 は 話 中 心 で 置 
行 す る た め , 撮影 の セオ リー で 8 
る VTR を 止め , アッ プ で ピン ト 座 
わせ , ワイ ド に 引い て 構図 を 決 
る と いう テク ニッ ク が 使え な M 調 
た PO ま 。 

つま り , 話 が 一 段落 する まで 記 
どん な に 画面 が た いく つ に な っ 調 
も , VTR を 廻し 続け な く て は い 請 
な い 。 前 記 の よう な テク ニッ クタ 訪 
知っ て いて も 使え な いわ け で 鍵 

し た が っ て 1 吾 の カメ ラ で 撮 還 
する に は , アッ プ し な が ら , 
ト を ズバ リ と 合わ せ た り , 構図 太 
リハ ー サ ル な し で 決め る だ け の 騙 
が 必要 に な り ま す 。 

と ころ が , VCS-100 を 使う , 
カメ ラ 撮 影 で は , サブ カメ ラ を 訪 
嫁 , 花 婚 に 固定 し て お き , メ 1 
カメ ラ で 式 の 進行 に 治っ た 映像 較 
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[第 8 図 〕 
幸 影 し ます 。 メ イン カメ ラ で 映像 
を アッ プ し た り , 構図 を 変え た り , 
楼 写 体 を 変え た い 場 合 は , 一 旦 サ 
ブ カ メ ラ に 切り 替え , 時 間 を か せ 


回 いで, メイ ンカ メラ を セッ ト す る 


に と が 可能 で す 。 

も ちろ ん , その 場合 , メイ ンカ 
馬 ラ の 電 子 ピ テー アテ イン ダー で 
サブ カメ ラ の 撮影 状態 を チェ ッ ク 
還る こと も で きま す 。 

また , 友人 の 祝辞 中 話 の 内 容 
に よっ て 花嫁 と 話 手 の 間 を 何 度 も 
往復 パン する と いっ た 見 ぐる し い 
映像 を 避け , メイ ン と サブ カメ ラ 
の スイ ッ チ ング 撮影 する と いっ た , 
テレ ビ 番 組 で 使わ れ て いる よう な 
画面 作り を 可能 に し ます 。 

この よう な 撮影 を, VCS -100 を 
使え 々 ば, カメ ラマ ン 1 人 で も で き 
議 す '。 

も ちろ ん , サブ カメ ラ に も カメ 
ラマ ン が 付け ば , より 効果 的 な 映 
像 が 得 ら れる こと は 容易 に 想像 が 
つく と 思い ます 。 
理想 的 に は , カメ ラマ ン 2 人 と 
ディ レク ター 兼 ス イッ チャ ー の 操 
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発表 会 な ど 舞台 を 撮る と き は 前 に サブ カメ フ を 較 定 する 


作 係 と いう , 


2 ) バレ ー, ピア ノ の 発表 会 の 場合 


バレ ー や ピア ノ の 発表 会 で は , 
会 の 進行 中 会 場 を 歩く こと は , で 
きる 限り 避け ね ば な り ま せん 。 特 
に カメ ラ を 持っ て 歩き まわ る こと 
は , 絶対 に 許さ れ な いで し ょ う 。 

その た め , 1 か 所 か ら カ メラ を 
固定 し て 撮影 する こと に な り ま す 。 
し か も 結婚 式 同様 。 バレ ー や ピア 
ノ の 発表 会 で も , 音 中 心 に 進行 す 
る た め , VTR を ポー ズ し て ピン ト 
を 合わ せる と いう テク ニッ ク は 使 
えま せん 。 し た が っ て , こ の 場合 に 
も , 2 カメラ 操 作 が 大 変 威力 を 発 
揮 致 し ます 。 

サブ カメ ラ で 舞台 全体 を 撮影 で 
きる よう 固定 し て お き , メイ ンカ 
メラ で 主役 を 追っ た り , アン グル 
を 変え た たり し た 映像 を 撮り , メイ 
ン , サブ の カメ ラ の 組み 合わ せ で , 
変化 に と ん だ 撮影 が で きま す 。 









〔 第 9 図 ) テニ ス , 
3 人 で チー ム を 組め 
ば , プロ 顔負け の 結婚 式 撮影 テー 
MG で きる で bt。 


= アプ アプ ァ 
ンプ 
ピン タク ーー 
22 ググ ッッ ンー 
ンー 


= プ 
ンク ン 
グン 
ズン プッ 


ZZ ァ 


ゴル フ を 撮る と き は 2 方 向 か ら 
3 ) テニ ス の クリ ニッ ク 用 


メイ ンカ メラ を 正面 か ら , サブ 
カメ ラ を サイ ド か ら プ レー や ヤー を 
狙い , 適時 カメ ラ を 切り 替え て 撮 
RE デジ Pe 性 ダ 
等 , 2 方 向 か ら の 視点 で と ら え る 
こと に より , 1 ラン クレ ベル の 高 
い 必 リ ニ ソ ツク デー ン が つく れき ます 。 


以上 の よう に , VCS-100 に よる , 
2 カメ ラ 撮 影 で は , 1 双 の カメ ラ 
で は 表現 で き な か っ た 映像 の 創作 
カ べ ぬり パン や ブラ ンコ ズー ム か 
ら の 解放 ピン ト 信 わせ や 構図 決 
め の リ ハー サル 時 間 の 確保 と いっ 
た メリ ッ ト が 生ま れ , 撮影 され た 
テー プ の 価値 を 数 段 高 め る 結果 と 
な り ま す 。 

また 従来 , 画質 劣化 と 引き 替え 
の アッ セン ブル 編集 , イン サー ト 
編集 し か で き な か っ た , 本 格 的 な . 
番組 を 事後 編集 な し で も , 2 カメ 
ラ 撮影 な ら 収 録 で きる よう に な り 
まだ 。 

(ソニ ー 株 式 会 社 ) 
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か ね て か ら 注 目 を 集め て いる “8 
ミリ ビデ オ ? は , 一 昨年 3 月 に も 
うけ られ た 8 ミリ ビデ オ 懇 談 会 で , 
約 2 年 間 に わ た っ て 規格 の 標準 化 
に つい て 審議 が 続け られ て きま し 
た 。 そ し て , この 4 月 26 日 に 開催 
され た 総会 で 従来 まで に 合意 き 
れ た 規格 案 を 正式 に 決定 し て 発表 
し た の ち , この 懇談 会 は 事実 上 終 
了 選 まし が な 。 

そこ で 8 ミリ ビデ オ と は どの よ 
う な も の か , 決定 され た 規格 を 中 
心 に その 概要 を 解説 し まし ょ う 。 


8 ミリ ビデ オ へ の 道 す じ 


8 ミリ ビデ オ の ルー ツ は , 4 年 
前 に ソニ ー, 日 立 , 松下 電器 の 3 
社 が 開発 発表 し た , カメ ラー 体型 








ビデ オ で す 。 すなわち , 80 年 7 
月 の ソニ ー の ビデ オム ー ビ ー? 
の 発表 に は じ ま り , 9 月 に は 日 立 
が マグ カメ ラ ィ 湖 。 そし て 。 理 
年 2 月 に は 松下 電器 が “マイ クロ 
ビデ オ ” を 発表 し まし た 。 各 社 の 
開発 し た ビデ オ の 仕様 は 第 1 表 の 
と お り で す が , いずれ も 同じ よう 
な 構想 で , 

① 使 用 ビデ オ テ ー プ に は 約 統 イ 
ンチ 幅 を 選び 

カセ ッ ト の 大 きき さ は, マイ ク 
ロカ セッ ト ま だ は オー ディ オカ セ 
ッ ト (C カ セッ ト ) な み 

⑧③ 回 転 ヘ ッ ド シリ ンダ を , 直径 
40mm 内 外 と し て , テー プ 走 行 メ カ 
ニズム の 小型 化 を は か り 

(④ ま た , シリ ンダ 径 を 小さ くし 

































原 正和 


た た め , ヘッ ド と テー プ の 相対 軒 
度 が 低下 し 画質 が 劣化 する た め 』 
新しく 開発 され た 次 世代 の ビデ 閉 
テー プ と 目 さ れ て いる , 保 磁 力 記 
1.000 エ ルス テッ ド 級 の 高密 度 テ 言 
ブー すなわち メ 光 ゲー ツタ 人 
は 蒸着 テー プ を 採用 する こと に 譜 
り , これ を 補う と いう も の で すき 
それ 以来 , 前 記 3 社 間 で 規格 標 論 
化 の 話 合 が 続け られ まし た が , る 
の 後 , 日 本 ビク ター と オラ ンタ 調 
フィ リッ プス 社 が 参加 し て , こ 
5 社 に より 協議 が 続け られ て , 事 
フォ ー マ ッ ト 案 の 骨子 が ま と ま 較 
"82 年 1 月 に 関係 メー カー, 業界 
の 説明 会 が 開催 され まし た 。. 










































































































































































名 称 メニ ュー 目 : 補 松下 電器 
項 ビデ オム ー ビ ピー| マグ カメ ラ | マイ クロ ビデ オ 
= 年 7 目 1 日 4 項 目 規 格 
発表 時 期 1980 年 7 月 1 日 |1980 年 9 月 16 日 | 1981 年 2 月 0 日 | R ら 。 
守 - 緒 191X171X 60mm | 237X192X76mm |229X118X67m| | 1) 記 録 方 式 | 回 転 2 ヘ ッ ド , クロ ス ア ジマ ス 記 録 
0 | 2.1kg(CPD 使 | | 2 映像 信号 | フォー マッ ト 4 NTSC,PAL 方 式 に 対し て 
量 2ke 26kg | RTgkg)| | . 配 録 式 | FM 多 度 信号 , 低 域 反 公記 
ー Pre 信号 記録 
カセ ッ ト 寸 法 56X35X13mm |112X67X13.6mm| 94X63X 14mm | フォ ー マ ッ ト B 朱 と し て SECAN 方 式 に 対し 人 
こっ 6.25mm 幅 本 7 ベー スバ ンド 輝 度 色 度 信号 記 鍼 
使用 テー プ Smml 則 メタ ル 改良 酸化 鉄 Ya 内 草 alh | 固定 ヘッ ド お よび 回 転 ヘッ ド (FM PCM) 記 
シリ ン ク 笹 推定 37.5mm 44mm 40mm 人 P へ ドジ 隊 に 
テー ププ 走行 速 度 | 推定 20.2mm/S | 推定 15.77mm/ S 14.3mm/ S 1U グ 従 | 0 
っ II 分  / の = 
記録 時 間 20 分 2 時 間 2 時 間 関 Te AN りす Pt 
ラ 方 式 | 生ま 横 隊 半 ト | 「 移 生か 
キイ の 0 (CPD) (7) 使 用 タイ プ A テ ー プ (塗布 型 メ タル テー プ ) お よび 
使用 レン ズ F1.8 F1.8 F1.4 ナーズ トル プア テーブ ( 培 須 弄 オル ザー ツ ! 
ファ イン ダ |4 億 ズー ム , TTL |4 倍 ズーム, TTL|3 倍 ズー ム , TTL| | 8 テーブ 7 林 | 19m 
[ 中 5 - = デー 厚 き | SH ん 
AN テリ ュー 酸化 銀 亜 鉛 電池 | ニッ カド 電池 | ニッ カド 電池 
こ 六 モタ ド gg%6a5X1gmm 
消費 電力 DC7W DC7W DC5W 計り た ta 
【 第 1 表 ] 3 社 開発 の カメ ラー 体型 ビデ オ の 仕様 一 覧 〔 第 2 表 」 8 ミリ ビデ オ 規 格 の 概要 
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ビデ オ 内 の テー プ ガ イド 
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〔 第 1 図 〕 
その 結果 , 今後 , 規格 の 検討 を 
まり 幅広 くす すめ て いく た だ た め に , 
ij82 年 3 月 に は 8 ミリ ビデ オ 懇 談 
会 が 設立 され , 今日 に いた っ た と 
いう わけ で す 。 
この 懇談 会 に は は, ビデ オメ ー カ 
菩 を はじめ ,。 カメ ブラ, オーディオ, 
護 気 テー プ , 電子 部 品 メ ー カ ー と 
目 本 電子 機械 工業 会 日 本 写真 機 
還 業 会 , 磁気 テー プ 工 業 会 も 加わ 
り , 海外 メー カー を ふく め 128 社 
が 参加 し まし た 。 
ちな み に , 8 ミリ ビデ オ 懇 談 会 
の 会 則 第 3 条 ( 定 義 ) を 紹介 する と 
*8 ミリ ビデ オ ” と は , 軽量 か 
小型 の カメ ラー 体型 VTR に 適 
し た 方 式 で あり , 次 の 条件 を 満 す 
の を いう 。 
() 2 ヘッ ド へ リカ ルス キャ ン 
方 式 
本 | ダブル フラ ンジ 付き 平行 2 
リー ルカ セッ ト 
《) テー プ 幅 8mm (暫定 ) の 合 
金粉 末 テ ー プ お よび 合金 蒸着 
ッッ プ 
NTSC お ょ び CCIR 双方 同 
sa ドラム 径 
ありま す 。 


カセ ッ ト の 外観 





リー ルプ レー キ 














セン サー 光路 






誤 消去 防止 


巻い た コー ド の テー プ の 最大 直径 
第 2 図 ) カセ ッ ト の 内 部 構造 


ロニ リピ デイ の 提 析 


今回 決定 し た 8 ミリ ビデ オ の 規 
格 は ,。 つぎ の と お り で す 。 

1. 規 格 の 概要 

まず 8 ミリ ビデ オ 規 格 の 概要 を 
示す と , 第 2 表 に 示す と お り で す 。 
基本 的 に は , 8 ミリ 幅 の 高密 度 テ 
ー ゲ (メア み ル テープ と 義 者 テー ア ) 
に , 直径 40mm の 小型 シリ ンダ を 使 
用 し て VHS や ベー タ 方 式 な ど 徒 
来 の ビデ オ と 同様 に , 回 転 2 ヘ ッ 
ド で , アジ マス 記録 を 行う 方 式 で 
す 。 ヘ ッ ド と テー プ の 相対 速度 は 


毎秒 3. 8 m と , 従来 の ビデ オ の 約 
半分 と な り ま す 。 

これ ら の 諸 元 は ,。 メタ ル テ ー プ 
と 蒸着 テー プ の 期待 され る 特性 と 
従来 の ビデ オ の 長 時 間 モ ー ド の 画 
質 を 性 能 の 目標 と し て , 決定 され 
た も の で す 。 な お , この 規格 で 製 
作 き れ た 8 ミリ ビデ オ は , メタ ル 
テー プ と 蒸着 テー プ の ぃ づれ の 記 
録 テ ー プ も , 再生 可能 で な けれ ば 
な り ま せん 。 

2.8 ミ リ ビ デ オカ セッ ト 

カセ ッ ト の 大 き さ は 第 1 図 の と 
お り 95X62.5X15mm と オー ディ オ 





< 写真 -1> 1980 年 7 月 1 日 ソニ ー 発 表 当 時 の ビデ オム ー ビ ー モ デル 
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C カ セッ ト な み に コ ン パ クト で す 。 
厚 さ 13 ミクロン の 高密 度 テ ー プ 80 
m 分 を お さめ , NTSC 方 式 で は 毎 
秒 14 .83mm の テー プ 走 行 速度 で , 90 
分 間 の 記録 再生 が で きま す 。 薄い 
高密 度 テ ー プ を 扱う の で 精度 の 要 
求 き れる テー プ ガ イド ポス ト を 徒 
来 の カセ ッ ト 内 か ら ビ デオ 側 に 移 
し , まだ, 種々 の ロー ディ ング メ 
カニ ズム に 対応 で きる よう に , 広 
い 開 日 部 が も うけ られ て いま す 。 

記録 に は 短波 長 記録 帯 を 使う た め 
テー プ を チリ や 接触 か ら ま も る た 
め に , 蓋 は テー プ の 裏表 を カバ ー 
する 2 重 構造 に し て いま す 。 ま た 
テー の ウイ プ や デデデ) 厚 な で お 
自動 識別 する た め の 識 別 孔 , 繰り 
返し 使用 で きる 誤 消 去 防 止 機構 , 

テー ブ プ 紅 み 防止 機構 , 誤 挿入 防止 





] 











映像 十 FM 音 声 十 TPS 








に ーーー 5.351 一 一 過 





名 Yetor TC-2O 


VOEO で AS9ETTE 


< 写真 -2> 左 VHSーC タ イプ カセ ッ ト , 右 8 ミリ ビデ オ 用 カセ モッ ト 


機構 オー トチ ェ ン ジャ ー グ リッ 
プ な ど を そなえ て いま す ( 第 2 図 )。 
3. 記録 テー プ フ ォ ー マ ッ ト 
第 3 図 は 。 8 ミリ ビデ オ の 記録 
テー プラ フォ ー ア ヤ アット と 。 その 規格 
を 示し た も の で す 。 従来 の テー プ 
フォ ー マ ッ ト と 異な る の は , 映像 
記録 トラ ッ ク の 延長 上 に PCM 音 
声 記 録 ト ラッ ク が も うけ られ た だ た こ 
と で す 。 図 中 の TPS (Tracking 
Pilot Signal) が ,。 ビ デオ キオ ー デ 
ィ オ の エリ ア に も , PCM オ ー デ 
ィ オ の エリ ア に も 重 営 記録 され る 
よう に 設定 され て お り , いずれ か の 
エリ ア だ け を 単独 に 記録 し た 場合 
で も , トラ ッ キ ング が 完全 に 推 持 
され る よう に 配慮 され て いま す 。 
4. 映像 記録 方 式 
映像 信号 の 記録 方 式 (フォ ー マ 


さ ペーーー デ ゲー ズ 建 条 Ma 





ッ ト A) の 詳細 は 第 3 表 に 示す と 
お り で す が , これ は NTSC と P 妨 
方 式 の 記録 方 式 で す 。 輝 度 信号 を 


FM 変調 し ,。 クロ マ 信 号 は 色 各 搬 


送 波 を 低 域 周波 数 に 変換 し た 上 , 
F M 変 調 波 に 重畳 し て テー プ に 記 
録 し ます が , これ は 周波 数 が 異な 
る だ け で 基本 的 に は VHS, ベー 
方 式 と 同様 で す 。 

隣接 トラ ッ ク か ら の 輝度 信号 の 
クロ スト ー ク を 防止 する た め , 1 
対 の ビデ オ ヘ ッ ド に は 土 10" の 刀 
ジマ ス 角 が も うけ て あり ます 。 着 
お , 記録 パタ ー ン の HH アラ イメ 庄 
ト を NTSC 方 式 で は 1 H と 規定 
し て お り , VHS 方 式 と は 異な り 。 
隣接 トラ ッ ク 間 で 水平 同期 信号 が 
捕 っ て いま せん 。 し た が っ て , 記録 
ラッ ク ご と に 2》 め fi (fm は 水平 同期 


項 
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1(A) テ ー プ 幅 mm 8 
2(V, ) テ ー プ 走行 速度 mm/sec 14.345 
3( ぁ あ ) ヘ ッ ド シリ ンダ ー 径 mm 40 
4(Vi ) 相 対 速 度 mm/sec 3.8 
5(P) ビデ オト ラッ ク ピ ッ チ 〆m 20.5 
6(T) ビ デオ トラ ッ ク 幅 m 20.5 




















7(C) キ ュー 信号 用 補助 トラ ッ ク 幅 mm 0.6 
8(R) 音 声 補助 トラ ッ ク ( 縁 ガー ド 0.1mm 含 む )mm| 0.6 
9( 9。 ) ビ デオ トラ ッ ク 角 度 (テー プ 停 止 ) mm |4536" 








10(9) ビデ オト ラッ ク 角 度 ( テ ー プ 直行) 14'54 13.2】 
1(z) ビデ オ ヘ ッ ド ・ ア ジマ ス 角 度 土 10* 
2(g』 )H ア ライ メン ト 土 1H 
































8 ミリ ビデ オ の 記録 テー プ フ ォ ー マ ッ ト の 規格 


広 数 値 は NTSC 方 式 を 示す 






























































































































































本 2 ナー マッ トド A 「] 入力 信号 レベ ル (GB) 
FM 煙 度 信号 , 低 域 変換 色 度 信号 記録 ( NTSC お よび PAL 方 式 ) 0 
① 記 録 方 式 …… ガ ー ド バン ドレ ス ア ジマ ス 記 録 20 1 15 
アジ マス 角 :t10, 一 10" 了 
② 輝 度 信号 系 … エ ン フ ァ シ ス : ノン リニア エン ファ シス 計 ー10 
変調 方 式 : FM 変調 ポ 5 6 
搬送 周波 数 : 同期 先端 4.2MHz 3 
白 ピ ー ク 5.4MHz 
トラ ッ ク 間 クロ スト ー ク 除去 :0.5f」 キ ャ リア オフ ャ ッ ト 一 10 
⑧ 色 度 信号 系 … 低 域 変 換 搬送 流 8・ 
NTSC : 47.25f』( 約 743kHz ) 
PAL : 46.875f』( 約 732kHz ) 9 
トラ ッ ク 聞 ク ロス トー ク 除 去 
NTSC : CH1 一 定位 相 0 
CH2 1H ご と に 位相 反転 0.01 2 40.05 0.1 グ 40.5 81.0 頒 mw 許 
PAL :CH1 一 定位 相 周 波 数 (MHz) 
CH2 1H ご と に 位相 90'" シ フト 第 4 図 ) ノン リニア プリ エン ファ シス 特性 (輝度 信号 ) 
EN の 2 こと だ 22 マ アア 交 筆 
カラ ー バ ー ス ト 強 調 : 十 6dB 』 〔 第 5 図 
記録 電流 : 輝度 信号 と の 混 変 調 f, 一 21。 が f。 信 上 色 信 号 の 
再生 レベ ル の 一 22HB と な る 電流 レ ュ 0 4 ar 
輝度 ・ 色 度 信号 位相 差 テー プ 上 0.05s 以 下 。 宛 2 2 
で 1 ァ シ ス 特 性 
(第 3 表 ) 映像 信号 の 記録 方 式 ( フ ォ ー マ ッ ト B は 保留 ) 剛 -599 周 波 数 (kHz) 0 
周波 数 ) の キャ リア オフ セッ ト を ロス トー ク 信 号 を 圧縮 する た め , が 配置 され て いま す 。 


たせ, ビー ト 防 害 を イン ター リ 
エ ブ 効 果 で 視覚 的 に 軽減 させ て い 
本 9 。 

また , クロ マ 信 号 の 隣接 トラ ッ 
みか ら の クロ スト ー ク を 防ぐ た め 
に , 水平 走査 周期 ご と に 低 域 変換 
クロ マ 信 号 の 位相 を 180 "逆転 し て 
肛 録 する , ベー タ 方 式 と 同じ PI 方 
弐 が 採用 され て いま す 。 

また , 輝度 信号 の 記録 に は 第 4 
図 の よう に 入力 レベ ル に より 特性 
変化 する ノン リニア エン ファ シ 
る ス が, また , 色 度 信号 の 記録 に も 
欄 度 信号 と 同様 に 色 度 信号 系 の 雑 
吉 の 低減 と 隣接 トラ ッ ク か ら の ク 


m 規 格 


特に , エン ファ シス と ディ エン フ 
ァ シ ス の 考え が 導入 され て いま す 。 
その 特性 は 第 5 図 の と お り で す 。 
な お , 審議 の 過程 で は ベー スバ ン 
ド 方 式 (フォ ー マ ッ ト B) も 検討 
され まし た が , この 規格 に は 採用 
され て いま せん 。 

5. トラ ッ キ ング 方 式 

第 6 図 は 。 フォ ー マ ッ ト A と フ 
ォ ー マ ッ ト B の 記録 信号 の 周波 数 
スペ クト ラム を 示し た も の で す 。 
A 図 で 輝度 信号 の F M 側 濾 帯 の 下 
側 に FM オー ディ オ 信 号 , 低 域 変 
換 色 度 信号 , そし て , トラ ッ キ ン 
グ の た め の 4 つの パイ ロッ ト 信 号 


ドラ ッ キ ング 方 式 と し で は , 第 
4 表 に 示す と お り , 新しい オー ト 
トラ ッ キ ング 方 式 が 採用 され て い 
ます 。 こ れ は , 記録 の と き に ff 
ffs。f。 の 4 つの パイ ロッ ト 信 
号 を , A ヘ ッ ド で は ff と fs を, B 
ヘッ ド は fz と f4 と , それ ぞ れ ビデ 
オペ ヘッ ド で 映像 信号 と と も に テー 
プ に 記録 し ます 。 再 生 の 際 は , 両 
隣り の トラ ッ ク か ら ピ ッ ク ア ッ プ 
し た クロ スト ー ク の 基 が いつ も 等 
し く な る よう に , ヘッ ド の 走行 位 
相 を 調整 し て 正確 な ヘッ ド の トラ 
ッ キ ング を 行う 新しい 方 法 で す 。 し 
だ が で の デーブ ブーマ w ト 


2. 準 規格 (オプ ショ ン ) 


トラ ッ キ ング 方 式 … 4 周波 パイ ロッ ト 方 式 





① #。 シス テム … ア クチ ュ エ ー タ ベッド を 使用 する と き 。 両 へ 


パイ ロッ ト 周波 数 …f」 fosc/58 土 100Hz( 約 102kHz 
f。 三 fosc/50 土 100Hz( 約 118kHz 
f。 三 fosc/36 土 100Hz( 約 164kHz 
f。 三 fosc/40 土 100Hz( 約 148kHz 


ッ ド の 高 さ の 自動 調整 に 用 いる f。 信号 の 記 

録 領域 が 準備 され て お り (PCM ア フレ コ 領 

域 と 共用 ), その 記録 条件 は つぎ の と お り , 
⑫ f 記録 方 式 : バイ アス 記録 





) 
) 
) 
) 


パイ ロッ ト 信 号 記 録 レ ベル … 色 度 信号 電流 に 対し て 一 14 土 2dB ⑥ fs 記録 レベ ル : 色 度 信号 電流 に 対し 十 3dB 以下 
ヘッ ド と パパ イロ ッ ト 信 号 の 割当 て … CH1 : ff。 (@ fi 周波 数 : 230kHz 以下 
CH2: ff ⑨ fs 記録 領域 : ミ 3H(NTSC ) 


パイ ロッ ト 信号 の 記録 順 ……f ュ つも ーー セー 
PCM エリ ア の パイ ロッ ト 信 号 … 直 前 の トラ ッ ク の ビデ オ 領 城 


会 3.6H(CCIR ) 
②⑳ キュ ー ト ラッ ク … キ ュー トラ ッ ク の 使用 に つい て は 任意 





と 同一 の パイ ロッ ト 信号 


【 第 4 表 }] オー トト ラッ キン グ 方 式 


77$ 

















フォ ー マ ッ ト A lB| 

還 ) 工 域 変換 FM 輝度 信号 ゴ 

ドラ ジウ 席 色 度 信号 

少 少 > 人 ング ノ パパ 

イロ ッ 9 イロ ・ 

ト 信号 ト 信 
102 一 743k 








【 第 6 図 ] 記録 
信号 の 周波 数 スペ 
み ト ラム み 





ら わ か る よう に , 従来 の コン トロ 
ー ル トラ ッ ク が 省略 され て いま す 。 

な お , 準 規格 と し て ピエ ゾ 素 子 
に ヘッ ド を 固定 し た アク チュ エー 
タ ヘ ッ ド を 使用 し て , コン トロ ー 
ル 信 号 に より ヘッ ド を 回 転 方 向 に 
対し て 直角 方 向 に 上 下 に 微少 偏 位 
させ な が ら , ヘッ ド 自 身 が 記録 ト 
ラッ ク を 自動 追尾 する , ダイ ナミ 
ッ ク ト ラッ キン グ 方 式 も 示さ れ て 
いま す 。 こ の ため の コン トロ ー ル 
信号 fs は , PCM 信 号 の 記録 エリ 
ア に 記録 きれ ます 。 





























CM オー ディ オ , 



































音声 記録 方 式 

従来 の ビデ オ は 音質 が わる い の 
が 玉 に キズ で し た が , この 点 が 大 
きく 改良 され まし た 。 詳 細 は 第 5 


6. 


表 の と お り , FM オー ディ オ , P 
AUX オ ー デ ィ 
オ の 3 方 式 が 規格 化 さ れ て いま す 
が , この うち , 音声 信号 を FM 変 
調 し . これ を 映像 F M 信 号 に 重 泊 
じ で 回 半 ビ デ オペ ヘッド に より デビ 
プ に 記録 する 方 式 が 基本 と な り ま 
す 。 

これ は , 最近 人 気 を 集め て いる 


フラ フォー マット B (ベー スパ バン 
















ド 方 式 の 一 例 ) 



































(Y 信 号 を 26&H に ク 
信号 を 巡 H に 時 間 圧 縮 )R 














ベー タ 方 式 の ハイ ファ イ ビ デ オ と 
同じ 記録 方 式 で す 。 

その ほか , 音声 信号 を ディ ジ 劉 
ル 化 し て 回 転 ビ デオ ヘッ ド で 記 無 
する PCM 録 音 方 式 と , 従来 ど 門 
り テー プ の 上 緑 に 長手 方 向 に 固定 
ヘッ ド で 記録 する AUX 録 音 方 玩 
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1. チャ ネル 構成 


3. PCM オー ディ オ 


①FM オ ォ オーディオ …… 記録 方 式 : 回 転 ビ デオ ヘッ ド 
ビデ オ 信 号 と 周波 数 多重 記録 
チャ ネル 数 : 1 チャ ネル 


シス テム 胡 備 : 必 


PA 
須 


NR の 使用 : 必須 


②PCM オ ー デ ィ オ … 記 録 方 式 : 回 転 ビ デオ ヘッ ド 
ビデ オト ラッ ク の 延長 上 に 記録 


チャ ネル 数 : 2 チャ ネル 和 を 
シス テム 装備 : 


圧 意 


NR の 使用 : 必須 


90AUX ホ 9 て オッ 


AUX オ ー デ ィ オ 


記録 方 式 : 固定 ヘッ ド 


テー プ 側 端 ト ラッ ク 上 に 記録 


チャ ネル 数 : 1 チャ ネル 5・ 


シス テム 装備 : 任意 
NR の 使用 : 任意 





搬送 周 : 


2. FM オー ディ オ 
- 最大 周波 数 偏 移 














土 100kHz 


記録 電流 … 色 度 信号 電流 に 対し て 一 13dB 


ノイ ズリ ダク ショ ン (NR) シス テム 
















サン プリ ング 周波 数 …2fn( 約 31.4kHz ) 

量子 他 ビ ッ ト …10 ビ ッ ト , 10 一 8 変換 に 

より テー プ 上 8 ビッ ト 

伝送 レー ト …368fn ( 約 5.8MHz ) 

誤り 訂正 方 式 … ク ロス イン ター リー プ ブ コ 

ー ド (8 ワー ド , 2 パリ ティ ) 

誤り 検出 方 式 …CRC コー ド 

変調 方 式 … バ イフ ェ ー ズ マー ク 

テー プ 速 度 …14.3mm/S(NTSC ), 
20mm/S(PAL ) 

トラ ッ ク 幅 …0.6mm 

基準 記録 レベ ル …80m Wb/m (MP), 

16nWb/m(ME ) 











形式 …FM, PCM, AUX オー ディ オ 適 

用 型 

プリ エン ファ シス … 固 定 特性 

圧縮 比 … 2 (FM, PCM の 場合 ), 
(AUX の 場合 ) 
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〔 第 5 表 〕 音声 信号 の 記録 方 式 
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NHK と ソニ ー は 4 月 3 日 , 従来 
の ENG (ビデ オ に よる 報道 取材 ) 
用 の ベー タカ ム 方 式 イ ンチ VT 
R 一 体型 カメ ラ を 大 幅 に 小型 軽量 
化し た , 普及 型 モ デル “NEWSM 
AKER′ を 共同 で 開発 し た 則 発 表 
馬 ま し た (写真 -1)) すでに 3 月 
末 に は NHK に 一 部 納入 され て , 
諸 信 部 な ど に 配備 され 取材 に 活躍 
を は じ め て いま す 。 

これ は , 全国 各地 の 通信 部 記者 
や カメ ラマ ン が 1 人 で 容易 に 取材 
症 る 上 うに ニー ペ ベーク タ ムー ビー に 
採用 きれ て いる 小型 軽量 化 の 技術 
を 利用 し て 徹底 的 に コン パク ト 化 
を 行っ た , 放送 用 また は 業務 用 の 
み メ ラー 体型 録画 専用 機 で す 。 記 
款 テープ の 再生 は , 従来 の ベー タ 
み ム 方 式 の 再生 専用 VTR を 使用 し 
ます (写真 - 2 )。 

ビデ オカ メラ 部 に は イン チ M 
SE トリ ニコ ン 管 を 採用 し , また 
VTR 部 に は , ① 直 径 46 .03mm ( 従 
来 の 約 ) の ヘッ ド シ リ ンダ と , 
2 テー ブ を シリ ンダ に 9@ 状 に 290* 
能 ま つけ る “0Q ロ ー デ ィング に 
語る 新しい メカ ニズム を は じ め , 
新 技 術 に よっ て 本 体重 量 を 3.3kg 
と 小型 軽量 に まとめ て いま す 。 


ベー タカ ム 方 式 と は 


まず , ベー タカ ム 方 式 か ら 解説 
放 ま し ょ う 。 ベー タカ ム (BETA 
@AM) シス テム は , よく ご 承知 の 


ベー タカ セッ ト ( 工 -500) を 使用 






し て 20 分 間 の 録画 の で きる , ENG 原 正和 
用 の VTR 一 体型 カメ ラ で , NHK 
の 協力 に より ソニ ー が 昭和 56 年 春 いう 新しい 記録 方 式 に より , 
に 開発 し た も の で す 。 こ れ は , 高 画 質 が えら れる 。 
1 . 小型 軽量 化 に よる 機動 性 た が 0K が デマ 
2 . ` 時 分 割 時 間 圧 縮 方 式 ′ と ッ ト VTR や 放送 局 用 VTR シ 








< 写真 -1 > NEWSMAKER を か まえ た と ころ 


お E7AC4 











< 写真 -2 > ベー タカ ム 再 生 専 


























機 BVW -10 


ステ ム と 組み 合わ せ て 使用 で 
きる 
な ど が , 大 き な 特 徴 と いえ ます 。 
昭和 57 年 秋 か ら 販 売 さ れ , 放送 局 
を は じ め プ ロ 用 の 分 野 で 新しい ニ 
ュー ス 取 材 シ ステ ム と し て , NHK 
を は じ め 各 民間 放送 局 の ほか , 海 
外 の テレ ビ 局 に も 採用 きれ て お り , 
現在 は 約 5,000 シス テム が 現用 され 
て いま す 。 
1. シリ ンダ と ヘッ ド 配 置 
第 1 図 は , ベー タカ ム 方 式 の へ 
ッ ド シリ ンダ 上 の ヘッ ド 配 置 を 示 
し た の ⑳ で すず 。 ペー タビ デザ と 同 
じ 直 径 74.48mm の シリ ンダ の 半周 
に テー プ を 巻き つけ , テー プ も を 毎 
秒 118.582mm の 高速 で 走行 させ 2 
組 の , 都合 4 個 の 映像 ヘッ ド が 毎 
秒 30 回 転 し て 映像 信号 を 記録 し ま 
























シリ ンダ に は , CH1 の 輝度 信号 
用 ヘッ ド と クロ マ 信 号 用 ヘッ ド が , 
また , これ ら の ヘッ ド よ り 180" の 
間隔 を あけ て , CH2 の 輝度 信号 用 
ヘッ ド と クロ マ 信 号 用 ヘッ ド が そ 
れ ぞ れ 図 の よう に 配置 され て いま 
す 。 

これ ら の 輝度 信号 用 と クロ マ 信 
号 用 ヘッ ド の ギャ ッ プ に は , 再生 
時 お 互い の 信号 の クロ スト ー ク を 
防ぐ た め , それ ぞ れ 土 15' の アジ マ 
ス 角 が も うけ て あり ます 。 な お , 
輝度 信号 用 ヘッ ド と クロ マ 信 号 用 
ヘッ ド は , わずか の 段差 を つけ て 
シリ ンダ に 取り つけ て あり ます 。 
また , シリ ンダ に は 一 対 の 回 転 消 
去 ヘ ッ ド が 輝度 信号 用 ヘッ ド に 対 
し 90 "の 位置 に 取り つけ て あり ます 。 

2 . 記録 テー プ フ ォ ー マ ッ ト 
第 2 図 は , ベー タカ ム 方 式 の テ 














CH1 ク ロマ 信号 月 
ペッ ド 








〔 第 1 図 〕 


M CH 消去 ヘッ ド シ リ ンダ の へ 



































人 4 ヘッ ド 


ッ ド 配置 (上 面 より ) 











イン チ 





hs モル A ト ララ 
ダイ ノム 、 コ ヨード ドラ ッ ク 




















〔 第 2 図 j ベー タカ ム 方 式 記録 テー プ フ ォ ー マ ッ ト 
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ー プ フォ ー マ ッ ト を 示し た も の 間 
す 。 テ ー プ 幅 は イ ンチ , 映像 計 
ラッ ク は 4.678* の 傾斜 で な な め 還 
記録 さき れ て いま す が , 注意 し て 調 
る と, 映像 信号 が Y ト ラッ ク と 中 
トラ ッ ク に 分 け て , 交互 に テー 調 
に 記録 きれ て いる こと が わか り 語 
す 。 こ の 記録 トラ ッ ク の 幅 は 73 議 
クロ ン で : .7.5 ミ クロ シン の ガー 抽 
ンド が も うけ て あり ます 。 

テー プ の 上 縁 に は オー ディ オ 計 
ラッ ク が , 2 チャ ネル まだ た 肖 請 
ー プ の 下 緑 に は コン トロ ー ル ト 還 





ッ ク と タイ ムコ ー ド トラ ッ ク が が ミ れ 
それ ぞ れ 長手 方 向 に 記録 され て 四 な 手 
ます 。 FM 
3 . 映像 信号 の 記録 し ま 
これ で , ベー タカ ム 方 式 で 全 語 天 像 
用 の 映像 ヘッ ド に より , 輝度 信 還 に 
と クロ マ 信 号 が それ ぞ れ 別 ト ラ 先 
ク と し て , 交互 に テー プ に 記録 計 一 
れ て いる こと が わか り ま し だ 請 ま 
ぎ に , 高 画質 の 秘密 。 独特 の 信 思 了 
処理 の 方 法 を お 話し まし ょ う 。 - 
( 尋 度 信号 の 記録 方 法 ) 
き て 第 3 図 と 写真 - 3 は , テー ) の 
に 記録 する 標準 カテ メー バー 信号 張 議 R-Y 
輝度 信号 と クロ マ 信号 の 1 水平 画 
査 期間 ( 1 H) の 波形 を 示し た も 回 
で す 。A 図 の 輝度 信号 (Y ) は 見 軸 Mk 
れ た 階段 波形 で す が , 図 の よぅ 記 
水平 同期 信号 の 部 分 に 特別 の 処 王 議 3# 
が ほど こさ れ て いま す 。 つ まり 
Y・C タ イミ ング パル ス の 基準 計 B-Y 
ッ ジ が 挿入 きれ て いる こと で す 
この 基準 テッ ジ は , 再生 時 に 輝 鹿 R-Y 
信号 と クロ マ 信 号 の 補 延 を 自動 男 護 ハ カ 
に 調整 する た め の 基 準 と な る も 豆 
で , これ は 従来 の 水平 同期 信号 2 人工 。- 


2 倍 の レベ ル に 設定 され て いま 畔 
この よう に 水平 同期 部 分 の 処 本 





> も の で 


映像 ト 
な め に 
EE 見 
グ と CO 


co の 


が り ま 
(は 73 ミ 
ペー ド ノ バ バ 


イオ ト 
0 
ルト ラ 
の 2 
CC 


で は 専 
度 信号 
トラ ッ 
記 鍼 さ 
6 の 
の 信号 


う 。 











ほ 真 - 3 > 

(上 ) と 輝 度 信号 ( 下 ) 波 形 
きれ た 輝度 信号 は , 第 4 図 の よう 
本 手順 で プリ エン ファ シス され て 
FM 変調 の 上 Y ト ラッ ク に 記録 さ 
入 ま す 。 そ の FM 変 調 周波 数 は , 
映像 信号 の 帯域 が な 4MHz と れる よ 
うに , 折 ピ ー ク が 6.4MHz, 同期 信 
号 先端 が 4.4MHz, 周波 数 デビ エ 
ーション は 2.0MHz に 選ば れ て い 
上 。 


《 ク ロマ 信号 の 記録 方 法 〉 


第 3 凶 B は , 記録 きれ る クロ マ 
信号 の 波形 で す 。 これから お わか 
罰 の よう に , カメ ラ か ら え られ た 
R_Y, B-Y の 色 信 号 は , 変調 する 

4MHz 








pi の 0 滑 男 


きき dm で dm で 





ン 








時 間 圧 縮 ・ 時 分 割 多重 の R-Y, B-Y 信 号 


第 3 図 ] 
光度 信号 と 圧 
縮 され た クロ 


マ 信 号 





2.65/s 


記録 信号 の 構成 








1 水平 2 





K 平 同期 信号 エッ ジ 


1 水平 走査 期間 (1H) 























F 走 査 期間 








し 必 水 平 走査 期 間 








LM 
圧縮 の 開始 点 








相 
Y・C タ イミ ング ソ パパ ルス の 基準 エッ ジ 
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そ 記録 
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〔 第 4 図 ] 







































































ベー タカ ム 方 式 の 記録 ・ 再 生 系 統 図 


7 の 


きく ペー の ま 層 ぶ ま 


ず , それ ぞ れ 1H に 時 間 圧 縮 を 行 
い , C 図 の よう に 水平 走査 期間 


(1 H), す な わ ち 1 フィ ー ル ド の 

期間 に 順に な ら べ て , Y・C タ イ 
ミン タグ パ ルス が 挿入 され ます 。 こ 
の よう に 処理 され た クロ マ 信 号 は 
プリ エン ファ シス され , FM 変調 
一 及 SG ト アダ を: で 記 
録 さ きれ ます 。 そ の FM 変 調 周波 数 
は , 帯域 を 3MHz と 広く と れる よ 
うに , ブラ ン キ ング 部 が 4MHz, 
同期 先端 4.9MHz, 周波 数 デビ エ 
ーション 1.0MHz に 選ば れ て いま 
す 。 


(ベー スバ ンド 記録 で 高 画質 


と こごみ で :: イ ンチ U マ チッ ク 
方 式 や ベー タ , VHS 両 方 式 で は 
よく ご 承知 の よう に 3.58MHz の カ 
ラー 副 搬 送 渡 に の せ た ク ロマ 信号 
を , まず 低 域 周波 数 に 変換 し て F 
M 変 調 し た 輝度 信号 に 多重 し , 記 
録 し て いま す 。 

この 記録 方 法 は , クロ マ 信 号 の 
分 離 や 変調 の 処理 段階 で 淀 域 が 制 
限 さ れ , また , 再生 の と き に テ 
2 
どう し て も カラ ー の 画質 が 劣化 し 
で じまい ます 。 

そこ で 考え られ だ た の が , ベー タ 
カム 方 式 の よう な クロ マ 信 号 を べ 
ー ス バン ド で 記録 する 方 法 で す 。 
すでに お わか り の よう に , 本 誌 昨 
年 11 月 号 に 紹介 し た , 8 ミリ ビデ 
オ の 映像 記録 方 式 (B) と し て 現在 
検討 きれ て いる タイ ム プ レッ クス 
方 式 も , 時 間 圧 縮 ・ 時 分 割 多重 の 方 
法 は 異な り ま す が , クロ マ 信 号 を 
ベー スバ ンド で 記録 再生 し て 高 画 
質 の えら れる 記録 方 式 と し て , い 
ずれ も 高く 評価 で きま す 。 

】20 


























< 写真 -4> ファ イン ダー 側 に は 感度 切り 替 


カメ ラー 体型 VTR の 構成 


この NEWSMAKER は , 写真 - 4 
の の に | め ご 所 
の 2 ョ ル ダ ー み ボブ で す 。 

9 一 54mmF1.2 の 明る い 6 倍 ズ ー 
世 記 に TEE 式 光学 ダテ イン 
ダ が 組み 合わ きれ て いま す 。 フ ァ 
イン ダ は レン ズ 鏡 胴 の 根元 か ら 直 
角 に 折り 曲げ て 取り 出さ れ , 携帯 
































< 写真 - 5 > 











レン ズ 部 の アッ プ 















ま 及 スイ ッ チ 
に 便利 な よう に 折り た た め ま す 。 
ピン ト 板 は , 微少 な プリ ズム を 汗 
面 に 敷き つめ た 全面 マイ クロ マ 乙 
ト 式 で , ピン ト の 合 ぃ 具合 い が 選 
ャ ー プ に よく わか る , 使い や す 勅 
ァ イ ン ダ で す 。 ズー ムレ ン 軸 
手動 式 で , 特に ズー ミン グレ バ 軒 
と フォ ー カ シン グリ ング の 回 転 静 
向 が 揃え を て ある の が ベー タム ーー 回 
ー と 異な る ともろ. で, これ は 滞 















































し 5 











< 写真 -6 > バッ テリ ーNP-1 が 後部 に 収納 され て いる 


ョ カメ ラマ ン の 使い 勝手 に 合わ せ 
通 時 いう つこ と で す 。 

ハン ド グ リ ッ プ は 角度 が 水平 , 
0。 40' と 好み に 応じ て 変え られ , 
リッ プ の 後面 に は 親指 操作 の ス 
gー ト プス トッ プ ボ タン が あり ま 

大 側面 (写真 - 5 ) に フィ ルター ス 
症 チ , 志 源 ボ タン , 邊 バラ ンス 
調整 ボタ ン な どの 操作 部 が 集中 配 
還 本 てい ます 。 そ の 下 に , テー 
義行 / バ パッ テリ ー ア デア ラーム, 結 
雪 、 異常 警 報 (CAUTION) の 表示 
時 ンプ, また , カメ ラ の 左側 面 下 


に は 12VDC 電 源 入 力 , イヤ フォ ン , 
カメ ラリ モコ ン , マイ ク 入 力 な ど 
の 端子 が 用 意 さ れ て いま す 。 カ メ 
ラ 左 側面 の イジ ェクト ボタ ン を ス 
ライ ド ま まる と 。 み モット ホル ダー 
が 開き , ここ に , ベー タカ セッ ト 
を 縦 に 挿入 し ます 。 バッテリ ー パ 
ッ ク NP-1 は 。 ボディー の 後部 に 
縦 に 挿入 し ます (写真 - 6 )。 

大 き さ は 幅 478.5X 高 さ 210 和典 
行 189.5mm, 重量 は バッ テリ ー, 


テー プ を 除き 3.3kg (ベー タム ー ビ 


ー は 2.8kg) で す 。 消費 電力 は 15W, 
NP-1 バッ テリ ー で 約 70 分 間 の 連 








< 写真 - 7 > 
使用 きれ て いる バ 
ッ デ リーNP-1 









続 使用 が で きま す 。 





本 機 の お も な 特長 ( 
お り で す 。 

1 . 小型 軽量 設計 
み カラー ビデ オカ メラ と VTR を 一 
体型 と し 。 ベ ー タ ムー ビー で 開発 
SH 化 の 技術 の 応用 に 

, 重 さ わずか 3.3kg を 実現 。 
し Ph 

記録 方 式 に ベー タカ ム 方 式 を 採 
用 し , 壇 イ ンチ ベー タカ セッ ト テ 
ー プ で すぐ れ た だ た カ ラー 画像 が えら 
れる 。 

3 . 低 消費 電力 

バッ テリ ー パ ッ ク NP -1 (写真 - 7 ) 
で , 約 70 分 間 の 連続 録画 が で きる 。 
4. オー ト ア イリ ス と AGC 
被写体 の 明る さ に 応じ て , 絞り 
や 映像 レベ ル が 自動 調整 され (A 
GC で は 最大 124B の ゲイ ン ア ッ プ 
が 可能 ), 撮影 中 は ピン ト と ズー ミ 
ング の 調整 だ け で 最良 の 画像 が え 
られ る 。 

5 . 自動 白 バ ラ ンス 調整 

ボタ ン を 押す だ け で , 自動 的 に 
日 バラ ンス の 微 調 整 が で きる 。 一 
度 調整 され た 値 は , 電源 が 切れ て 
も メモ リー 機能 に より 約 30 分 間 は 
保持 され る 。 ま た , フィ ルター 切 
り 替 え ス イッ チ で , 色 温 度 3200K, 
また は 5500 氏 の ホワ イト プリ セッ 
ト 値 に 調整 され る 。 

6 . 自動 ビー ム 量 調整 (ABO 回 

路 採用 ) 

標準 光量 の 約 5 倍 ま で の 過大 入 
射 光 量 に 対し て , コメ ッ ト テ ー ル 
(画像 の 尾 引 き 現象 ) や ブル ー ミ 
ング (画像 の 飽和 現象 ) が 起き な 
いよ うに , 撮像 管 の ビー ム 量 が 高 
輝度 部 で 自動 調整 され る ABO 
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4 うつ 人 め の 








〔 第 5 図 〕 
(Auto Beam Optimizer) 回 路 が 
採用 きれ て いる 。 


記 m ノ EE11WNU バル 


第 5 図 は , 本 機 の テー プ 走 行 メ 
カニ ズム を 示し た も の で す 。 前 に 
述べ た よう に ベー タム ー ビ ー が 基 
相 に 谷 コ で いま すず ペー みみ 一 
ビー より や や 大 きい 直径 46 .031mm 
の シリ ンダ を 採用 し , その 周囲 290" 
の 範 胃 に テー プ を 接触 きせ 走行 き 
せま す 。 ヘ ッ ド は 毎秒 60 回 転 きせ 
て , 輝度 信号 用 と クロ マ 信 号 用 の 
各 ヘ ッ ド で , 交互 に 信号 を テー プ 
に 記録 し ます 。 こ の 場合 。 輝度 信 
号 用 と クロ マ 信 号 用 の 両 ヘ ッ ド に 
は , ベー タカ ム 人 方式 と 同じ 記録 信 
号 が それ ぞ れ 供給 され ます 。 こ の 
テー プ の 巻き つけ 角 290* は , この 
シリ ンダ を NTSC 方 式 と PAL 方 式 
で 共用 で きる よう に 選ば れ た も の 
0 

と を こ あ で 。 ペー タウ ムー ビー で 代 
シリ ンダ の 300* の 範囲 に テー プ を 
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コン トロ ー ル ヘッ ド 


テー プ 走 行 メ カニ ズム 


接触 走行 させ て , その 部 分 に 262.5H 
分 (1 フィ ー ル ド ) の 映像 信号 を 
記録 する た め ヘ ッ ド の 走行 速度 を 
ベー タ 方 式 の 1.2 倍 に 設定 し て い 
ます が (本 誌 昨年 12 月 号 参照 ), こ 
の VTR で は 290* の 範囲 に 同じ 262.5H 
分 の 信号 を 記録 する わけ で すか ら , 
し た が っ て , ヘッ ド の 走行 速度 が 
ベー 方 式 の 1.24 倍 に 設定 され て 
いま す 。 図 か ら わ か る よう に , へ 
ッ ド の 1 回転 ( 坊 秒 ) で は 325.5H 
分 の 信号 が 供給 され テー プ に は 


262.5H 分 が 記録 され , テー プ に へ ・ 


ッ ド が 接触 し な い 期間 は 63H 分 に 
相当 し ます 。 こ の よう な 記録 に 必 
要 な 映像 信号 は , NTSC 方 式 の 映 
像 信号 と は まっ た く 異 な っ て お り , 
カメ ラ 側 で この 信号 を つく り VTR 
へ 供給 し て いま す 。 

な お , ベー タカ ム 方 式 は 前 述 の 
よう に アジ マス 記録 で す が , この 
VTR で は アジ マス 記録 を 採用 し て 
いな い の で , し た が っ て ヘッ ド の 
数 が 半分 で すみ , 小型 化 に 役立っ 


CM まま 9 

ベー タム ー ビ ー の 電源 電圧 は 9.6 
V で す が , この カメ ラー 体型 VT 了 
の 電源 電圧 は 12V で , バッ テリ 汗 
パッ ク NP -1 か ら 供 給 し , カメ ラ 
電源 は DC -DC コン バー タ よ り 供 給 
に 連 求 。 























この NEWSMAKER は , 小型 軽 
量 な の で 操作 し や すく , ファ イ 調 
ダー が 明る く て ピン ト の 分 離 (回 
ント の 合 ぃ 具合 い ) が 非常 に シ 選 
ー プ で す 。 ベー スバ ンド に よる 2 刺 
ロマ 信号 の 記録 方 式 で すか ら , 席 
ー タ ムー ビー と 同じ 小型 ・ 軽 量 答 
の 手法 を 用 いて いる に も か か わ 存 
ず , 放送 用 また は 業務 用 に ふき 類 
し い 彩 度 の 十分 な か カラー ノイ スズ 誕 
少 い , まこ と に 鮮明 な カラ ー 画 任 
が えら れ ま し た 。 

本 機 の 性 能 は , 輝度 信号 の 葵 斑 
が 2.5MHz-1dB (500kHz 0dB 馬 
クロ マ 信 号 は R-Y, B-Y そ れ 次 
れ 30Hz 一 800 kHz で, 従来 の で べ 詩 
タカ ムシ ステ ム に くら べべ 人 性 能 が 
や 抑え られ て いま す が , これ は 日 
管 式 カ メラ を 採用 し て いる た め 較 
この 性 能 に は カメ ラ の 性 能 が フ 大 
に 発揮 きれ て いま す 。 

な お , 水平 解像度 は 280 本 , S 
比 ( 視 感 補正 値 ) は 49dB で す 。 請 
声 の 周波 数 特性 は , 50Hz 一 15k 
で , わい 率 3 % で SN 比 45 dB で 禄 
感度 は , 2000 ル クス F 4 , 必要 
低 被写体 照度 は 約 80 ル クス (EE 軸 
2 十 12dB ゲ イン アッ プ 時 ) で 


| 
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に 


0 症 。 


衣笠 き 奄 掌 


まず , ボディ ソニ ッ ク の 開 
発 意 図 か ら お 伺い し た いと 思い ま 


三 


板垣 ボディ ソニ ッ ク も , 昭和 46 
年 どろ か ら 具 体 的 な 開発 業務 に 着 
手 し た と 記憶 し て いま す 。 と と の 
中 こり は 松本 会 長 が 昭和 45, 6 年 
でろ に , 糸川 先生 の 講演 で “ 音 は 
証 だ け で 聴く も の で は な い 全 身 で 
譲 じ な けれ ば いけ な い ” と 骨 伝導 
の め 話 を 初め て きか れ た そう で す 。 
執 本 会 長 は 音楽 家 で あり , 大 変 な 
発明 家 な も の で すか ら , その 話 を 
聞い て , 骨 伝 導 な る 伝播 方 式 と い 
いま すか , 音 を た だ 単に 耳 で 聴く 
論 け で な く て , 体 で 感じ る 新しい 
時 考 に 対し て 非常 に 興味 を 持っ た 
5 け で すね 。 

それ で , 音楽 振動 を 効果 的 に 取 
9 出す 骨 伝 導 な る 研究 グル ー プ が 
計 き 糸川 先生 の 組織 工学 研究 所 と 
美 同 研究 を 始め 1 年 半 ほ ど 続 いた 
思う で す が , 発想 は 理解 で き て 
5,。 と れ は 只 体 的 な も の に な ら な 
と いう の が 最初 の 答え で , 研究 
ルー プ は その 後 解散 し て いま す 


し か し 研究 の テー マ , 内 容 が , 
音響 が ら み と いい ます か , 大 変 興 
味 あ る テー マ な の で , 松本 会 長 が 
企業 が で き な か っ た テー マ を 今度 
は 個人 的 に 進め られ た と いう と と 
で , パイ オニ ア の 手 を 離れ , それ 
が 会 長 自身 の テー マ と し て 自宅 の 
地下 の 工作 室 に 移り 変わ っ た , と 
いう の が そもそも の 発端 の よう で 
すね 。 
片桐 具体 的 サン プル と し て 最初 
の と ろ 私 ども も 見 た と と が ある ん 
で す が , 大 き な ウ ー フ ァ が いす の 
下 に あっ た ん で すね 。- そ ぞう する 
と , 音 だ け は 出る ん で す が , 振動 
(て ならない ん で す 。 効率 を 考え た 
ら , いく ら コ ー ン を ふっ て も る , 音 
圧 で 振動 させ る の は 大 変 で す 。 そ 
うい うと と で , 音 は 盛大 に 出 て く 
る ん で す が , 振動 に な ら な い 。 本 
来 の 目的 で ある 骨 伝 導 に な ら な い 
わけ で す 。 し か し , 会 長 の 事業 家 
と し て の , 第 6 感 が と の 事業 に 将 
来 を 見 られ た の で し ょ う ね 。 そ れ 
が あっ て , と つと つと 研究 を な さ 






れ た わけ ゆで すず 。 

し か し , スピ ー カ の コー ン 紙 を 
振る わせ て いた の で は どう も 効率 
が 悪い 。 そ と で 系 川 先 生 で は な い 
の で す が , 逆転 の 発想 が あっ た の 
で す 。 コ ー ン 紙 を 止め て し まっ た 
ら と いう と と か ら 生 まれ た の が , 
ボディ ソニ ッ ク ユ ニッ ト の 最初 で 
す 。 
板垣 今 開発 初期 頃 の 話 が あっ た 
よう に , スピ ー カ を 密閉 箱 に 入れ 
て , その ふた の 上 に いす を 置い 
て , サン ド プ レッ シャ ー で いす を 
全部 ゆす っ た と いう 幼稚 な 発想 か 
ら , ボディ ソニ ッ ク 専 用 ドラ イ バ 
ー を 介し て 体 に 振動 を 受け る と い 
う 方 式 に 切り 替え を た の が ボディ ソ 
ニッ ク の オリ ジ ナ ル な 駆動 方 式 で 
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すね 。 と の 発想 が 出る まで 大 変 な 
長い 期間 松本 会 長 の 独り 研究 が 続 
まし だ 

最終 的 に は 壁 ス ピー カ の 理論 が 
駆動 ヒン ト に な っ た の で す が , 歴 
スピ ー カ は , 壁 に ボイス コイ ル が 
つい て いて , 磁気 回 路 が サポ ー ト 
され て いま すか ら , 磁気 回 路 の 反 
動 で 璧 が 振動 し ます か ら , その 理 
論 で ボディ ソニ ッ ク の 開発 ステ ッ 
グ : 信 な っ 送 。 
及川 と いう と と は , ボイス コイ 
ル が 動か な いで , 磁気 回 路 が 動い 
て , その 振動 を お 尻 の 下 を 動か す 
と いう , その 発想 が 出る の は 何 年 
どろ な ん で すか 。 

板垣 49 年 か 50 年 だ と 思い ます 。 
及川 それ で , 商品 の 第 1 号 は 何 
年 どろ な ん で すか 。 
板垣 54 年 2 月 に 発売 開始 の BSS 
7 で すね 。 と れ は 既存 の いす の 上 
に 革 型 の クッ ショ ン を の せ て 聴く 
オー ディ オ の オプ ショ ン 商 品 で し 
定 机 。 

昭和 53 年 か ら 具体 的 な 設計 に 本 
腰 を 入れ た ん で す が , その と ろ を 




















考え て も , ボディ ソニ ッ ク の 先行 
き が まだ も や が か か っ て いま し た 
ね 。 な ん で 体 を ゆす る 必要 が ある 
の か と いう と と で すね 。 と いう の 
は , 今 に し て 考え て よく わか る ん 
で す が , ボディ ソニ ッ ク の 完成 度 
が 非常 に 低かっ た わけ で す 。 低い 
レベ ル で ボディ ソニ ッ ク を 議論 
る と 。 ティ イ デア が 出 て と な い 。- と 
と ろ が , 今回 新 製品 を 出し まし た 
ね 。 そ うし ます と , 完成 度 の 高い 
品 を 見 る と , と うい うふ う 人 使 
っ た ら , と と 置き 換え た ら , と 
いう ふう に いろ いろ アイ ディ ア が 
出 て くる ん で す 。 と と ろ が , 単品 
の 革 型 で 単に アフ ター マー ケッ ト 
と か ステ レオ の オプ ショ ン だ と い 
うそ の 範囲 で は 全然 発想 が 出 な い 
ん で す 。 で すか ら , 具体 的 に ボ デ 
ィ ソ ニッ ク の 新しく コン セプト が 
理解 され て , 先 の 見 通し が よく な 
っ た の は , いす の 形態 に な っ た 座 
ステ レオ か ら で す ね 。 そ の と ろか 
ら , 会 長 は 何 を 意図 に ボディ ソニ 
ッ ク 追 求 さ れ て お られ た の か , と 
いう と と が よう や く 見 えて きた わ 
































ぐ て ボディ ソニ ッ ク を 聞く 
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け で す 。 そ れ が 昭和 55 年 どろ で す 
ね 。 
及川 それ で は , つい と の 間 で すず 
ね 。 さ て , それ で と の どろ の 製 融 
は 相当 満足 いく も の だ と 思い ま 3 
か 。 
板垣 それ で , 松本 会 長 は , と の 
製品 で や っ と わし の 理想 に 近づい 
定 を > 
片桐 80 点 ぐら い に 近 づい た ん じ 





ゃ な いで し ょ うか 。 前 の 製品 で 60 


感 ぐ らい で し た だ か 。 
板垣 60 点 で し た ね 。 
及川 あと の 20 点 は な ん で すか 。 
板垣 それ は と れ か ら 順 次 話し 半 
すけ れ ど も , 製品 開発 の ステ ッ 2 
か ら 言 いま す と ね 。 
及川 要する に , 何 か の 理想 が あ 
る わけ で すね 。 そ の 理想 は , 骨 休 
導 に 対す る 効率 の いい 伝導 と いう 
衝 窟 ずら 
板垣 それ も ご ど ざ いま し す , 最終 
的 に は , メン タル な も の で し ょ 2 


及川 音響 心理 を か た め た …… 9 ' 


動 的 な 理論 と か そう いう も の が 半 
< 完成 され て いな いん で す よ 。 現 
在 よ う や く ハ ー ド は 概略 80 点 は 貞 
せ た け ども , ソフ ト 対 応 が まだ ぽ 
と ん ど と れ か ら な ん で す 。 
及川 と これ か ら の ボディ ソニ ッ ク タク 
は 絶対 そう だ と 思い ます ね 。 と れれ 
か ら ジ フト で し ょ うれ ね 。 その : 計 
が AV で あっ て , まだ まだ た く 避 
ん 出 て きそう だ と 。 1 
板垣 今 の AV は 映像 に 相対 し で 
いる だ け で す が , と れ に サラ ウジ 
ド 効 果 と か ボディ ソニ ッ ク の 体感 








































7 上 RW 計上 


人 


肌 な も の を 加味 し ます と , た と え 
計 財 喘 画 な ど で も , この 画面 が 自 
学 の な か まで くる ん で すね 。 だ か 
| ら , 大 き な 音 像 と いい ます か , 音 
誠 と いい ます か , 体感 の 臨場 感 が 
誠 が っ て くる ん で すね 。 横 で は な 
きく て , 遇 行き に 広がり が よく な 


















桐 映画 で は そ と で 画面 を 見 て 
mn る の で は な く て , 自分 が その 画 
面 の 中 に 入っ て いく 感じ で すね 。 
陣 プ が バタ ン と し まる 音 , グラ ス 
の 中 に 入れ る 音 と いっ た も の が 大 
変 リ テル に 聞 と えて くる の で す 。 
大 か ら , スリ ラー の 映画 な ど 見 る 
こわ いん で すね 。 突然 ペッ と 出 
思 き た りす る と , 自分 に 襲い か か 
れ た よう な 孔 場 感 が も の す ど く 
当て くる わけ で す 。 そ うい う の は 
倒 ま で の オー ディ オ 製 品 で は 体験 
加 き えな か っ た 。 ボ ディ ソニ ッ ク 
場合 は , 座る だ け で 体験 で きる 
わけ で すか ら , と っ ち が へ た に 説 
する より も 座っ て いた だ く ほ 
が わか っ て も ら え る と 思う ん で 


今度 の レー ザー ディ スク な 
で , 私 は と れ か ら 提 案 し よう と 
思う の で す が , 及川 さん は 専門 家 
蘭 に く ご 存じ だ と 思い ます が , ミ 
定 シ ング と いう ん で すか , レー ザ 
ョ ディ スク で , 効果 音 で 扉 が 閉 ま 
き に 急 に レベル を ドー ン と 入 
記 と か ね 。 
川 レー ザー ディ スク 用 ミキ シ 
グ を や っ て ね 。 そ うい う の が 出 
咽 も いい で すね 。 
長 垣 そう いう の が で きた ら 非 常 
ョ ma お も し ろ い で すね 。 
劉 | た と えば レー ザー ディ スク 





を 買っ だ ら , と と (ボディ ジニ テッ 
ク 対 応 す サウ ンド な ん と か ミキ シン 
グ と 書い て あっ た ら , と の ボディ 
ソニ ッ ク を 買っ た 人 は , その ディ 
スク を 買っ た ら よ けい 楽し め る と 
か ね 。 

板垣 最高 の も ちの が 出 ま すね 。 
及川 楽し め ま す ね 。 要するに, 
モノ か ら ステレオ に な っ た と き 
(と,。 ステ レオ レコード で す よ と い 
う の 同 同 攻 よう 克 smwwo 

板垣 そう で すね 。 扉 の 閉まる 音 
な ど で ち ょ っ と 振り 向い て し まう 
ん で す よ 。 だ れ か が 閉め た の か な 
と 思っ て 。 そ ん な 臨場 感 が 楽し め 
ます ね 。 

及川 骨 伝 導 で は , 高い 周波 数 , 
それ も 感じ て いる ん で し ょ うけ れ 
ども , 低い ほう だ け に 注目 し た の 
は , と れ も 糸 川 先生 の ほう か ら な 
ん で すか 。 つ まり , 骨 伝 導 で 伝え 
て いち ば ん 人 快感 を 味わう の は 低音 
だ ろう と 決め られ た の は …… o 
板垣 骨 伝 導 の 概念 は , 全 帯 域 で 
すね 。 


及川 それ を 低 域 だ け に し た の 


ぐ く ペ イオ ニア の ボディ ソ 


主 ER イン タビ ュー 


板垣 実は , それ が パイ オニ ア の 
ノウハウ だ っ た わけ で す 。 と いい 
ます の は , いす を 駆動 し ます ね 。 
それ か ら あ る 何 か を 振動 させ ます 
ね 。 そ うす る と , 耳 で 聴く 音 と , 
体 で 感じ る 振動 が あり ます 。 と と 
ろ が , と の いす を 振動 させ ます 
と , いす 全部 が 共鳴 し て , 必要 と 
する 心地 よい 体感 を 伝え る た め の 
振動 と 一 緒 に 不 必要 な 中 高 域 の 音 
が 出 て 椅子 な りす る わけ で す 。 そ 
れ で , 120Hz か ら , オク ター ブ あ 
た りら り 12dB か ら 18dB で , 約 2 段 
階 に 切っ て 不 必要 な 音 が 出 な いよ 
うに し て いま す 。 夜 中 で も , いす 
鳴り の 音 が 出 な いよ うに 高い ほう 
を わざ と 切っ て いま す 。 そ れ で よ 
う や く ペ パー ソナ ル で 実用 的 な 領域 
に だ 火 っ で きま し た ね 。 

及川 それ で 低い 周波 数 で も 効果 
が ある と いう と と が , 実験 な ど で 
は わか っ て いら っ し ゃ っ た わけ で 
すね 。 

板垣 そう で すね 。 

片桐 それ か ら , 振動 を 体験 で 感 
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イン シン タビ 昌和 提 か 


じ ら れ る の は , 500Hz ぐら いま で 
と よく 言わ れる の で す が , 実際 に 
500Hz まで 振動 を 入れ ます と , 大 
変 ブ プー ミー に な っ て , いや らし い 
音 な ん で す よ 。 

特に 私 た ち が し ゃ べ る よう な 声 
が 骨 伝 導 で 伝わっ て 来る の は 気持 
が 悪い で すね 。 そ と で 周波 数 に つ 
いて は , いろ いろ な 試行 錯誤 を し 
て , 今 の と と ろ は 120Hz ぐ らい が 
いい の で は な いか と いう と と で 決 


定 し た 値 で す 。 
及川 それ は 大 きい ノウ ハウ ゥ です 
由 想 。 


片桐 それ か ら , 目的 に よっ て は 
振動 を , 骨 伝 動 を も っ と 高い ほう 
まで 出す と いう 場合 も 考え られ る 
と 思う ん で す 。 た と えば 障 聴 者 の 
教育 用 だ と か , そう いう も の K 対 
し て は も っ と も っ て と 高い 周波 数 ま 
で 振動 で 出し て 骨 伝 導 で 伝え る と 
いう と と が 考え られ ます ね 。 
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及川 モニ ター 的 に も つか えま す 
ね 。 

片桐 モー ター 的 に 聴く と 大 変 面 
白い で す よ 。 し か し , ボディ ソニ 
ッ ク で 聴か れる と な る と , 音 創り 
を され る 方 は 大 変 に な っ て 来る で 
し ょ う ね 。 た と えば 時 代 劇 な の に 
ど と か ら か 車 の 音 が 聞こ えて くる 
と か , マイ ク を 倒し て し まっ た な 
ん て いう の が よく わか っ て し まい 
ます 。 

及川 そう な ん で し ょ う ね 。 音源 
と 耳 の 位置 が す ど く 近 いか ら 。 そ 
れ で いて ヘッ ド フ ォ ン みた い に 閉 
鎖 的 で な いわ け だ か らい い 。 
片桐 細か い 音 が す ど く よ く 聞 と 
える ん で すね 。 ス ピー カ で は , 音 
が 出 て いて も , 耳 ま で くる 間 に 減 
衰 し て 聞こ と えな いよ うな 音 も ボ デ 
ィ ツ ニッ ク だ と よく 聞 と えて し まま 
うん で すね 。 だ か ら , 台本 を めく 
る 音 も 出る ん で すね 。 だ か ら , テ 


人 9 PtONE で な 





< ぐ サ ウン ド ボ リ ウム コン トロ ー ル BSY-103> 
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レビ な どの 番組 で , ガタ ン と 物 大 
落し た よう な 音 が 聞 と えた りす る 
わけ で す 。 テ レビ も 違っ た 角度 が 
ら み る と と が で きる と 思い ます 。 
特に ホー ム ド ラ マ が 大 変 楽 し く 鈴 | 
られ ます 。 しかも, ホーム ドラ 
は モノ ラル で みん な 録音 され て い 
ます けれ ども , それ で も す ど い 門 
場 感 が あり ます ね 。 た と えば き さ 
き の ド ア の 閉まる 音 と か , 障子 名 
閉め る 音 が , テレ ビ で 見 て いる 可 
パチ ャ ン だ け な ん で す が , ボ デ 得 
ソニ ッ ク で す と 閉まる と き の 埋 赤 
外 に 空気 と いう も の が 感じ ら 相 | 
る 。 そ れ か ら 電 話 の 音 も 自宅 の 寺 
話 を と ろう と し て ハッ と 気 が っ $ 
の で す が テ レビ の 中 の 電話 な ん 交 
すね 。 そ れ は ほど 非常 に リア ル な 
で す 。 そ の へ ん は 体験 し て みる 頭 
非常 に お も し ろ い で す 。 

及川 それ は 耳元 で 鳴る か ら で 頃 
ょ う ね 。 
片桐 それ と , 海外 な どの 映画 
で , 原語 で 聞く わけ で す が , 自 人 
に 話し か けら れる と いう 感じ 聞 
と える も の で すか ら , 非常 に 理 錠 
が し や すい ん で す 。 た と えば 英語 
な ど で も 私 は ほとん ど わ か ら な 人 W 
ん で すけ れ ど も , と れ で 聞い て 細 
る と な ん と な くわ か っ た よう な 感 
じ が する ん で すね 。 1 
及川 そう いう リア ル 感 を 出す 恩 
め に , 一 時 は や っ た ダミ ー ヘ ッ 同 
に よる 埋 場 の 世界 と いう の が あぁ 
た で し ょ う 。 そ れ だ 近い と いう 
と な ん で し ょ う ね 。 

板垣 バイ ノー ラル で すね 。 
及川 と ころ が , バイ ノー ラル の @ 
理論 で は な い の に , と れ を 使う 8 
それ に 近い も の が 出 て くる と い 3 
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HEFT 。 ゴゴ 還 だ 還 ニニ と 
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め は , 骨 伝 導 が 少し 影響 し て いる 
あ で し ょ う ね 。 骨 伝導 で 帯域 以外 
めも の が 体 か ら 聞 と えて いる と い 
蔽 ic と で 。 

持 桐 それ か ら , も の すご どく 小さ 
記 レ ベル まで 聞こ えま すね 。 耳元 
数 セン チ 横 で すか ら 。 普通 の スピ 
還 の で す と , 1.5 メ ー ト ル は 離れ 
e 聞 いて いま す が , 距離 の 二乗 で 
朗 比 例 す る と 考え る と , 5 セン 
チチ , 10 セ ンチ , 20 セ ンチ , 40 セ ン 
馬 や っ て いき ます と , 1.5 メー 
トル ぐら いで す と 32 分 の 1 ぐらい 
記 な る ん で すね 。 で すか ら , ピア 
ニッ シモ が 極端 に 小さ く , 最低 レ 
ベル が 出せ る わけ で す 。 反対 に フ 
ォ ル テッ シモ の ほう は どう か と い 
うと 特に 低 域 の 成分 は 振動 で 感じ 
ます か ら , 外 で 聴い て いる 人 に は 
琴 き な 音 が 出 て いる わけ で は な い 
胡 れ ども , 座っ て いる 人 に は 体感 
巧 の フォ ル テ ッ シモ が すご どく ある 
わけ で す 。 体感 上 の D レ ンジ が も 
馬 ま ごく 大 きい ん で す 。 ス ピー カ 
で その D レ ンジ を 表現 する の は , 
音 だ け で 表現 し な けれ ば な ら な い 
で すか ら ね 。 

玉川 大 変 な と と で す よ ね 。 
片桐 た と えば , 部 屋 の ノイ ズレ 
ベル が 静か な 部 屋 と し て 40dB と 
し ます と , ガー ド 下 の 騒音 で ある 
100dHB ぐら いま で 出し た と し て も 
た か だ か 60 何 dB で し ょ う 。 と と 
ろ が , ボディ ソニ ッ ク で は 小さ な 
音 は 極端 に 小さ く 出 て きま すし , 
振動 で が ガーン と きま すか ら , 体感 
上 の D レ ンジ は お そら く CD クラ 
ヌス 並 の も の が 出 て くる ん じゃ な い 
か と 思う ん で すね 。 そ うい う 意 味 
で は , さっ き の ス リラ ー が と わい 
































と いう の は そこ と だ と 思う ん で す 。 
極端 に 静か な , 何 も 音 が な いと と 
ろか ら 突 然 ド ン と くる の は , 体 を 
ゆす 人 な る ほど くる わけ で すか ら , 
そう いう 体感 上 の D レ ンジ は も の 
すご どく あ る よう な ん で すね 。 














旬 。 サ ラウ ンド ノー マル 


ご カセ ッ ト プ レー ヤ の 装着 状態 >ー 

























及川 そう いう と と を 考え る と , 
CD 時 代 に も 対応 と いえ る じゃ な 
いで すか 。 趣 高級 ハイ ファ イオ ー 
ディ オ と いう …… o 

片桐 そう いう 意味 で , 映像 は 大 
変 楽 し め る の で す が , オー ディ オ 
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だ け で も 新しい 提案 が で きる と 思 
いま すね 。 音 を 大 変 お も し ろく 表 
現し て くれ る , 表現 力も も の す ど 
く あ る と いう と と で す 。 
及川 最後 に いち ば ん 新しい 機械 
の ご ど 紹介 を いた だ きた いん で す 
が 。 
板垣 今回 の 3 モデル 中 で トッ プ 
モデ ル は 88 の 組み 合わ せ で すね 。 
それ か ら 真 ん 中 の モデ ル は 77 の 組 
み 合 わせ で す 。 と れ は いす の 形態 
の 違い と いう と と で ,。 リク ライ ニ 
ング メカ 付 で す 。88 の 場合 は , 回 
転 メ カ と キャ スタ ー つ き で デラ ッ 
クス ムー ド に し て あり ます 。 そ れ 
か らい ちば ん 下 は BSS-50 の 一 体 
型 モ デル で す が , 多少 ヤン グ を 意 
図 し た も の で す 。 

オプ ショ ン は わり と 豊富 に 用 意 
し て お り ま す 。 各 モデ ル 専 用 オッ 
トマ ン BSO-88, BSO-77, BSO- 
50。88, 77 に テー ププ レー ヤ BS 
T-77 が つい て いま す 。50 だ け は 
外部 入力 端子 専用 に な っ て お り ま 
す 。 ス ピー カ は , オプ ショ ン に は 
ご ど ざ いま せん が , 互換 性 が あり 
(88, 77 の 組み 合わ せ の 場合 ), 各 
モデ ル 外 部 端子 が つき ます 。 
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今回 の 新 製品 は 組み 合わ せ の 自 
由 度 と 使い 方 の 構成 で 自由 に 選べ 
る と と が 大 き な 特 徴 で す 。 
片桐 以前 の モデ ル 80, 100 に 比 
べ て , 大 き な 違 い は 使い 方 の 広 が 
り で し ょ う 。 座 ステ レオ の 時 代 は 
手元 の カセ ッ ト で , 自分 だ け で 静 
か に 音楽 を 楽し むせ サ と いう と と を 基 
本 コン セプト に 考え た ん で す 。 と 
と ろ が だ V いり と だ が お 話し 
出 ま し た が 外部 入力 , 特に レー ザ 
ー デ ィ ス ク と TV を 接続 し ます と 
大 変 に お も し ろ い と いう と と に な 
っ て , 現在 外部 入力 を 非常 に 重要 
視 し て いま す 。 そ れ ま で は , 外部 
は あく まで も 付属 , つなげ る と と 
は つなげ る と いう 程度 に し か し 考 
えて いな か っ た の で す が , 外部 入 
力 が 非常 に メイ ン に 近く な っ て , 
それ で , と の 新しい モデ ル は , 外 
部 入力 る 全部 手元 で コン トロ ー ル 
で きる わけ で す 。 
及川 駆動 方 法 に も , 何 か , 新 し 
い 方 式 と か で す が , それ に つい て 
説明 下さ い 。 
片桐 振動 が , 面 駆動 と いう 非常 
に 新しい 理論 を 使っ た 振動 で . そ 
れ を 使う こと に よっ て , 今 ま で よ 




























り も マイ ルド な 振動 が 得 ら れ ま し 
た 。 振動 帯 城 と 音 と の 帯 城 の パラ 
ンス な りつ な が り が 非常 に スム 二 
ス に いっ て , 振動 と 音 が 一 体感 の 
ある も の に な っ た わけ で す 。 以 龍 
の モデ ル は , クッ ショ ン の 中 KC 振 
動 テ ニッ ト が つい て いて , ど ち 頭 
か と いう と 最 中 の よう な 形 で し だ た 
が , 当然 , そう いう も の で すか が 
ら , 座り ます と , そ と に ちょ っ 可 
異物 感 が あり , 振動 も 突き 上 げ る 
よう な 振動 に な っ て いた わけ で 鼻 
が , 今回 の も の は 面 駆動 と 呼ん で 
いる の で す が , 点 で な く 面 で , 合 
全体 に 振動 を 伝え る と と に し ま 此 
た の で , 柔 か い 振 動 を 出す と と が 
で ぎ き 計 し た る 
及川 そう いう 面 駆動 と いう の が 
大 き な 違 いで し ょ う ね 。 前 は 確か 
に と と か らき て いる な と わか っ 門 
ん で すね 。 振動 し て いる 場所 と ゅ 


板垣 従来 の も の は , クッ ショ ン 
を 中 に ドラ イ バ ー が 入っ て いて 
と れ を われ われ は マル チ 駆 動 と \ 
うふ うに 分 け て いる の で す が , 選 
ル チ 駆 動 と いう の は , ドラ イ バ 
を 多数 レイ アウ ト し て , 体 の いあ 








ドラ イ バ ー 
1 (4) 面 駆 動 方 式 
は ん 感じ る と と ろ に ドラ イ バ ー を 
レイ アウ ッ ト し て , それ で 振動 させ 
ます 。 こ れ を や り ま す と , クッ シ 
ョ ン 自 体 が , 中 に 機械 が 入り ます 
の で , 座り 心地 が 固く な り ま す 。 
回 は と れ を 大 幅 に 改善 で きた わ 
すず 。 - 
川 それ か らい ろ い ろ と うい う 
に つい て いる 機能 を 見 る と , オ 
= ディ オマ ニア も いじ っ て みよ う 
な と いう 気分 の も の が いっ ぱい 














そう いう 点 で は , 前 製品 
S-80, 100 の 段階 で は オー ディ 
マニ ア は 最初 か ら 相手 に し な か 
本 / に と いう と と ろ が あっ た わけ で 
年 が , 今回 の モデ ル は , そう いう 
で マー ニア と いわ れる よう な か た 
る , ちょ っ と 試し て みよ うか な , 
を いう ふう に 思わ れる よう な 製品 
置 な っ て きた と 自負 し て お り ま 


集 今日 は 長い 間 あ り が と うど 
D ま 1 





ドラ イ バ ー 
振動 板 帆布 , ベ ルト 


(b) マル チ 駆 動 方 式 











ご < パイオニア BSS-50> 


_ 129 





今回 は , プレ ー ヤ PL-910, CD 
プレ ー ャ DA-910, プリ アンプ C 
-910,。 パワ ー ア ンプ B-910 の 4 機 
種 の 展開 で 5 月 10 日 に 全国 一 斉 発 
売 さ れ た 中 か ら , パワ ー ア ンプ を 
取り 上 げ る 。 型番 か ら 見 る と 「910 
シリ ー ズ 」 と 呼べ る 内 容 で ある 
が , 共通 する コン セプト は 同社 な 
ら で は の ファ イン セラ ミッ ク 技 術 
を 採用 し た 無 共 振 化 で あり , 具体 
的 に は CCR (Ceramic Compound 
Resin) を 要 所 に 用 いて いる と と 
で ある 。 


B-910 の 概要 


最大 の 特徴 は 本 機 が 完全 な 「 純 
A 級 動作 回 路 ] で ある と と だ 。 昨 
今 は 各種 各 様 の か た ち で 「 準 A 級 
動作 回 路 」 が 用 いら れる と と が 多 


純 A 級 動作 パワ ー ア ンプ 
KYOCERA 


いわ け だ が , 本 機 は その 意味 で は 
「 効 率 ] より も 「 音 質 」 を 訴求 し 
て いる と いえ よう 。 

回 路 , 電源 と も 内 容 的 に 優れ て 
お り , 独自 の CCR ベ ー ス シャ シ , 
DC ドリ フト を 抑え る た め の モ ジ 
ュー ル の ファ イン セラ ミッ ク パ ッ 
ケー ジ 化 (FCL) な ど 注 目 の 新 素 
材 投入 も ある 。 

価格 は 30 万 円 ジャ スト 。 単価 だ 
け を みる と 安価 で は な い が , ステ 
レオ 型 で も あり , 内 容 , 音質 と も 
高度 に まとめ られ て いる の で CP 
比 は 高い 。 


B-910 の 回 路 と 機能 


出力 は 8 負荷 時 で 35W/CHI, 6 
0 で 45W/CH, 4 O で は 60W/CH 
で ある 。 純 A 級 動作 方 式 で あり な 





ぐ B-910 の 外観 > 
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が ら , と の よう に 低 負 荷 に 対す る 』 
駆動 能力 が 大 きい の は 出力 段 の 余 
裕 と 優れ た 電源 回 路 , そし て 放熱 
効率 の 高 さと 動作 の 安定 度 の 高き 
の た ま も の と いえ よう 。 

初段 は 従来 か ら の 電圧 2 段 増幅 
を や め て SSP(SlIngle Stage Push- 
Pul) と し , と の 回 路 は 温度 変化 
等 に よる DC ドリ フト や 無 共振 化 
(に よる 音質 向上 の た め FCL モジ 
ュー ル で ユニ ッ ト 化 され て いる 。 
ドラ イブ 回 路 は MOS FET を 
採用 し , トリ プル プッ シュ プル で 
ノン NFB の 出力 段 を 強力 に 駆動 
し て いる 。 
電源 トラ ンス は 250W/CH 相当 
の 600VA の 容量 を 持ち , ドラ イ 
ブ 回 路 へ は 専用 巻 線 で 電圧 安定 人 
回 路 を 通じ て 電圧 が 供給 され て い 
る 。 

プロ テク ショ ン 回 路 は 自動 復帰 
型 と な っ て いる 。 
機能 面 は 極め て シン プル で あ 
る 。 例え ば, パネ ル 面 は 電源 スイ 
ッ チ の み が つ けら れ , ラン プ は 電 
源 投 入 の イン ジ ケ ー タ が あり , ス | 
タン バイ 中 は 赤 の LED が 点灯 す 
る 仕組 み に な っ て いる 。 背面 は D 
C ダ イレ クト 入力 の 他 , DC カッ 
ト お よび サブ ソニ ッ ク フ ィ ル タ (⑥ 
Hz 6 dB/ocD の 入力 が ある 。 


EL ne 


WT 回 





ツ ディ 


IAC アウ トレ ッ ト は 電源 非 連動 が 
2 個 (最大 200W) 付属 し て いる 。 
ス ピー カ 出 力 端子 は 十 二 分 に 大 き 
蘭 :。 モン スタ ー ケ ー ブ ル の よう に 
大 め の ス ピー カコ ー ド も 楽に 挿入 
し 強固 接続 が 可能 で ある 。 要 す 


る に , 出力 メー ター と か スピ ー カ 
切り 替え と いっ た 機能 は 一 切な い 
シン プル な 機能 の パワ ー ア ンプ に 
仕上 げ て ある 。 

本 機 は 構造 的 に も 興味 深い 。 本 

床下 部 は CCR の ベー スシ ャ シ と 
な っ て いて , と れ を 4 個 の 脚 で 受 
| け て いる が , 前 部 の 2 個 の メタ ル 
脚 で , と れ は 高 さ 調整 も やれ ば で 
きる 。 ブ ス ア ー ス は 無 酸素 銅 圧 
坂 。 そ し て 信号 系 の 内 部 配線 材 は 
ョ m す べ て LC・OFC ( 無 酸素 銅 線 ) 
が 採用 され て いる 。 
4 内 部 は いわ ゆる モノ ー ラ ルコ ン 
スト ラク ショ ン と な っ て いて , 普 
』 通 , ボン ネッ ト に な る 部 分 に ハニ 
カム 大 型 ヒ ー ト シン ク が 採用 され 
iC で いる 。 と れ は 左右 独立 し て いる 
』 が 外観 上 は 一 枚 に 見 える 。 と の ヒ 
語 トシ ンク は , と に か く 高 剛性 そ 
の も の で あり , 放熱 効果 も 高い 。 
いわ ば チム ニー 型 を 集結 させ た 構 
言 と いえ る 。 


音質 


| 試聴 は 。 スピ ー カ が イ ン フ ィ ニ 
テ ィ 4.5。CD プレ ー ヤ が ソニ ー 
CDP-5000 で ある 。 本 機 は パワ ー 
アン プ な の で , CD プレ ー ヤ を 直 
詳し て 試聴 する と と に し た わけ 
- 測 

| 試聴 は 本 機 B-910 を 約 1 時間 ほ 
記 ェ ー ジ ング し た 後に 行っ た 。 
[ペー ル ギ ュ ント | フィ リッ プ 
ス 411 038-2 は 非常 に 周波 数 , ダ 


イナ ミッ クレ ンジ と も に 広い プロ 
グラ ム だ が , 本 機 は それ を 十分 に 
と な し て くれ た 。 特に 中 低 域 か ら 
低 域 の 再現 性 は 驚く べき も の で 制 
動力 が 実に 高く , そし て 良く 伸び 
て いる 。 ス トリ ング ス の 伸び も る 良 
質 で あり , ひずみ 感 が な い 。 下手 
な パワ ー ア ンプ だ と 悲鳴 を 上 げ る 
よう な 部 分 で も 本 機 は 大 変 に お だ 
や か な も の だ 。 イ ン フ ィ ニ ティ 
4.5 と いう スピ ー カ シス テム は , 
最低 域 方 向 の イン ピー ダン ス が 2 
O に まで 低下 し , fi 付近 の イン ピ 
ー ダ ンス 上 昇 に こし て も 10(2 に まで 
達し な い 極め つき の イン ピー ダン 
スカ ー ブ を 持つ 。 し か も 出力 音 圧 
レベ ル は 85dB 程度 と た, と に か く 
アン プ に と っ て は ひど く 疲 れる わ 
け だ が , そう し た スピ ー カ で も 本 
機 は か な り の 実力 を 示し て くれ 
る 。 特 に 微小 レベ ル で の 音 の 美 し 
さと 音 の 充実 が あり , ピー ク に 対 
し て は 出力 量 か らい っ て も 大 音量 
化 は で き な い が ダイ ナミ ッ ク レ ジ 
ン は 意外 な ほど 広い 。 間 違い な く 
純 A 級 動作 方 式 ア ンプ の メリ ッ ト 
所 0 先 よ う 。 

「 白 鳥 の 歌 」 フィリ ッ プ ス 411 
051-2 は フィ ッ シ ャ ディ スカ ウ の 
バリ トン と ブレ ン デ ル の ピア ノ 伴 
美人 拓 よ る も る ゆ 。 パリ トド ト 多 、、 旭 アブ 
と も に トロ 味 の つ いた 印象 で , ホ 
ー ル トー ン が きれ い だ し , 息 づ か 
い が リ アル だ 。 声 と ピア ノ の バラ 
ンス , そし て 左右 , 奥行 き の 広 が 
り 方 も 自然 。 何 か 良質 な 真空 管 ア 
ンプ を 聴く よう な 独自 の 雰囲気 が 
ある 。 

に デー タテ ルト ドキ ポ ジニ テリ 
ア 了 集 ] フィ リッ プス 411 148-2 は 


デカ ナ ワ の ソプラ ノ 。 と れ も お あ た - 


-「 ロ ー ラ ・ ボ ベス コ ・ 


た か く , 悲鳴 を 上 げ な い 。 バ リト 
ン と いい , と の ソプラ ノ と いい , 
と に か く 冷た い 声 に な ら ず に 大 変 
お だ や か な 表現 を する 。 
リサ イタ ル ] 
フィ リッ プス 410 457-2 は ボ ベ ス 
コ の ヴァ イオ リン 。 ピア ノ 伴 奏 は 
ジャ ッ ク ・ ジ ャ ン テ ィ で 日 本 録 
音 。 と れ も メ タリ ッ ク に な ら ず , 
ふく ら み 感 の ある ヴァ イオ リン で 
ある 。 松 ヤニ が 飛び 散る よう な サ 
ウツ FE で は な だく 。 し る 。 コグ の 
ある サウ ンド に な っ て 聴 と える 。 
と うし た 本 機 の サウ ンド は イン 
フィ ニテ ィ と いう スピ ー カ と 組み 合 
わせ た 場合 な の で あっ て , 恐らく 
他 の スピ ー カ で は と うし た サウ ン 
ド FC は な る まい 。 一 一 と いう の は 
某所 で パイ オニ ア の S-955 に 接 
続 し て 聴い た と と が ある が , その 
時 は も っ と 全体 が 引き 締め られ , 
時 と し て 冷徹 と いっ て 良い くら い 
の サウ ンド が 出 て きた 。 し か し 共 
通す る の は 音 場 感 の 自然 さ で あ 
る 。 そ し て 経験 に よれ ば イン フィ 
が オ も き で と うし た せ ウ アザ の 
場合 か な り の 真空 管 ア ンプ ファ 
ン に と っ て も 文句 の つか な い 音 質 
と いう と と が で きそう だ 。 別 真 
空 管 アン プ の すべ て が 良い と いっ 
て いる わけ で は な い が , 良質 な 真 
飲 午 プア ジグ に あっ で て で, トラン ジュ 
タ ア ンプ に 少な い 音 の ニュ アン ス 
と いう 意味 で 本 機 は か な り 興 味 深 
く , そし て 参考 に な る サウ ンド と 
クォリティ を 持つ と いっ て 良い 。 
派手 さ を 求め ず , クォリティ 第 
一 主義 の 企画 意図 が 確実 に 商品 に 
生き て いる と いっ て 良い 。 ぜ ひ 一 
聴 さ れ た い 。 
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同軸 3 ウェ イ ユ ニッ ト 採 用 SP 


JENSEN CGC-610C 





ジェ ン セ ン は , 密閉 方 式 と と も 
(とこ エンクロージャ 方 式 の 大 半 を 占 
め る バス レフ 方 式 の 開発 者 と し て 
名 高い 。 ま た , 同社 が と れ ま で に 
世に 送り 出し た 製品 の 中 に は , オ 
ー デ ィ オ の 発達 史上 , 重要 な も の 
も 少な く な い 。 とりわけ , 1950 年 
に 発表 され た SP ユ ニッ ト G-610 
は , オー ディ オフ ァイル の 間 で は 
垂 江 の 的 で あっ た と いわ れ て い 
る 。 その後, と の SP ユニ ッ ト は 
幾度 か の 改良 が 加え られ な が ら , 
四半 世紀 近く 製造 され て いた 。 

今回 , 紹介 する G-610C は , と 
の よう な 背景 の 中 か ら 当 時 の 設計 
思想 を 継承 し つつ , リフ レッ シュ 
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され た も の で ある 。 
プロ フィ ー ル 


本 機 は , 38cm コー ン 型 ウー フ 
ァ , ホー ンス コー カ , ホー ント ゥ 
イー タ か ら 構 成 さ れ た 同軸 型 3 ウ 
ェ イ SP (トラ イア キ シャ ル ) で 
ある 。SP シス テ ム は , 音質 を 追 
求 し て いく と , 4 ウェ イ や 5 ウェ 
イ と いう マル チ ウ ェ イ SP シス テ 
ム と な り , て とれ が 音 場 に な る と シ 
ング ル SP と な る 。 同軸 型 SP は , 
と の 2 つ を 両立 させ る た め に 考案 
され た も の で ある 。 

ウー ファ の コー ン 紙 は , 比較 的 
強度 が 高く , し か も 軽量 で 腰 の 強 


〇 っ ー の - の NN・ き 一 慌 AN さ の 


い タ イプ だ 。 ま た , 83 インチ の 詩 
口径 ボイス コイ ル や 貴重 な マグ ネ 
ッ ト ア ル ニ ュ V を 使用 し た 磁気 回 
路 な ど を 採用 し , 103dHB と いう 商 
能率 を 誇る 。 

スコ ー カ は , ウー ファ の 磁気 回 
路 の 後に ドラ イ バ 部 分 を 配置 し で 
いる 。 ユ ニッ ト の 断面 図 (第 1 図 ) 
を みれ ば 分 か る よう に , ウー ファ 
の 磁気 回 路 を 貫通 し , コー ン 紙 夫 
も ホー ン の 一 部 と し て 動作 させ る 
と いう 妨 級 な 方 法 を と っ て いる 。 
マグ ネッ ト は , も ちろ ん アル ニコ 
V で あり , し か も と れ を ボイス コ 
イル の 内 側 と 外側 と の 両側 に 配 し 
た 構造 だ 。 ダ イヤ フラ ム に は , 耐 
久 性 が 高く ,。 アル ミ な どの 人 金属 性 
の も の と は 一 味 違 うな め ら か ささ 
ッ ヤ を 持つ フェ ノー ルレ ジン が , 
































トラ イア キシ ャ ル の ユニ ッ ト 選 -610 











ラプ" 


に | 


音質 上 の 点 か ら 使 用 され て いる 。 


トゥ イー タ は , アル ミダ イキ ャ 


スト 製 の 非常 に ガッ チリ と し た フ 


レー ム た だ 渡さ れ た ブリ ッ ジ に 固定 


) され て いる 。 と の 位置 は , ウー フ 
) ァ , スコ ー カ の 完全 な 中 心 軸 上 で 
は な く , 干渉 に よる ひずみ の 発生 
』 を 避け る た め に , や や 上 方 に ずれ 


連 G と の だ ある ご ドゥ イー グ も 。 


華 が ルレ ニコ V, フェ ノー ル ダ イ ヤ フ 
j ラ ム を 採用 し て いる 。 


ゴー ルド メタ リッ ク の トゥ イー 


ョ タブ リッ ジ , マグ ネッ トカ バー, 
まして, ブルー の フレ ー ム は , ジ 


ェ ン セン の 伝統 を 感じ させ る 配色 
軸 

デパ バイ ディ ング ネッ トワ ー ク 
は , 堅 生 な ケー ス に 収め られ , エ 
ンク ロー ジャ 内 部 に 内 蔵 さ れ て い 
る 。 ク ロス オー バ 周 波数 600Hz, 


4kHz と する 一 6dB/oct. の 定 抵 


抗 型 の シン プル な タイ プ 。 し は, 


2.69 の 銅 線 を 使用 し た 空 志 コイ 


ル で , C は , TRW 製 の ポ り プロ 
フィ ルム が 使わ れ て いる 。 レベ ル 
ジジ トド ロー ルル は,。 ハイ 。 プラ テッ 
上 ト , ロー の 3 段 切り 替え で , 約 3 
dB の 調整 が 可能 だ 。 レベ ルコ ン 
トロ ー ル パネ ル に は , ミッ ド , ハ 
久 な ど ご と いう メカ ニッ ク な と と ば 
で な く , プレ ゼン ス , ブリ リア ン 
ス と エレ ガン ト な 装 き を 持っ た と 
と ば で 書か れ て いる 。 と の ネッ ト 
ワー ク と SP ユ ニッ ト と の 接続 は , 
用 ソケット に よっ て ワン タッ チ 
訳 行え る 。 
。G-610C の 専用 エン クロ ー ジ ャ 
委 イン ペリ アル エン クロ ー ジ ャ 
と 名 付け られ た BL-300 J で ある 。 
と れ は , 内 容積 約 5002 の 大 型 の 
バッ クロ ー ド ホー ン 型 で 。 コー ナ 


[第 1 図 ] 
同軸 3 ウェイ 
ぐ ト ライ アキ 
シャ ルス ピ 
ー カ ユニ ッ ト 
G-610 の 断面 
図 





中 域 














低 域 用 ユニ ッ ト 


ー タ イプ の も の だ 。 材質 は 米松 
で , 極 の つき 板 が 貼ら れ , オー ク 
ウッ ド ・ オ イル フィ ニッ シュ と い 
う 木 地 を 生か し た 仕上 げ が 施さ れ 
て いる 。 エ ンク ロー ジャ 内 部 の ス 
ロー ト 部 を 調整 する と と に より , 
バッ クロ ー ド ホー ン の ホー ン ロ ー 
F の コン トロ ー ル が で きる よう な 
構造 を 持っ て いる 。 ユ ニッ ト 前 面 
と エン クロ ー ジ ャ 下部 の ホー ン 開 
口 部 の サラ ン ネ ッ ト は 着脱 可能 。 


音質 


3 胃 O の え ば 。 た っ 貞 の 過 し た 
低音 の 響き に 支え られ た 安定 感 の 
良い 壮 肌 な む サ ウン ド で ある 。 

各 楽 器 の 位置 が ハッ キリ し て い 
る , 音 の 動き が 良く 分 か る な ど , 
同軸 型 の 特長 で あ る 定位 感 の 良 
さ , 音 場 感 の 自然 さ が 快 い 。 と れ 
は , 非 同 軸 型 の SP で は な か な か 
味わえ な いも の だ 。 




























ちょ っ と 聴い た だ け で は , 現代 
的 な 刺激 の 強い サウ ンド 人 慣 ら さ 
れ て し まっ た 耳 に は , 物足りな さ 
を 覚え る か も し れ な い 。 本 機 の よ 
うな SP は , 良質 な 真空 管 ア ンプ 
で 鳴ら し , 聴き 込ん で いく に し た 
が っ て その 真価 が 理解 で きる の で 
あろ う 。 
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シス テム カラ ー テ レビ が 製品 化 
され た の は 3 年 ほど 前 で , 日 本 ビ 
クタ ー の AV-20 は その は し り で 
し た 。 そ の 当時 は , テレ ビ 放 送 番 
組 の 受信 視聴 に 加え , ビデ オ や ビ 
デオ カメ ラ , ある い は オー ディ オ 
シス テム と 接続 し て 使用 する た め 
(に , ビデ オ や オー ディ オ の 入出 力 
端子 が も うけ られ ま し た 。 そ の 
倫 。 ペ ウヨ ツジ の ディ デレ イ と ども し 
て 使用 する た め 8 ピン の RGB 端 
ず ず を そなえ, また,。 グラ タン 管 の 
精細 度 を 向上 させ る と 同時 に , 四 
隅 の コー ナー の 部 分 を スク ェ ア に 
し て , 画面 を で きる だ け に 平 面 に 近 
づけ た , いわ ゆる フラ ッ ト ス ク ェ 
アタ イプ が 製品 化 さ れ ま し た 。 そ 
の 上 , 文字 放送 や キャ プ テ ン シス 








AV-MT21 の 外観 





21 型 シス テム カラ ー テ レビ 


ビク ター AVW-IMT21 


テム な ど に も る 使用 する た め , 21 ピ 
ン の RGB 端子 が 加え られ て , ニ 
ュー プ メデ ィ ア 時 代 を 迎え て 万 全 の 
ディ スプ レイ と し て , 機能 の 充実 
が は か られ まし た 。 

日 本 ビク ター は 好評 の 従来 の A 
V-20 に 加え て , ニュ ー メ ディ ア 
時 代 に 対応 し た 新しい シス テム カ 
ラー テレ ビ AV-MT21 を 発売 し ま 
し た 。 製品 も よう や く 潤 沢 に 市 場 
(に 出 ま わっ て きた の で , 今回 使用 
し で て み ま じ た 。 


お も な 特徴 


1. 高 精度 フル スケ ア 管 採用 

パソ コン を 使用 し た と き K 実 使 
用 2000 文 字 (80 字 X25 行 ) まで 映 
し 出せ る , 蛍光 体 の ピッ チ 幅 を 従 


当 還 



























































AV-MT21 の 操作 部 























来 の 0.76mm か ら 0.53mm ま で 狂 
め た デー タグ レー ド 管 ( 高 精 組 
管 ) が 採用 され まし た 。 なお, 
面 の コー ナー が ほぼ 直角 と な り , 
対角線 が 従来 より 約 2.5cm 広 が り 
21cm と な っ た , スク ェ ア タ イ 
に 

2. 28 機 能 の ワイ ヤレ ス 

リモ コン 

電源 スイ ッ チ や 音量 調整 ボ 久 
ン , チャ ネル 選 局 ボタ ン , チャ ネ 
ルプ リセ ッ ト 部 。 色 調整 ボタ ン 炉 
ど は , すべ て 引出 し 式 の ボッ クス 
中 に 収容 され て お り , 38 機 能 の コ 
ン パ クト な 着脱 式 ワ イヤ レス リモ 
コン も 内 蔵 し て いま す 。 

ステ レオ , 2 カ国 語 放 送 な ど 商 
声 は , 前 面 に 装備 し た 2 個 の 5c 
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きき /N 


W> 


上 


SN 


Td 


Sr 


Ne) 


9 (Y 


fl ロ 電 訟 衣 韻 喘 


巡 | 選 ざい 


人 村 


X 9cm の だ 円 形 ス ピー カ (出力 


5W+ 5W) で 聞か れ , 外部 スピ 


ー カ も 使用 で きま す 。 
| 3. 映像 ・ 音 声 3 入力 端子 

映像 ・ 音 声 (24 チ ャ ネル ) の 入 
力 端子 を セッ ト の 背面 に そなえ , 
その 1 組 は セッ ト の 前 面 に 設け た 
端子 と 共通 接 さ れ て お り , ブリ ッ 
ジ 接 続 が 可能 で す 。 と の 入力 切り 
替え は , 前 面 の ビデ オ 切 り 替 え ボ 
タン で 選択 し ます 。 な お , 前 面 に 
は 1 セッ ト の テレ ビ 出 力 端子 を そ 
な え , チュ ー ナ の な い ポ ー タ ブル 
ビデ オ に 接続 し て 番組 の 録画 , 他 
記 の モニ ター や ステ レオ に 映像 や 音 
声 信 号 が 供給 で きま す 。 

4. 2 種 の RGB 入力 端子 

ニュ ー メ ディ ア や AV パソ コン 
の 対応 の 21 ピ ン RGB マル チコ ネ 
クタ と , パソ コン 専用 の 角 型 8 ピ 
ン RGB 入力 端子 を 装備 。 背面 に 
』 は , 両 RGB 端子 に 接続 し た 画像 
の コン トラ スト , 画面 の 水平 位置 
を 調整 する つま み が 用 意 さ れ て い 
訪 す 。 

5. くし 形 フ ィ ル タ 採 用 

複合 カラ ー 映 像 信号 は , 高 域 周 
談 数 帯 の 輝度 信号 スペ クト ラム 分 
布 の スキ 間 に 色 信号 成分 を 挿入 し 
j て (周波 数 イン タリ ー ブ ) お り , 
色 信 号 に よる 輝度 信号 へ の ドッ ト 
訪 害 , 輝度 信号 に よる 色 信号 ヘ ク 
ロス カラ ー 妨 害 が 画面 を 劣化 させ 
還 6 い ます 。 
』 従来 の テレ ビ 受 像 機 で は , 輝度 
信号 系 に 58MHz の トラ ッ プ を も 
j う け て ドッ ト 妨 害 の 低減 を は か っ 
て いま す が , と れ で は 輝度 信号 の 
高城 成分 も ト ラップ し て し まう た 
め , 解像度 も 低下 し ます 。 一 方 , 
色 信 号 系 で は 狭 帯 城 の バン ド バ パス 


ビデ オ 入 力 過す T、 
人 6 科 プ ブラット 10 軸 だ いこ 
デブ 因 
検波 出力 


[第 1 図 ] 色 如 域 特性 の 切り 替え 
フィ ル タ に より 色 信 号 を 分 離し ま 
す が , 輝度 信号 の 高 域 成分 が 分 離 
され ず に 残り 0, その た め ク ロス カ 
ラー が 生じ ます 。 

と の クロ スカ ラー を 除き , 解 像 
度 の 伸び た 切れ の よい 画質 を うる 
た め に , くし 形 フ ィ ル タ が 採用 さ 
れ て いま す 。 デ ー タ グレ ー ド 管 と 
くし 形 フ ィ ル タ の 相乗 効果 に よ 
り , と の AV-MT21 で は 水平 解 像 
度 420 本 以上 (テレ ビ 受 像 機 は 約 
270 本 ) が えら れ ま す 。 な お , ド 
ッ ト 妨 害 を 除く た め ノ ッ チ フィ ル 
タ の 切り 替え スイ ッ チ が 前 面 に も 
うけ られ て お り , パソ コン を 接続 
し た と き に は 特に 効果 が あり ま 
者 

6. 入力 特性 の 切り 替え 回 路 

テレ ビ 信 号 を 受信 し た と き の 検 
波 出力 の 振幅 特性 は , 中 間 周 波 増 
幅 段 の フィ ル タ , 4.5MHz の トラ 
ッ プ の 影響 に より 色 信号 帯域 特性 
が 傾斜 し , 一 方 ,。 ビデ オ な どの 入 
力 信号 は 色 信 号 帯 城 が 平坦 な の 
で , テレ ビ 信 号 受信 の 時 と は 特性 
が 異な り ま す 。 そ と で , 本 機 で は 
テレ ビグ ビデ オ 切 り 替 え ス イッ チ 
に 連動 し て 色 信 号 帯 域 特性 を 第 1 
図 の よう に 切り 替え て 最適 な 色 再 
生 を 行う よう 設計 され て いま す 。 

その ほか , ビデ オ の 回 転 ど ら や 
テー プ の 伸縮 こよ り 生 ずる スキ ュ 
ー ひ ずみ を 自動 的 に 補正 する スキ 
ュー スイ ッ チ , 60 分 後に 電源 を 自 














1 
5MHdl も ド 、 
ノバ イノ パス 
フィ ル タ 
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NZ YA 
\Y フィ ル タ 


動 的 に 切る オフ タイ マー, 消音 ボ 
タン な ど が あり ます 。 


使っ て み ま し た 


ビク ター の ネッ トワ ー ク AV- 
20 は シス テム カラ ー テ レビ と し て 
発売 以来 好評 で , 筆者 も 日 常 。 テ 
レビ 番組 の 視聴 に , そし て , ビデ 
オ や ビデ オデ ィ ス ク , ビデ オカ メ 
ラ な ど を 接続 し て 使用 し て いま す 
が , その 性 能 に は 満足 し て いま す 。 

ニュ ー メ ディ ア 時 代 に ふさ わし 
い シ ステ ムカ ラー テレ ビ に 生れ か 
わっ た わけ で す が , テレ ビ 番 組 も 
ビデ オ や ビデ オデ ィ ス ク の 再生 画 
像 も , 相 変 ら ず グ ラ デ ー シ ョ ン の 
豊富 な 鮮明 な カラ ー 画 像 が えら れ 
まし た 。 パ ソコ ン を 接続 し た と き 
は , ノッ チ フ ィ ル タ を 挿入 する と 
と に より 災 や か な パタ ー ン が えら 
れ ま し た 。 内蔵 スピ ー カ 使用 で 
は , AV-20 より や や 音質 が 劣り 
ます が , と れ は 外部 スピ ー カ の 併 
用 で 問題 あり ます まい 。 

手 を ちょ っ と 触れ た だ け で , ス 
ムー ズ に スラ イド し て 出 て くる 調 
整 ボ ックス は 従来 より 使い 勝手 が 
よく , 日 常 の 使用 は リモ コン に か 
ぎり ます が , リモ コン の し まい 場 
所 が 用 意 さ れ て 便利 に な り ま し 
た 。 解像度 テス トチ ャ ー ト を 映し 
出し て みて , 水平 420 本 以上 の 解 
像 度 が 実証 され まし た 。 
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ソン ニー 


4 色 カ ラー グラ フィ ッ ク ・ プ ロッ タプ リン タ 


PRN-C41 





1. PRN-C41 の 概要 


基本 構成 と BASIC (BIOS を 含 
む ) で 互換 性 (マイ クロ ソフ ト 社 
の 提唱 に よる 各社 共通 仕様 ) を も 
つっ 話題 の MSX ホ ー ム パソ コン は , 
周辺 装置 に お いて , 各社 の 持ち 味 
を 生か し た 開発 が 進ん で いま す 。 

と の 6 月 に 発売 され る MSX パ 
ソ ュ コン 適 合 の ソニ ー の 4 色 カ ラー 
グラ フィ ッ ク ・ プ ロッ タプ リン タ 
「PRN-C41 」( 写 真 -1) は , コス ト 
パフ ォ ー マ ンス (価格 に 対す る 性 
能 ) が すぐ れ て いる と と で 注目 さ 
れ て いま す 。 も ちろ ん , と の PR 
N-C41 は , ホー ム パ ソコ ン 向け 
の は ん 用 性 を ね ら っ た も の で , セ 
ント ロニ クス 社 仕様 の イン ター フ 
ェ ー ス を も つ パ ソコ ン な ら 各 社 ど 
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の 機種 に も つなが り ま す (た だ 
し , 文字 フォ ント に よっ て は 変換 
コー ド に ちがい が ある の で 注意 が 
必要 )。 

それ で は , PRN-C41 の 特徴 を 
いく つか あげ て み ま し ょ う 。 
①144mm 幅 の ロー ル 紙 の ほか 
に, ハガキ 大 か ら A4 サ イズ まで , 
1 枚 ど と の 紙 (セン グル ・ ペ ー パ 
ー 式 ) が 使用 で きま す 。 

② 描 画 (印字 ) 分 解 能 は , 従来 
の も の と 同 程度 (最小 移動 0.2 
mm) で す が , 文字 サイ ズ の 最小 
値 が か な り 小 さく と れ ま す (0O.8 
mmX※1.2mm)。 と れ は M 社 の 同 
クラ ス の カラ ー・ プ ロッ タプ リン 
タ の 最小 の 表示 サイ ズ に 比べ る 
と , ちょ うど 夫 の 縮小 値 に な り ま 
琴 ぁ 


- 写真 -1> 
PRN-C41 の 外観 






































⑧ 漢 字 ROM が オプ ショ ン で 装 
着 で きま す 。 印字 に 際 し て は , 通 
常 の JIS コー ド と 漢字 扱い の シフ 
ト JIS コー ド の 2 つの モー ド を 使 
い 分 け ま す 。 

①④ パ ソコ ン に ソー ニー SMC-77 
を 使う 場合 は 、 グラ フィ ッ ク エ 必 
ィ タ ( 同 梱 の ユー ティ リティ ソフ 
ト ) に よっ て , “8 色 ” の ハー ドコ 
ピー が で きま す (基本 の カラ ー4 
色 を 使っ た ドッ ト の タイ リン グ に 
よる 混合 )。 3 

プロ ッ タ プリ ンタ の ペン に 2 
いて は , 標準 で 水性 (カラ ー4 色 : 






X-Y 軸 プロ ッ タ 方 式 | 
最大 160 桁 (A4 カ 
ッ ト 紙 , 最小 文字 ) 


1.2mm X0.8mm 一 
18mm X12mm 
の 15 種 類 


4 色 ( 黒 , 青 , 緑 , 赤 ) 
4 方 向 (前 後 左 右 ) 






印字 方 式 














最大 10 文 字 / 秒 
> ルン シー ラテ ペー 
外 径 70mm 以 下 
- 内 径 12mm 
幅 114mm 
カッ ト 紙 
紙 厚 70 メ 一 400 
電源 アダ プ タ 
AC100V, DC10V 
外形 寸法 | 幅 310X 奥 行 108  』 
(mm ) 高き 67 
本 体 価格 | 54.goo 円 


〔 第 1 表 ] PRN-C41 の 規格 
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ぐ 写 真 -2 ボー ル ペ ン 型 の ペン 
』 ボ ー ル ペン 型 ) が 付い て いま す が , 
議 叶 プ ショ ン で OHP( オ ー パ ペー ペ ヘッ 
ド ・ プ ロジ ェ ク タ ) 用 の 用 紙 に 向 
く , 油性 の ペン が 使え ます 。 第 1 
表 に PRN-C41 の 主 な 仕様 を 示し 
許し た 。 


2. シス テム 構成 と 
オペ レー ショ ン 


記 ホー ム ユ ー ス (家庭 向き ), パー 
ソナ ル ユ ー ス (個人 用 ) を 対象 と 
し て いる と と ろか ら , PRN-C41 
jl は , デザ イン 的 に も , 機能 的 に も 
j い くつ か の 工夫 が み ら れ ます 。 本 
体 部分, ロー ル 紙 ホル ダー, それ 
と 電源 (AC ア ダ プ タ ) は コン ポ 
ー ネン ト 型 に な っ て いま す (離脱 
・ 組み 立て が 容易 )。 自分 の 机 の 
上 に 必要 な と きだ け 設 置 し , 普段 
は 本 箱 の すみ に で も し まっ て お く 
と いっ た 使い か た が で きま す 。 

| 機能 と し て , お も し ろ い と 思わ 
れる の は , 
用 で きる と いう こと と で し ょ う 。 手 
紙 な どの 通信 文 に 威力 を 発揮 する 
と 思わ れ ま す 。 同 一 文面 で 間 に 合 
わせ る パー ティ ー の 案内 状 や 組 待 
汰 , ある い は 年 賀 状 , 暑中 見 舞 な 


d 


ど , か な り 広 範囲 に 活用 で きそう 


シン グル ペー パー が 利 






PRN-C41 に は 通常 の キャ ラク 
訪 プ リン タ と し て 働く テキ スト モ 
ー ド と し て , いわ ゆる プロ ッ タ と 
し て 動作 する グラ フィ ッ ク モ ー ド 
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[第 1 図 ] 

と が あり ます 。 と と で , と の 2 つ 
の モー ド の 使用 に つい て 簡単 に ふ 
で 5 きま し ょ る う 。、 ます デ 年 ス 
トモ ー ド で す が , 基本 的 に は AS 
MT コード 区 し 充 が っ で ジジ ドロ 
ー ル コー ド (PRN-C41 に は 11 種 
類 あ る ) と 文字 フォ ント コー ド を 
パソ ュ コン 側 か ら PRN-C41 側 に 
送っ て あげ れ ば よい の で す 。 て と の 
と き パ ソコ ン 側 で は BASIC の 命 
令 , LPRINT 文 を も ちい る の が 
普通 で す 。 

た と えば , 文字 サイ ズ 3 で 文字 
を 打ち 出 そ う と する と き を 考え て 
み ま し ょ う 。 文字 サイ ズ を 決め る 
た め の コ ント ロー ルコ ー ド は , 負 
H14 で すか ら , と の 場合 の プロ グ 
ラム は , 

10 LPRINT CHR$ & H142.“3" 
20 LPRINT “で ん ば か が く " 

と な り ま す 。 ま た , 第 1 図 は ノニ 
ー の MSX ペ ソ ュ コン HB-75 で 打ち 
出し た ASCII コー ド に よる キャ 
ラク タ の 一 覧 で す (PRN-C41 を 
JIS コー ド に モー ド 指 定 )。 

炎 ( に 。 次 ジィ ッ みみ 條 一 で お 
が , と の 場合 は 14 種 の グラ フィ ッ 
クコ マン ド を 利用 し ます 。 プ ロッ 
タ の 特色 は , ドッ ト プ リ ンタ に 比 


eN 守 
さ 如 山 
SS sit 導 、 パコ 


> に me 











1 お ら に 1 
虹 抽 抽 還 し 情 。. 
、 二 に 本 OM 商 素 C 
交 人 き 世 の 0W 交 
二 : 加 節電 双 w 愛 受 
替 義 る . 己 ぎす 
了 W 例 避 薄 学 束 。 旬 
械 更 馬 : 也 稀 、 傘 . 多 
区 先導 急 泡 議 生 
SD 
ま ぁみ. も ⑳ も 存 ま 作 


キャ ラク タ の 一 覧 


の 。 拓 久 ・ 井 、 双 


べ て 失 い た 図 や 絵 が 連続 し た 線 に 
な っ て いる と いう の と , 紙 送り の 
正負 いずれ の 方 向 に も 『 ペ ン 』 が 
動く と めい 今 ど と で し ょ う 。 の た 
め プ ロッ タ に よる グラ フィ ッ ク 
は , ペン の 動き が 自然 の 描画 (人 
間 の 手 の 動き ) に 近い も の に な り 
ます 。 


3. PRN-C41 の 評価 


PRN-C41 を 使っ て の 印象 は , 
まず デザ イン が 若者 に NOW な 感 
覚 で まとまっ て いる と いう と と で 
し ょ う (小型 化 , コ ン ポ ー ネ ン ト 
型 。 ポ ー タ ブル 型 )。 と れ ら の ホ 
ー ム ユー ス の 情報 機器 は , 時 代 に 
マッ チ し た 新鮮 な 機能 美 を も ち 合 
わせ て いる と と が 一 つの 条件 に な 
る の で は な いで し ょ うか 。 

さて , 印字 の 様子 は 細か い 字 で 
も ブレ や ニ ジ ミ と いう も の が な く 
機能 的 に は し っ か り し た も の と 評 
価 で きそう で す 。 ま た , イン ク の 
質 も ちよ さそ う で す 。 た だ , 静寂 性 
と な り ま す と , と の クラ ス の 機器 
と し て は や む を 得 な い と と で す 
が , 印字 動作 の 開始 時 な ど に バタ 
つく よう な 音 が する の が 少し 気 に 
な め ま 夫 。 
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オー ディ オ テ ク ニカ で は , と の 
た び , 従来 て は まっ た く 異 っ た 両 
面 マ イク ロウ ェ ー ブ 加工 を 施し た 
ビデ オ 用 クリ ー ニ ング テー プ 『 ビ 
デオ ・ ク リ ニ カ ” AT5001 (VHS 
用 ) と AT5002(6 用 ) を 発売 し た 
(写真 -1)。 

ホー ム ビ デ オ の 普及 率 は 25 め を 
超え , 今や 2 台 目 を 購入 する 時 代 
に 入っ て いる 。 オ ー デ ィ オ 用 に 多 
く の ア クセ リー が ある よう に ビデ 
オ 用 に も 多く の アク セ サ リ ー が 市 
販 さ れ て いる 。 と の クリ ー ニ ング 
テー プ も その 1 つ で ある 。 

ビデ オ を 使用 し て いて , ドロ ッ 
プ テ アット (水平 方 向 に 現われ る 棒 
状 ノ イズ ) が 増え た り , 画面 全体 
が ノイ ズ に な っ た り , 戻っ た り , 
全く ノイ ズ に な っ た まま 戻ら な い 
等 , 画面 が 不安 定 に な っ た と と を 
経験 し た 人 は 多い と 思う 。 特に 画 
面 全体 が ノイ ズ に な る の は “ヘッ 
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ビデ オ 専 用 クリ ー ニ ング テー 


オー ディ オ テ ク ニカ AT5001, AT5002 


ド づ まり " と 言っ て 。 ビ デオ ヘッ 
ド 表 面 に 塵 や テー プ ベ ー ス の 削れ 
粉 な ど が 付着 し , ヘッ ド と テー プ 
間 の スペ ー ス が 大 きく な り , 映像 
信号 の 記録 , 再生 が 不能 に な る 現 
象 で ある 。 

と の よう な 汚れ は ビデ オペ ヘッ ド 
に 限ら ず , 消去 ヘッ ド , オー ディ 
索 N み も 。 
ヘッ ド , キャ プス タン , 
ー ラ , 各 ガ イド ポス ト な ど 走 行 経 
路 の あら ゆる 個所 に 発生 する 。 た 
と えば, 消去 ヘッ ド の 汚れ の 場合 , 
消去 不良 が 起り , 新た に 記録 され 
た 信号 と 消し 残り と の 間 で ビー ト 
が 発生 し , 再生 画面 に 現われ る 。 
また だ た コント ロー ルト ラッ クベ ヘッ ド 
の 汚れ は , 再生 時 の サー ボ の 基準 
で ある コン トロ ー ル トラ ッ ク 信 号 
の 出力 低下 と な っ て , トラ ッ キ ン 
グ 不 良 を 起す と と が ある 。 

“ビデ オ ・ ク リ ニ カ ” は 従来 の 


コン トロ ー ル トラ ッ ク 
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クリ ー ニ ング テー プ の 素材 と し 斉 
使わ れ て いる 皮 や 布 リ ボン , ま 旭 
層 り エス テル ベー ス の 片面 に 磁 悼 
材 や 研磨 材 を 塗布 し た 構造 で は な 
く , ポリ エス テル テー プ の 両面 碑 
波状 の マイ クロ ウェ ー ブ 加 工 ( 征 
1 図 ) を 施し た の が 特徴 で ある 。 
と の マイ クロ ウェ ー ブ が へ ヘッ 関 
や 走行 系 の 付着 物 に 対し て 塵 取 
や 拭き 取り の 役目 を し て いる 。 
従来 , クリ ー ニ ング テー プ 対 
し て は , 必要 な 汚れ の み を 取 際 
き , ヘッ ド や 走行 系 を 研磨 し な 旧 
タイ プ の も の が 望ま れ て いる 。 
の テク ニカ クリ ー ニ ング テー 調 
は , 研磨 材 を 使用 せ ず , マイ クロ 
ウェ ー ブ 構 造 と いう 新しい 考え 寿 
を 導入 し た クリ ー ニ ング テー ブ プ き 
言 辻 9。 3 
と の よう に "ビデ ォ ・ ク リ ニ 旭 
は 従来 の 片面 構造 で は な く , マイ 
クロ ウェ ー ブ 加 工 を 両面 行う と き 
(こよ っ て , ヘッ ド の みな ら ず 走 入 
示 全 体 を クリ ー ニ ング する 工夫 想 
され た 新しい タイ プ の クリ ー ニ ジ 

グ テ ー プ で ある 。 
ロ ウェ エー プ 加 ロ 


マイ クロ ウェ ー ジ 加工 
[第 1 図 ] 
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上 で ク ま す と , た か が 
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工作 


プリ ンタ の イン ター フェ ー ス を 
利用 し た パソ コン 応用 エレ クト ロ 
性 クス 工作 と し て ,。 これ まで いろ 
記 う ろ な も の を と りあ げ て きま し た 。 

誌 '82 年 4 月 号 か ら 7 月 号 に 
要 け て は , DA コン バー タ と 正 
踊 発振 災 。 音声 合成 (し ゃ べ る 
蘭 交 コン) デイ ジタル コン トロ ー 
ルレ フィルタ を , ' 83 年 10 月 号 で は 
ッ ピン グモ ー タ レツ マレ スモ ー 
の り モ コン と ノ パパ ソコ ン サ ウン 

前 ジェ ネ レ ー タ を 製作 し まし た 。 

そし て 前 回 は パワ ー ト ロニ クス 

(リレー の コン トロ ー ル ) の 実験 
や っ だ わけ で , こう し て 列挙 し 
0 グイ オー ダ 
蘭 ノ ェ ー ス と は 言っ て も ずい 分 
多く の 応用 が で きる こと に 改め て 
ピッ クリ させ られ ます 。 

し か し , これ ら の 応用 で 共通 し 
全部 パソ コン か 
外部 の 機器 に 向かっ て デー タ を 


唐 力 す る 使い 方 を し て いる こと で 


A/D 究 据 病 










まぁ 

考え を て みれ ば プリ ンタ の イン タ 
ー フ ェ ー ス を 使っ て いる か ら に は 
当たり 前 の こと な の で す が , た ま 
に は デー タ を 入力 し た い , と いう 
必要 性 も ある は ず で す 。 

そこ で 今回 は と っ て お き の 方 法 
「 プ リン タイ ンタ ー フ ェ ー ス を 利 
用 し た アナ ログ 入力 」 の し か た を 
実験 を まじ えて ご 紹介 し まし ょ う 。 
出力 イン ター フェ ー ス を 使っ て 
入力 が で きる の で す 。 





それ で は , まず は ほ は A'( ア ナ ロ グ ) 
グ D (ディ ジタル ) 変換 器 の 動作 
原理 か ら 説明 し て ゆき まし ょ う 。 

と いう の は , どの よう な を 方法 で 
パソコン に アナ ログ デー タ を 読み 
込ま せる に せよ 今 の パソ コン が デ 
ィ ジ タル コン ピュ ー タ で ある 限り , 
アナ ログ 信号 を ディ ジタル 信号 に 


ズリ ンタ の イン ダー フェ ー ズ ス を 利用 し た 
パワ ソコ ン 応 用 
エレ クト ロニ フス 侍 
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変換 し て お か な いと パソ コン で は 
扱え ませ ん し , 実は , AD 変換 
する 動作 様式 の 中 に 出力 イン ター 
フェ ー ス で アナ ログ デー タ が 入力 
で きる ヒン ト が 陣 され て いる の で 
す 。 そ うい う 意 味 で まず 詳し く 具 
体 的 に AD 変換 の 原理 を 解説 し 
て お きだ た い の で す 。 

AD 変換 器 は その 動作 様式 上 , 
積分 型 。 追従 比較 型 , 逐 次 近似 型 , 
遇 は 3 』 (フラ ッシュ 型 ) な ど 

の ま 39 な し で 、 選 所 60 
の か 0 あれ EAR 

この タイ プ の AD 変換 器 は そ 
の 名 が 示唆 する よう に 二 ス テッ プ 
で 大 きき の 異な る 何 種類 か の 基準 
電圧 (また は 電流 ) の 組み 合わ せ 
を 選び な が ら , だ ん だ ん 測定 すべ 
き ア ナ ロ グ 電圧 (電流 ) の 大 き さ 
に 近づけ て ゆく , と いう も の で す 。 
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この 組み 合わ せ が 実 は ディ ジタル 
値 に 相当 する の で す 。 

第 1 図 を 見 て 下さ い 。 こ こ で は 
アナ ログ 信号 (電圧 また は 電流 ) 
を 積み 木 (高き ) に た と えて いま 
す 。 

ハッ チン グ を 施し た 積み 木 は , 
これ か ら そ の 高き を 測 ろう と する 
積み 木 で す 。 そ し て その 左側 に 普 
ん だ 積み 木 は いわ ば 高 さ の 標準 器 。 
重り で いえ ば 分 銅 み た いな も の で , 
それ ぞ れ 1 , 二 , 本, 語 の 高き を 
有 し て いま す 。 

問題 は これ ら の 標準 の 高 さ の 積 
み 木 (以下 標準 積み 木 と 呼ぶ ) の 
中 か ら 適 当 な も の を 選ん で 積み 重 
ね , 未知 の 高き の 積み 木 (以下 未 
知 の 積み 木 と 呼ぶ ) に な る べく 近 
い ぃ 高き に する に は どう し たら よい 
の の 。 空 す 。 

標準 積み 木 は この 例 で は 4 つ し 
か あり ませ ん が , 組み 合わ せ た 高 
き は 0。 寺 。 坦 容 字 語 と きざみ 
で 16 通 り で きま す 。 

で すか ら 未 知 の 積み 木 が 琶 まで 
の 高き を 有 し て いれ ば , その 高き 
に ほぼ 一 致す る 標準 積み 木 の 組 み 
合わ せ が 必 ず あ る は ず で す 。 

そこ で 選ん だ 標準 積み 木 を “1” 


MSB 








標準 高 さ の 積み 本 
〔 第 1 図 】 積み 木 の 高き 比較 
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高 さ 不 明 の 積み 木 


選ば な か っ た 標準 積み 木 を "0" 
で 表現 し , 高き の 大 きい 順に 並べ 
て で て み ます 。 そう する と , だ と えば 
1011 の よう に 日 頃 見 慣れ ん た ディ ジ 
タル 値 と な り ま す 。 

つま り , 標 準 積み 木 の 「 組 み 合わ 
せ 」 は 正 に ディ ジタル 値 に ほか な 
り ま せん 。 

を し て この よう に を ステ ッ プ で 
高き が 異な る (ここ が ミソ で す が ) 
標準 積み 本 の 適当 な 組み 合わ せ を 
見 出す こと こそ が アナ ログ つつ ディ 
ジタル 変換 その も の な の で す 。 

き て , 未知 の 積み 木 に な る べく 
高き を 合わ せる に は , どの よう に 
標準 積み 木 を 選ん で いっ た ら よ い 
で し ょ うか 。 ち ょ っ と 考え て みて 
くだ さい 。 

小さ い 標準 積み 本 の 方 か ら 順 番 
に と り 出 し て 積み 重ね , 未知 の 積 
み 木 と 高き を 比べ て みる の が よい 
で し ょ 本 

いい え , それ で は 要領 が よく あ 
り ま せん 。 

ぃ ちば ん 効率 的 な 方 法 は , 第 2 
図 の よう に 背 の 高い 標準 積み 本 の 
方 か ら 順 次 取り 出し て 積み 重ね , 
未知 の 積み 木 と 高 さ を 比較 し て み 
る こと で す 。 も し 標準 積み 木 の 方 


1: 採 所 
0: 不 拓 択 





1 0 帆 。 重 


〔 第 2 図 〕 


高き 比較 の し か た 


が 低けれ ば その 積み 木 は 必要 な 
の と し て 採択 し ます 。 し か し 高 画 
ぎれ ば 採択 し な いこ と に し まず す 』 

第 2 図 中 破線 で 描い た す の 高 電 
の 標準 積み 木 は 採択 し な か っ た こ 
と を 意味 し て いま す 。 

この 要領 で 最も 小さ い 標準 積 革 
木 まで 重ね て ゆき , 高 さ の 比較 計 
その 採択 (1)/ 不 採択 (0) を 決め る 壮 
で す 。 

こう すれ ば 規則 的 に す ば や ぐ 。 
どの 標準 積み 木 が 必要 か を 決 洒 計 
る こと が で きま す 。 そ し て そ ( 請 
り 方 が , 高き の 「 目 盛り 」 の 粗 請 
( 背 の 高 ぃ ) 標準 積み 本 か ら ! 喘 
盛り 」 の 細か い (低い ぃ ) 標準 積 計 
木 に 向かっ て 順 を 追っ て 比較 し 
だ ん だ ん 測定 の 精度 を 上 げ て ゆ ゅ 職 
こと か ら 。 この アナ ログ ー デ 油 
タル 変換 方 式 を 逐次 近似 法 と り 計 
の で す 。 

な お 参考 まで に 補足 説明 し で 詩 
く と , よほど 好 運 で な い ぃ 限り, 握 
準 積み 木 を どう 組み 合わ せ て も 
未知 の 積み 木 と ピッ タリ 同じ 高 寺 
に は な り ま せん 。 わ ず か な 高き 寺 
違い が 生じ し る わけ で , この 居 い 調 
量子 化 誤 差 と 呼ば れ , AD 稀 
器 に は つき も の で す 。 

し か し , 最も 背 の 低い 標準 積 画 
木 以 上 の 誤差 は 生 し な い , と い 計 
こと が この 例 で お わか り い た パ 計 
る で し ょ う 。 少し 工夫 する と 記 
化 誤 差 は 最も 背 の 低い 標準 積み 
の まで (すなわち 志 の 高 さ ま 暫 
に 抑え る こと が で きま す 。 

も う ひ と つ コ メン ト を し て お 議 
と , 高き 比較 中 は 絶対 に 未知 の 
み 木 は その 高き さ を 変え て は な り 
せん 。 そ うし な いと 高 さ 比べ の 
ょ う が な いた めで , 正 し ぃ A/ 和 
変換 が な され な い の で す 。 
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それ で は この 積み 木 の 話 を 電気 
回 路 に 置き 換え る と どう な る か , 
能 | し て これ が 出力 イン ター フェ ー 
ス で デー タ を 入力 する の と どう 関 
係 す る の か を 考え て み ま し ょ う 。 
第 3 図 を どら ちん くだ さい 。 

ここ に は 8 ビッ ト の 入力 端子 を 
持つ DA 変換 器 と 比較 器 が 描か 
れ て いま す 。D/A 変 換 器 は それ 
ぞ れ の 入力 端子 を *1" に する か 
『0" に する か に よっ て その 出力 
(アナ ログ ) の 大 小 が コン トロ ー 
ルル で き , マイ ナス の 電流 の 形 で 得 
ち れ る も の と 考え て 下さ い 。 

> まり, 
明け を "1" ( 他 は “0”") に 
する と , その 出力 に 一 1mA の 電流 
が 現れ ます 。 そ の 次 の 入力 端子 だ 
朋 を 1" と する と 出力 は 0.5m A 
を な り ま す 。 さらに 次 の 入力 端子 


MSB と 書い た 入力 端 





ー+-。5mA どなり 電 

これ は ちょ うど 先ほど の 標準 積 
み 木 を 選択 し , 重ね 合わ せる の と 
同じ 働き を し て お り , 電流 値 が 高 
さ に , DA 変換 器 が 種々 の 高き 
の 標準 積み 木 に 相当 し て いる わけ 
で す 。 

た だ ひと つの 違い は , 標準 積み 
木 の 高 さ が 正 の 値 で ある の に 対し 
て 電流 値 負 に な っ て いる 点 で す 。 

これ は 「 未 知 の 電流 」 と 大 小 比 
較 を し や すく する た め の 工 夫 で す 。 

比較 器 に 入る と ころ で 両者 を 合 
成 (足し 算 ) すれ ば , 比較 器 で は 
その 結果 (電流 値 の 正負 ) を 判 
別 す る だ け で 大 小 比 較 が で きま す 
か ら 大 変 好都合 な の で す 。 

ここ まで 説明 すれ ば パソ コン の 
グリ シタ イシ ター フュ ェ ュー ス そ の か 
ら み は も うお わか り で し ょ う 。 8 














































































< 写真 -1> AD 1408 と A741 の 外観 
ビッ ト の プリ ンタ デー タ を 直接 D 
ノ A 変 換 器 の 入力 端子 に つなげ ば 
よい の で す 。 

問題 は 比較 結果 (電流 の 正負 判 
別 出力 ) を どう パソ コン に 知ら せ 
て や る か , で す が , 一 般 に パソ コ 
ン は プリ ンダ アー を 一 方 陶 に 征 
力 (いわ ゆる タレ 流し ) する よう 
な こと は せ ず , 相手 側 の 機器 が そ 
れ を 受け 入れ られ る 状態 に な っ て 
いる か どう か (READY 信 号 ), 出 


末 知 の 電流 (アナ ログ 入力 ) 
































【 第 3 図 〕 
* は , 一 0.2 5mA と いう 具合 で , し 
2 = ニー 半 いい わけ ーー 選択 入力 比較 出 カ 
D 変換 器 の 基本 ( 正 / 負 判別 ) 
所 『 で す 。 回 路 
も し , MS B 端 子 と 次 の 入力 端 M 
星 の 両方 を “1" と する と 出力 は | ( | 
再 者 の 合成 値 (足し 算 ) と な り , 人 ( 話 )-2W と な を 
〔 内 部 構成 〕 ディ ジタル 入力 [ピン 配置 〕 
い "最上 位 ビ ピッ ト 最 下位 ピット 上 か ら 見 た 区 
正 電源 (5V) Br :Bz Bs > 臣 二 本 、 還 ① 番 ピン を 示す マー ク 
電流 出力 (NC) 1 6 位相 生 人 
4< 一 クラ ンド 2 の 
2。 負 電源 3 人 
0 | グラ ンド 電流 出力 4 13 正 電源 
最上 位 ビ ッ ト Bi 5 Ba 最 位 ビ 
Bz 6 1 
B。 7 0 B。 
B。 8 9 Bs 














に 人 
負 電源 (- 15V) 


位相 補償 








(第 4 図 〕 
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力 し た デー タ が ちゃ ん と 受け 取ら 
れ た か どう か (ACK 信 号 ) な ど を 
チェ ッ ク す る よう に な っ て いま す 。 

そこ で この 状態 チェ ッ ク 信 号 の 
チャ ネル を 1 つ 使 っ て パソ コン に 
前 述 の 比較 結果 を 入力 し て や れ ば 
よい の で す 。 






H 





中 ガイ シル ター ツェ ーー ス を 人 覗か な 
アデナ ログ デー タ の 入力 の トリ ッ ク 
と 理屈 が すっ か り わ か っ た と ころ 
で 早速 , 回 路 設 計 に か か る こと に 
紀 衣 紀 旬 江 - 

D ノ A 変換 器 は 8 ビッ ト の 分 解 
能 を 有 し た 電流 出力 タイ プ の も の 
が 適し て いま す 。 こ こ で は 筆者 の 
手持 ちの 関係 で アナ ログ デバ イセ 





に ぎり 電源 電圧 は 5V/ 一 15V | 


基準 電圧 入力 (⑬ 番 ピン )/ 電 流 制 限 抵抗 三 2mA 






























































































































規 直 
項 目 上 単 位 
MIN. | TYP. | MAX. | 
正 圭 4.5 | 十 5.0 | 十 5.5 V 
電 源 電 圧 
負 ー4.5 | 一 15 | 一 16.5 V 
e 下 ーー 十 9 十 14 mA 
消 費 電 流 ] 
負 2 ー7.5 | 一 13 mA 
AD1408-9 一 ー 土 0.10 ンク 2 (第 1 表 ) 
相対 精度 AD1408-8 ーー- ーー 土 0.19 % AD1408 の 
AD1408-7 ー 一 土 0.39 レク 規格 
セト リン グ 時 間 ( 計 LSB 以 下 )| 一 | 250 一 nsec 
フル スケ ー ル 出力 電流 ドリ フト 一 ー20 ーー ppm/C 
ーT 
ルネ 2 1.9 ] 1.99 2.1 mA 
負 電 源 一 5V の 時 0 2.0 用 mA 
出力 電流 = 
負 電 源 _]cy の 時 0 2.0 4.2 mA 
テス 電流 ー パ トーLO トー3 の 0 寺 
スリ ュー レー ト mA/zsec 





ズ 社 の AD1408-9D を 使っ て みる 
こと に し まし た (写真 -1 参 照 )。 
この TI C は 第 4 図 に ボ す よう 還 
16 ピ ン の DIP タイ プ に な っ て お 骨 
外部 か ら リ ファ レン ス (基準 ) を 
な る べき 電圧 を 与え て や っ て 動作 
する , いわ ゆる マル チ プ ライ ン 才 
DAC と いう も の で す 。 この 種 @ 
D/A 変 換 器 は 他 の 半 導 メ ー カ ぁ 』 
ら も 安く て よい も の が 出 て いま 
か ら , 必ず し も アナ デバ の 1408 便 
こだわ る 必要 は あり ませ ん 。 但 
ピン 配置 や 使い 方 は よく 調べ で 
ら 使 う よ う に し て くだ さい 。 
因みに 1408 は 末尾 に つく 番 育 
(-7 と か -8 と か -9) に よっ て 精 左 
が 異な り ま す 。 第 1 表 に は その 示 
格 を 掲げ ま し た 。 
な お , 価格 は 精度 に より 1 個 
1.500 一 6.000 く らい で す 。 
比較 器 (と いう より も 電流 の 午 
負 判 別 器 ) は , この 用 途 で は 
アン プ が よく , 汎用 的 で ロー コ 』 
ト (1 個 \ 100 一 120) な DIE5 
ピン の 741 タ イプ (PC741C 
ど ) を 選ん で み ま し た 。 第 2 
その 規格 と ピン 配置 な ど を 示し 


【 第 2 表 〕 
gPC 741C の 
規格 と ピン 配置 
(AA741 と / B6 
741 は 同 第 品 ) 
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更 っ て みる 旭 き ます 。 

1 参照) 主たる 回 路 部 品 は この 2 つく ら 
FR す よう に 記 で す が , あと , 電源 に 土 15V と 
な っ て お ! 層 5 V を 使い ます の で 3 端子 レギ 
(基準 ) と レー タ が 必要 で す 。 価 格 は ブリ 
"っ て 動作 ゥ ゅ ジ と 78L05 が 1 個 \100.7815 が 
"フイ ンク 茎 200 前 後 , 7915 は \250 一 300 と 
この 種 論 っ た と ころ で す 。 
メー カカ 証 こ れ ら を 基 に 設計 し た 逐次 近似 
!「 て いま す 弄 AD 変換 器 の 全 回 路 を 第 5 図 
の 1408 に 諾 示し まし た 。 
ん 。 但 し AD1408 の ディ ジタル 入力 端子 
調べ て カ 証 (⑤ 一 ⑫ 番 ピン ) は パソ コン と の 
い 。 接続 の 便宜 を 考え て 12 ピ ン の フラ 
く 番号 。 トコ ネ ク タ (1 個 \ 220) に つ 
っ て 精 虚 誠 いで お きま す 。 そ し て その 出力 
は その 規 請 (④ 番 ピン ) は オペ アン プ の サミ 
ング ポイ ント (② 番 ピン ) へ むす 
が ます 。 

この サミ ング ポイ ント に は アナ 
ログ 入力 と オペ アン プ の 人 負 帰 還 電 
流 が 加わ る よう に な っ て お り , こ 
この 電流 の 総和 が ゼロ に な る よう 
に オペ アン プ は 働き ます 。 


り 1 個 \ 


吉 流 の 正 
で は オペ 
ュー コス 
DIP8s 
41C な 
5 2 表 に 
示し て 


【 第 5 図 〕 
遂 次 近似 型 A/ 
D コ ン バ ー タ 回 
路 図 








< 写真 -2> 
装置 の 外観 





























つま り , D ノ 4 変換 器 の 出力 ( 電 
流 ) の 方 が アナ ログ 入力 (電流 ) 
より 小 な る 時 , オペ アン プ の 出力 
は LO0OW レ ベル ( 約 一 0.6V) と な 
り , 逆 な ら ば HIGH ( 約 十 5 V) 
と な る の で す 。 

な お , この D 4 変換 吾 の 最大 


出力 電流 (⑤ 一 ⑫ 番 ピン を すべ て 
HIGH に し た 場合 ) は ⑭ 番 ピン に 
流し 込む 電流 値 に よっ て 決ま り , 
ここ で は 一 2mA と な る よう に し ま 
2 

この 時 , アナ ログ 入力 電圧 の 範 


囲 を 0 一 十 10V と する と , 入力 抵 
抗 は 5kQ と な り ま す 。 

入力 電圧 範 囲 を 5 V に し た いと 
き は 2.5kQO 。 2V な ら ば 1kQ に 
すれ ば OK で す 。 


製 人 


回 路 部 品 点数 は わずか な も の で 
すし , 電源 容量 も 大 し た こと あり 
ませ ん か ら , 全て の 部 品 を 写真 -2 
の よう に 1 枚 の プリ ント 基板 に 載 
辻 る る よう 世 し まし も 。 











グ 入 力 











( 注 )・ 抵 抗 は が W 土 5?。 と 
する 





加 ・ 回 は チェ ッ ク ピ ン て 
INPUT rs で 
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・ 破 線 の 回 路 は 無く 
て も 可 。 

・ プ リン ト 基 板 は 75* 
100mm。 
(サン ハヤ ト 10k) 

・ ノ パソ コン (PC-8001 
と の つ な き 方 は 本 
誌 5 月 号 参照 の こと 





TLR-102 
ス 





750 

















それ で も プリ ント 基板 の サイ ズ 


は 75X100mm2 (サン ハヤ ト の 感 
光 式 基板 10K) で 間 に あ い ます 。 
第 6 図 に プリ ント パタ ー ン ( 銅 
争 の ある 面 か ら 見 た と ころ ) を 掲 
げ ま す 。 こ の まま 写真 3 の よう に 
プリ ント 基板 に 焼き 付け れ ば OK 
窟 す 。 

使用 部 品 を 第 3 表 に 示し て お き 
まし だ 。 

今回 は 実験 と いう こと も あり , 
筆者 は 写真 -4 の よう に プリ ント 基 
板 の ま まで 使っ て み ま し た が , 体 
裁 が 気 に な る 方 は アル ミケ ー ス を 
用 意 し て 下さ い 。 

製作 の 際 に は この は ほか , 基板 制 
作 材 料 と し て 片面 マッ ト フ ィ ル ム 


[Acioov] 


2 の co の 


】 44 


< 写真 -3> 
プリ ント 基 版 (エッ 
チン グ を 終え た 状態 ) 


(MF -152) , レ ジス トペ ン (RP- 
1 ), ラ ンド (レト ラ セ ッ ト E-1 
42 や EE-101 一 103 な ど ), 現像 剤 (D 
P-10), エッ チン グ 液 (H-200A) 
な ども 必要 で し ょ う 。 

また パ ツ マロ コロ ン と つなぐ ワ フラット 
ケー ブル (本 誌 5 月 号 143 頁 参照 ) 
を わす れず に 用 意 し て くだ さい 。 
な お , 3 端子 レギ ュ レ ー タ と ト 
ラン ジス タ の ピン 配置 を 第 7 図 に 
掲げ て お きま し た 。 


使い 方 
この 逐次 近似 型 A/D 変 換 器 は 


パソ コン と 一 体 に な っ て 機能 する 
設計 と な っ て いま すか ら (だ か ら 


ビス アザ 


』 ground 
























出力 イン ター フェ ー ス で 入力 で き 
と いう 芸当 が 可能 な の で す が ), 
パソ コン の ソフ トウ ェ ア な くし る て 
動作 し ませ ん 。 

し か し その 使い 方 は 先 の 積み 本 
の 例 で ずい 分 具体 的 に 説明 し まし 
た の で , ここ で は 簡単 に 整理 し 
お きま し ょ うり 。 

まず , DA 変換 器 の ディ ジ タ 
ル 入 力 の いち ば ん 上 位 の ビッ ト 
(MS B と いう , ⑤ 番 ピン , 出力 
電流 一 lm A に 相当 ) を “1” (H 
IGH レ ベル ) に し て み ま す 。 

この 状態 で オペ アン プ の 出力 

(READY) を チェ ッ ク し , 0 旨 
(LOW レ ベル ) な ら こ の ビッ ト 
は “1”" の まま 残し て お きま す 。 
“1”" な ら こ の ビッ ト は 0” 剛 
も ど さ な けれ ば な り ま せん 。 

同様 に し て 以下 の ビッ ト (⑥ コ っ 
⑲⑫ 番 ピン ) に 対し て も 順次 この 操 
作 を 繰り 返し ます 。 

その 結果 ., それ ぞ れ の ビッ ト 回 
与え られ だ “1 アン "0" の パタ 編 
ン が アナ ログ 入力 を ディ ジタル 仙 
し た 値 。 と いう こと に な る わけ 痕 


【 第 6 図 〕 
プリ ント パタ ー ン 
と 部 品 配 置 ( 鋼 和 
面 か ら 見 た 図 ) 











前 | り 昌 
必 df ざ 
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キ つい 
ーー 十 臣 


巡 A 





EEI た だ 


時 。 

な お , 先 に 少し 触れ た よう に , 
この 操作 中 , アナ ログ 入力 値 は 変 
化 き せ て は な り ま せん 。 そ れ に よ 
っ て 故障 する わけ で は あり ませ ん 
が , 正しい 変換 が な され な いか ら 
陳 す 。 

その た め , 通常 逐次 近似 型 A/ 
D 変 換 器 は アナ ログ 入力 端 の すぐ 
あと に S 包 HH (サン プル アン ド ホ 
ー ル ド ) と いう 回 路 を 設け , アナ 
馬 グ スイ ッ チ を 介し て コン デシ ザ 
な ど に AD 変換 する 直前 の 入力 
信号 を 採取 し , チャ ー ジ させ る 方 
法 を と り ま す 。 

今回 の 実験 で は そこ まで や る こ 
と は 大 層 な の で 省略 し まし た が , 
アナ ログ 入力 値 を ゆっ くり 変化 さ 
せる 分 に つい て は 支障 あり ませ ん 
か ら , 十分 実用 に な る は ず で す 。 

第 5 図 の 回 路 に お いて , STB 
信号 を 利用 し て LED ラ ンプ (T 
LR-102) を 点灯 させ る よう に し 
て お いた の も , この 点 を 考慮 し A 














< 写真 -4> 
ター フェ ー ス に デー タ を 出力 する 
の に は D を デー タ と し て 
OUT &H10, D 
で で きま す 。 
し た が っ て 最上 位 ビ ッ ト (MS 
B) を “1” に する に は 
OUT &H10, 128 
で 0K で す 。 最 下位 ビッ ト (LS 
B) を “1” に する の な ら 





実験 風景 


OUT 銘 H10, 1 
KC 
次 に オペ アン プ の 出力 READY 
の 読み 取り は 
A 三 INP (&H40) AND 1 
で で きま す 。 が 1 "凍ら 導 の 
出力 ビッ ト は "0" に も どき さ なけ 
れ ば な り ま せん 。 
な お , STB 信 号 を “1” に す 




















品名 ・ 型 番 数 量 | 品名 ・ 型 番 数 量 
DD 変換 の 何ら か の 状態 表示 を さ 【 第 3 表 職 3.3F 35V( タ ンタ ル ) 3 
上 る 。 と いう 含み が あっ て の こと 使用 部 品 リ AD1408 1 4.7F 35V( タ ンタ ル ) 2 
IM (アナ ログ デバ イセ ズ ) | 0.0047F 500V 1 
Ii で す 。 で すか ら , ここ の と ころ は PC741(8 ピ ン DIP) 1 | 100pF 50V | 
製作 省略 し て も 別 の 用 途 に 使っ て (NEC) 抵抗 ( 如 W 土 5%) 
3 端子 レギ ュ レ ー タ 510Q 1 
も か まい ませ ん 。 7815 1 750Q 1 
7915 1 3.9kQ 2 
78L05( サ ン ケ ン ) 1 4.7kQ 1 
トラ ンジ スタ | 7.5ko 2 
2SC1815GR 1 10kQ 1 
2 _ プ ブリッジ MI7 ジジ ダー ジグ 
で は 最後 に ソフ トウ ェ ア に つい Bo ] | or- ヶ 2 ) 
て 述べ まし ょ う 。 発光 グイ オー ド DIP IC ソ ケッ ト 
0 TLR-102 3 16 ピ ン 
ーー ゃ ふ 1 ゃ に 
PC-8001 で は プリ ンタ の イン ツェ ナー ダイ オー ド | 8 ピン 1 
7815 7915 78LO5 2SC1815 4.7 B2 ] | フラッ トコ ネタ クタ 
1o] 1] ドウ 12 ピ ン 
Ta に 和 SL- 15030 1 | プリ ント 基板 
_] (菅野 電機 ) 10k( サ ン ハ ヤ ト ) 
【W W スイ ッ チ その 他 
9 + 出 カ D-2012V 1 | チェ ッ ク ピ ン 5 
ヽ KR 回 まさ 要 > タ ] 
馬 1 トン TV 、 も 。 (日 本 開閉 器 ) AC プ ラグ つき コー ド 
グラ ンド (5W) 。- 入 力 (15V) グラ ンド コレ クタ コン デン サ ビス ・ ナ ッ ト 少々 
220gEF 25V 諸 。 
【 第 7 図 3 端子 レギ ュ レ ー タ と トラ ンジ スタ の ピン 配置 
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< 写真 -5> CRT へ の 表示 例 
る の に は 
OUT 名 HH40, 1 
"0 "に も どす の に は 
OUT 錠 H40, 0 
の 命令 を 使っ て くだ さい 。 

以上 の 要領 に ちもと づき 組ん だ プ 
ログ ラム が 第 4 表 の も の で す 。 こ 
れ を RUN さ せる と 写真 -5 の よう な 
表示 が CRT 上 に 現れ ます 。 

第 5 図 中 の アナ ログ 入力 端 の 2 
k2 の ポテ ン シ ョ メ ー タ は 正確 に 
十 10.00V を 加え た と き に その 表 
示 も 10.00 と な る よう に 調整 し て 
くだ さい 。 

参考 まで に 最 下 位 の ビッ ト (L 
S B) か ら 大 小関 係 を 比較 する 要 
領 の 悪い プロ グラ ム を 第 5 表 に 掲 
げ ま し た 。 実際 に RUN さ せ て み 
る と その 違い が よく わか り ま す 。 





今回 の 実験 で は プリ ンタ の イン 
ター フェ ー ス か ら ア ナ ロ グ 信号 を 
入力 する タネ 明か し を し , 同時 に 
逐次 近似 型 A/D 変 換 器 の 動作 原 
理 も 勉強 し まし た 。 

似 た よう な 手法 を 使え ば 効率 は 
よく あり ませ ん が ディ ジタル デー 
タ の 入力 も 可能 で す 。 

要 は ちょ っ と し た 工夫 と 使い 方 
次 第 な の で す 。 
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タッ チ ・ ポ ボン て 調 光 


照明 と いえ ば , 最近 で は 経済 性 
の 面 で 優れ て いる 営 光 灯 が 使わ れ 
KC いま す が ,。 シャ ン デ リヤ と か 間 


接 照 明 . 電気 スタ ンド な ど 孝 屋 の 


究 囲 気 を 作る た WE こ 
は , 今 で も 白熱 電球 が 使わ れ て い 
ます 。 


この よう な 用 途 に 白熱 電球 が 使 
われ る の は , も ちろ ん 色調 が 暖か 
いと いっ た 理由 も あり ます が , も 
一 明る さ を 自 由 に 加減 で き 
る 調 光 ′” が 可能 だ か ら と いう こ 
と が あげ られ ます 。 蛍光 灯 の 調 兆 
器 は か つて 試み られ た こと も あり 
ます が , 基本 的 に 無理 な こと で , 
合 で は み ら れ な く な っ て し まい ま 
し た 。 そ の 反面 。 臼 熱電 球 用 の 調 
死 器 は 盛ん に 使わ れる よう に な っ 
iC いま す 。 


* つ 。 


まっ 。 
2 
ez テ こら, 


茶 の 問 の エレ クト ロニ ワ 25 


画 / エ バ の い 
のり ⑯'⑯'⑯ 4 OL 、 
提 和 HH 人 


の 


の 人 間 16 
【 パ バ パ CT) )I ) 


の ④④④④ 


さて , この 調 光 器 で す が , 市 販 
の 中 に は 表題 の よう な も の も あっ 
た よう に 思い ます が , 普通 は 
抵抗 益 を 手 で 回 し て 調 光 し ます 。 
これ で も 特に 不便 は な い の で す が , 
最近 で は いろ いろ と “タッチ” ば 
や り で すか ら , 技術 的 な 興味 も 合 
め て , タッ チ 調 光 器 を 作っ て みる 
こと 引 し まし だ 。 





タッ チ 調 光 器 の 計画 


これ か ら 作 ろう と する タッ チ 調 
光 器 と いう の は , タッ チ 端 子 に 指 
先 を 触れ る こと に よっ て , 白熱 電 
球 の 明る さき を 自 由 に 加減 し よう と 
いう めで す 。 

この タッ チ 調 光 器 は , 
ろ 標 準 的 な 方 式 と か 回 路 が 決ま - 
て いる わけ で は あり ませ ん か ら 
それ ぞ れ 各自 の く ふ う で 作ら ね ば 
な り ま せん 。 


今 の と こ 


も か ひひ の ひひ ひひ の ひひ の の の ルス スス スス エル ルル 
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と る と 


寺 弟 一 実 

交 ご で 今回 つの や りり 訪 と 
し て , 第 1 図 の よう な 方 法 で タッ 
チ 調 光 器 を 作っ て みる こと に し ま 
し た 。 第 1 図 を 見 る と 構成 は か な 
り 複雑 で , も っ と 間 単 な 方 法 も あ 
る だ ろう と いり 気 も し まう が こ 
れ は つぎ の お 楽し み と い っ だ とこ 
ろ で す 。 

で は , 第 1 図 を 簡単 に 説明 し て 
みる こと 渡し 衣 し よう 。 

まず , タッ チ 調 光 器 は , 大 きく 
分 ける と ,。 第 1 図 の よう に タッ チ 
・ コ ント ロー ル 部 と 調 光 部 の 2 つ 
に な り ま す 。 実 際 の 製作 に あたっ 
て も , プリ ント 板 を この 2 つ に 分 
け て 作り ます 。 

タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 は 。 
ッ チ ・ セ ン サ ー か ら の 入力 に よっ 
て 調 光 用 の コン トロ ー ル 信号 を 作 





1 イ Z 


り 出 す と ころ で す 。 調 交 部 は , こ 
の コン トロ ー ル 信号 を も ら っ て 調 
3 しま 導 。 
NN 
よう に 分 けた の に は , も う 
(| 
器 で は 当然 の こと な が ら AC100V 
を 扱い ます か ら , 感電 な どの 危険 
が な いよ うに 。 ど こ か で AC100V 
を 扱う と ころ と その 他 の と ころ を 
分 離し て や ら ね ば な り ま せん 。 こ 
の 仕事 は 具体 的 に は フォ ト ・ カ フ 
ラ が や っ て くれ る の で す が , この 
分 離す る と ころ が 第 1 図 の 点線 の 
部 分 に あたり ます 。 そ の よう な こ 
と も あっ て , タッ チ ・ コ ント ロー 
ル 部 と 調 光 部 に 分 けた わけ で す 。 











⑱ コ ント ロー ル 信 号 の 作り 方 
タッ チ 調 光 器 は 最終 的 に は トラ 
イア ッ ク を 使っ な サイ リス タ 調 光 
如 で 調 光 し ます 。 そ し て , サイ リ 
スタ 調 光 閉 は 普通 は 可変 抵抗 器 で 
調 光 し ます か ら , タッ チ 調 光 器 で 
は タッ チ 入 力 を 抵抗 の 変化 に 直せ 


(タッ チ ・ コ ント 


タ の な 
用 - 座 ト ーーー 
Su 


LM2907N-8) 
パル ス ・ 
ジェ ネ レ ー タ 


DOWN 


り ま す 。 ダ タッ チ 調 光 


(4011x2) 名 


ば いい こと が わか り ま す 。 

つぎ に , サイ リス タ 調 光 器 の A 
C 側 と , その 他 の DC 側 の イン タ 
ー プ ツェー スズ に 此 :1 図 @ よ うに プ ォ 
ト ・ カ プラ を 使う こと に する と , 
ョ シト ロー ル 醒 号 古 。 アザ ト * ヽ 妨 
プラ を 働 せ られ る よう な も の で な 
けれ ば な り ま せん 。 具 体 的 に ( 
今回 使っ な フォ ト ・ カ プラ は LED 
と CdS の 組み 合わ せ の も の で すか 
ら 。 コ ント ロー ル 信 号 に よっ て 七 
ED の 光り 方 を 変え れ ば いい こと 
に な り ま す 。 そ れ に は , コン トロ 
ー ル 信号 は 電圧 ある い は 電流 の 形 


で 取り 出す こと に な り ま す 。 
そこ で コン トロ ー ル 信号 を 作り 
出す 方 法 で す が , 第 2 図 の よう に 


階 披 波 発生 益 を 使っ て みる こと に 
し ま : し た 。 これ が し 信 加 の タッ チ 
調 光 旨 の ポイ ント で す 。 

UP また は DOWN の タッ チ 入 力 
が 加え られ る と , UP/DOWN2 
進 カ ウン タ に パル ス が 送り 込ま れ , 
階段 波 を 発生 し ます 。 こ の 階 相 波 
は , UP の と き に は 電圧 が 上 が っ 











ー ル 部 〕 








(4558) 
(40193) 








チ 
(LM2907N-8) 





タッ チ 入 力 (UP) 


1 


UP_ … タ ッ チ する と 明る く な っ て いく 
DOWN… タ ッ チ する と 暗く な っ て いく 


【 第 1 図 ) タッ チ 調 光 問 の 構成 





コ 之 トロ 
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(2SC945) 























て いく 方 向 で 。 DOWN の と き 回 
は 電圧 が 下がっ て いく 方 向 に な り 
ます 。 そこで, この 電圧 の 変化 害 
第 1 図 の よう に LED ド ライ バ で 電 
流 の 変化 に 直し , この 電流 を 
ォ ト ・ カ プラ の LED に 流す こと 
に よっ て 調 光 で きる こと に な り 
すさ 





@ タ ッ チ ・ コ ント ロー ル 部 の 動作 

まず , タッ チ ・ セ ン サ ー か ら 讃 
明 し て みる こと に し まし ょ う 。 閉 
ッ チ ・ セ ン サ ー に は CMOS 1C を 
使う 方 法 な ども あり ます が , こ 置 
で は 動作 が 確実 な み L M2907 を 使う 
方 法 で や る こと に し まし し たら 

L M2907 は も と も と は FVC ( 周 
波数 - 電 圧 変換 器 ) 用 の 1 C な の 
で す が , N S の デー タブ ッ ク を 疾 
る と 第 3 図 の よう な 応用 回 路 が 絹 
介さ きれ て いま す 。 

第 3 図 の 回 路 は , AC100V か 上 
の も れ 電 流 が タッ チ 板 か ら 人 間 の 
体 を 通っ て アー ス に 流れ る と き 信 


働き ます 。 し た が っ て , 電源 が 電 


【 調 光 部 〕 


電球 
ー100W 





AC100V 





中 








池 の 場 合 に は だ めで , AC100V か 
oo に の み 有 効 
で す 。 そ うい う 意 味 で は , タッ チ 
調 光 問 の タッ チ ・ セ ン サ ー と し て 
は ぴっ た り で す 。 

な お , 第 3 図 で は 出力 に フリ ッ 
プ ・ フ ロッ プ が 入っ て いま す が , 
これ は 1 回 タッ チ す る と ON, も 
う 1 回 タッ チ す る と OFF に な る と 
ほう 。 ス ナッ プ ・ ス イッ チ の よう 
な 動作 を さき せる た め の も の で す 。 

る し この フリ ッ プ ・ フ ロッ プ を 
タッ チ 調 光 器 に 取り 入れ る と , い 
っ た ん タッ チ す る と 調 光 が 始ま り , 
指 を は な し て も 調 光 を 続け ます 。 
馬 し で も うう 1 回 み を する と , 
調 兆 が スト ッ プ する こと に な り ま 
す 。 今回 は , この 回 路 を 取り 入れ 
る と 構成 が さら に 複雑 に な り ま す 
し , 使い 勝手 も あま り よ く な い の 
で は な いか と 思い まし た の で 。 フ 
リッ プ ・ フ ロッ プ は 入れ て あり ま 
ん 。 し だ た が っ て 。 指 を ッッ チ し 
て いる 間 だ け 調 光 を 続け , 指 を は 
な す と 調 光 は スト ッ プ し ます 。 も 
し 興味 の ある 方 が あり まし た ら , 
フリ ッ プ ・ フ ロッ プ を 入れ た も の 
も や っ て み ら れ る と いい で し ょ う 。 

それ か ら , 第 3 図 の 回 路 で は 
L M2907 の 出力 (ピン 5) は , タタ 
ッ チ 板 に 触れ な い 普 通 の 状態 で は 
ハイ レベ ル (H) で , タッ チ 板 に 
触れ る と ロー レベ ル (L) に 変わ 
有り ます 。 

つの だ 。 ルス ジェ ポレ ー タ 
と スイ ッ チ の Su,。 Sp に いき まし 
よう 。 と ぬ め 痢 等 は 。 ダ ー ト 1 きき 
フル に 活用 し て 作り ます 。 こ の あぁ あ 
と , 実際 の 回 路 を みれ ば 働 作 は 一 
目 瞭 然 で すか ら , これ 以上 の 説明 
( 二 し な ゆ ら こ と 押し ます 。 

な お , 第 2 図 に 示し た 階段 波 の 




















で きる スピ ー ド は パル ス ・ ジ ェ ネ 
レー タ の 周期 に よっ て 決ま り ま す 。 
し た が っ て , パパ ルス ・ ジ ェ ネ レー 
タ の 周期 を 変え 0 る こと に より , 詩 
光 ス ピー ド を 加減 する こと が で き 
ます 。 

さて , 本 器 の ポイ ント で ある 階 
段 波 の 発生 は , 2 進み ウン タ と オ 
ペア ンプ (階段 波 発生 ) に より 行 
いま す 。 

第 4 図 は 。 NS の リニア 応用 ハ 
ンド ブッ ク の 中 の CMOS Linear 
Application で 紹介 され て いる 階段 
波 発生 回 路 で す 。74C 161 は , 2 
供 か ウシ で す 。 

この 回 路 で は R, 2 R, 4 R, 
8R の 4 個 の 抵抗 器 と オペ アン プ 
の 反転 増幅 器 で , 階段 波 を 作り 出 
し で ゅ 叶 す 。74C 161 は タロ ッ 
ク ・ パ ルス が 1 個 く る た びに A, 
B, C, D の 4 個 の スイ ッ チ を う 
まく 階段 波 が で きる よう に パチ パパ 
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と 耐 は 。 
人 ジ 6 


チ と 切り 替え て いる と 思え ば いい 
し 

な お , 第 4 図 の 回 路 の まま で は 
オペ アン プ は 反転 増幅 器 と な っ 
いま すか ら , オペ アン プ か ら 出 て 
くる 階段 波 の 出力 電圧 は , ゼロ か 
ら マ イナ ス の ほう に 出 て きま す 。 
こ 和 で は 第 9 図 の よう 容 プ ラス の 
嗜 段 波 に は な り ま せん か ら , 実際 
の 回 路 で は この あと に も う 1 段 , 
反転 増幅 器 を つなが ね ば な り ま せ 
ん 。 

第 4 図 の 74C 161 は UP カウ ン 
タ で すか ら , この まま で は 第 2 図 
の よう な 動作 を させ る こと は で き 
まゆ ん 。 そこ で 。 カツ シン み に ば 第 
1 図 の よう に UP ン DOWN 2 進 カ 
ウン タ を 使い ます 。 

ここ で , 階段 波 の 段数 の こと を 








調 < ペ て で く と と だ まし ゃ う 。 更 
は , これ が タッ チ 調 光 閉 で 調 光 を 
何 段 階 に 


わた っ て で きる か を 決め 


LM2907 





応用 回 路 と し て 紹介 きれ て いる 
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る こと に な り ま す 。 こ れ は 人 筒 単 で , 
カウ ンタ が 2 進 カ ウン タ で 出力 は 
第 4 図 の よう に 4 個 で すか ら , 2# 
16, すなわち 階段 は 16 段 , し た 
が っ て 明る さ を 16 段 階 に わた っ て 
変 克 る こと が で きる こと に な り ま 
す 。 実 際 に 使っ て みた と ころ で は , 
これ は ちょ うど いい 段数 で し た 。 
最後 は 電圧 - 電 流 変換 を 行う L 
ED ドラ イ バ で す が , これ は 簡単 
(CE ド の ツジ スタ で す 専攻 仙 し な 。 
に 偽 プ ォ トッ か プラ の 所 也 を 
の 相性 の 問題 が あり , 16 段 の 階段 
波 全 体 に わた っ て , 1 段 ご と に ち 
ょ うど よく 調 光 し て いく に は 回 路 
上 の 細か いく ふう が ちょ っ と 必要 
で す 。 こ れ に つい て は 。 実際 の 製 
作 の と ころ で 説明 し ます 。 








信 調 光 部 の 動作 

調 光 部 は , ご く 一 般 的 な トラ イ 
アッ ク を 使っ た も の で す 。 ト ライ 
アッ ク を 使っ た 調 光 器 で は , 可変 
抵抗 器 を 回 し た と き の ヒ ステ リ シ 
ス の 間 題 が あり ます が , タッ チ 調 
光 器 の 場合 に は ヒス テリ シス の な 


い 回 路 を 選ぶ 必要 が あり ます 。 動 
作 の 上 で 注意 する と ころ は , その 
くら いで す 。 

調 光 部 で は どれ くら い の 電 力 ま 
で 扱う か を 決め て お か ね ば な り ま 
せん が , 今回 は 電気 スタ ンド や ち 
ょ っ と し た 間接 照明 くら い が 対 象 
で すか ら , 一 応 第 1 図 の よう に 100 
WW まで を ち も す る ど ご を 所 七 ま し た 。 






タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 
の 作り 方 


GS ダッ プッ コジ ャ ロー 者 
か ら 作 っ て みる こと に し まし ょ う 。 

第 5 図 が , タッ チャ ヨシ ト 豆 ーー 
ル 部 の 回 路 図 で す 。 ま ず , 1Ci の 
L M2907 が UP 用 の タッ チ ・ セ ン 
サー で , ICs が DOWN 用 の タッ チ 
・ セ ン サ ー で す 。 こ の 回 路 は す で 
に 何 回 も 使用 ずみ の も の で , 動作 
は 確実 で す 。 

L M2907 に は , 8 ピン の ミニ D 
IP に 納まっ た も の と , 14 ピ ン D 
IP の も の が あり ます 。 こ こ で は , 
使い 方 が 簡単 な ミニ DIP の LM2907 
N-8 を 使っ て いま す 。 も ちろ ん , 








14 ピ ン DIP の も の を 買っ て し まう 
た ら , それ で も 同じ よう に 使え 
才 

ICs が , NAND ゲー ト を 組み 合 
わせ て 作っ た スイ ッ チ で すず す 。 軒 
こ で , UP と DOWN を 切り 替え 
す 。 

具体 的 に は , 1Cs-s が Su, ICs 当 
が Sp の スイ ッ チ に な り ま す 。 媒 
れ ら の NAND ゲー ト の 片方 に は 訓 
ルス ・ ジ ェ ネ レー タ か ら の パル 書 
が 加え られ て お り , も う 一 方 の 逢 
ー ト が ハイ レベ ル の と き が スイ 
チ ON, ロー レベ ル の と き が ス 有 
ッ チ OFF で す 。 

と と ころ が , ダッ プ ・ セ マンド 還 
L M2907 の 出力 は と いう と , 前 編 
説明 し た よう に , タッ チ し た 名 軸 
に ロー レベ ル と な り , 動作 が 逆 軒 
な っ て いま す 。 そこで , 1Cs-1 瑞 
ICs-? の イン バー タ を 間 に 入 れ て 還 
作 の 方 向 を 合わ せま す 。 

な お , この 回 路 で は , UP と 処 
0WN の 両方 に 入力 が あっ た ( 多 
ッ チ 板 に 触れ た ) と きど うな る 聞 
と いう 問題 が あり ます 。 も ちろ 
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*… 記 事 及び 第 6 図 参照 


〔 第 5 図 〕 
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両方 いっ ぺん に 入力 が あっ た 場合 
に は UP ノ /DOWN の 動作 を 止め て 

し まう よう に 回 路 を 組む こと も 可 
能 で す が , 回 路 が 複雑 に な り ま す 
し , 動作 上 も 不便 が ある と も 思え 
給 い の で や め ま し た 。 

UP と DOWN に 同時 に 入力 が あ 
っ た 場合 に どう な る か を 予測 する 
に と も で きま す が , これ は 実際 に 
で き あ が っ て や っ て みる まで の お 
和み と いう こと し て お きま し 
革 う 。 

0 フッ の レス ・ ジェ ネネ セー タ で 
す 。 こ れ は 普通 の 非 安 定 マ ル チ バ 
イブ レー タ で , VR」 に よっ て 周期 
を 変え られ る よう に し て あり ます 。 
前 に も いっ た よう に この 周期 が 調 
の スピ ー ド に な り ま す が , 普通 
に は 1 秒 に 2 回 くら い , すなわち 
周期 は 0.5 秒 ぐら い が 使 いや すい よ 
3 っ 

な お , ICs と IC。 は 実際 に 使用 し 
だ た TC4011 に し て あり ます が , も 
ちろ ん NAND ゲー ト で あれ ば CD 
4011 や MC14011 な ど が 同じ よう に 
合え ます 。 

この 点 に 関し て いえ ば ICs の TC 
40193 や IC。 の NJM4558 も 同じ で , 
TC401938 の ほう は CD40193 や M 
M74C193 な ど で も よく , NJM45 
58 の ほう も 4558 と つけ ば RC4558 
な どど れ で も 使え ます 。 

で は , 回 路 の 説明 を 続け まし ょ 
う 。 IC。 の T C 40193 が UP /DOWN 
2 進 カ ウン タ で , AD の 4 つの 
出力 Q4, Qg, Qc, Qp) か ら 8 
R, 4R, 2R, R の 抵抗 器 を 通 
し て IC。 の オペ アン プ に つなが っ て 
いま す 。 

ここ で , カウ ンタ の ほう は 問題 
あり ませ ん が , R 一 8R の 抵抗 問 
の 値 の 選び 方 や 、 オペ アン プ の ゲ 





イン を どれ くら い に す る か と いう 
問題 が あり ます 。 

まず , 抵抗 益 の ほう は , R を 10k Q 
を 決め まし た 。 そ の 結果 , 2R は 
20kQ, 4R は 40kQ。 8R は 80OkQ 
と いう こと に な る の で す が , 20kQ 
は いい と し て , あと の 40kQ と 80kQ 
は 入手 が 容易 な E24 で は ちょ うど 
の も の は あり ませ ん 。 しかし, タ 
ッ チ 調 光 器 で は 階段 濾 の 精度 は そ 
れ ほ ど 問 題 で は あり ませ ん か ら , 
第 5 図 に 示し た よう に 巨 24 で 入手 
可能 な 39kQ と 82kQ に し て あり ま 
す 。 

これ で , 1C。_-a」 か ら は , ほぼ 0 
ーー 8 V の 階段 渡 が 得 ら れ ま す 。 
そし て , この 間 が 16 段 の 階段 に 分 
割 き れる わけ で , テス ター で 実際 
に 出力 電圧 を 測っ て みる と , ほぼ 
0.5V ず つ 電 圧 が 変わ っ て いく の が 
わか り ま す 。 

IC。」 の 0 一 一 8V の 階段 波 出力 
は つぎ の IC。_。 の 反転 増幅 器 (ゲイ 
ン は 1) で 0 一 十 8V の 階 邊 波 出 
力 と な り , つ ぎの LED ドラ イ バ の 
トラ ンジ スタ に 加え られ ます 。 
定 呈 と 導 で 人 は きる で き う まぐ で Ma 
っ た の で す が , 前 に も ちょ っ と 話 
し た 通り 、 フォ ト ・ カ プラ の LED 
と の 相性 の 問題 で LED ドラ イ バ の 
トラ ンジ スタ の と ころ の 回 路 定 数 
の 選び 方 に は ひと 苦労 し まし た 。 
その よう な わけ で , トラ シン シ ジ スネ 
タ の ベー ス に 入っ て いる 抵抗 器 
(2.7MQ@Q 二 1MQ の VR) や LED 
と 直列 に 入っ て いる 22kQ@ の 抵抗 器 
は , トラ ンジ スタ の hr が 大 きく 違 
う よ う な と き に は 加減 が 必要 か も 
し 導い 時 直ら 

さき て, 今 あ げた 2 つの 抵抗 器 の 
値 が 決ま っ た と ころ で , 次 第 に 電 
球 が 明る く な っ て いく ほう は うま 


く 調 光 で きる よう に な っ た の で す 
が , 暗く し て いく ほう が 早く 暗く 
な っ で , 2 です 相 階 だ け で 消え で し 
まう まみ に な り ま し た 。 

そこ で , この 部 分 を 補う た め に 
入れ た の が トラ ンジ スタ の コレ ク 
タタ 回 路 に つなが っ て いる 18kQ の 的 
抗 器 と 6V の ツェ ナー ダイ オー ド 
ee 

LED ドラ イ バ に 階段 波 出 力 を 加 
を ながら トラ ンジ スタ の コレ クタ 
電圧 を 測っ て みる と , 電球 が 明る 
く な る と コレ クタ 電圧 は 下がり , 
電球 が 暗く な る と コレ クタ 電圧 が 
上 が り ま す 。 

そこ で , 電球 が 暗く な る ほう で 
早く 消え て し まう と いう の は トラ 
ンジ スタ の 内 部 抵抗 が 大 きく な っ 
て し ます らき うと あ 裕 の で 。 キラ 
ンジ スタ に 並列 に 抵抗 器 を つない 
で これ を 補 お うと いう の が , 18kQ 
の 抵抗 器 の 目的 で す 。 

な お , この 抵抗 副 は 電球 が 明る 
く な っ た と き に , 逆 に じゃ ま に な 
る か も し れ ま せん 。 ち ょ っ と 考え 
人 な だ 。、 トラ ンジ スズ スク の コロ レグ タ 電 
圧 は 電球 が 明る く な る と 次 第 に 低 
く なり, 最後 に は ゼロ 近く に な る 
の で すか ら じ ゃ ま に な ら な いよ う 
に も 思い ます が , 実際 に や っ て み 
る と , むし ろ 調 光 の 途中 の と ころ 
で じゃ ま に な る の が わか り ま す 。 
そこ で , この 影響 を 取り 除く た め 
に Dz の ツェ ナー ダイ オー ド が 入っ 
で まず と こし で - ロ ピク タ 電 尾 
が 約 6 V 以 上 の と き に は 18kQ の 抵 
抗 量 が 働き ます が , 電球 が 光り 出 
し て コレ クタ 電圧 が 6 V 以 下 に な 
る と , な に も つなが っ て いな い の 
と 同じ に ずる こと が で きま す 。 

最後 に , 電源 の 説明 を し て お き 
まし ょ うっ 。 本 器 で は オペ アシ プ の 

15】 





< 写真 - 1> 
と ころ で 土 2 電源 が 必要 な の で , 
まず オペ アン プ 用 に 土 12V を 用 意 
選 ま し 間 。 
その 前 の ほう の 1C」 。 の LM2907 
は 6 一 28V, 1C。 4 。 の , CMOS 1C 
も 3 一 15V の 範囲 で 使う こと が で 
きま すか ら 十 12V を 直接 供給 し て 
も いい の で す が , オペ アン プ ブ の 入 
力 電圧 は 電源 電圧 の 80% く らい に 
お さえ て お か ね ば な り ま せん か ら , 
これ を 実現 する た め に 前 段 の ほう 
の 電源 電圧 は 十 9V と いう こと に 
隊 衣 し 2 
この 十 9V は 12V か ら 作 り 出 
し ます が , 簡単 に 3 V の ツェ ナー 
ダイ オー ド (Di) を 直列 に つない 
で 3 V だ け 電 圧 を 下げ て いま す 。 








ある い は 


.47 
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約 0.47F 
-- 





(無極 性 ) 








第 6 図 ] 無極 性 の コン デン 
サ を 作る 
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タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 











種類 , 規格 , 数 量 














IC…LM2907N-8 を 2 個 , TC4011 を 2 個 , 
TC40193 を 1 個 , NJM4558 を 1 個 , 78L12 
を 1 個 , 79L12 を 1 個 
Tr… 2SC945 を 1 個 
ツェ ナーD…RD3.0E1 個 , RD6A 1 仙 
整流 用 D…10D1 (100V, 1A) 2 個 
IC ソ ケッ ト …14 ピ ン 2 個 , 16 ピ ン 1 





























回 H 














マイ ラー…0.1zF 2 個 

電解 …0.47zF 2 個 、 1zF 2 個 *( 記 事 お よ 
び 第 6 図 参 照 ), 10F 2 個 , 330F 
16V 2 個 





固定 ( 牙 W)…2200 2 個 、4.7kQ 5 個 , 10 
kQ 3 個 , 18kQ 1 個 , 20kQ 1 個 、 22k⑳ 
1 個 、 39kQ 1 個 , 82kQ 1 個 、 100kQ 5 
個 , 2.7MQ 1 個 

半 固 定 …1MQ 2 個 





部 品名 
半導体 部 品 
コン デン サ 
抵抗 器 

【 第 1 表 〕 

の ンド | 

ー ル 部 の 使用 部 品 _ プリ ント 板 





55 100mm 1 個 年 





で は , 回 路 が 決ま っ た と ころ で 
タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 の 製作 に 
ん り ま し ょ うる s 

第 1 表 は , 第 5 図 の 部 分 を そっ 
くり プリ ント 板 の 上 に 作る の に 必 
要 な 部 品 の 一 覧 表 で す 。 

まず , 半導体 部 品 で は CMOS 1C 
関係 は 今回 は 東芝 の も の で まとめ 
まし た が , オペ アン プ も 含め て 前 
に 説明 し た よう に 同等 品 で あれ ば 
な ん で も か まい ませ ん 。 な お , 
CMOS 1C に 使う ソケット を , 半 
導体 部 品 の 中 に 入れ て あり ます 。 
これ は , 実際 に 部 品 を 買う と き に 
同じ お 店 で 買え る か ら で す 。 


〔 第 7 図 〕 


コン デン サ の と ころ で は , 第 5 
図 の 回 路 図 の 中 で * 印 の つい た , 
0.47/ 夏 が ちょ っ と 問題 で す 。 こ の 
コン デン サ は VR」 と 共に パル ス 邊 
ジェ ネ レ ー タ の 周期 を 決め る も の 
で す が , 出力 電圧 が 0 一 電源 電 必 
まで スイ ング する た め に 動作 の 途 
中 で お つが 入れ 替わり , その た め 
に 電解 コン デン サ が その まま の 形 
で は 使え を ませ ん 。 そ れ で は , マ ポ 
ラー や ポリ カー ボネ イト を 使え ほ 
いい の で す が , 大 型 に な っ た り 高 
価 だ っ た り で , これ も 問題 が あぁ 
ます 。 

そこ で , ここ を 安価 な 電解 コシ 





タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 の プリ ント パタ ー ン 











NN ブー PP PE アジ 


EMB 9 


ュー 


デン サ で すま せる に は , 第 6 図 の 
ESIS2v の の の シア ジリ を つき 谷 
わせ に し て 無極 性 に し て 使い ます 。 
第 1 表 に 示し た 2 個 の 1 F の 電解 
この た め の も の で 


が デン は 。 
す 。 

部 品 が そろ っ た ら , ブリ ント 板 
を 作り まし ょ う 。 第 7 図 が , タッ 
チ ・ コ ント ロー ル 部 の プリ ント パパ 
ター ン で す 。 プ リン ト 板 の 加工 が 
お わっ た ら 部 品 を 取り 付け て 組み 
立て ます 。 プ リン ト 板 の 組み 立て 
が お わっ た ら , ICs.4s を ソケット 
に さ し こ み , VR」 と VR。 の 半 固 定 
抵抗 副 を ほぼ 12 時 の 位置 に 回 し て 
SE よう に US、 グ チマ 
コン トロ ー ル 部 は 完成 で す 。 


調 光 部 の 作り 方 


タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 に 比べ 
れ ば , 調 光 部 は と て も 簡単 で す 。 





第 8 図 が , 調 光 部 の 回 路 図 で す 。 
PICS 
2 A の も の で すか ら , 100W ま で の 
負荷 な ら ば 十分 に 余裕 を も っ て 使 
えま す 。D。 の 1 S 2093 は , SM 2 
D41 と 組み 合わ せ て 使う トリ ガー 
が オード で す 。 

で は , 点線 か ら 右側 の 部 分 を プ 
リン ト 板 の 上 に 作る こと に し て , 
部 品 を 集め まし ょ う 。 第 2 表 が , 
調 光 部 の 組み 立て に 必要 な 部 品 の 
ーー 覧 表 で す 。 

部 品 が そろ っ た ら , プリ ント 板 
を 作り まし ょ う 。 第 9 図 が , 調 光 
部 の プリ ント パタ ー ン で す 。 調 光 
部 で は AC100V の 加わ る と ころ が 
あり ます か ら , この 部 分 が 他 に 触 
れ な いよ うに 十分 注意 し な けれ ば 
な り ま せん 。 

プリ ント 板 の 加 工 が お わっ た ら , 
部 品 を 取り 付け て 組み 立て ます 。 
と の と どき 。 トリ ダー ダイ オー ド に 


LED 部 品名 


は 極性 は あり ませ ん が , トラ イア 
ッ ク は 取付 方 向 が あり ます か ら , 
間違え な いよ うに し な けれ ば な り 
事 千 ん 。 

プリ ント 板 の 組 み 立 て が お われ 
ば , 調 光 部 は 完成 で す 。 





タッ チ 調 光 器 の 組み 立て 


タッ チ ・ コ ント ロー ル 部 と 調 光 
部 が 完成 し た と ころ で , ケー ス の 
中 に タッ チ 調 交 器 を まとめ て みる 
こ を に じじ まし まう 。 

第 10 図 は , タッ チ 調 光 器 の ま と 
め 方 で す 。 タ ッ チ 端子 と プリ ント 
板の間 は シー ルド 線 を 使い ます が , 
タッ チ 端 子 側 の シー ルド は どこ に 
も つなが な いで お きま す 。 

第 3 表 は , ケー ス に アイ デア テル 
の プラ スチ ナチ ナック グ ・ ダ ケー ス GTL-8 を 
使っ た 場合 の 使用 部 品 の 一 覧 表 で 
す 。 一 は 芝 ひ プア ラス チッ ク の 





種類 , 規格 , 数 量 














スカ プラ 6 「 
9 
呈 っ 10OW ⑤⑥ 0 
上 0.022 68k 
AC 十 600V 
(00V むー 47k 
LA 上 LW 
トル T10OV 100V 











半導体 部 品 | TRIAC…SM2D41 を 1 個 


トリ ガーD…1S2093 を 1 個 
アホ ドッ プーGD521 を 1/ 個 





コイ ル 


130/zH2A 1 個 





12TRAC 
SM2D41 
1 


コン デン サ | マイ ラー…0.1ZF100V 2 個 , 0.022 





zF600V 1 個 








抵抗 器 





固定 ( 臣 W)…10ko 1 個 , 47k91 個 
68kQ 1 個 、 330kQ 1 個 








~ 生 - 
| 130xH 2A 


〔 第 8 図 〕 調 光 部 の 回 路 


AC 





プリ ント 板 | 40X60mm 1 個 











[第 9 図 〕 調 光 部 の プリ ント パタ ー ン 


〔 第 2 表 〕 調 光 部 の 組み 立て に 必要 な 部品 





< 写真 -2 > 調 光 部 
33 

















PT 
HT-1203 














部 品名 種類 , 規格 , 数 量 
| ケー ス | GL-8( ア イデ アル ) 1 個 
|: 下 テンス HT-1203 (トヨ デン ) 1 個 
その 他 AC コ ー ド (セパ ラ 付 ) 1 個 , AC コ ン 


端子 用 )2 個 , ゴム 足 4 個 








も の が ほし いと ころ で , も う 少 し 
小さ いも の が ほし か っ た の で す が , 
適当 な も の が な い の で これ で あき 
ら ぬ め ま し た 。 そ を の よう な わけ で , 
外観 は ちょ っ と 大 型 で す が , 中 の 
組み 立て は ゆっ た り と で き て いま 





セン ト 1 個 , ブッ シン グ 1 個 , サポー 
タ (15mm ) 4 個 カ ザ リ ネジ (タッ チ 
その 他 ビ 
ス ・ ナ ッ ト ・ 平 ワッ シャ ・ ア ー ス ラグ ク ・ 
シー ルド 線 ・ ビ ニー ル 線 な ど 


[第 3 表 〕 
タッ チ 調 光 器 の 組み 立 
て に 必要 な 部 品 










す 。 

全体 の 組み 立て が お わっ た ら , 
AC コ ン セ ント に 電気 スタ ンド を 
つなぎ , タッ チ 調 光 益 に AC100V 
を 加え て み ま す 。 

と りあ える ず 煙 が 出る な どの 異常 








《 写 真 - 3 > 完成 し た タッ チ 調 光 喚 の 内 部 


】54 















(AO コ ジ セ ッ み ト ) 


が な か っ た ら , タッ チ ・ コ ン 語 
ー ル 部 の 電源 の 十 12V と 二 9 V 
それ に 一 12V が ちゃ ん と 出 て いい 大 
こと を 確認 し て くだ さい 。 

OK で し た ら , UP で も DOWI 
で も いい か ら タ ッ チ 端子 に 指先 軸 
触れ て み ま す 。 こ の と き , 電球 綿 
明る さ が 段 階 的 に 次 第 に 変わ れ ! 
まず は 成功 で す 。 

うま くい っ た ら , タッ チ 疾 < 項 計 
触れ な が ら , VR」 を 回 し て み 記 計 
する と , 調 光 の スピ ー ド が 変 ね 補 
た で し ょ う 。 そこで , VR」 を 国語 
の 好み の 調 光 スピ ー ド に 合わ 議 
す 。 

VR。 の ほう は , 電球 の 光り 具 代 
を 変え る も の で す 。 こ れ も , 実 
に 働か せ て みな が ら 調 整 し ま 太 

これ で , UP の タッ チ 凌 汰 較 
れ た と き に 次 第 に 明る く な っ . 秘 
き 。 16 段 階 まで いく と また も 題 
も どっ て 同じ 動作 を 繰り 返し ま 研 
DOWN の ほう は , これ と ちょ 3 
反対 の 動作 を し ます 。 

で は , 途中 で お 話し た , U 上 
DOWN の 両方 の タッ チ 端 子 に 同 
に 触れ た ら ど うな る か , これ ほ 
際 に 作っ て みた あな た だ け の 上 
み に し て お きま し ょ う 。 な 語 
果 は 意外 に 単純 な も の で す 。 

最後 に , 本 器 の 製作 に 要 し だ 
用 は , 約 7,500 円 と いっ た と こ あ 
し 六 s 








MC23 


敬 








世の中 めまぐるしく 変動 し な が 
進歩 発展 が 続い て お り ま す が , 
オー ディ オ の みな ら ず 他 の 分 野 で 
も か な り の 技術 的 レベ ル が 向上 し 
我々 の 生活 が 豊か に な っ て きま し 


この よう に 技術 レベ ル が 進み ま 
す と その 内 容 は 頑 雑 化し 扱う 量 
増大 し , し か も スピ ー ド や 精度 が 
要求 され ます 。 そ の た め に 専門 的 
に 的 を 絞っ た 形 で の 推進 と 言う こ 

部 分 部 分 に 分 離し 各々 得意 
な 所 を 徹底 的 に や る よう な こと が 
昨今 行わ れ て お り ま す 。 

一 方 オー ディ オ 機 器 を 見 まわ し 
ます と この よう な 分 業 化 が 進ん で 
お り ま し て , 少し 古い 話 で 申し 訳 
あり ませ ん が , ラジ オ 付 電 蓄 と 言 
上 シ ロモ ノ が 苦 あ り ま し た 。 レコ 
ー ド 再生 と ラジ オ の 受信 それ に キ 
ャ ビ ネ ッ ト と スピ ー カ 付 の オー ル 
放 シ ソン の シス テム で す 。 今 の ラ 
ジ カ セ に 近い か も 知れ ませ ん 。 便 
利 な 反面 一 つ ー つ の セク ショ ン の 


ey) 


グレ ー ド は あま り 感 応 し ませ ん で 
し た 。 そ の よう な 訳 で オー ディ オ 
機器 も セパ レー トス テレ オ か ら コ 
ン ポ ボー ネン ト タ ダイブ プ に な っ て レベ 
ル の 高い 再生 音 が 得 ら れる よう な 
っ て きた わけ で す 。 

今回 の 製作 は この コン ポー 
ト に な っ て いる 部 分 を 更に 分 離し 


て 専門 性 を 持た せ グ レー ドア ッ プ 


を 計 ろ うと 言う 企画 で す 。 

第 1 図 の よう に 頭 の 方 か ら 攻め 
て 行き スピ ー カ まで 製作 を 数 回 に 
分 け て 完成 させ ます 。 こ の シリ ー 
ズ を オー ディ オ 徹 底 製作 シリ ー 
ズ / と 銘 う っ て 進め ます 。 皆さま 
も 奪っ て 参加 し て くだ さい 。 


ァ ーー デ ーーーーー… 
Tunero 







Tunero 
Auxo 











これ だ け は 連 


色白 い 徹底 アイ デュ ア を 含め 
な が ら 1 一 4 ま て 進め る 


























また この シリ ー ズ の 特徴 は 製 呈 
は あぁ まり 難し さ を と も な わ ず 最 : 
の 効果 を 上 げ る よう な 内 容 に し - 
いと 思っ て いま す 。 








第 1 図 の よう に ヘッ ドア ンプ に 
PSRNp に 7 あと 2 
ご く 一 部 で す が , 一 般 的 な イン テニ 
グレ ー テ ッ ド ・ ア ンプ と それ を 更 

中 寺 割 し た な ブリ アデ アップ と ェ ァ 
ウー デシ ンプ が あり まず す 。 リア > 























SPK の キャ ビ 

背中 に 取付 

大 電流 の 流れ る 
部 分 を 減少 させ る 













〔 第 1 図 ] 徹底 グレ ー ド アッ プ 計画 
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MC カー トリ ッ ジ 


MC カー トリ ッ ジ 


MC カー トリ ッ ジ 








イコ ライ と アジ メ 
Gain 35 一 50dB 


イコ ライ ザ ア シ ジブ 
Gan 35 一 50dB 





Gain 40 一 70dB 


プ の 前 段 に MC 専用 の ブー スタ ア 
ンプ と 言う も の も あり ます 。 
今回 は プリ アン プ を 2 つ に バ パサ 
ッ と 切っ て , イコ ライ ザ 部 まで と 
フラ ッ ト ア ンプ 部 に 分 け て 見 まし 
だ 。 
題目 に ヘッ ドア ンプ と し まし た 
が , 内 容 は MC 専用 イコ ライ ザ ア 
ンプ と 呼ぶ 方 が 正しい か も 知れ ま 
せん 。 
ヘッ ドア ンプ は 第 2 図 に 示す よ 
うに , MC を 使用 する こと を 前 提 
と し た 場合 種々 な 方 式 が 考え られ 
まず 
@6 和 大 力 ト ラン スキ 人 イコライザ ア ン 
プ 
O ヘ ッ ド アン プ キ イコ ライ ザ ア ン 


高利 得 イ コラ イザ アン プ 





3 [第 2 図 ] 
Flat MC 対応 ヘッ ド 









録音 特性 
o 高 利得 イコライザ ア ンプ 
代表 的 な 所 で は これ ら が あて は 
まる と 思い ます 。 

また 最近 で は 増幅 素子 も 種類 が 
豊富 に な り , 性 能 の よい も の が た 
や すく 手 に 入る よう に な っ て いま 
す 。 例え ば オー ディ オ 用 OPAmp 
も 高 ス リュ ー レ ー ト で 低 ノ イズ , 
低 ひ ずみ の も の が 続々 と 開発 され 
音質 的 に も 満足 の 得 ら れる も の が 
現われ て いま す 。 

イコ ライ ザ 部 は , 帰還 回 路 に 等 
価 素子 を 入れ る 方 法 と , 増幅 授 の 
中 間 や 前 後に 抵抗 や コン デン サ で 
等 価 特性 を 持た せる 方 法 が あり ま 
す 。 前 者 を NF 型 , 後者 を CR 型 
と 称し 扱っ て いま す 。 

まだ た トラ ンス メー カー の タン ゴ 


た 
Flat 
アン プ へ 
Flat 第 3 図 ] 
2 多 24 





























































| 周波 数 | 偏 差 | 周波 数 | 偏差 
(Hz ) (dB) (Hz ) (dB) 
20 | 一 19.27 | 1500 | 土 1 
30 | 一 18.59 | 2000. | 圭吾 
40 | 17:79 | 3000 | 十 4. 次 
50 | 一 16.95 | 4000 | 6. 
60 | 一 16.10.| 5000 | ずる 宮 
70 | 一 15.28| 6000 |+ 9.60 
80 | 一 14.51 | 7000 | 填 10.82 
100 | 一 13.09 | 8000 | 圭 11.89 
125 | 一 11.56 | 9000 | 填 12.86 
150 : | 一 10.27 | 10000 | 十 13 議 
200 | 一 8.22 | 11000 | 十 14. 万 
250 | 一 6.68| 12000 | 十 15. 鏡 
300 | 一 5.48 | 13000 | 十 15. 納 
400 | 一 3.78 | 14000 | 十 16. 頭 
500 | 一 2.65 | 15000 | 土 17 調 
600 | 1.84 | 16000 | 土 17 護 
700 | 一 1.23 | 17000 | 土 18 調 
800 | 一 0.75 | 18000 | 十 18. 軟 
900 | 一 0.35 | 19000 | 填 19. 男 
| 1000 0 | 20000 | 19 到 
再生 時 は この 逆 と な る 














か ら は イコ ライ ザ 部 に コイ ル を 村 
用 し て 等 価 特性 を 持た せる 古典 上 
い や 斬新 な も の も あり ます 。 
詳細 は 設計 の 項 で 検討 し 決定 
て いく ぐに し ます 。 


3. レ コー ド の 録音 特性 | 
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右 チ ャ ネル と は 










ュー SEDIN 語音 科 一 





性 が 得 ら れる 


は レコ ー ド の 録音 特性 の 規格 を 知 












:26 | 語 っ て いる と 便利 で す 。 後 学 の た め 
| 議 に も 覚え て お いて も よい で し ょ う 。 
.16 録音 特性 は 第 3 図 に 示す よう に 
ーー 録音 側 で は 右上 り , 再生 側 で は 当 
| 計 で す が 左 上 り に な っ て お り 。 鍵 
.18 | 語 再 生 の 総合 特性 で は フラ ッ ト に 
2 議 放 り ます 。 

この 録音 特性 の 規格 は RIAA? 
か (Recording Industry Associa- 
M tion of America) で 決め られ て , 
2 記 界 中 で 使用 し て お り , 日 本 の JIS 
と も この 規格 に 準じ し て いま す 。 


コン パク トディ スク 等 と 違い レ 
切 一 ドド は オシ ロス コー プ で 見 られ 
る よう な 波形 を 機械 的 に 溝 へ カッ 
ティ ング し ます か ら 振 幅 が 隣 の 漠 





1Qi.Q。.Q3.Q。 
| 、25K148(BL) 


|Qs 2SC1755F 
.01 Q。 2SD756A(E) 
ドド 2SB716(E) 
























Qi 2SB507(EF) 
|IQi。 28C1775(F) 
Qi』 2SC1775(F) 





Qi。 2SA872A(F) 
|Q」。2SA872A(F) 
Qi。 2SD313(EF) 













5。 1s の 時 定数 の 組み 
合わ せ て 実線 の よう な 特 


〔 第 4 図 」 RIAA の 録音 特性 


絶対 に 仲良 く な 
ら な いよ 















な ん て 全 々 知 
ら な いわ 
















(第 5 図 〕 
セパレート 型 アン 








デ 電源 SW だ け は 共通 但し 





2 回 路 て 別々 











と の 関係 が 出 て き て , いろ いろ と 
制約 が あり 録音 時 は 低 域 に か け て 
録音 レベ ル を 下げ て いま す 。 

高 域 側 は FM 放送 や TV の 音声 
と 同じ よう に 高 域 を 持上げ て お き , 
再生 時 に 下げ その 時 ノイ ズ も 下げ 
た 量 だ け S /N を 向上 させ て いま す 。 

第 4 図 に 等 価 特性 の 3 ポイ ント 
の 時 定数 を 掲げ まし た か ら イ コラ 
イザ 計算 の 時 に 役立て くだ さい 。 











1 ) 完全 セパ レー ト 方 式 


冒頭 に “徹底 シリ ー ズ ? と 申し 
必 太 千 な よう た 人 褒 の アップ 
を 完全 に 分 離し , 分 業 化 を 計り ま 
Sa 

ケー ス だ け は 使い 勝手 が 悪化 し 
ます か ら ー つ に しま す 。 

完全 セパ レー ト の メリ ッ ト は , 
お 互い の チャ ネル に 不要 な 信号 
が 入ら ず 相 互 緩 衛 が 発生 し に くく , 
クロ スト ー ク の 改善 や ひずみ の 低 
減 に つなが っ て 無 条件 に 性 能 が 向 
呈 ま 用 

自作 する 場合 同じ も の を 2 つ 製 























作 す れ ば 良く , 
ー ス ライ ン も 単 狐 に 考え れ ( 
性 能 が 出 や すい 方 法 で す 。 
デメ リト は SW スペ ペース を 
必要 と する こと と 電源 関係 の コス 
ト が , や や 気 に な る ぐら いで す 。 
ーー トリ ッ ジ か ちら ス ピー まで 
の 信号 系 路 は 独立 し て る こと が 理 
想 的 と 思わ れ ま す 。 自 作 だ か ら こ 
そこ の よう な 故 沢 が 許さ れ ま す 。 


電源 の 引 回 し や ア 
ま 済み 


2 ) 回 路 方 式 の 決定 


第 2 図示 す よ うに , どれ も 面 
自 そ うな 方 式 で す が , 最近 の デバ 


イス の 発達 で 増幅 素子 は 文句 の つ 
け よ う が な いく らい 特性 の 良い も 
の が あり 設計 に あま り 苦 し み ま せ 
ん 。 

体験 的 に 信号 系 路 は な る べく 少 
な い 方 が 音色 は 生き て いる と 思い 
ます 。 原 波形 の 形 や 位相 を くる わ 
さ ず に 伝送 する た め の テ クニ ッ ク 
と し て は いろ いろ 手 は ある で し ょ 
う が シ ンプ ルイ ズ ベ スト と 考え て 
よ Ms で 人 も よう 。 

その よう な こと か ら , 第 3 番目 
の 高利 得 の ディ スク リー ト ア ンプ 


1 5Z 


と し 比較 的 少な い 素子 数 で 目的 を 
達成 させ て み ま し た 。 

イコ ライ ズ 部 分 も , 単純 化 と 言 
う 意味 で NF 型 を 採用 し て あり ま 
す 。C R 型 は ひずみ レベ ル が 周波 
数 に 依存 せ ず 精神 衛生 上 は よろ し 
いか と 思い ます が , 増幅 段数 が 一 
系 列 余 分 に 必要 と な り シ ンプ ルイ 
ズ ベ スト の 主旨 に 反する た め 今 回 
は 見 送り まし た 。 


3 ) 回 路 設計 

デア ディ スク リー ト ダ イプ の ハイ デ ゲ 
イン アン プ , 第 6 図 の よう な 形 に 
窟 し な 。 
定数 を 入れ ん な けれ ば , パワ ー ア 
ンプ と 間違い そう で す が , 終 段 の 
電流 が 10mA ぐら いと 小さ いこ と と 
動作 点 が A クラ ス で ある 点 が 違っ 
て いま す 。 

初段 は FET の カス コー ド 接 続 を 
し , その メリ ッ ト で ある Qi-。 の ド 
レイ ン の 電位 を 固定 し , 電圧 印加 


a “D C 


! 



















定 電流 タ 
4 昔 =! 使う 4 
を 使う る 使う 
ロ ュ 
ーー = る デー35V 
第 7 図 〕] 差 動 ア ンプ の た め の 定 電 
流 源 を 作る 方 法 
Y 
Q。e の ペー スズ ヘ へ 
ga 
が 得 ら れ Qe no の コレ 
クタ 電流 を 4.5mA 一 
2.2k 一 4.7k 38.6mA ま で 可変 で き 
の VR へ ます 。 
Qro の ペー スズ へ 





(第 9 図 〕 


Qs の バイ アス 回 路 を 可変 
に する 
158 


に よる FET の 浮遊 容量 の 変動 を な 
くし 特性 の 安定 化 を きせ て いま す 。 
一 時 FET の 耐圧 の 高い も の が 得 
られ ず こ の よう な 使い 方 を し た 事 
が あぁ ありま す が , 耐圧 に 関す る 限り 
この よう な 必要 は な く な っ て し ま 
ゅ まし だ た 。 

ドレ イン の 電流 は 定 電流 ダグ イオ 
ー ド 2.4mA (Typ) で 引っ ぱり ます 。 
抵抗 の み の 差 動 アン プ に 比べ る と 
下手 を する と ひずみ の 点 で 一 桁 も 
変る の で 定 電流 を 入れ まし た 。 
定 電流 グイ オー ド は 第 7 図 の よ 
うな FET と 等 価 的 に 考え られ ます 
か ら , 図 の *b” また は ec” の よ 
う な 方 法 で も 全く 同じ 結果 が 得 ら 
れれ ます 。 

FET 上段 よ り Q。s-。 差 動 で 取 測 
し ます が Qi-s の ソー ス が 直結 され 
て いる の で , ドレ イン 側 で バラ ン 
ス を 取る た め 2.2kQ を 入れ て あり 
ます 。 調整 時 確認 し て 不要 な ら 外 
し て も 結構 で す 。 始 め の 主 旨 に 合 
わせ る た め に 。 
2 段 目 は これ も 真面目 と 申し ま 
し ょ うか オー ソ ド ッ クス な 教科 書 
に 出 て くる 平衡 入力 の 差 動 ア ンプ 
で すず 。 Osc7 に な る で べく ダグ イナ ミッ 
クレ ンジ を 持た せる た め に Qs の 受 












』 の 
ドレ イン へ 0Qe 


持ち 電圧 は 少な め に 設定 し ます 。 

電流 は Q。 で 3.5mA の 定 電流 源 を 
作り Qe- ヶ の 1 本 当り 1.75mA と し 
て あり ます 。 

Q。-7 の コレ クタ 電圧 グラ ンド 近 
辺 に 設定 する の で す が , 出力 端 才 
に C を 入れ る の で 少し 欲 ば っ て , 
第 8 図 の よう に Qs の 受 持分 の プラ 
ス 側 の 電圧 を 婦 に し た 分 だ け 下 側 
に お ろ す と , 更に 振幅 を 増やす 詩 
と が で きま すら 

最終 段 は シン グル エン ド プ ッ 誠 
ュ プ ブル と し , 電流 を や や や 多 目 7 当 
8mA 流 し A ク ラス 動作 で す 。 こ 凍 
で の 低 イ ン ピ ー ダ ンス 化 は , 次 脱 
の ドラ イブ 能力 だ け で な く , 童 祝 
と の 関係 が か な りあ り ま すか ら 』 
Q。 と Qio の 前 段 に ダー リン トン 謀 
続 等 の 実験 を する こと を お 薦 し 計 
< 

Qs は Q。-iv の バイ アス 用 の 叶 
圧 を 作り 出す トラ ンジ スタ で , 
流 値 は 固定 で 調整 は し て いま せ ぜ 
調整 を する の で あれ ば , 第 9 図 
よう に Qa の ベー ス ・ エ ミッ タ 間 
4.7kQ の VER を 入れ れ ば 自由 に 
ァ イ ナ ル の 電流 を 設定 する こと 
で きま す 。 

イコ ライ ザ 部 の 定数 は , 第 10 







Q7 の コレ クタ 電圧 を 
GND と 同一 に する と 
土 24V ま で し か 振れ 











3 
29,5V ま て 振ら す 
35V こと が で きる 。 





〔 第 8 図 】 Qz の 動作 点 を 下げ 振幅 を 増す 
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炊 段 





いま そり 遇 導 






























コン に 強い ? の な ら こ れ ら の 式 は 
電卓 で は な く マ イコ ン に や ら せ て 
み ま し ょ う 。 精 度 良く 答 を 出し て 
K れ ま す 。 

また そっ くり 回 路 図 の 定数 を 信 
て 製作 し て も ら っ て も うま く ゆ 
きま す よ 。 

電源 部 , 回 路 図 を チラ ッ と 眺め 
た だ け で は , 電源 部 は 単なる 電力 
供給 源 の よう に 見 えま す 。 第 11 図 
の よう に 書き 直す と 分 か り ま すね 。 
電源 は 電流 の 通り 道 で 出力 端子 に 
表 わ れ る 電圧 の 半分 は 影響 力 が あ 
り そ う で, いか に 重要 な ポイ ント 
で ある か を 認識 せ ざ る を 得 ま せん 。 
今回 は その よう な 事 を 意識 し て 
音 を 聞き な が ら 第 12 図 の よう な 3 
回 路 で 実験 を し て 見 まし た 。 結局 
トラ ンジ スタ の 時 定数 を 含ま ぬ , 
ワ フィ ー ド バッ ク 型 の 定 電圧 電源 が 
音色 か ら 見 る と バラ ンス 良く な っ 
て くれ まし た 。OPAmp 方 式 も 伸 





=3180gs(50Hz) 言 【 第 10 図 〕 
t。 王 318。s(500Hz) ラ ド 
抽 9R2200 ) 
素子 の 計算 
ts= テ CiRi ィ 7 
ea IQro が ON し て も 上 | Qis 
mm 十 N2 (第 11 図 ) | 同様 Qz の 関係 が | 
の よう に 電卓 で ロー ルオ フ 部 の 時 出力 回 路 と 2 
定数 か ら 求 め ま す 。 も し 君 が マ イ 電源 の 関係 



































々 良い の で す が , 中 高 域 が や や も 
た つき 気味 で 遠慮 願い まし た 。 た 
だ 周辺 の 装置 に よっ て 状況 が 変っ 
て きま すか らい ろ い ろ と 実験 を す 
る 価値 が あり ます か ら 基 非 試し て 
見 る と よい と 思い ます 。 








5. 使 用 パー ツ 


徹底 シリ ー ズ の 使用 パー ツ は , 
この 辺 が 結果 に 対す る 決め 手 と な 
り そ う で , な る べく 音 の 良い パー 
ツ を 中 心 に 選ん で あり ます 。 

初段 の FET, 種類 が 沢山 あり 選 
ぶ の に か えっ て 苦労 し まし た 。 や 
は り 差 動 ア ンプ で ある 程度 ゲイ ン 
を 取る 場合 ディ アル タイ プ が 特性 
が 揃っ て お り 調 整 も 容易 で す 。 

今回 は 東芝 の 2SK146 (BL ) を 
使っ て いま す 。 こ の FET は 特性 の 
揃っ た 同志 を アル ミケ ー ス に 封入 
し た も の で 同一 チッ プ の モノ リ シ 
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に 要 
ee T 
LM833 ④ 


記 1004/50V 


4700z/50V 
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+ 4700z/50VI+ 
CN 





OPAMP に よる 帰 層 型 


テ エー 






470/50V 


土 
100/50V 





+ | 4700z/50V+ 


ッ ク タ イプ と は 違い ます 。 そ れ で 
も ゲー ト 電 圧 差 は max で 20mV と 使 
い 易 い 値 を 示し て いま す 。 

同類 の 東芝 製 2SK240 (BL) と 
言 う 許容 損失 の 400mW が あり これ 
も 音色 が 若干 違い ます が 同様 に 使 
えま すか ら 一 聴 お 薦め し ます 。 

整流 グイ オー ド に 日 本 イン ター 
ナシ ョ ナル の オー ディ オ 用 と 称し 
た 30DF 2 を 4 個 ブ リッ ジ に 組み 整 
流用 に 使用 し て あり ます 。 こ の ダ 
イオ ー ド は ケー ス に 音 が 生れ 変わ 
る と 記入 され て お りか な り 自 信 が 
あり そう で す 。 

整流 の バッ クア ッ プ に 平滑 用 の 
ケミ コン も オー ディ オ 用 に 登場 し 
めい 球 2 才 ルー 和製 I で し 
て 4700/F /50V 黒 の ボディ ー ス ー 
ツ に 金 娘 字 で た の も し い 感 じ で す 。 

トラ ンス は オー ディ オ 用 と 言う 
の は 本 来 お か し いと 思っ て いま し 
だ けれど,。 実際 に ヒ ゼ リ ング し て 
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2204/50V 




















TR と Z・Diode に よる 
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〔 第 12 図 〕 実験 を 行っ た 定 電圧 電源 








1 59 











} 60 


〔 第 13 図 〕 





パタ ー ン 図 部 品 面 


ケミ コン 4700x/50V の 結合 部 の 


見 る と コア 材質 や トラ ンス の 方 式 


で ずい ぶん と 音 が 変り ます 。 そ の 


よう な 中 で トロ イダ ル よ り も カッ 
トコ ア に 軍配 を 上 げ ま し た 。 み カ 咽 


トコ アト ラン ス も トロ イダ ル と 交 


状 的 に 共通 点 が ある の で す が , ト 
ロイ ダル タイ プ の 合理 的 で 無駄 の 
な い 方 式 に 対し E 1 タイ プ に 近い 
カッ トコ ア に 何 か 秘密 が あり そう 
で す 。 

入出 力 の Pin Jack 類 は 切削 


の 金メッキ 品 で 揃え ん , ここ で の 提 


触 電 位 の 発生 を 最小 限 に お さえ て 
音色 の 向上 を 狙い まし た 。 
その 他 自 分 の 好み の オー ディ オオ 


パー ツ を 使っ て 楽し し で くだ さ 訪 





6. 製 作 





レイ アウ ト は 写真 -1 に 見 られ 矯 
よう に 左 チ ャ ネル と 右 チ ャ ネル 割 
入出 力 の Pin Jack を 中 心 に 振 移 
け て あり AC コ ー ド , Fuse, ト ヲ 
ンス まで 全て 独立 きせ て あり ま 画 

使い 勝手 上 電源 スイ ッ チ だ け 凡 
2 回 路 と し て 別々 な 配線 を し て 岡 
ー ス イッ チ で 電源 を ON/OFF し 問 
あり ます 。 

プリ ント 基板 の パタ ー ン 設計 画 
の ポイ ント は , 定 電 圧電 源 部 の 
ェ ナ ー の GND 側 を 基準 に する よ 証 
に パタ ー ン を 書く こと で 第 14 図 @ 
よう に 専用 の パタ ー ン で そこ 消 調 
返す 方 法 が 望ま し く 互 に 他 の 回 
へ の 影響 が 出 に くい よう 工夫 し 蘭 
設計 し て くだ さい 。 

まだ 電源 トラ ンス の セン タコ 放 


ター ン に は 他 の 配線 や 部 品 を 持 計 
で で めこ 09 5 
プリ ント 基板 の 材質 は アマ チ 生 
ア 製 作用 と し て 絶対 に 一 般 の フ 田 
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7! 





方 式 


ジール 基板 を 使わ ぬこ と 。 ガ ラス 
エポキシ を 推 選 し ます 。 半 田 付 時 
に 熱 に 強く 部 品 交 換 を 2 度 3 度 し 
た ぐら いで は パタ ー ン が れ は 起 
きず 安心 し て 作業 が 行え を ます 。 
パタ ー ン 上 の 部 品 相互 の 接続 は 
パタ ー ン と 鋼 線 の 二 重 配線 を 行い 
鋼 省 部 の 抵抗 を 更に 下げ る よう 徹 
写 を し て み ま し た 。 

パイ ロッ トラ ンプ の LED の み 左 
チャ ネル の 電源 か ら 供給 し . ここ 
だ け 左 右 の バラ ンス が 違っ て し ま 
本 まし た 。 











1 ) 電源 の チェ ッ ク 

チェ ッ グ に は いる 前 に 。 パ ター 
ン 部 品 図 。 回 路 図 と 合致 し て いる 
か どう か , も う 一 度 よ くみ て か ら 
ダビ 2 り ます 5 

部 品 は , 確実 に 付い て いた ら 第 
15 図 の よう に 電圧 計 を 接続 し , V 
R。-4。 を ほぼ 中 央 に し て , S W を 0 
N し て 見 ます 。 配線 の 誤り さえ な 
けれ ば 30 V 近辺 の 電圧 が 出る は ず 
で す 。VR。 を 回 し 填 35V に 合わ せ , 
次 に VR4 を 回 し , 一 35V に 合わ せ 
語 す 。 


2 ) イコ ライ ザ 部 の 調整 
電源 を 一 端 切っ て VRi_-。 を ほぼ 
中 央 に する 。 各々 の 計測 器 を 図 の 





< 写真 -1> 
モノ スタ イル 
Ss が ドア ジグ 
の 内 部 














よう に 接続 し て お きま す 。 の 両端 の 電圧 差 を 最小 に な る よう 
先 に DC 関係 の 調整 を 行い ます 。  VRi を 回 し 合わ せま す 。 

第 16 図 の よう に , 入力 を 絞り AC 次 に Qz の コレ クタ の 電位 を GND 

入力 を スト ッ プ させ て お いて Qs-。 か ら 見 て 0 一 一 5V 程 度 に な る よ 











ツ エ ナー 等 な る て 
Ne 人 0 
うに パパ ター ン を 書く 











〔 第 14 図 ]」 パタ ー ン の 電源 部 引 回 し 
〔 第 16 図 ] 了 
DC 調整 
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計 35V に 人 台 


主 35V に 合せ る DC 関係 の 調整 時 
は 0SC は 紋 っ て お く 〈 
調整 の 手順 
23 可 を NR 基 加 ② の ーー の ④ ま て 完了 
端 の 電圧 差 を ゼロ き 9 ー④ ま て 完了 の 
1 の 電圧 差 を 0 一 土 。 後 OSC か ら 出 力 を 
Qie ②VR。 を 回 し Q7 の コレ 5V に 合せ る PAN 
クタ 電圧 を GND か ら ④ 再 度 ②,③ を 繰 し COBERIO 


見 で 0 一 一 5V に 合せ ぜ る 返す 


〔 第 15 図 ] 電源 の 確認 と 調 吾 





























〔 第 17 図 〕 








ケー スス 革 法 図 








































































































[第 18 図 〕 
還 | 1k RIAA 再 生 カ ー 
Na 測定 ジロ eS 
條 に ト 約 、* | 有吉 スー フ プ 周 波数 特性 
ー6 











周 波 数 (Hz) 

う VR 。 で 合わ せ て お きま す 。 
次 に Qs-? 間 に 電圧 計 を 接続 し , 
土 2 V 以 内 に な る よう VRi を 回 し 
て 合わ せま す 。 こ の 調整 で Q7 の コ 
レク タ の 電位 が くる っ て いる は ず 
な の で 再度 VR で Q7 の コレ クタ の 
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電位 を 合わ せこ の 繰返し を 数 度 行 
えば 終り で す 。 

DO チョ ーッ タク が 胃 了 し な ら 准 
まま の 状態 で 発振 著 か ら 入力 を 入 
れ て , RIAA カー ブ の 確認 や 1kHz 
に 於 ける 最大 出力 の 確認 を し ひ ず 





< 写真 -2> 完成 し た ヘッ ドア ンプ 
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0.001 
2 46 1 


出力 電圧 (V) 
[第 19 図 】 ひずみ 率 特性 

み 等 も 調べ て お きま す 。 
第 18 図 に RIAA の 周波 数 特性 
第 19 図 に 入力 対 出力 の ひずみ 物 
性 で す 。 
RIAA カー ブ は 思っ た より 偏 甘 
少な くう まく 仕上 っ て くれ ま ( 因 議 








8. ヒ ヤリ ング | 


カー トッ ジ を 接続 し 早速 ヒ や 則 
が MK 晃 光 計 s 


裸 ゲ イン を 少し 低 目 に 取り 帰 是 


後 の ゲ イン も MC に し て は や や 人 
目 に し た 結果 か えっ て 全体 に パ 衣 
ンス よく 鳴っ て くれ まし た 。 
モノ アン プ に し た 関係 で クロ 調 
トー ク は 基本 的 に 発生 し に くい 次 
で , 鞭 り の な い 前 に 出る 気持 ち 
スカ ッ と し た 所 が あっ て 苦労 し 座 
成果 が 表れ て いま す 。 考 え 方 の 主 
し いも の は 結果 も よい よう で す W 
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イン は グイ ブン 炊 仙 - 


求 ビ ピュ ラ - な VGA I 己 の 





先日 , 米国 某社 の 新しい ディ ジ 
タル 系 1 C に つい て 資料 を 請求 し 
た と ころ , 厚 ほ が 2cm 程 も ある 立 
派 な 本 が 送ら れ て 来 ま し た 。 最 初 
は ! カ タロ グ を 送っ て くれ だ た の か 
と 思っ て いま し た が , よく 見 
る と その 本 の まる まる 一 冊 が , す 
べ て 該当 IT C の デー タ と アプ リ ケ 
ーション 。 び っ くり も し , 多少 メ 
ゲ た の も 事実 で す 。 

し か し 。 よく 専 えて みる と ど 
ん な 1 C に せよ , 内 部 等 価 回 踏 を 
研究 し , ヤル 気 を 出し て 実験 な ど 
すれ ば , これ まで 思い も つか な か 
っ た 用 途 に も 使え る 可能 性 が あり 
放す 。 ま あ オ ペア ンプ は 多用 
の 見 本 みた いな も の で すか ら 論 外 
と し て も , 特定 の 機能 を 持つ 1C, 
定 と えば ジェ ネ レー タ 用 1 C。 定 
電圧 1TC, VCA 用 1C な ど で も 
や り よ うに よっ て は か な り 応 用 範 


囲 は 広い よう に 思い ます 。 親 切な 
(ある い は 少し パラ ノイ ア 的 な ) 
メー カー が , その よう な デー タ ま 
で 一 冊 に すれ ば, 厚 さ 2 cm の 本 に 
な る の も 当然 で は あり ます 。 
今回 は , 秋葉 原 あ た り で 腐る ほ 
ど 目 に つき , 値段 も 安い た め 軽 視 
され が ちな 1 C じ た ち に スポ ッ ト を 
当て , それ ら に 秘め られ た 可能 性 
を 考え て みた いと 思い ます 。 マ ナ 
イタ に 上 げ る の は , 外部 か ら 電 圧 


し ae 4 570 
3080 
マ 571 
ヤ 


大 塚 明 


(また は 電流 ) に よっ て ゲイ ン を 
変 た られる, いわ ゆる VCA 用 1 
らら を 一家 で す 。 





の 





ビン し 2 し 8 





VCA の 用 途 と し て は ご く シ ン 
プル に “音量 を コン トロ ー ル する ”" 


上 、 





と 572 生生 
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使い 方 の 電子 ボリ ウム や ミュ ー ジ 
ッ ク ・ シ ン セ サイ ザ の VC A プ ブロ 
ッ ク な どの 他 , ダ イナ ミッ ク ・ レ ン 
ンジ ・ プ プロセッサ (コン プレ ッ サ , 
エキ スパ ンダ ), 周波 数 可変 フィ ル 
タ (VCF) な ど が 考え られ ます 。 

ご の すわ ち 。。 まず ダイ ナミ ツク 
レン ジ (以下 D レ ンジ ) ・ プ ロ セ 
ッ サ に つい て 考え て み ま し ょ う 。 

S 工 の 音 や ロッ ク の ステ ー ジ な 
ど 極 端 に D レ ンジ の 広い 音 を 収録 
する 場合 , その 広 さ に 対応 し た 録 
音 機材 (テー プ 等 も 含め て ) が 必 
要 で す 。 し か し , いか に 技術 が 進 
歩 し た と は いえ , 自然 埋 を その ま 
ま 収 録 で きる 録音 シス テム は あり 
ませ ん 。 な ん ら か の 方 法 で D レ ン 
ジ を 圧縮 し , 規定 の 範囲 内 に 収め 
る 細工 が 必要 に な り ま す 。 そ れ が 
コン プレ ッ サ と か り リミッタ ク と 呼ば 
れる も の で す 。 

第 1 図 は コン プ の 基本 ブロ ッ ク 
で , 各部 の 動作 波形 を 示し て いま 


呈 M 















デュ アル チャ ネル 万 能 ダ イナ ミッ ク プ ロ セ ッ サ 
NAPP DYNAMIX \198,000 


す 。EF の エン ベロ ー プ ・ フ ォ ロ 
ワ は 入力 信号 の 輪 部 だ け を 取り 出 
し ます 。 回 路 と し て は 検波 回 路 , 
つま り 全 波 (また は 片 波 ) 整流 で 
す 。 こ こ で 得 ら れ た 電圧 (コン ト 
ロー ル 電 圧 三 CV) を 反転 し て V 
CA に 加え る と , 入力 信号 が 大 き 
く な る に 従っ て VC A の ゲイ ン は 
低下 し , 入出 力 関係 の リニア リ テ 
ィ が 崩れ て , D レ ンジ が 圧縮 ( コ 
ンプ レス ) され る こと に な り ま す 。 
逆 に 第 2 図 の よう に , CV を 反 
転 せ ず に VC A に 与え れ ば , VC 


my ル 
〔 第 1 図 ] 
UT 








































A の ゲイ ン は 入力 信号 レベ ル に 追 
従 し , 小さ い 音 は より 小さき く , 秦 
きい 音 は より 大 きく な る , いわ ゆ 
る エキ スパ ンダ 動作 に な り ま す 。 

この よう に D レ ンジ を 操作 する 
機材 を 総称 し て “D レ ンジ ・ プ ロ 
セッ サ ” と 呼び ます 。 こ の 技術 自 
体 は 特に 新しい ゃ の で は な く , 真 
空 管 の 時 代 か ら 使わ れ て お り , 人 
リム ん 管 や 多 極 (7 極 等 ) 管 を 使っ 
た 回 路 を 御 記憶 の 方 も 多い で し ょ 


史 了 





2 1 コン プレ ッ サ の 
CV 基本 ブロ ッ ク 
ン 
[第 2 図 ) エキ スパ ンダ の 基本 ブロ ッ タ ク 
+ 9+\ 
馴 D3 
DualIn-Line Package 
NC 
明 (第 3 図 ) 
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dbx の エキ スパ ンダ MODEL351( 上 ) と 


MODEL 4 BX) 
う 。 私 自身 も タマ の 時 代 に 何 度 か 
エキ スパ ンダ を 作っ て み ま し た が , 
技術 が オ ソ マツ だ ッ た せい も あっ 
て , S/N, 音質 の 面 で 合格 点 を 
付け られ る も の は 1 吾 も あり ませ 
馬 に 7 だ 。 

と ころ が 1 C だ と 非常 に 安価 に , 
高等 技術 も な し に 高 性 能 な D レン 
ジ ・ プ ロ セ ッ サ が 作れ ます 。 市 販 
きれ て いる 1 C は , ほとん ど が 上 第 
1 図 の VCA 回 路 だ け を 集積 し た 
も の で す が , 中 に は 570 シ リー ズ 
め よ うに EF 等 の サイ ド ・ チ ェ ー 
ン を 内 蔵 し た も の も あり ます 。 


0 
C A3080 に 


それ で は , この 種 の IC と し て 
は 古典 的 な 部 分 に 属す る 3080 系 に 
つい て 述べ て み ま し ょ う 。 オ リ ジ 
ナル は RCA で CA3080 で す 。R 
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【 第 4 図 出 濁 和 イン ピー ダン ス 





CA に よる 正式 名 称 は オペ レー シ 
ョ ナル トラ ンズ スコ ジグ ダク タダ シメ ネ ・ 
アン プリ ファ イア (略し て 0OTA) 
で あり , VC A と し て の 用 途 だ け 
の た め に 開発 され た の で は あり ま 
せん 。 現在 で は 各社 か ら セ カン ド 
・ ソ ー ス や 改良 バー ジョ ン が 発表 
され て いま す 。 

3080 の 等 価 回 路 は 第 3 図 。 入 力 
段 は 普通 の オペ アン プ の よう な 差 
動 ア ンプ で す が , それ 以外 の 部 分 
は カレ ント ミラ ー の 応用 で す 。 こ 
の 回 路 の ゲイ ン は 初段 の バイ アス 
電流 (Tasc) に よっ て 決定 され ま 
す 。 5 番 ピ ン が その 入力 で す 。 一 
般 の オペ アン プ が NF B に よっ て 
ゲイ ン を 決定 する の に 対し て , こ 
れ は 一 種 の 無 帰 量 アン プ と いえ る 
ES 0 

出力 は 電流 出力 で す 。 つ まり ハ 
ボッ ガッ ピー ダシ ス で すか ぁ 。、 一 


般 的 な 用 途 に は RL 二 バッ ファ か 
TV コン パー タ を 外 付 け に し て 
使い ます 。 し か し 電流 モー ド で あ 
る こと は , VCR や VCF と し て 
の 用 途 に は 便利 で す (その た め , 
オリ ジ ナ ル の 3080 に は バッ ファ が 
内 蔵 き れ て いな い の で し ょ う )。 ま 
だ 5 : 出 罰 イ ン ビ ピー ダン ス は IAse に 
対し て リニア に 反比例 する た め , 
(第 4 図 ) 可変 定 電 流 源 と し て も 
使え ます 。 

ゲイ ン の コン トロ ー ル は IAsc と 
いう 電流 に よっ て な され る わけ で 
すか ら , この アン プ は 正しく は 1 
C A で す 。 入 出力 の 関係 は 

1o 三 Vax19.5X TAsc 

の 式 で 表 わ き 札 ま す 。 メー カー 
の デー タ ・ シ ー ト で は 定数 項 を 19 
・2 と し て いま す が , 正しく 計算 す 
る と 25C て で は 19.5 の 方 が 近い よう 
で す 19.47023…)。 


3080 と VCA 回 路 





実際 の VCA 回 路 と し て は 第 5 
図 が 考え られ ます 。 こ の 回 路 で 気 
持ち 悪い の が 入力 段 の アッ テ ネ ー 
タ で す 。100kQ と 470% で 信号 レ 
ベル を 約 200 分 の 1 に し て いま す 。 
これ は 3080 の 許容 入力 レベ ル が 極 
端 に 小さ いか ら で す 。 一応 カタ ロ 
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【 第 5 図 3080 
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〔 第 6 図 」 入力 イン ピー ダン ス 
グ 上 は 土 5V と は な っ て いて も , 
オー ディ オ の 用 途 と し て は 土 40m V 
が いい と ころ 。 出 来れ ば 土 10m V 




















た で と ご = 


くら いで 使う 設計 に し た いも の で 
す 。 そ の 程度 で あれ ば 十分 に 高 品 
位 の 音 に な り ま す 。 従って, 入力 き 
れる 信号 レベ ル に よっ て , この アッ 
テ ネ ー タ 部 の 定数 は 変更 し ます 。 

Isc の 範囲 も カタ ログ 上 で は 0. 
1 一 1mA に な っ て いま す 。 し 
か し これ も 実用 上 は も っ と 狭く , 
リニア リティ や 安定 性 を 考え る と , 
1 一 300 A で コロ コントロール す 
れ ば か な り 良い 結 果 が 得 ら れ ま す 。 
出力 電流 の 最大 値 に も 制限 が あ 
り , 大 体 Tja。 と 同じ と 考え れ ば 正 
に ゅ せり 。 あ 入力 イヤ ロー 














〔 第 7 図 ] 






ダン ス も 出力 イン ピー ダン ス と 同 
じ よ うに TI4gc に 反比例 し ます 。 第 
6 図 が そう で す が , 注意 すべ き な 
の は IAmc 三 1 mA の 時 Z。 1kQ 
に まで 下がる こと で す 。 こ れ を 意 
れ あ と 雌 峰 ます 。 

こう し て みる と , 3080 は 実に 制 
約 が 多く 使い に くい IC の よう で 
す が (それ は 事実 で す ), 何より も 
安価 な の が 強 味 で す 。 ま た , 世 の 
中 に は SN, ひずみ , リニア リ 
ティ を それ ほど 問題 に し な い 用 途 
も 多く , た と えば ギタ ー 用 の エフ 
ェ ク タ な ど は その 典型 で し ょ う 。 
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ギタ ー 用 コン プレ ッ サ の 製品 回 路 例 
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〔 第 8 図 ) LM13600 の 等 価 回 路 
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第 7 図 は MXR 社 の 有名 な “ダイ 
サナ コンプ” の 回 路 で す 。 ギ ター 用 
シグ レッ サ で す が , D レ ンジ 
の 広い ギタ ー の 出力 信号 を , アタ 
ママ を お さえ 込む こと に よっ て 平均 
化し , 減衰 音 的 な 響き を 持続 音 に 
近く 変え て いま す 。 

ダイ ナコ ンプ で 使わ れ て いる 回 
路 ケ クニ ッ ク と し て は , SN か 
せ ぎ の た め の エ ン フ ァ シ ス が あり 
ます 。3080 の 前 で 0.01/ と 15k に 
馬 っ て プリ ・ エ ン フ ァ シ ス を か け 


| 出力 側 で は 0.00 1 。 と 150kQ に よ 


て 元 に 戻し て いま す 。 こ の 程度 
で ぐも S/N は 結構 ご まかせ る も の 
呈 5。 サ イド チェ ー ン の ACB 
6 変換 も か な り 強 引 で 「 こ ん な の 
で 動く の か な ? 」 と 思い ます が , 
境 タ ー で は 」 度 良い よう で す 。 
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第 9 図 ) LM13700 の 等 価 回 路 
この 回 路 を コピ ー さ れる 方 の た 
に 書い て 天 く と , トラ ンジ スタ 
は 小 信号 用 の も の な ら 何 で も OK。 
ゲオ オー は リコ ダダ で す ょ 
3080 は ゲイ ン 可 変 ア ンプ と し て 
だ け で な く , も ちろ ん 固定 ゲイ ン 
る 使え ます 。 ア アリ ダー ショ マテ 
ノー ト に は ボル テー ジフ ォ ロ ワ と 
し て の 使い 方 も 載っ て いま す 。 フ 
ォ ロ ワ と し て 使え ば 50V/。S と い 
う 高い S R が 得 ら れ ま す 。 こ の 値 
は 高速 オペ アン プ 並 み の 数 字 で す 。 


脚 
ns600 と 19700 / 


RCA の 3080 フ ァ ミ リ に は , 2 
個 入り の 3080, 3 個 入 の 3060 な ど 
が あり , どれ も 性能 は 同じ で す 。 


これ ら の 基本 回 路 を 受け 継い で 
さら に 改良 を 加え た の が N S 社 の 
LM13600 と 13700 で .」 どちら も デ 
ュ ア ル で す 。 第 8. 9 図 が 両者 の 等 
価 回 路 で す 。 共 通し て いる と ころ 
は , まず Dz-s に よる ひずみ 低減 
回 路 。 2 個 の ダイ オー ド の 御 利益 
は 第 10 図 で 。 か な り の 利き 目 が あ 
り ま す 。 ダ イオ ー ド に 加え る バイ 
アス 電流 は 約 1 mA (2 個 に 対し 
か 5 が グリ 委 王 時 昌 ジョ メー 
ト で は 第 11 図 の よう に な っ て いま 
す ぁ 

も う ひ と つの 大 き な 特 色 は , 出 
カカ バップ ファ が 組み 込ま れ た こと で 
す 。 第 8, 9 図 で Q sis が そう で す 。 
これ は 今 ま で 外 付 け に し て いた も 
の を , た だ 内 蔵 し た だ け で す が , 





〔 第 10 図 〕 
ダイ オー ド の 利き 目 





2LM13600 





〔 第 11 図 ] v 
ス デ レオ * ポ ボ り ウ 
ム ・ コ ント ロー ル 
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hecl 
















パパ ター ン の 設計 が 楽に な り ま し た 。 
こま か いこ と を 言う と , Qi に よ 
っ て 14mc の リニア リティ が 改善 き 
れ , 13600 で は Q 。 を 追加 する こと 
に よっ て , バッ ファ 段 の バイ アス 
電流 を TAsc と 関連 し て 可変 する 
よう に し て あり ます 。 これ で パッ 
ファ の リニア リティ も 広く な り ま 
た 

用 途 に も より ます が , 現在 で は 
3080 よ り も 13600 を 使う 場合 が 多 








方 式 に よっ て は 信号 周波 数 を い 〈 
する も の 


ZN22 愉 ご 央 に コタ 2 ポ ツウ ド 





く な っ て いる よう で す 。 ま た , 実 
用 化し な いま で も 1 個 買 っ て き て 
遊ん で いて も 楽し い 石 で し ょ う 。 
な お , NS か ら LM13080 と い 
う 石 $ 出 て いま す が , これ は 全然 
別物 。3080 と は 関係 あり ませ ん 。 
L M13600 は 1978 年 に 発表 され, 
同時 に いく つか の 新しい アプ リ ケ 
2 の だ ーー eS60 二 ド 定 びび 3 
ー ス され まし た 。 そ の 中 に は PL 
L や PWM な ど 面 白い 応 用 も 多数 


OUT [第 12 図 〕 


コン プリ メン タリ 型 NR 


あり ます が , 中 で も 注目 され だ の 
は “NR2 "と 呼ば れる ノイ ズ , 
リダクション * シ ステ で すず 。 





レイ メ リダクション シス テム 





イズ ・ リ ダク ジョ ン : (以下 N 
R) に は 大 別して 2 種 の タイ プ が 
あり ます 。 名称 は いろ いろ で す が 
と 2 の 人 層 ロペ グ デリ ペグ ジグ U aa 
ンジ ジグ 7 エド たと し で て 没 因 
まし ょ う 。 前 者 は 第 12 図 の 構成 を 
と こり.。、 ロ ジブ ビッ サザ と て スペ 詳 
ダ に よっ て メイ ン ・ シ ステ ム ( 銭 
音 シ ステ ム や エフ ェ ク タ な ど ) を 
サンドイッチ に し ます 。 こう る 次 
と メイ シ ・ シ ステ ム で の D レ ンジ 納 
は 狭まり 信号 の 処理 が 容易 に な る 
だ け で な 《。 プイ シシ ジス テグ 
発生 し た ノイ ズ は エキ スパ ンダ 回 
よっ て , より 小さ い レ ベル に な り 


〔 第 13 図 」 シン グル ・ エ ンド 型 NR 
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〔 第 14 図 」 DNL の オリ ジ ナ ル 回 路 
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ます 。 dbx の 基本 も これ で す 。 
6 グ eS の ド ・ 衝 に が は だ 
だ メイ ン ・ シ ステ ム の 後に つなぐ 
だ け で 第 13 図 の よう な も の で す 。 
この 形式 の NR は , さら に 2 種類 
に 大 別 出来 ,。 シグナル ・ ゲ ー ト を 
用 いて 一 定 レ ベル 以下 の 信号 を オ 
隊 み で し しまう. は わ お ゆ る ゲー ディ 
ング ・ タ イプ ( 楽 叶 用 の "ノイ ズ ・ 
陣 ー ド は この 放 法 )) そ し て 入力 
信号 の レベ ル と スペ クト ラム に よ 
っ て f。 の 変わ る VCF を 用 いた 
フィ ル タ ・ タ イプ が あり ます 。 


! kk vs 1 
1 ーーー <ON、 ーー 
1 ヽ に 
| " | 





ナ 困 き チ 
NR 2 は フィ ル タ ・ タ イプ の N 


R で す 。 発想 と し て は , それ 以前 
に フィ リッ プス 社 が 採用 し て いた 
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1000II 


D NL (ダイ ナミ ッ ク ・ ノ イズ ・ 
リミッタ ) の 発展 型 と で も 言え る 
も の で , 同社 の カセ ッ ト ・ デ ッ キ 
や ナカ ミチ の 1000, 1000II な ど に 














〔 第 15 図 〕 も 用 いら れ て いま し た 。 オ リ ジ ナ 
NR 2 の 原理 800Hz 34kHz 800Hz 34kHz ル に 近い と 思わ れ る 回 路 が 第 14 図 
高 域 成分 が 少な い 時 高 域 成分 の 多い 時 で す 
@) 0 この 回 路 は 6 dB/oct. の LPF 
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RIGHT ーー = WW RIGHT Rin 
時 M 0 RzR_- 8 ]19rP 1 
24 Vcc 
〔 第 16 図 〕 
NR 2 の 回 路 | 
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See Application Hints. に 
〔 第 18 図 」 NS 社 の 標準 回 路 
で あり , fc は 入力 され た 信号 の 高 ます 。 つ まり 耳障り な 高 域 ノ イズ 
域 成分 に よっ て 決ま り ま す 。 高 域 を 。 で ぐ 自 然 に (時 こえ る お う ) 


成分 が 少な けれ ば fc は 下がり (第 
15 図 a ), 多く な れ ば 上 が り (b) 


半 100 


カッ ト す る わけ で す 。 人 間 の 耳 は 
これ で や 十分 に ゴマ が か さか る た め , 





oOUT 
1 
(T) ミ 100k 























〔 第 19 図 ) モノ ラル ・ チ ャ ネル と し て 使っ た DNR 回 路 例 


2 求人 は 2 みみ チリ US す GS VS 
自然 に 聴こえ る 条件 と し て , 湖 計 
ッ ク ・ タ イム (b の 動き ) を 1 
S 以下 に , リリ ー ス ・ タ イム (同軸 
を 約 50mS 程度 に と ら な けれ ば ぱ 禄 
り ま せん 。 

N R 2 は この 原理 を 使っ た も 綿 
で , 78 年 9 月 に 発表 きれ, その 鏡 
79 年 3 月 に 改良 版 が 出 ま し た 。 語 
の 全 回 路 が 第 16 図 で す 。 

時 
LM1894 


グレ 





その 後 N S 社 で は , NR 2 の 詳 
イド ・ チ ェ ー ン まで 含め て 薩 缶 
チッ プ 化 し た L M1894 を 発表 し 語 
し た 。 第 16 区 で L M387 と 周辺 評 
で 中 に 入れ た わけ で す 。 こ れ ( 請 
NR (ダイ ナミ ッ ク ・ ノ イズ ・ 講 
ダク ショ ン ) と いう 名 称 を 与 々 議 
れ , 民生 用 と し て は 非常 に 優秀 奏 
性 能 を 持っ て いま す 。 第 17 図 が 商 
部 ブロ ッ ク 図 で す 。 

NR 2, LM1894 と も に 注意 融 
べき こと は , 信号 系 が ステ レオ 甘 
応 で 2 系 統 あ る の に 対し , サ イ RW 
チェ ー ン は 1 本 し か 持っ て い 記 計 
こと で し ょ う 。 こ れ だ と 一 般 的 計 
ステ レオ ・ ソ ー ス に は 便利 で も , 

友 の 独 立 し た NR が 欲し い 時 信 
は この まま で は ダメ で す 。 半 
LM1894 の NR は 各社 か ら キ ッ ド 
に な っ て 発売 され て いま す 。 N 上 
社 の 標準 回 路 は 第 18 図 で す が , 名 
ッ ト も 大 体 こ れ と 同じ で す 。 

LM1894 が シン グル ・ エ ンド 玲 
で あれ ば , シグ ネ テ ィ ク ス の N 旦 
570 シ リー ズ は コン プリ メン タタ 識 
型 N R の 代表 選手 と いえ ます 。 

これ に つい て は , 次 号 で 紹介 晶 
た いと 思い ます 。 
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GU 
か 


NN 
hi 


eu 


衣 寺 








く 
グ 
m 


中 一 


才 116 真 よ り の つづ き 才 


が , 任意 使用 と いう 形 で あげ て あ 
り ま す 。 

P CM 録音 は , 第 3 図 の テー プ 
記録 フォ ー マ ッ ト に 示す よう に 。, 
テー プ を ヘッ ド シ リ ンダ に 従来 よ 
り 約 30” ほど 余分 に 巻き つけ て お 
き と の 部 分 。 つ まり ビデ オ 記 録 ト 
ラッ ク の 延長 に 時 間 圧 縮 し た PC 
M 信 号 を 記録 し ます 。PCM ェ リ 
アァ を 小さ くす る た め , 量子 化 ビッ 
ト が テー プ 上 は 8 ビッ ト に な っ て 
いま す が , 10-8 の ディ ジタル 圧縮 
と , 2 対 1 ア ナ ロ グ 圧 伸 方 法 を 併 
用 し て , 14 ビ ッ ト 相 当 の ダイ ナミ 
火 ッ ツ 少 を え て いま す 。 

FM オー ディ オ は ビデ オ と 同時 

音 用 , PCM オ ー デ ィ オ は 同時 
録音 も アフ レコ も 可能 な 高 性 能 チ 
* ャ ネル で す 。 AU 区 オー ディ オ は 
編集 な ど 補 助 的 に 使い ます 。 

音声 記録 に は , 全 淀 域 圧 縮 伸長 
型 ノ イズ リダクション シス テム の 
使用 が 規定 され て いま す 。 

《 新 開発 の 高密 度 テ ー プ 採用 》 

ヘッ ド シ リ ンダ の 直径 が 小さ く 
な り 相 対 速度 が 従来 の 約 半分 に 低 
下 し ます か ら , 高 画質 を える た め 
に 新開 発 の 高密 度 テ ー プ , す な わ 
ち 塗 布 型 の メタ ル テ ー プ (MP) と 
蒸着 型 メ タル テー プ (ME) を 使用 
し ます 。 テ ー プ の くわ し い 規 格 は 
省略 し ます が , 染 布 型 メタ ル テ ー 
グ は 厚 さ 18 ミ クロ ン , 蒸着 型 メ タ 
ル テ ー プ は 厚 さ 10 ミ クロ ン (検討 
中 ) と 薄く な り ま す 。 














避 の 鶴 可 介 に 





と れ で 8 ミリ ビデ オ の 規格 が 決 
定 し , その 製品 化 が いつ で も 可能 


と な っ た わけ で す が , 規格 内 容 と 
と の 規格 を 満足 する ビデ オ ヘ ッ ド 
と 高密 度 テ ー プ の 製品 化 に は , 現 
在 , 技術 上 いく た の 問題 点 が 残さ 
れ て お り , 一 方 , マー ケッ ト の 現 
状 を 見 て も , た だ ち に 製品 が お 目 
みえ で きる 状況 と は , まず 考え ら 
れ ま せん 。 

先般 発表 され た 米国 イー スト マ 
ンコ ダッ ク 社 の 8 ミリ ビデ オ “ カ 
ムコ ー ダ ” は , 4 月 21 日 付 の 英国 
の テキ ュー サイ エ ジ テ ォ ヌ スト ” 其 
に よれ ば , 年 内 発売 が 大 幅 に 遅れ 
あ 半 が 全品 容 ず 。 

前 述 の ベー スバ ンド 記録 方 式 
(B フ ォ ー マ ッ ト ) は フラ ンス の 
トム ソン ブラ ント 社 に より SECA 
M 方 式 と し て 提案 され た も の で す 
が , 第 6 図 B こ に 示す よう に , 映像 
言 号 を 最新 の ディ ジタル 技術 に よ 
り 時 間 圧 縮 ・ 時 分 割 多重 し て , 色 
信号 を ベー スバ ンド の まま FM 記 
録 す る 方 式 で す 。 昨年 7 月 に 行わ 
れ た わが 国 初 の デモ スト レー ショ 
ン で , すばらし い カ ラー 画質 が 実 
証 され て 以来 , NTSC, PAL 方 
式 に も 適用 で きる も の と し て 3 月 
を メド に 規格 化 が 検討 きれ て いま 
し た が , 期限 まで に 結論 が えら れ 
ず , 審議 打 切 り と な り ま し た 。 








と と ろ で , 8 ミリ ビデ オ 規 格 の 
映像 記録 方 式 に は 輝度 信号 FM・ 
低 域 変換 色 信号 記録 方 式 が 採用 さ 
れ て いま す が , と れ は , 従来 の VH 
S, ベータ 方 式 と 同じ 方 法 で す 。 
と の 記録 方 式 で は , 再生 画質 は メ 
タル テー プ を 使用 し て 協 イ ンチ ビ 
デオ の 長 時 間 モ ー ド な み , 蒸着 テ 
ー プ 使用 で 標準 モー ド な み と い う 
性 能 が 予想 で きま す 。 

一 方 , 最近 の 協 イ ンチ ビデ オ の 
普及 に は 目 を みはる も の が あり , 
その コン パク ト 化 と 高 性 能 化 が 着 
実に 進め られ て いま す 。 ど 承 知 の 
ベー タム ー ビ ー や VHS ビデ オム 
ー ビ ー が すでに 製品 化 さ れ , また 
高 性 能 化 に つい て は FM 周波 数 
の ハイ バン ド 化 , そし て , 酸化 鉄 
磁性 層 に 金属 磁性 粉 を 蒸着 し た 二 
層 式 蒸着 テー プ の 開発 な ど が 着 々 
と 進ん で お り , 実用 化 も 問 も な い 
と 思わ れ ま す 。 

8 ミリ ビデ オ が 次 世代 の ビデ オ 
と すれ ば , 元 イ ンチ ビデ オ に まさ 
る コン パク ト 化 , そし て , 高 性 能 
化 さ れ て と そ , 存在 価値 が ある も 
の と AM? 及 ましょ う 。 みみ 2 レデ ー プ 
を 使用 し て 長 時 間 モ ー ド な み の 画 
質 .、 そし て ビデ オム ー ビ ー な み の 
大 き さ と いう と と で は , 商品 の 魅 
力 が 少な いと 思わ れ ま す が ……。 































































































コダック の 8 ミリ ビデ オ 
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コン パク ト 





生還 放ち アマ ィ ませ コゲ オデ 
特集 の 標準 測定 装置 に 何 を 使用 し 
よう か と 迷っ て いた と と ろ , ヨー 
ロッ パ の ノイ トリ ッ ク 社 か ら 手 頃 
な 周波 数 記録 装置 が 発売 され た と 
と を 聞き , 早速 日 本 の 輸入 代理 で 
ある エー ケー ジー・ 
ービス に お 願い し 使用 し て みた 。 
その 結果 , 精度 の 高 さ , 使い や す 
さも 抜群 で 価格 もち それ ほど 高価 で 
な い の で , メー カー の 実験 用 は も 
ちろ ん , オー ディ オ 専 門 店 で の イ 
コラ イザ 対応 の た め に , そし て オ 
ー デ ィ オ 研究 家 に 特に お 薦め し た 
いも の で あり , と と に グラ ビア 頁 
と 合わ せ て 紹介 し よう 。 
NEUTRIK 一 ノイ トリ ッ ク 社 
は マイ クロ フォ ン で 有名 な AKG 
(アー カー ゲー と ドイ ツ 語 呼び が 
普通 ) の エン ジニ ア が 独立 し て 創 
立 し た 会 社 と 聞く 。 ス ター ト は キ 








ジャ パン ・ サ 


ャ ノン タイ プ の プラ グ を 作り プロ 


・ 高 精度 の ユニ ー ク な 
ノイ トレ ッ ク 社 3300 シ リー ズ 


オ 一 


ディ 抹 ・ ゲ ラフ 


用 に 多用 きれ て いる が , この 記録 
計 は 昨年 か ら 発 売 に な っ た も の で 
会 社 の 所 在 は スイ ス と オー 
スト リア に は さま れ た アル プス の 
中 に ある 公国 リヒ テン シュ タイ ン 
で ある 。 人口 20, 000 人 前 後 で 農業 
が 中 心 , すべ て の 外交 権 を スイ ス 
に 委任 し て いる と いう , スイ ス の 
一 つの 州 と 考え て よい 。 


3 モジ ュー ル で 構成 


グラ ビア 写真 で も お わか り の 通 
り ユ ニッ ト が バラ バラ (に な る モジ 
ュー ル 形 式 に な っ て いて , メイ ン 
フレ ー ム の 3302 型 記録 計 , マイ ク 
の 信号 を 増幅 し 記録 計 に 送り 出す 
3312 型 イン プッ トモ ジュ ー ル , そ 
し て アン プ や スピ ー カ 人 信号 を 送 
り 出 し , 記録 計 と 同期 を と る 3322 
型 ア ウト プッ トモ ジュ ー ル の 3 つ 
で 構成 され て いる 。 

と れ ら の ユニ ッ ト は モジ ュー ル 





ぐ 写 真 -1> オー ディ オグ ラフ 外観 
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に 国定 され た 





932 の デラ グ ス コン 
連結 され , 上 部 パネ ル か ら 2 本 の 
ボル ト で 締め る と と に よっ て , 3 
個 の モジ ュー ル が あたかも 1 個 の 
よう に コン パク ト に まとめ られ 
る 。 

寸法 は 幅 約 300mm, 典 行 210 
mm,。 高 さ 85mm で , 大 変 に コン 
パク ト で あり , 自分 の ひざ だ 乗せ 
て 使え る 。 駆動 電源 は 100V の AC 
電源 で OK。 

中 心 に な る 3302 メ イン フレ ー ム 
は , 一 枚 ずつ 独立 し た 記録 用 線 を 
使用 する 。 と れ を り \ 印 の 所 に 挿 人 
する と 自動 的 に スィ ー プ し , スタ 
ー ト の 20Hz と ペン の 位置 が 合っ 
た 所 で 自動 スト ッ プ する 。 ペー パ 
ー・ ス ピー ド は 0.1mm/sec 0.3, 
1 3, 10, 30mm/sec の 6 通り を 
選べ る 。 細部 の 凹凸 まで も 表現 す 
る と き は 0.1~ て 1mm/sec。. ワー ブル 
トー ン で は 3<30mm/sec が 測定 の 
スピ ー ド アッ プ が 計れ て 便利 だ 。 

記録 は ファ イ バ ー ペ ン が 4 色 
( 黒 青 緑 赤 ) 用 意 さ れ , ネジ 式 に な 
っ て いて 簡単 に 交換 で き , 一 枚 の 
ペー パー た と 4 種類 の カー ブ を 描か 
せら れる の で , カー ブ を 比較 する 
上 で も 大 変 便利 だ 。 

測定 範囲 は 通常 20ー20kHz だ 
が , ペー パー の 右 下 角 を マー タダ ( 
し た が っ て 切り 取る と 40kHz ま で 
測定 可能 だ 。 ま た 残響 時 間 も 記 録 
で きる と と も 大 き な 特 長 で ある 。 

メイ ン フ レー ム の 右 隣り , つま 














の ぐさ 「 デ 


の ! 











り 中 央 が イン プッ トモ ジュ ー ル 
MS イグ は オジ ンション と し て で て バ 
区 入念 アン バラ テシス 入力 の 
2 種類 が 発売 され て いる 。 と れ ら 
の マイ ク 人 入力 の 他 に 電子 回 路 や テ 


ダ , カー トリ ッ ジ 等 の 
測定 に も 使え る 通常 の 入力 も 選べ 
る 。600, 10K, 100K の バラ ンス 
(トラ ンス を 使用 し な い 直 結 入力 ) 
アデ ジッ ラテ ジス は 1MGO が 選べ 
る と いう 多目的 設計 に な っ て い 
る 。 

入力 レベ ル は 0dBV 又は 0dBm 
(スイ ッ チ 切替 ) に 対し 一 40~ 十 
20dB 間 を ステ ッ プ と バー ニヤ ャ に 
より 連続 可変 で きる 。 と の モジ ュ 
ー ル に は ペン 先 の スピ ー ド と 目盛 
の 設定 ファ ンク ショ ン が 入っ て い 
る 。 目盛 は 直線 と 10dB・25dB・ 


5 が 


























50dB/ 5cm を , ペン スピ ー ド は 
10, 20, 50, 100, 200mm/sec を 
選べ る 。 


アウ ゥ ウト プッ トモ ジュ ー ル は スピ 
ー カ また は ライ ン へ の 送り 出し ア 
ンプ と 発振 部 が 一 つ に な っ て い 
る 。 中央 や や 下 の 大 き な ツ マミ が 
スタ ー ト の 周波 数 を 選ぶ も の で , 
た と えば 1kHz に セッ ト す る と 1 
kHz まで は ペン が 上 っ た まま で ペ 
ー パ ー が 走り , 1kHz で 下り で 記 
録 が 始ま る と いう 具合 だ 。 ス ィ ー 
プ は , 連続 スィ ー プ が 単音 の ほか 
に 壇 , 才 , 6 オク ター ブ の ワー ブ 
ルレ トーン を 発信 で きる 。 

また 壇 オ クタ ー ブ ス テッ プ が 選 
べ る の が 特長 で .。 スペ アナ 的 表示 
が 可能 で ある 。 


研究 室 用 の 精度 と 入門 者 
に も 使え る イー ジー・ オ 


ペレ ーション 


Band K の 音 測 計 は まさ に 王者 
だ が , 価格 的 に は Band K の マイ 
ク の 価格 で 買え る よう な 良品 が と 
の NEUTRIK で ある 。 それ に も 
か か わら ず 実 用 上 で は BandK 社 
製 に 近い 精度 を 保ち な が ら , Band 
人 KK に な い コ ンマ クト さ と イー ジー 
オペ レー ショ ン を 具体 化し た と と 
は , さす が 精密 工作 の 国 ス イス で 
ある 。 グ ラビ ア の 写真 で 見 られ る 
よう に 内 部 も 整然 と し て いて コン 
パク ト , まっ た く 無 駄 の な い 設 計 
で , 1 台 1 台 が 手作り され て いる 
と と が よく わか る 。 

価格 は メイ ン フ レー ム 3302 が 
297, 000 円 , 3312 が 110, 000 円 , 
3322 が 90, 000 円 , それ に マイ ク 
3381 が 25, 800 円 で 合計 522, 800 円 
だ 。3312 と 3322 は プロ フェ ッ シ ョ 
ナル の ほう で , と の スタ ンダ ー ド 
モデ ル が ある が , 機能 も 少な くそ 
の 割 に 価格 差 も 小さ い の で 省略 す 
る 。 





く 写 真 -2 ラ オー ディ オ ・ グ ラフ を 使用 に て の グラ フィ ッ ク イ コラ イザ の 測定 


また 位相 と 群 遅 延 時 間 を 測定 す 
る モジ ュー ル 3332 も る 用意 さ れ て い 
て 価格 は 214, 000 円 で も る 。 そ の 
他 豊 富 な アク セ サ リ が 用 意 さ れ て 
いる の で , カタ ログ や 質問 を 下記 
宛 に され る と よい 。 

〒170 東京 都 豊島 区 北大 塚 2-12 

-1 第 1 叶 ビ ル 4F 

AKG ジャ パン ・ サ ービス 

株 式 会 社 
グラ ビア 頁 写 真 参照 
( 出 原 真澄) 
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は じ め に 


名 誉 会 長 の 井深 さん が 行き つけ 
の 理髪 店 で 鏡 に 映る 逆転 の 世界 を 
みて “とれ を テレ ビ に だ 応用 し た 
ら ” と いう 発想 の も と に と の ユニ 
ー ク で 面白 いそ の 名 も 「 ど ん で ん 
が え し | と ネー ミン グ さ れ た テレ 
ビ が 商品 化 さ れ ま し た 。 鏡 の 世界 
以外 で も , ① 左 きき プレ ー ヤ の フ 
ォ ー ム 分 析 や 研究 , ② 人 物 ア クシ 
ョ ン の 物真似 も カン タン , 人 物 と 
向い 会 を ば その まま 身振り 手振り 
を 真似 で きる , ③ パ ソコ ン ・ テ レ 
ビ ゲ ー ム も 左右 逆転 で 2 倍 楽し め 
る …… と 逆転 の 発想 で 使い 方 も 自 
由 自 在 に 考え られ る と いう わけ で 
す 。 “見 る だ け の テレ ビ か ら 見 て 
遊べ る テレ ビ へ writee ソニ ー 独 自 
の 新しい 技術 く て ト リー ニトロ ン > に 
さら に 新しい 技術 を 加え た 多用 途 
デビ の リズ AG の 光導 
ビ に さら に 面白 さ を 加 え ユ ニー ク 
な 商品 と し て , 逆転 テレ ビ KV- 
14DR 3 が 誕生 いた し まし た 。 



































1. 逆転 機能 の 概要 と 特長 


逆転 テレ ビ の ブロ ッ ク ダ イヤ グ 


池上 博 一 
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ラム を 第 1 図 に 示し ます 。 と の 図 
の 点線 の 枠 で 囲ま れ た 部 分 が 逆転 
を させ る た め に 設け られ た ブロ ッ 
ク 構 成 で す 。 画 面 の 左右 を 逆転 さ 
せる 方 法 は 水平 偏向 コイ ル に 流れ 
る 偏向 電流 の 向き を 逆 に し て 水平 
走査 の 方 向 を 変え 0 る と と に よっ て 





間 に HT 端 子 






















































































































































































行わ れ ま す 。 

テレ ビ が 動作 し て いる 状態 で と 
の 切り 替え を 行う こと は 切り 替え 
スイ ッ チ の 耐力 , 水平 偏向 出 カ ト 
ラン ジス タ の 耐力 , 他 の 機能 へ 与 
える 悪影響 等 か ら み て 大 変 困難 な 
と と で す 。 と の 困難 を 排除 し , し 
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[第 1 図 ] ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 











か も スム ー ス な 画面 の 動き に よっ 














て 逆転 画面 を 作る た め に , 水平 偏 
向 部 は 水平 コン バー タ 部 (低圧 , 
中 圧 , 高圧 発生 部 ) と 水平 偏向 出 
力 部 (水平 走査 部 ) に それ ぞ れ 独 
立 し た セパレート 方 式 偏向 回 路 に 
な っ て お り ま す 。 

水平 偏向 出力 部 と 偏向 電流 切り 

替え を スイッチ (リレー) に スト レ 

ス を 与え な いで 逆転 動作 を させ る 

た め に 逆転 専用 の 電源 部 と , と の 

電源 を リモ ー コ ント ロー ル に よっ 

て 制御 する 逆転 コン トロ ー ル 部 お 

よび リレー ドラ イブ 部 , 逆転 表示 

部 に より 構成 され て お り ま す 。 
主 な 特長 は 次 の と お り で す 。 

(1) リモ ー ト コマ ンダ (RM-528) 
で ワン アク ショ ン 逆 転 動作 。 

(2) 逆転 操作 を し た と き に 画面 サ 
ィ ズ の 変化 に 比例 し て 輝度 制御 
を 行い 電子 ビー ム 集中 に よる C 
RT スト レス を 保護 する オー ト 
輝度 , ABL 制御 動作 。 

(3) 逆転 画面 モー ド の 時 も 正常 画 
面 モ ー ド の 時 も 電源 スイ ッ チ O 
N の 時 は 正常 画面 に する 強制 リ 
セッ ト 機 能 。 

(⑭) 偏向 電流 ぜ ロ 検出 ロジ ッ ク 回 
路 に よる 偏向 電流 切り 替え 方 式 
の た め リ レー 接点 は 耐圧 が あれ 





























ば 接点 容量 は それ ほど 大 きい も る 
の は 必要 な く 小 型 化 が 容易 。 
⑮⑤) 水平 偏向 出力 回 路 の 偏向 電流 
が 下る と 同時 に ドラ イブ 電圧 を 
下げ て 偏向 出力 トラ ンジ スタ の 
オー バー ドラ イブ を 防ぐ オー バ 

ー ド ライ ブ 制 御 回 路 。 

(6⑥) 水平 コン バー タ と 水平 偏向 出 
力 の それ ぞ れ の パル ス を MIX 
し て AFEC 回 路 へ 供給 し 逆転 動 





P・EFLOP 回 路 を 中 心 c 出力 電圧 


作 時 の 水平 安定 度 を 良く する 
AEC パル ス 供給 方 式 。 














2. 逆転 コン トロ ー ル 回 路 


回 路 図 を 第 2 図 に 示し ます 。 
と の 回 路 は DUAL・FLIP・FL 





可変 弄 シ リー ズレ ギュ レー タ 電 源 
と , ラッ チ 型 リレー ドラ イブ 回 路 
お よび 逆転 表示 回 路 に より 構成 さ 



























電源 逆転 動作 間 転 動作 
し 正 像 ーー 期間 、。 学 転 像 期間 ポ 正 像 ュ 
と と る に し TasT2% 
逆転 用 
電源 回 路 
の 動作 
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[第 2 図 ] 
逆転 コン ト 
ロー ル 回 路 



















































































1Z5 


095 
④ 端 子 R。 及 び ⑩ 端 子 Rg に リゼ セッ メド ルス 入る 


④⑭ 端 子 RA 瞬間 HIGH 


② 端 子 Q。HIGH, ① 端 子 Q。 LOW 





電源 回 路 QiQz ON, Qs OFF 


















R」 XCi の 時 定数 で Ci が 充電 され る 









Q4。 ON,Qs に 填 B2 の 電圧 が 発 











水平 偏向 回 路 に 供給 され る 








⑩ 端 子 Re 瞬間 HIGH 


⑪ 端 子 Cg HGH 


⑫ 端 子 Qg HIGH  ⑬ 端 子 Qg LOW 





リレー ドラ イブ 回 路 Q。 ON 











TV 画面 は 正常 画面 で 現われ る 
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[第 4 図 ] TV の 電源 スイ ッ チ の ON し た と き の 逆 転 
コン トロ ー ル 回 路 の 動作 フロ ー チ ャ ー ト 


れ て お り , 逆転 を させ る た め の 全 
て の コン トロ ー ル は と の FLIP-FL 
OP 回 路 に よっ て 行わ れ て いま す 。 
逆転 制御 の DUAL・FLIP-FL 
OP の タイ ミン グチ ャ ー ト を 第 3 
図 に 示し ます 。 と の チャ ー ト に も 
と ず き 動 作 の 説明 を 致し ます 。 
電源 スイ ッ チ を ON し た と き の 
逆転 コン トロ ー ル 回 路 の 動作 を 第 
4 図 の フロ ー チ ャ ー ト に , 逆転 ボ 
タン を ON し た と き の 逆 転 コ ント 
ロー ル 回 路 の 動作 を 第 5 図 の フロ 
ー チ ャ ー ト に それ ぞ れ 示し ます 。 
スイ ッ チ ON 時 は F LIP-FLOP 
(1C:) の ⑩ 端 子 Rs。 ③④ 端子 RA 
に リセ ッ ト パ ルス が 入り ⑤ め 端子 
Q4 と ⑪ 端 子 Cg そし て 端子 Qa 
が HIGH に な り ラッ チリ レー は 
リセ ッ ト さ れ ま す の で , 画面 は 正 
常 画 面 と な っ て 現われ ます 。 電源 
スイ ッ チ ON 後 最初 に 逆転 ボタ 
ン を 押し た と き を 1 回 目 の ト リガ 
ー (端子 S。) と す る と , と の 
と き の 画 面 は 逆転 画面 だ な り , 2 
回 目 に 逆転 ボタ ン を 押す と 正常 画 
面 に 戻る , その 後 は 逆転 ボタ ン を 
押す ご ど と に 正 逆 を 繰返し ます 。 
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IC」 の 端子 Rs は 電源 スイ ッ チ 
ON の と き リ セッ ト さ れ ⑲⑭ 端子 
Qs HIGH, ⑬ 端 子 QgLOW に セ 
ッ ト さ れ ま す が , その 後 の ⑫ 上 端子 
Q』 と ⑬ 端 子 Qg の FLIP-FLOP 動 


マイ コン 遂 転 モ ー ド 端子 HIGH 











リモ コン ドラ イブ 回 路 Q7QsON 





⑥ 映 子 S。 に トリ ガー 入る 
③ 端 子 Q。 HGH, ② 端 子 Q。 LOW 
電源 回 路 Q。 ON, QiQ。 OFF 


Re Ci の 時 定数 で Ci 放電 する 


Q4Q。s 放電 時 定数 で OFF 














に 


回 路 QsOFF 


④ 端 子 R4 に リセ ッ ト パ ルス 入る 
② 端 子 Q。 HGH, ① 端 子 Q。 LOW 


Qi1Q2z ON, Q3 OFF 


C」 充電 され る 


Q4, Qs ON 二 B2 発 生 





水平 偏向 回 路 に 供給 され る 


作 は ⑪ 端 子 Qg が LOW か ら HIGH 
に 変化 する B2 の 電圧 が ゼロ の 
瞬間 だ け LOW と HIGH を 交互 
繰返し ラッ チリ レー は セッ ト , リ 
セッ ト 動 作 を し て 逆転 画面 , 正常 
画面 が 逆転 ボタ ン を 押す ご ど と に 自 
然 な 動き で 交互 に 現われ ます 。 
逆転 ボタ ン ON か ら 逆 転 画面 が 
完成 する まで の 時 間 T は 
= イエ 」 二 本 2 

放電 時 間 T」 三 Cix R。 

充電 時 間 T。 ニ CixR4 

は 商品 性 か ら み て 約 2 sec に 設 
定 し て あり ます 。 





3. 逆転 偏向 回 路 


回 路 図 を 第 6 図 に 示し ます 。 
と の 偏向 回 路 は 水平 コン バー タ 多 
回 路 ( 低 圧 , 中 圧 , 高圧 発生 回 路 ) と 


[第 5 図 ] 逆転 ボタ ン を 
ON し た と き の 
逆転 コン トロ ー 
ル 回 路 の 動作 フ 
ロー チャ ー ト 


⑬⑪ 端 子 Cm HGH 


⑬ 端 子 Qg HGH, ⑫ 端 子 Qg LOW 





リレー ドラ イブ 回 路 Qo ON 


ラッ チリ レー セッ ト さ れる 











Qii ON 』 


逆転 表示 点 知 


| TV 画面 は 逆転 画面 て 現われ る 講 














水平 偏向 出力 回 路 (水平 偏向 走査 
回 路 ) に 分 離さ れ た セパ レー ト 方 
式 偏向 回 路 に な っ て お り ま す 。 と 
の 回 路 の Qsz は 水平 偏向 出力 トラ 
ンジ スタ で 逆転 偏向 走 栓 の た め に 
設け られ た 回 路 で す 。 ま た Qsi は 
水平 コン バー タ 用 の トラ ンジ スタ 
で , と れ ら の トラ ンジ スタ は 水平 
ドラ イブ トラ ンス (HDT」, HD 
T。) に よっ て ドラ イブ され て いま 
す 。Q』。 は ドラ イブ 出力 トラ ンジ 
スタ で HDT」, HDT2。 を パラ レル 
(に ドラ イブ し て いま す 。 

電源 は 水平 コン バー タ 側 に 115 
V 出 力 の 固定 電源 ( 士 B1) と , 逆 
転回 路 動 作用 に 出力 電圧 可変 型 の 
電源 (+B2) が あり ます 。 

逆転 操作 を 行う と 十 B2 は 徐々 
(に 下がり 始め Qss の コレ クタ 電圧 
も 下がり , 比例 し て 水平 偏向 ユイ 
ル の ノコ ギリ 波 電 流 が 下がり 画面 
サイ ズ は 小さ く な っ て いき ます 。 
ノコ ギリ 波 電流 が ゼロ に な っ た と 
き 逆 転 コ ント ロー ル 回 路 の リレー 
が 切り 替り , 偏向 コイ ル に 正方 向 
走査 電流 ある い は , 逆 方 向 走査 電 
流 が 流れ る よう に リレー の 接点 は 
接続 され ます 。 リレー が 切り 替 る 
と 同時 に 逆転 用 電源 ( 二 B2) は 徐 
々 に 上 昇 し , 偏向 コイ ル の ノコ ギ 
り 波 電 流 も 上 昇 し て , 画面 サイ ズ 
が 徐々 に 大 きく な り 元 の 画面 サイ 
ズ に な り ま す 。 と の よう に 自然 な 
動き で 逆転 切り 替え が な され る た 
め , 音声 回 路 お よび 微少 信号 回 路 
に 悪影響 与え る る と と も あり ませ 
ん 。 ま た リレー は ノコ ギリ 波 電 流 
が ゼロ の と き 切 り 替 り ま す の で , 
耐圧 が あれ ば 接点 容量 は それ ほど 
大 きい も の は 必要 な く , 小型 化 は 
容易 に で きま す 。 





























+B1 








逆転 偽 向 
2 
回 路 





















































水平 偏向 出 カ トラ ンジ スタ の ド 
ライ ブ は , 定常 画面 の と き は 一 定 
の ドラ イブ 条件 で 動作 させ , ノコ 
ギリ 波 電 流 が ゼロ の と き は ドラ イ 
ブ 量 を 減ら す 工夫 が され て お り , 
出力 トラ ンジ スタ が オー バー ドラ 
イブ に な ら な いよ うに コン トロ ー 
ル さ れ て いま す 。 と の 回 路 の 動作 
は , 定常 の 画面 サイ ズ の と き に は 
+ キ B2 から Rss, Ds4。 を 通し て 電 
流 が HDT。 に 供給 され て お り , 送 
転 時 に は 二 B2 の 電圧 が ゼロ に な 
り ま すか ら , と の と き は 填 B1 よ 
り Rss。 を 通し て 電源 が 供給 され ま 
す 。Rse と Rss の 条件 は , Rss く Rss 
(て な っ て お り , ノコ ギリ 波 電流 ゼ 
ロ の と き の オ ー バ ー ド ライ ブ を 防 
いで いま す 。 Ds』 は 逆流 防止 用 の 
ダイ オー ド で す 。 

テレ ビ の 画面 を 安定 に する た め 
の AFC 回 路 は 定常 動作 の 時 に は 
Q。s の 回 路 の 水平 出力 トラ ンス 
(HOT) 2 次 側 よ り 取 り 出 し た 水 
平 AFC パル ス を 使い , 
ス が ゼロ に な る 逆転 切り 替え 時 に 
は Qi の コレ クタ パル ス を CC 分割 


と の パル 














し て 使用 する よう に と れ ら の AF 
C パ ルス は Rss, Rss を 通し て MI 
X され AEC 回 路 に 加え られ て い 
ます 。 HOT 側 の パル ス は コン バ 
ー タ 側 の パル ス よ り 高 周波 を 含ま 
な いた め AEC 用 と し て 使用 する 
場合 大 変 都合 が よく , 特に 画面 サ 
イズ を 徐々 に 変化 させ て ラス ター 
の 左右 の エッ ジ が 見 える よう な テ 
レビ 画面 の 場合 に は AFC の 安定 
化 は 大 切な 要素 に な り ま す 。 
逆転 動作 時 に 得 ら れる + B2 の 
電圧 は 信号 処理 回 路 の ピク チャ ー 
コン トロ ー ル ( 輝 度 信号 , 
信号 を 同時 に 制御 する ) 回 路 お よ 
び ABL (自動 輝度 制限 ) 回 路 c 制 
御 信号 と し て 供給 され , と の 電圧 
の 大 小 に 応じ て ピク チャ ー レ ベル 
お よび ABL 電流 が 大 お よび 小 に 
コン トロ ー ル され ます 。 と の よう 
に 画面 サイ ズ の 変化 に 対応 し て ピ 
クチ ャ ー レベ ル , ABL 電流 が 制 
御 さ れ , 画面 サイ ズ が 変化 し て も 
CRT 蛍光 体 の 発光 輝度 は 略 一 定 
に 保 た れ 電 子 ビ ー ム 集中 に よる C 
RT スト レス を 保護 し て いま す 。 


み ロ 字 
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1 は じ め に 


本 年 1 月 23 日 , BS-2a は 予定 ど 
お り 種 子 島 射 場 か ら 打 ち 上 げ ら 
れ , 2 月 15 日 に 東経 110 度 の ボル 
ネオ 島 上 空 の 静止 衛星 軌道 上 に 静 
止 し まし た 。 衛星 の 動き に つい て 
は NHK テレ ビ で も る 何 度 か 取り 上 
げ ら れ ま し た の で , ど 存 じ の 方 も 
多い と 思い ます 。 そ と で , 今回 は 
衛星 の 姿勢 制御 に つい て 少し 詳し 
く お 話 し し た いと 思い ます 。 


















テレ メト リコ マン ド 系 
SM ンド アデ アンデ ナ 


太陽 電池 パネ ル ! 
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2 | 姿勢 制 御 と は 


姿勢 制御 と は どん な と と か , 何 
の た め に する の か を も う 一 度 確か 
巡 で 需 寺 まし まう 。 

まず , 姿勢 と は 衛星 の 向き の と 
と を いい ます 。 宇宙 空間 に ある 衛 
星 は 何ら か の 力 が 加わ ら な けれ ば 
最初 の 状態 を 保ち 続け ます 。 し か 
し , 実際 に は さま ざま な 力 が 働い 
て , そっ と し て お いて は くれ ませ 
ん 。 もう少し 正確 に いえ ば トル ク 


と [第 1 図 ] 
北面 パネ ル BS-2 の 外観 
(トラ ンス ポン ダ 
ノ ヾ ネル ) 

[第 2 図 ] 
地球 セン サー 衛星 の 姿勢 と 

サー ビス エリ 
ok 





アポ ジ モ ー タ 





ーR 西 
二 次 推進 系 
に ドラ シシ ジ み 














南面 パネ ル 
(ウス キー トド Pe グ 
パネ ル ) 


リア クシ ョ ン ホ イー ル (P) 








トル ク と は , 力 に 
重心 の 周り の 腕 の 長 さ を か けた 量 
GO 

トル ク = テ カメ 腕 の 長 さ 


が 働く の で す 。 





と な り ま す 。 ト ルク の 大 き さ と そ 
れ が 加わ る 時 間 に 応 じ て 衛 星 の 向 
き が 変わ り ま す 。 ま た , 衛星 が は 
じ め に 角 運 動 量 を も っ て いる と そ 
の 大 き さ に よっ て も を 変わり 方 が 違 
いま す 。 

話 が 逆 に な り ま し た が , 衛星 に 
は 本 来 あ る 方 向 を 向い て いな く て 
は な ら な い 機 器 が いく つか ある の 
で す 。 BS-2 の 場合 に は , 各種 の 
アン テ ナ と 太陽 電池 パネ ル で す 
(第 1 図 )。 テ レビ 信号 の 受信 と 送 
信 に 使う 氏 バ ンド アン テ ナ は , 正 
し く サ ービス エリ ア の 方 向 を 向い 
て いな く て は な り ま せん 。 第 2 図 




















静止 衛 時 軌道 









くう ピッ チ 軸 








52crf り だ 








打ち 上 げ 時 の 衛星 
の 収納 状態 

に 衛星 の 軌道 や 姿勢 と サー ビス エ 
リア の 関係 を 示し ます 。 衛星 か ら 
サー ビス エリ ア ま で は 約 38,000k 
m あ り ま す 。 ビー ム の 大 き さ は , 
B S-2 の 場合 だ 円 で す の で 長い 
ほう で 約 3 度 (サー ビス エリ ア 端 ) 
で す 。 12GHz の 放送 衛星 に つい 
て は 国際 的 な 規則 が あっ て , と の 
ビー ム の 振れ は どの 方 向 へ も 0.1 
度 以内 と 決め られ て いま す 。 ビ ー 
ム が 振れ る と サー ビス エリ ア の 一 
部 , また は 全部 で 放送 電波 が 弱く 
な っ て テレ ビ が 映り に くく な っ た 
り , 隣国 へ 放送 電波 が 漏れ て し ま 
うと と に な り ま す 。 電波 の 漏れ は 
スピ ルオ ー バ (Spill-Over) と い 
っ て , で きる だ け 少 な く 抑 えと なむ 
必要 が あり ます 。 12GHz 帯 の 国 別 
の 周波 数 割り 当て を し た と き , お 
互い に 干渉 を 最小 に し て , 全体 と 
し て な る べく 多く の 周波 数 が 割り 
当て られ る よう に , と の よう な 厳 
し い 規 定 を 決め た の で す 。 
BS-2 が も つ ア ン テ ナ と し て は , 
は ほか KC 2GHz 帯 の S バ ンド の アン 
テ ナ が あり ます 。 と れ は 主 と し 
て , 打ち 上 げ 後 の 初期 段階 の 地上 
か ら の 管制 用 と し て 使い , 無 指向 
(に 近い 特性 を ちっ て いま す 。 と の 



























































フェ アリ ング 秋 勢 更 
か "we パー キン グ 軌 道 第 2 段 燃焼 (2 回 目 ) 
第 2 自 / 
第 1 稀 / ジッ ンク 第 3 役 分 離 
第 2 自分 離 の ゃ 
本 体 補助 ッッ アッ プ 
ロケ ッ ト スピ ン ア ッ プ Me 


打ち 上 げ 


[第 4 図 ] 
アン テ ナ は , K バ ンド アン テ ナ の 
給電 部 の 先端 に つい て お り , その 
中 心 軸 は 地球 の 中 心 を 向い て いま 
す 。 し か し , 無 指 向 に 近い の で 氏 
バン ド の よう に 精度 を 厳し くす る 
必要 は あり ませ ん 。 と の は ほか, 姿 
勢 制 御 系 の セン サー の 1 つ に モノ 
パル ス セ ン サ ー が あり ます ( 後 
述 )。 

と れ は 地上 の 管制 局 (千葉 県 君 
津 市 に ある ) か ら 衛 星 に 向け て 送 
信 す る 14GHz の モノ パル ス 波 を 
受け る も の で , セン サー で すか ら 
0.1 度 よ り よい 精度 で 対向 する 必 
要 が あり ます 。 し か し , 衛星 本 体 
(に が っ ちり 取り 付け られ て いる の 
で 。 民 ペッ ドア テア アテナ 大 正しく 指 
向 し て いれ ば , S バン ドア ン テ ナ 
も モノ パル ス セ ン サ ー も 正しく 指 
向 す る の で す 。 

一 方 , 軌道 に 垂直 に 南北 に 延び 
る 太陽 電池 パネ ル も る 太陽 方 向 を 正 
し く 向 いて いな けれ ば な り ま せ 
ん 。 い うま で も な く 発 生 する 電力 
を 最大 に し た いか ら で す 。 し か し 
と の 場合 も , 地球 , 衛星 , 太陽 の 
相対 的 な 位置 , 角度 の 関係 は よく 
わか っ て いる の で , あら か じ め ゃ 定 
め た 1 日 約 1 回 転 の 角速度 で 回 し 
て や れ ば 正しい 太陽 指向 が 可能 で 
(93 





第 3 段 燃焼 


第 3 段 / 衛 星 










ロケ ッ ト の 飛行 シー ケン ス 


一 言 で いえ ば , 放送 用 アン テ ナ 
の 指向 方 向 を 正しく 保つ と と が , 
放送 衛星 の 姿勢 制御 に 課せ られ た 
使 谷 で す 。 


打ち 上 げ 段 階 の 
失格 姿勢 制御 
打ち 上 げ 前 に 衛星 は 種子 島 の 射 
場 で , 3 段 モ ー タ の 上 に アタ ッ チ 
フッ ティ ング と いう つなぎ の 円 筒 
を 介し て 取り 付け られ , その 上 に 
円 雛 状 の フェ アリ ング を 被せ られ 
ます (第 3 図 )。 打 ち 上 げ ら れ た ロ 
ケッ ト は 衛星 を 積ん で 垂直 に 上 昇 
し , 機 首 を 次 第 に 東 寄り に 倒し , 
速度 を 増し な が ら 待 機 軌 道 (高度 
約 200km の 円 軌道 ) に 移り ます 。 
その 間 , 打ち 上 げ 後 5 分 で フェ ア 
リン グ は 開頭 分 離し , 衛星 は 外出 
し ます 。 

待機 軌道 上 の 衛星 が 赤道 上 空 を 
横切る ころ に 2 段 目 の エン ジン の 
上 部 に ある スピ ン テ ー ブ ル に 着火 
し ます 。 と れ に よっ て ロケ ッ ト の 
3 段 目 と 衛星 が つなが れ た まま 姿 
勢 安 定 の た め に 毎 分 60 回 転 の スピ 
ン が 与え られ る の で す 。 

すぐ 続け て 2 段 目 ロ ケッ ト の 分 
離 。 3 段 目 ロ ケッ ト の 噴射 , そし 
て 3 段 ロ ケッ ト の 分 離 が 目 ま ぐ る 
し く 行 われ , いよ いよ 1 人 立ち し 
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の ー 
た 衛星 の 姿勢 制御 が 始ま り ま す 。 
と れ か らし ば らく 衛星 は 近地点 高 
度 約 200km, 遠 地点 高度 約 36, 000 
km の 細長 い だ 円 形 の 遷移 軌道 上 
を 飛び ます 。 と の 衛星 の スピ ン 軸 


視 系 の 構成 に は 含ま れ な い ) 


周り の 慣性 能率 は , ほか の 直交 す 
る 2 軸 の 慣性 能率 より 大 きく , カ 
学 的 に 安定 に な る よう に 設計 され 
て いま す 。 で すか らい つま で も ス 
ピン 軸 の 向き は 変わ り ま せん 。 


(LST= 


の ⑤ 補 勢 決 定 テ レ メ ー タ 送信 
CT 
6 ⑥ 温 和 
ン (第 2 アポ ジ 後 ) 


つっ 
(SE 


第 3 ペリ ジ 前 
(AMF 姿勢 に 制御 ) 
⑯⑪ デ スピ M 60rpm 


ある ⑨ 精 姿勢 制御 
ー2rpm) 


に yo タ 点 火 (AMF) 
(第 7 アポ ジ LST=10 : 00) 


⑫ 直 接地 球 捕捉 
最終 デス ピン ( 一 Orpm) 
/\ ネ ル 展 開 


(第 7 アポ ジ 前 ) 


革 (LST=12 :00) 


ダリ セッ 多紀 ジ 
スズ アヌ スタ 


スピ ン 段 階 


3 軸 安 定 段階 


( き ーHH 下 ざ ) 


[第 5 図 ] 
姿勢 制御 系 の 
ブロ ッ ク 図 


と と ろ が 乱 移 軌道 か ら ド リフ ト 
軌道 へ 移る に は アポ ジ モ ー タ を 噴 
射す る と と が 必要 で , また その た 
め に は , 有効 な 速度 増 を 得 ら れる 
よう な 衛星 の 姿勢 が 必要 で す 。 

衛星 の 姿勢 は , 衛星 本 体 の 側面 
(に ある ディ ジタル 太陽 セン サー と 
地球 の 水平 線 検出 器 で 発生 する パ 
ルス 信号 と 太陽 方 向 に より , 姿勢 
制御 電子 装置 の 中 の 回 路 で 送出 す 


0:00) 


uu Ra 人 KK 
い Ne Pe どっ 
(ペリ ジ 近 傍 ) 


き ヽ ③3 邊 交 焼 終了 
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(LST=12: 00) 


LST : ロー カル サン タイ ム 


[第 6 図 ] 初期 段階 に お ける 衛星 の シー ケン ス 
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る デー タ を 使っ て 地上 の 管制 局 で 
求め ます 。 第 5 図 に は 姿勢 制御 系 
の ブロ ッ ク 図 を し ます 。 

衛星 の 初め の 座 勢 と アポ ジ モ ー 
タ 点 火 時 に 必要 な 姿勢 と か ら そ の 
間 ( に 必要 な スラ スタ の 噴射 量 を 求 
め , 噴射 の 命令 信号 を 地上 か ら 発 
し ます 。 と の 姿勢 変更 は , プリ セ 
ッ シ ョ ン と いい ます 。 と うし て 次 
勢 を 変え た たら, あと は アポ ジ モ ー 
タ の 点火 に よっ て ドリ フト 軌道 へ 
入り ます 。 ド リフ ト 軌 道 は , ほぼ 
静止 衛星 軌道 に 近い 軌道 で す 。 

BS-2a で は , アポ ジ モ ー タ 点火 
は 7 回 目 の ア ポジ ( 遠 地点 ) で 行 
いま し た 。 地図 上 で は イン ド 洋 上 
で す 。 と れ か らい よい よ 3 還 安定 
を 確立 する た め の 作 業 が 始ま り ま 
す (第 6 図 )。 

は じ め に 衛星 の スピ ン 軸 を 軌道 
の 面 内 に 向け , 後 の 地 球 捕捉 に 備 
えま す 。 と れ も 乱 移 軌道 上 と 同じ 
く プ リセ ッ シ ョ ン で す 。 を その後, 
し ば らく し て 第 1 回 の デス ピ 滋 
(スピ ン 回 転 数 を 下げ る ) を 始め 
ます 。 衛星 は ヨー 軸 周 り の プラ ス 
方 向 ( ア ポジ モー タ 側 か ら ア ン テ 
ナ を 見 て 右 回 り ) に 回 転 し て いた 
の で , と れ を 減速 する の に 一 当 
(マイ ナス ョ ー) スラ スタ を 噴射 
し ます 。 回 転 数 の 精密 な 検知 に ヨ 
ー レ ー ト ジャ イロ が 使わ れ ま す 。 
ジャ イロ の 出番 は , 原則 と し て と 
の と きだ け で す 。 

これ 以後 は , 姿勢 制御 電子 装置 
内 の ロジ ッ ク を 軌道 上 モー ド だ 切 
り 替 えて 制御 し ます 。 と の デス ピ 
ン に よっ て 衛星 の 回 転 は 毎 分 2 回 
転 ま で 落ち , ゆっ くり と スピ ン し 
ます 。 や が て 地球 セン サー の 中 
地球 が 見 え 始 め ま す 。 地球 が ほぼ ぽ 






圧力 中 心 線 
宣 心 








の ずれ 


中 央 に きた と き コ マン ド で 地球 捕 
捉 を 始め ます 。3 軸 の うち ロー ル , 
ピッ チ 軸 の 誤差 が 0 に な る よう に 
スラ スタ を 使っ て 制御 する わけ 
で , 言い 替え る と , ヨー 軸 を 地球 
の 中 心 に 向け る と と に な り ま す 
(ヨー 軸 , ロー ル 軸 , ピッ チ 軸 に 
つい て は 第 2 図 を 参照 し て くだ さ 
い )。 

その 後 , スピ ン 回 転 を 完全 に 止 
め て , それ まで 折り 畳ん で いた 太 
陽 電 池 を 展開 し ます 。 し か し , と 
の まま で は 太陽 電池 パネ ル は , 軌 
道 面 に 垂直 に な っ て いる と は 限り 
ませ ん 。 む し ろ な っ て いな いと み 
た ほう が 正確 で す 。 し か し , 太陽 電 
池 パ ネル は 本 体 に 対す る 回 転 を 始 
め ま す 。 と と ろ で , あと 1 つ ョ ー 
軸 周 り の 制御 が で き て いま せん 。 
ョ ー 軸 の 誤差 の 検出 に は, アナ 
ログ 太陽 セン サー (以後 太陽 セン 
サー と いう ) を 使い ます 。 と の セ 
ン サ ー は , 太陽 電池 パネ ル に 付い 
て いて 太陽 電池 パネ ル の 法 線 方 向 
か ら の ずれ を 検知 し ます の で , 太 
陽 と 正 対 する 辺り で は , 太陽 セン 
サー 誤差 信号 に は ョ ー 軸 成分 は あ 
り ま せん (後述 )。 そ と で , ヨー 成 
分 が 出る まで 待っ て , ヨー 捕捉 の 
コマ ンド で ョ ー 軸 周り を 軌道 面 垂 
直 に ピッ チ 軸 が くる よう スラ スタ 






































四 射 圧 に よる カ ( 合 カ ) 


CP- CM 圧力 中 心 重心 問 
皿 射 圧 ト ルク ,T=F-d 








〔 第 7 図 ] 
太陽 幅 射 話 に よる 
トル ク 














[第 8 図 ] つっ 
ホイ ー ル に よる ヨー 
制御 の 概念 図 





で 制御 し ます 。 と うし て ロー ル , 
ピッ チ , ヨー3 軸 が すべ て 閉 ル ー 
プ 制 御 さ れる と と に な り ま す 。 
炎 いで, と の 3 電 制 御 の 制御 駆 
動 部 を それ まで の スラ スタ か ら リ 
アク ショ ン ホ イー ル に た 切り 替え ま 
す 。 こ と れ を ホイ ー ル 捕捉 と いい 3 
軸 次 勢 が 確立 し ます 。 BS-2a で 
は , と と まで に 打ち 上 げ 後 約 100 
時 間 を 要 し まし た 。 


凍 凍 静止 衛星 軌道 上 の 


静止 衛星 軌道 上 で は , 外乱 と し 
て は 主 に 次 の 2 つが 重要 で す 。 
G) 太陽 幅 射 眉 に よる トル ク 
(② 衛星 自体 の スラ スタ 噴射 
まず , 太陽 幅 射 眉 と いう の は 太 
腸 光 の も つつ 圧力 を 指し ます 。 と の 
大 き さ は 4.62X10-N/mz に 相当 
し ます 。 言 い 替 える と 1m2? に つい 
て 0.5mg 弱 に な り ま す 。BS-2 の 
よう に 大 き な 太 陽 電 池 パ ネル を 太 
陽 に 向け て いる と , て の 圧力 を ま 
と も だ 受け ます 。 

太陽 電池 を 含む 衛星 全体 で 受け 
る 太陽 光 の 還 射 圧 の 中 心 方 向 が 衛 
星 の 重心 を 通っ て いれ ば , 衛星 全 
体 は 押さ れる だ け で す が , と の ず 
れ が ある と それ に 応じ て トル ク が 






P ホ イー ル 





の ew チ パ 問 
加わ り ま す 。 第 7 図 は , 模型 的 に 
と の よう す を 表し ます 。 

太陽 幅 射 古 に よる 力 の 中 心 線 を 
CP で 表し て いま す 。 図 は 太陽 光 
が 少し 斜め に 入射 し た 場合 を 示し 
て いま す 。CP と CM の ずれ は 3 
つの 軸 そ れ ぞ れ に 存在 し ます 。 

さて , と の よう な トル ク が 加わ 
っ た と き , どん お な 方法 で 姿勢 を 保 
つの で し ょ うか 。 第 8 図 に よっ て 
簡単 に 原理 を 説明 し ます 。 例 と し 
て , ロー ル 軸 人 に 図 の よう な トル ク 
が 加わ り , 衛星 は と 同じ 方 向 
に 傾き 始め ます 。 と の 傾き の 角 
(ロー ル 誤 差 ) は , 地球 セン サー 
(に よっ て 検知 され , その 値 が あら 
か じ め 定 め ら れ た 値 に 達する と , 
図 の R ホイ ー ル が 華 と 同じ 方 向 に 
加速 され ます 。 宇宙 空間 で は , ど 
と に も 支え が な い の で ホイ ー ル が 
加速 され る と き に , 衛星 本 体 が と 
れ と 逆 方 向 に 反 力 で 戻さ れ ま す 。 
姿勢 制御 に は と の 反 力 を 利用 し 
て いる わけ で , リア クシ ョ ン ホ イ 
ー ル と いう 名 は と れ か らき て いま 
す 。 と の と と を 3 軸 そ れ ぞ れ 軸 ど 
と だ 行っ て いま す 。 

と の 動き を 計算 機 で シセ ミュ レ ー 
ショ ン し た も の を 第 9 図 に 示し ま 
す 。 と の 図 で は ある 一 定 の 階段 状 
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[第 11 図 ] 





の 誤差 が 生じ た と し て , その 誤差 
が 収束 する よう す を 示し て いま 
す 。 ス ラス タ 噴 射 時 の 衛星 の 姿勢 
の 動き は , ほぼ ば と の よう な 経過 を 
た どり ます 。 

一 方 , 太陽 幅 射 在 の ほう は , 衛 
星 の 軌道 上 の 位置 に より 徐々 変 
わり ます 。 そ の 大 き さ が 衛星 の 幾 
何 学 的 形状 に よっ て 決ま る と と 
は , 第 6 図 か ら お わか り い た だ け 
る で し ょ う 。 徐々 変化 する と と 
は , その 間 ト ルク が 一 方 の 方 向 に 
作用 し つづ ける と と を 意味 し て い 
に な: の 

し た が っ て , セン サー の 誤差 は 
何 回 も 許容 限 に 達し , その た びに 
ホイ ー ル が ー 方 向 に 加速 され る と 
と に な り ま す 。 と の よう に し て 回 
転 数 が 上 が り , 遂に ホイ ー ル に 許 
され る 2 000rpm の 上 限 に 達し て 
し まう と と が あり ます 。 と の と き 
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姿勢 制 御 系 


一 般 化 し た 制御 系 の 
ブロ ッ ク 図 


は , 回 転 数 を 0 付近 まで 戻す た 
め , スラ スタ を 使っ て 今 まで 著 積 
し て きた 方 向 と 逆 向 き の ト ルク を 
加え ます 。 と れ は , 制御 系 に 対し 
て 人 工 的 な 外乱 を 与え を た の と 同じ 
と と で す 。 と れ を ホイ ー ル アン ロ 
ー デ ィング , また は モー メン タム 
ダン プ と いい ます 。 第 10 図 は 1 日 
の 間 で ホイ ー ル が 外乱 を 吸収 し 
て , 回 転 数 が 上 下す る 代表 的 な 曲 
線 で す 。 

BS-2 で は , ホイ ー ル を 3 個 積 
ん で お り 予 備 は も っ て いま せん 。 
そ と で , 万 一 ホイ ー ル が 故障 し た 
と き は , スラ スタ で 代用 し ます 。 


と れ ま で は , 主 衛 星 打ち 上 げ 
か ら の 流れ に 沿っ て 制御 と いう と 
と を 説明 し まし た 。 と と で , BS- 
2 の 姿勢 制御 系 に つい て 記し て お 
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[第 10 図 〕 ホイ ー ル 回 転 数 の 日 変化 


きま し ょ う 。 全体 の 構成 は 第 5 図 
に 示し た と お り で す 。 制御 と いう 
観点 あら , と れ を 機能 的 に 表す と 
第 11 図 の よう に な り ま す 。 衛星 の 
姿勢 系 と し て は , セン サー と 制御 
論理 部 と 制御 駆動 部 (アク チュ エ 
ー タ ) か ら 構 成 さ れ ま す 。 

静止 衛星 軌道 上 で は , 姿勢 角 と 
し て は 衛星 に 固定 し た 座標 系 の 3 
つの 角度 が あり ます (第 2 図 )。 制 
御 系 で は セン サー に よっ て 姿勢 角 
(の 誤差 ) を 知り , 論理 部 で 判断 





_ し, 制御 が 必要 な と き は 制御 の た 


め の 駆動 信号 を 制御 部 へ 送り ま 
す 。 次 勢 制 御 は , 通常 は 上 の 4 つ 
の ブロ ッ ク で 構成 され た 閉 ル ー プ 
を 作り 地上 の 介入 な し に 自律 的 に 
制御 され ます 。 

地上 の 管制 局 で は , 姿勢 角 や ホ 
イー ル の 回 転 数 な どの テレ メト リ 
を 必要 に 応じ モニ ター し て いれ ば 
よい の で す 。 し か し セン ザ 避 員 
組み 合わ せ を 変え た り , テレ メト 
リ を サン プル する 周期 な ど , 地上 


か ら コ マン ド す る 項目 も あり ま 


す 。 

BS-2 で 使っ て いる ゼロ モー メ 
ンタ ム 方 式 は , か な り 精 密 に 制御 
で きる 特長 と , 逆 に 外乱 に 対し 動 
きやすい と いう 翌 点 を も っ て いま 
す 。 ま た , スピ ン 方 式 や バイ 了 居 
モー メン タム 方 式 が ある 特定 軸 
(ピッ チ 軸 ) に 固有 の 角 運 動 量 ( モ 
ー メ ンタ ム ) を 有 し て いる の と 対 





照 的 に , 3 軸 す べ て に セン サー が 
必要 で す 。 ほ か の 方 式 で は , 地球 


セン サー を 使い ロー ル , ピッ チ 軸 
の 誤差 を 検出 し て いま す が , ヨー 
軸 セ ン サ ー は あり ませ ん 。 と れ に 
対し , ゼロ モー メン タム 方 式 で は 
ョ ー 軸 セン サー が 必要 で す 。 
BS-2 で は 2 つの 方 法 を 考え て 
あり ます 。 1 つ は 太陽 セン サー, 
も う 1 つ は モノ パル ス セ ン サ ー と 
地球 セン サー の 組み 合わ せ (と 
の 衛星 で は MECO (Monopulse 
Earth-senser Combination) と 呼 
まま すう 1@ す 。 

太陽 セン サー は 太陽 方 向 に 関す 
る 2 軸 の 誤差 を 検出 し ます が , 太 
腸 方 向 は 1 日 1 回 転 術 星 本 体 に 対 
し て 回 転 し ます 。 第 12 図 で は , 春 
分 ・ 秋 分 どろ の 衛星 の 経度 で の 0 
時 (真夜 中 ) と 6 時 の 位置 を 示し 
ます 。 太陽 モン サー は 図 の XX, 
X。 軸 周 り の 誤差 を 検出 し ます 。 
一 方 , 本 体 の 座標 は R, P, Y と 
記入 し て いま す 。 6 時 の 位置 で 
は , 太陽 セン サー で 検知 する の 
は , 本 体 で いえ ば ピッ チ 〈(P) と 
ョ ー (Y) で す が , 0 時 で は ピッ 
チ と ロー ル (R) 軸 に な っ て いま 
す 。 つ まり , ヨー 軸 周 り の 誤差 を 
検知 する の は , 6 時 と 18 時 で 最大 
と な り , 0 時 と 12 時 で は 感度 が な 
SR め 3 ポ 7 

BS-2 で は , ヨー 軸 成 分 を も つ 
大 部 分 の 時 間 に 太 陽 セ ン サ ー 出 力 
信号 か ら ョ ー 誤 差 を 求め , 感度 の 
な く な る 0 時 , 12 時 の 前 後 各 約 1 
時 間 ず つ を 外乱 トル ク の 推定 に 基 
づい て 制御 し て いま す 。 

ョ ー 軸 誤差 検出 の 別 の 方 法 と し 
て MECO が あり ます 。 

と れ は , 太陽 セン サー の よう な 








[第 12 図 ] 
太陽 セン サ 
ー の 座標 


< 
WE 









人 地 X2 軌道 上 6 時 
1 


注 ) 太陽 セン サー の 座標 軸 X」X2X3 は , 1 


RPY と 重 な ら な いよ う 太 陽 電 池 パ ネル 上 に 


ビン 

時 間 的 制約 が な く , 精度 も 高く と 
れる の で BS-2 で は , 
ー と し て MECO を 使う こと に し 
て いま す 。 

衛星 か ら 地 球 を 見 た と き , 地球 
セン サー は 地球 の 中 心 , 
ス セ ン サ ー は モノ パル ス 波 を 送信 
する 局 の ほう を 向き ます 。 衛星 に 
ョ ー 誤 差 を 生ずる と モノ パル ス で 
ピッ チ 誤 差 の 中 に は ョ 
ー 誤 差 の 成分 が 含ま れ ま す 。 そ と 
で , ョ ヨー 成分 を 含ま な い 地球 セン 
サー と , それ を 含む モノ パル ス セ 
ン サ ー の 誤差 か ら , ヨー の 成分 を 
求め , ヨー 軸 ホ イー ル の 制御 信号 
を 作り ます 。 

使え る セン サー の 組み 合わ せ と 
し て は , 第 1 表 の よう な も の が あ 
り ま す 。 表 か ら 3 種 の セン サー の 
うち 2 種 だ け で 3 軸 の 誤差 検出 可 
能 な と と が わか り ま す 。 

また , 軌道 制御 中 に は , 対称 な 
2 個 の スラ スタ の 組 を 噴射 し ます 
が , 推力 の 不 均衡 な ど で の 姿勢 の 
乱れ を 防止 する た め ス ラス タ に よ 
る きめ 細か い 姿 勢 制 御 を し ます 。 
紙 数 の 関係 で 詳細 は 略し ます 。 


6 | も す ひ 


ヨー セン サ 


モノ バ パル 


の ロー ル , 


BS-2 の 姿勢 制御 に つい て あら 





て 8。 ギ ツア サー で 人 は 多大 だ 時 が 問題 大 の て 頂 
点 に 特別 の 意味 は な い 。 























ES 地球 セン サー 
MP モノ バ パルス セン サー 
SSA 太陽 セン サー 


MECO モノ パル ス ・ 地 球 


セン サー 組み 合わ せ 
[第 1 表 〕 セン サー 組み 合わ せ 
まし を 紹介 し まし た 。 NHK 技研 
で は , 衛星 放送 の サー ビス が 安定 
に 行わ れ , 良質 な 放送 が で きる よ 
う 姿 勢 制御 に つい て の 研究 を 行っ 
て いま す 。 
本 文 が 衛星 の 理解 の 一 助 と な る 
と と を 念じ て 筆 を 置き ます 。 
参考 文献 
1) 放送 衛星 技術 (放送 技術 双書 14 
巻 ) 日 本 放送 出版 協会 
2) N ロ ケッ ト 12 号 機 CF) に よる 放 
送 衛星 2 号 -a (BS-2a&) の 打ち 上 
げ お よび 追跡 管制 に つい て , 宇宙 
開発 事業 団 
3) 島岡 , 江原 , 福島 : 計算 機 を 利 
用 し た 放送 衛星 の 姿勢 制御 シミ ュ 
レー ショ ン , NHK 技術 月 報 25 
巻 4 号 
4) 「 放 送 衛星 2 号 」 宇宙 開発 事業 
団 パ マン フ レ ッ ト 
(NHK 総合 技術 研究 所 
衛星 放送 研究 部 ) 
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ーー 騰 条 スロ ヒビ 


国際 衛星 共同 利用 機構 

4 月 1 日 か ら 業 務 開 始 

NHK と 在京 民放 5 社 で 構成 さ 
れる 国際 衛星 共同 利用 機構 JISO 


: ジャ イソ : Japanese International 











Satellite Joint User's Organiza- 
tion) は , 4 月 1 日 か ら ニ ュー ョ 
ー ク 東京 間 を 本 国内 の 通信 衛星 
(ウェ スタ ー5 号 ) と , 太平 洋上 
の イン テル サッ ト 予 備 衛 星 と を 専 
用 借用 し , これ ら を 組み 合わ せ て 
使用 する こと に よっ て , 1 日 24 時 
間 , 米国 の どこ から で も 送れ る テ 
レビ の 衛星 中 継 業務 を 開始 し た 。 
従来 , アメ リカ か ら の 衛星 中 継 
は 西部 沿岸 の サナ サンフランシスコ か 
ら , 太平 洋上 の イン テル サッ ト 衛 
星 を 使用 し て 比較 的 順調 に 行わ れ 
て きた が , 東部 の ニュ ー ョ ー ク や 
ツジ ツン トド ト ジ な どか ら 沙 ン フ ラジ シ 
スコ まで の 回 線 の 確保 が 困難 で あ 
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り , 緊急 ニュ ー ス の 中 継 で も 2 > 
3 時 間 を 要 し , スポ ーッ 中 継 の よ 
うに 数 時 間 も 回 線 を 使用 する 場合 
の 苦労 は 並 大 抵 で は な か っ た 。 

と の 問題 は 低 料 金 で 伝送 で きる 
米国 内 通信 衛星 が 登場 し て か ら 
は , 米国 内 の 三 大 ネッ トワ ー ク や 
CATV が 年 間 契 約 で 衛星 回 線 を 
占有 し 始め て か ら 顕 著 に な っ て き 
て お り , NHK な ど 外 国 の テレ ビ 
局 は , と れ ら の すき 間 を 利用 させ 
て も ら う と いう 状況 で あっ た 。 

と の た め , テレ ビ 局 で は 必要 な 
時 間 帯 に , 米国 内 の 衛星 回 線 と イ 
ン テ ル サッ ト の 国際 回 線 を うま く 
結合 する よう に 確保 し , よい 映像 
を より 安い 料金 で 日 本 まで 送り 届 
ける の が 苦労 の 種 で も っ た 。 

し か し , と れ か ら は 2 つの 衛星 を 
間 り た と と で , 向 と う 2 年間 は ニ 











ュー ヨー ク ~ 東 京 問 が 24 時 間 連 続 
使用 が 可能 に な っ た の で , 最低 15 
分 の 予告 が あれ ば , いつ で も 衛星 
中 継が 可能 と な っ た わけ で ある 。 

と の ほか , ニュ ー ョ ヨー ク に 設け 
られ た 日 本 オペ レー ショ ン セ ンタ 
ー こ の ボタ シン 1 つ で ニョ モー 交 肌 
の 映像 を ワシ ント ン , シカ ゴ , ロ 
ステア ン ゼル ス な ど 各 地 発 の 映像 に 
切り 替え る と と が で きる 。 さ ら に , 
わが 国 と し て は 初め て の 衛星 中 継 
に 同時 2 画面 伝送 方 式 が 導入 さき 
れ , 1 つの 回 線 を 利用 し て 2 つの 
映像 と 音声 を 同時 に 送る こと が で 
きる 。 

と れ に よっ て , 従来 の 衛星 利用 
に 比べ て , 手間 も 手続 きも 格段 に 
簡単 に な っ た うえ に 経費 も 安く 
(31 少 安 ) な り , 各 家庭 の 茶の間 
に 国際 的 話題 を 豊富 に 提供 する と 





















































く 写 真 -2> 
最初 に 送ら れ て きた 画面 。 日 米 間 の 24 
時 間 利用 テレ ビ 回 線 の 開通 を 祝っ て , 日 









































間 木 の 損 聴 者 に メッ セー ジ を 寄せ る レー が 


ン 米 大 統領 
ぐ 写 真 -1> 
4 月 1 日 運用 を 開始 し た 国際 衛星 共同 
利用 機構 の 東京 オペ レー ショ ン セ ンタ ー 







































































イジ デル 基 ッ ドド 
太平 洋 予備 衛星 








































































8 SS ドム サッ ト 
[第 1 図 ] kt 米 ・ 国 内 衛 
太平 洋 予備 衛 ヽ 
性 トラ ンス ポ ヽ 
ンダ リー ス に ヽ 
よる 伝送 経路 
ーー を 導 2 サッ ト 。。 ル hp 
FrrrF 朋 / 到 城 地球 選 サン タ ポ ー ラ ェ ン ポー ーW ン ゼ ルス | 
NHK 放 遂 セ ンタ ー 人 
RE 放し タッ 9W 
導 な | 約 108km ) ーー. 2 
LNHK 刺 回 路 ! 国内 回 線 国際 回 線 e 米 ・ 国 内 回 線 に 素材 
1 
1 
ラン スポ ンダ リー ス 区 間 | 
と に な る 。 交換 「 ア ジア ビジ ョ ン ] が 4 月 5 が 参加 し , 各 ゾ ー ン を リン ク し た 


と の 回 線 を 利用 し て 送ら れ て く 
る ビッ グイ ベン ト は , 

多 ロ ス ア ン ゼ ルス オリ ン ピ ッ ク 

7 /25< 8 ノ 12 

JISO 回 線 を 1 日 18 時 間 占 有 し 

て 送ら れる 予定 。 

張 米 大 統領 選挙 

民主 党 大 会 サン フラ ン シ ス コ 

7 /16< 7 19 

共和 党 大 会 ダラ ス 

8 グ 20< 8 23 

本 選挙 と 開票 速報 

11〆6 

各社 の 特派 員 報 告 な ど が 送ら れ 

3 示 補 衛 。 

な お , 日 本 側 で は , KDD 淡 城 
地球 局 で 受信 し た 映像 と 音声 を 電 
電 公 社 の 回 線 を 使っ て , NHK 放 
送 セ ンタ ー 内 に 設け られ た 東京 オ 
ペレ ーション セン ター 送り, さ 
ら に 東京 タワ ー に 設け た 分 配 設備 
を 通じ て 民放 5 社 に 配ら れる 。 


アジ ア 各 国 の 「 定 時 ニュ ー 
ス 交 換 ] 本 格 的 に スタ ー ト 


アジ ア 各 国 間 で , 映像 ニュ ー 
を 定期 的 に 交換 する 定時 ニュ ー 


日 か ら 開始 され , 相互 理解 の 促進 
に 一 役 買 うこ と と に な っ た 。 

今度 の 定時 ニュ ー ス 交換 は , 昨 
年 3 月, 世界 各地 域 の 放送 連合 が 
協力 し て 行っ た 放送 連合 間 の テス 
ト 交 換 を 踏ま え , NHK が コー デ 
ィ ネ ーション セン ター (中 心 局 ) 
と な っ て , 全 ア ジア 的 規模 で 本 格 
化し た も の で ある 。 

スタ ー ト 段階 で の 参加 は , 日 本 
か ら は NHK, 韓国 の KBS, MB 
C, 中 国 の CCTV,。 イン ド ネ シア 
の TVRI, イラ ン の TIRIB の 5 カ 
国 , 6 放送 局 と な っ た 。 

ABU (アジ ア ・ 太 平 洋 放 送 連 
合 ) は , NHK が コー ディ ネー シ 
ョ ン ・ セ ンタ ー と な る A ゾ ー ン , 
マレ ー シ ア の RTM が 中 心 と な る 
B ゾ ー ン , イラ ン な どの C ゾ ー ン 
と 分 か れ て いる 。 去年 10 月 の AB 
U 総 会 で . ABU 地域 の ニュ ー 
交換 を 「 ア ジア ビジ ョ ン 」 と 呼び , 
ゾー ン 間 の 乗り 入れ は 自由 と いう 
取り 決め が 行わ れ た 。 

と うし て AA ゾー ン を 中 心 と し た 

ー ス 交換 は , B ゾ ー ン か ら イ 
ンド ネシア. じ ゾ ニー ン か ら イ ラジ 


スズ 





拡がり を も つ , アジ ア の 映像 ニュ 
ー ス ・ ネ ットワーク の 発足 と な っ 
7 

ー ス 交換 は , イン テル サッ 

ト (イン ド 洋 , 太平 洋 ) を 使っ て 
直接 コー ディ ネー ショ ン セ ンタ ー 
(NHK) に 送ら れる 。 と れ を 受信 
し た NHK は , 電話 会 議 で 各国 の 
希望 を 聴い て 配信 する 項目 を 決め 
て , 15 分 前 後 の パ ッ ケ ー ジ に まこと 
め て , 再び イン テル サッ ト を 使っ 
て 送り 返す 。 

と の パッ ケー ジ 素 材 は , 多 方 向 
に 配信 され る の で , アジ ア 諸 国 だ 
VC な 人 サザ グ , デメ リザ 。 瑞 
BU( ヨ ー ロ ッ パ 放送 連合 ) な ど で 
も 欲し けれ ば 入手 で き る 。 

(NHK 広報 室 松元 睦 雄 ) 


ニー ュ 











ぐ 写 真 -3> 定時 ニュ ー ス 交換 を パッ 
ケー ジ に し て 送り 出す と き の タ イト ル 
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第 59 回 ビジ ネ 


ビジ ネス ッ グ レ ョ ウ ・ 








社団 法人 日 本 経営 協会 と 東京 商 
工 会 議 所 は , 5 月 23 日 ( 水 ) か ら 26 


日 ( 土 ) ま で の 4 日間, 東京 ・ 晴 海 
(に ある 国際 貿易 セン ター におい 
て , 第 59 回 ビジ ネス ショ ウ を 開催 
する が , 付帯 事業 の 1 つと し て , 
EZ ネス ジョウ ・ オ ダダ ジイ ツジ ・ 
デー タベース ・ サ ービス (Business 
Show Online Data Base Service 
=BQS) を 実施 する と と を 発表 し 
た 。 

デー タベース に は , 出品 社 220 
社 の 社名 と 展示 小間 番号 , 出品 機 
種 , 新 製品 な ど が ファ イル され , 


ョ ウ 付 帯 事業 の 一 環 


タル デメ 


画面 39 字 X20 行 (最大 780 字 ) 
の 検索 デー タ が 3 < 5 秒 で 出力 さ 


れる 。 
内 容 は 。 @ サー ビス 期間 …… 5 
月 14 日 (月 )~28 日 (月 ) 9 時 ~17 


時 。@ サー ビス 内 容 …… 出品 社名 
出品 展示 小間 番号 , 出品 品目 , 新 
製品 。 @ 検索 方 法 ……① 直 接 ア ク 
セス する 場合 , (03)-985-1342 
( 代 ), 手順 : 300bps. EVENPAR 
ITY 7bt. Stop 1bt オン ライ ン 
・ デ ー タ ベー ス 端 末 機 また は パソ 
ュ コン (音響 カプ ラー 使用 ) を 使っ 
て アク セス する 場合 


か ーー デ ペー 
ービス 実施 の お 知ら せ 





② デ ー タ ベー ス ・ サ ービス 検索 に 
つい て の 問い 合わ せ 先 , (03)-985 
-1205( 代 ) ビジ ネス ショ ウ ・ オ ン 
ライ ン ・ デ ー タ ベー ス ・ サ ービス 
詳細 は 下 表 参 照 。 

e 検索 用 回 線 数 …… 公 衆 通 信 8 回 
線 (臨時 架設 )。 @ そ の 他 …… ビ 
ジネス ショ ウ 会 場外 か ら の アク セ 
ス に 限る 。 








コー ナー へ 。 


ビジ ネス ショ ウ ・ オ ン ラ イン ・ デ ー タ ベー ス ・ サ ービス 概要 





・ こ の サー ビス を 利用 で きる パソ コン や 端末 機 
漢字 を 表示 する こと が 可能 で 通信 機能 を も っ て いる パソ コン や オン ライ ン デ ー タ ベー 
ス 用 端末 機 で す 。 多 機能 パソ コン で も 可能 で す 。 ど れ も 音 響 カ プラ ー が 必要 で す 。 
・ シ ステ ム 構 成 図 ・ 使 用 方 法 
1. 通 信 機 能 を 持っ て いる パソ コン な いし は 、 





6 ビッ ト Pr 7 介 オ ン ラ イン デー タベース 
0 し | サー ビス シス テム の 場合 一 般 の オン ライ ン デ ー タ ベー ス 端 末 機 と 
| し MI > 音響 カブ ラー・ 接 続 ケー プル に 電話 を 用 意 


も で か 
2. パ ソコ ン の 場合 は その パソ コン の マニ ュ ア 


3 3 [opew| wopw| |woogw| [woogv| 
し . 豆 両 両 両 席 | ル を 参考 に し て 通信 モー ド に 説 定 し て くだ 
| ou 衝 し 0 さい 。 具体 的 に は 、TTY 手 順 (調歩 同期 式 ) 


「300bps.Even が が.7 ビ ッ ト 長 . ス トッ 7E ッ ト 1」 で す 。 
機種 に よっ て は 受信 加 労 4 を 作成 する 必要 
が ある も の も あり ます の で 注意 し て くだ さ 
い 。 詳 し く は セス サナ ー(03-985-1205) まで … 
3. サー ビス セン ター(03-985-1342) に 電話 を し ます 。 
4.「 ピ ー」 と いう 音 が し た ら コ ンピュータ が 電話 に 出 た 音 で すか ら 、 音 攻 カ プラ ー に 電話 

の 受話 器 を 差し 込ん で くだ さい 。 
5. パ ソコ ン な いし は 端末 機 の 改行 キー(⑲%- ツ * キ -) を 押し て くだ さい 。 そ うす る ど と 、 画 面 に 

Welcome NOMA Business Show Online DataBase Service System… 

File name(HELP)? 

と 表示 され ます 。 こ れ で 接続 が 完了 レ し まし た 。 サ ービス 内 容 に つい て は 、 

入力 すれ ば サー ビス 内 容 、 検 索 方 法 を 画面 に 表示 し ます 。 

. ざ ご 不明 な 点 等 は 「 ビ ツネ 当り 9 シラ イチ テー タ Aー ス か ビス ユナ ~」 ま で 、Tel.03-985-1205 


8 AIC-CONCENTRATOR 





パク 
| 、 2 2 5| の | | 23| 3 


ツー っ (の し 21 2 2 


@ 款 機 生 の ハン コン で も 、 和 用 で きす 














「HELP」 と 
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CD 発売 1 周年 記念 と し て , デ 
ン オ ン か ら ワ ー グ ナー の 楽劇 「 ニ 
ー ベ ルン グ の 指環 」 (ライ ン の 黄 
金 プ ワル キュ ー レ ジー ク フ リ ー 
ド ノ 神 々 の 黄 皆 ) 全曲 (35C37- 
7101-18, 平 63.000) が コン パク ト 
ディ スク 18 枚 組 で 発売 され た 。 既 
(に LP 発売 の 際 に 触れ た 4 部 作 で 
ある が , ワー グ ナ ー の 楽 疫 の 場 
合 , CD は LP 2 面 分 を 1 枚 に 収 
め て いる 点 で , 鑑賞 に , より 優位 
に 立つ 。 と は 言え , 音楽 の 連続 を 
途中 で 切断 する ディ スク の 交換 と 
いう 宿命 か ら は , まだ 解放 され た 
訳 で は な い 。 け れ ど も , オー ケス 
トラ の 響き は , LP より 廷 か に 深 
く 美 し く 再 生 さ れ , 声 も 音像 が 等 
身 大 に きま っ て 定位 する あたり , 
や は り , CD は 素 晴 し い 。 と うし 
て 全曲 まとまる と , アダ ム (ヴォ 
ー タ ン ), シュ ライ ヤー ( 火 の 神 
ロー ゲ と 小 人 族 の ミー メ , 2 役 ) 
(C コロ (ジー ク フ リ ー ド ),』 ノー 
マン (ジー クリ ン デ ) と いう た 名 
歌手 の 力量 が 一 層 浮 き 彫 り に され 
る 。, そし て , ドレ ス デ ン の オケ の 





ニー ベル ング の 指環 


@@@ 今月 の 推 葉 デ イス ク & テ ー ブ 


小林 利之 


素 晴 し さも 印象 に 強く 残る の だ っ 

た が , た だ ひと つ , と の CD の 音 
質 が , あま り に も 清澄 ・ 繊 細 ・ 
密 な ば ラン ス に 傾き すぎ て , ワー 
グ ナ ー の 楽劇 の 持つ 圧倒 的 な 音 響 
美 一 一 と いう か , 聴き 手 の 身 も 心 
も 巻き こん で し まう よう な パン チ 
の 強烈 さき, 凄み と いっ た ダイ ナミ 
ッ ク な 感動 に 酔う と と ろ ま で 行け 
ぬ 優 等 生 的 音質 に 平均 化 さ れ て い 
る と と が , 筆者 と し て は 心残り 。 
ニュ ー ト ラル な 音 は 安全 だ けれ ど 
も , 時 と し て それ だ け に 終る お そ 
れ も な いと は 言え ぬか ら だ 。 


ロ 短 調 ミ サ 曲 

リフ キン 指揮 ネル ソン (ソプラ ノ ) 
他 ,。 バッハ ・ ア ン サ ン ブ ル 

(ノン サッ チ G13103-4) 壮 5,600 


ノッ ノヽ 


バッ ハ の 使っ た 「 ロ 短調 ミサ 」 
の 声楽 パー ト 譜 が , どの 声 部 の も 
の も 各 1 冊 し か 残っ て いな いと い 
う 事 実 か ら , 合唱 も 1 人 ずつ , そ 
れ も 独 唱 パ ー ト を 兼任 し て 全部 で 
8 人 の 声楽 家 。 そ し て 20 人 編成 の 
オリ ジ ナ ル 楽 器 に よる オー ケス ト 
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の 少 <2 





バッ クズ スハ 
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クラ シッ クティ スク 








ラ と いう 小さ な 構成 で の 史上 初 録 
音 (1981 年 12 月 31 日 1982 年 1 月 
11 日 )。 まさ に ユニ ー ク な 「 ロ 短 
調 ミ サ 」 で , 従来 の 大 合唱 に よる 
厳し く 緊 張 し た 出だし の キリ エ を 
聴き な れ た 耳 に と っ て , 各 ペ パー ト 
1 人 ずつ の 声 は , た し か に 驚く ほ 
ど 違 っ て 故 く 。 音楽 学者 で バッ ハ 
研究 に 新 学 説 を つぎ つぎ と 発表 し 
て 論争 の 種 を まい て いる リフ キン 
の 指揮 は , は や い テ ン ポ で , すべ 
て を 爽快 に 割り きっ て お り , 8 人 
の 声楽 の アン サン ブル が 鮮やか な 
テク ニッ ク で 歌い 抜く の も , また 
オケ の 室内 楽 的 な 演奏 も , 実に 清 
新 の イメ ー ジ を 与え る 。 ニ ュー ョ 
ー ク の ラド ガー ズ 長 老 教会 で の デ 
ィ ジ タル 録音 。 オ ケ が や や 切れ 味 
の あま さ を 残 す が , 響き と し て は 
美しく 融け 合っ て お り , 声 と の バ 
ラン ス も 誇張 感 が な く て , スッ キ 
リ と 伸び る 低 域 の 動き の 上 に , 絶 
妙 に ひろ が っ て いる 。 聴き や すい 
録音 だ 。 
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ベル リオ ー ズ 幻想 交響 曲 
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ベル リオ ー ズ 幻想 交響 曲 

テア バド 指揮 , シカ ゴ 交 響 楽団 

(グラ モ フ ォ ン 28MG0707) 
壮 2,800 














シカ ゴ ・ オ ー ケ スト ラ ホ ー ル で 
の 録音 (1983 年 2 月 19, 21 日 ) に 
際 し て , 響き の デッド な 同 ホ ー ル 
の 平 土間 の 席 と ベル コニー を 木 の 
パネ ル で お お い , 5 メー トル の 高 
さ に 2 個 の メイ ンマ イク を セッ テ 
ィング し て 弦 を , 他 に 木管 , 金管 
や ハー アプ, 打楽器 用 の 補助 マイ ク 
を 相 つ か 配置 し , バル コニー の 前 
面 に 空間 に 拡がる 音 を ひろ う プ レ 
ッ シ ャ ー ゾ ー ン ・ マ イク を 置い て 
の 2 チャ ネル 録音 。 第 3 楽章 「 野 
の 風景 」 の 遠方 の オー ボ エ は ステ 
ー ジ 裏 で 演奏 し て メイ ンマ イク 
で , また 終 楽 章 の 鐘 は , 音 に 重量 
感 の ある 広島 の 「 平 和 の 鐘 ] を シ 
ンク ロ さ せ て いる 。 

と の よう な 苦心 の 録音 で だ, ステ 
レオ 的 拡がり の 中 で の 音像 の 実在 
感 や 定位 の クリ ヤー さ が , じつに 
自然 に 再現 され る 上 に , ダイ ナミ 
ッ ク レ ンジ の 雄大 な , それ で いて 
解像力 抜群 , 音 の 美 し さ も きわ だ 
っ た 「 幻 想 」 に 仕上 っ た 。・ し か し 
と の 新 盤 の 素 晴 し さ は , 録音 の 鮮 
骸 だ け で は な い 。 い や むし ろ , そ 
れ 以 上 に , アバ ド の 純粋 に シン フ 






































ピア ノ 了 協奏曲 第 2 番 
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ォ ニ ッ ク な 観点 に 立つ 解釈 の 清新 
さ が , 絶大 な 魅力 と な っ て いる 。 
「 幻 想 ] を 音響 的 な 多彩 さ で 表現 
し た り , 標題 に つき すぎ て ドロ ド 
ロ と し た 情熱 の 激 し さ で 解釈 する 
傾向 が 多い が , アバ ド の 知 的 な 解 
釈 と みず みず し い 青 春の 夢 の イ メ 
ー ジ を バラ ンス させ た 表現 が フレ 
ッシュ な の で ある 。 輸入 盤 の CD 
(410. 895-2) も 同時 発売 され た 。 
アナ ログ LP, CD, それ ぞ れ に 音 
質 の 良さ を 持っ て お り , 必ず し も 
CD が 上 … と は 言い 難い 。 


プ ブラームス ピア ノ 独 奏 曲 第 2 番 
アツ ュ 謙 ナー 必 (ば ど フク)。 イデ 
ンク 指揮 , ウィー ン ・ フ ィ ル 

C ロ ンド ン L28C-1717) 半 2,800 
アシ ュ ケ ナー ジ 15 年 ぶり の 再 録 
音 は , 若 々 し く 流 豚 だ っ た 旧 盤 と 
は 面目 一 新 。 悠 容 辿 ら ず と いっ た 
遅 め の テン ポ で , すべ て に 力 感 豊 
か な タッ チ が 堂々 た る スケ ー ル を 
呼び それ に 情熱 に 裏づけ され た 
詩情 が ブラ ー ム ス の ロマ ン 性 を う 
た っ て , デリ カシ ー の 陰影 も 美 し 
く 表現 され る 。 ア シュ ケ ナ ー ジ の 
現在 の 充実 し た 芸風 が 出 て いる 。 
ハイ ティ ンク の 指揮 は , ウィ ー ン 
・ フ ィ ル と 共に , プラ ー ム ス ら し 
い 響 き を 全く 自然 に 奏し 出し , ア 








ヨー ヨー・ マ ・ 日 本 を うた う 


シュ ケ ナ ー ジ の ピア ノ と の 融合 も 
(ピア ノ ・ パ ー ト 付き 交響 曲 ) と 
呼ば れる , 4 楽章 制 の と の 曲 の 様 
式 に ぴっ た り だ 。1982 年 録音 。 ウ 
ィ ー ン ・ フ ィ ル の 弦 が 素 晴 し く 分 
厚く , 豊潤 で , チェ ロ の 独奏 ( シ 
ャ イヴ ァ イ ン ) が ピア ノ と 対応 す 
る 第 3 楽章 が きき も の 。 ピア ノ の 
立ち 上 り の 切れ や , ホル ン の 音 
も 水 々 し さ を き わ め る 優秀 録音 。 





荒城の月 プア ヨー ヨー・ マ , 日 本 を 
きた つう 
マ ( チ ェ ロ ), 日 本 音楽 集 


ヨー ヨー・ 
団 他 

(CBS ソニ ー38DC-156) \3,800 
CD。「 平 城山 ] で , 尺 八 の イン 
トロ ダク ショ ン に 続く ヨー ヨー・ 
マ の チェ ロ を 聴い た 時 に は , うな 
っ て し まっ た 。 ふ し まわ し の 表情 
の 深 さと , 発想 の 絶 炒 さ 。 尺 八 
(坂田 誠 山 ) の 奏法 に 触発 され て , 
つい あの よう た 弾い て し まっ た と 
言う の だ が , は じ め て の 日 本 の 旋 
律 を と と まで 心 に 感じ て 弾い た 外 
来 演奏 家 は いな い 。 1 曲 1 曲 に , 
それ ぞ れ 装い を と らし た 間宮 芳生 
の 編曲 も 卓 抜 と 言う ほか な い の だ 
が , や は り , 中 心 と な る ヨー ヨー 
・ マ の 音楽 的 直感 力 と 演奏 技巧 の 
好 え が 素 晴 し い 結果 を 呼ん だ の で 























ロシア 管弦 楽 名 曲 集 -1 





あろ う 。1983 年 11 月 25, 26 日 , 埼 
玉 県 新座 市 民 会 館 ホー ル で の 録 
音 。 チ ェ ロ の 朗々 と 鳴っ て 微妙 な 
陰影 を 作る 音色 , それ と , さま ざ 
まな 邦楽 器 た ちの 鮮烈 な 音 の 立ち 
上 り 。 今 月, 最も 楽し め た 1 枚 。 








ロシア 管弦 楽 名 曲 集 一 1 コー カ 
サス の 風景 中 央 アジ ア の 草原 に 


て , 他 > 

フェ ド セ ー エ フ ブ フ 指 揮 , モス クワ 放送 
交 故 楽 団 

(ビク ター VDC-513) 3,800 


CD。 冒頭 の 「 艇 山 の 一 夜 」 が 
あふ れる よう な 人 金管 弦楽 の 多彩 で 
驚異 的 。 打 楽器 の ナマ ナマ し さ , 
金管 の エネ ルギー, 解像力 抜群 で 
あっ て , 凄み の ある 迫力 は , 演奏 
の 熱 っ ぽ さ の 反映 だ ろう か 。 コ ー 
カサ ス の 風景 で は , 弱 奏 の 透明 な 
美 し さ と 遠近 感 が 印象 的 だ 。1981 
年 6 月 の モス クワ 録音 。 





プロ コ フ ィ エ フ ロメ オ こ と ジュリ 
エッ ト 作品 64 よ り 

レヴ ィ 指 揮 クリ ー ヴ ラン ド 管 弦楽 

団 
(テラ ー ク 40CD-80089) 

壮 4.000 

ルー マニ ア 出 身 の 若 手 ヨ ェ ル ・ 

レヴ ィ が , 精密 さと 快 的 な ダイ ナ 





ロメ オ と ジュ リエ ッ ト 


ミズ ム に 支え られ た , まさ に 新鮮 
な 「 ロ メオ と ジュ リエ ッ ト ]| を 聴 
か せる CD。 挟 情 的 な 曲 が 水 々 し 
いし , タイ ボル ト の 死 の 力 感 み な 
ぎる 人 芽 の 和音 連打 な ど 圧 倒 的 だ 。 
最近 の テラ テー ク 録 音 は ,。 トー タル 
な バラ ンス の 良さ で , 初期 の オー 
ディ オ …・ マ ニア 京 向 と は 。 だ い 
変っ て 来 た 。1983 年 10 月 録音 。 


スト ラヴ ィ ン ス キー 組曲 「 兵 士 
の 物語 」 プ ピ アノ 協奏 曲 第 1 番 , 
プロ コ フ ィ エ フ 古典 交響 曲 
シュ ワル ツ 指揮 ロス アン ジェ ルス 
室内 管弦 楽団 , ロ ー ゼ ン バ ー ガ ー( ピ 
有り 


( デ ロ ス DCD3021) 潤 4,000 


CD。 「 兵 士 の 物語 」 で は ヴァ イ 
オリ ン や トラ ン ペ ッ ト , 打楽器 な 
どの 音像 が ピ シ リ と 立っ て , や や 
デッド な 味わい が , リア テル な 雰 囲 
気 を 醸し 出す 。 胸 の すく よう な 鮮 
度 で ある 。 脇 奏 曲 の 粒 立 ち 明 快 な 
ピア ノ , そし て オー ケス トラ の 港 
ん だ アン サン プル に よっ て , 激 し 
い タ ッ チ の 不協和音 や リズ ム の 展 
開 が , クー ル な 表現 で 捉え られ て 
いく と と ろ や , 古典 交響 曲 の キビ 
キビ と し た 運び に , まさ に アメ リ 
カ 西 海岸 の 音感 が 肌 を 打つ の を 覚 
える 。 そ し て , と れ ら の 曲 は , そ 





組曲 「 兵 士 の 物語 





の よう な 感覚 で と そ 生 命 を 持ち う 
る と と を 示す 。 か な り 鬼 力 的 な と 
と ろ の ある CD 盤 だ 。 


モー ツテ ルト ヴァ イオ リン 協奏 
曲 第 3 番 ト長調 , 第 4 番 二 長 調 
フラ ンチ ェ ス カッ ティ (Vn), ワル 
ター 指揮 , コロ ン ビ プア 交響 楽団 
(CBS ソニ ー 35DC124) 

\3, 500 
CD に リミックス され た 1959- 
1961 年 録音 の 名 指揮 者 ブル ー ノ ・ 
ワル ター の レコ ー デ ィング 第 2 回 
発売 の 中 に , 往年 の 名 手 フ ラン チ 
ェ ス カッ ティ の 協奏 曲 録音 が 3 枚 
あっ た の に は 大 喜び の ヴァ イオ リ 
ン 音 楽 フ ァ ン が 多い 。 な か で も フ 
ラン チェ スカ ッ テ ィ の , 現代 的 腕 
美 派 と で も 形容 し た い ヴ ァ イ オ リ 
ン の 織 細 な 美 し さ に 官能 的 な ( そ 
れ で いて , あく まで も 気品 の あ 
る ) 音色 を こめ , 優雅 に うた う 演 
奏 が , CD で 予想 を と える リア ル 
さ で 再生 で きる の が 感動 的 だ 。 ベ 
ー ト ー ヴ ェ ン の 「 ヴ テイ オリ ン 協 
奏 曲 ] (35DC125) の か っ ぷく の 
大 きい 表現 は , ワル ター の 指揮 の 
素 晴 し さ に 負う と と ろ 大 だ が , フ 
ジン チェ スカ ッ チ ティ アァ ジ し は , 
と の モー ツァ ルト の 定評 ある 名 演 
奏 復活 こそ 随 喜 の 涙 と 言え よう 。 
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今月 は オン キョ ー が 新しく 開発 
し た 話題 の SP, モニ ター 2000 を 
使っ て 試聴 し た が , 噂 に た が わ ぬ 
すばらし い SP だ っ た 。 部 屋 に 応 
じ て , また さま ざま な 形 で 使い と 
な し て いく と , さら に すばらし い 
音 を 引き だ せ そ うだ 。 大き な 可 能 
性 を 秘め た SP と いっ て よく , い 
ろ い ろ 工 夫 し な が ら , そ と で 得 た 
成果 を 来 月 の 試聴 に 活か し て みよ 
うと 考え て いる 。 

音 を 出し た 瞬間 に まず 感じ る の 
は 低 域 の 伸び の よさ と スピ ー ド 感 
だ が , と これ は 強力 な 34cm ウ ー フ ァ 
の 贈物 だ ろう 。 新開 発 の 振動 材 が 
威力 を 発揮 し て いる た め だ が , 低 
域 の 解像度 が 高く , 応答 も シャ ー 
プ で 速い 。 ジ ャ ズ に お ける ベー ス 
の ウォ ー キ ング や バス ドラ で も よ 
く あ る , ズレ て 聴 と こえ る よう な 現 
象 は まっ た く な い 。 量感 も 豊か で 
キレ も いい が , と の ダン ピン グ の 
よさ を 効率 よく 引き だ す た め に 
は , セッ ティ ング や 使い こなし に 
注意 を 払う 必要 が あろ う 。 







































































































































































2 今 有 の 推薦 デイ スク & テ ー ブ 1e 答 で め 和 7 


人 


ィ じ ハ 


次 ピュ ラー ディ スク 


その 点 で は スコ ー カ の 調整 に も 
一 工夫 が いる 。 だ が f レン ジ は 極 
め て 広く , 全 帯 域 に わた っ て フラ 
ッ ト な 音 な の で , 再生 音 は が っ ち 
り シ ン が 通っ て みず みず し く , し 
か も る 呈 や か 。 と と に 音 の 減衰 が 自 
然 だ と いう 点 で 強く 印象 に 残っ 
た 。 高城 の ヌケ も よい 。 ち ょ っ と 
クセ が ある が , SP に クセ は つき 
も の で , と れ は 使い こなし の 問題 
(に な る だ ろう 。 ぽ く は 部 屋 に 応じ 
た 帯 城 バ ラン ス を 考え , 低 域 の 量 
感 と スピ ー ド 感 を 活か すべ く 調整 
し て 聴い た 。 指 向 性 も いい し , 定 
位 感 も る 上 々 。 エ ネル ギー・ 
ス も 中 域 に 偏る こと が な い 。 ウー 
ファ の 高 剛性 を 損 わ ぬ た め に , そ 
の 総 重量 は 40kg と ,. と に か く 重 
い 。 す ぐれ た 応答 性 に よっ て エレ 
クト リッ ク も の も いい が , アコ ー 
ステ ィ ッ ク な も の の 方 に 力 を 発揮 
する よう だ 。 128, 000 円 だ が , 安 
過ぎ な くら い の 超 ハイ CP 機 。 と 
れ は 試聴 後 の ぼ く の 本 音 だ 。 使 い 
と な し 次 第 で 20 万 の SP に な る 。 


バラ ン 









CD 

反応 が シャ ー プ で 速く 。 と り わ 

け 低 域 の スピード 感 が 抜群 だ か 

ら , て と の M-2000 の CD へ の 対応 

ぶり も 十分 に 満足 すべ きも の だ っ 

7 

① デ ュ オ ロジ ー 

(LOB LFA-1042) \4,000 

ジョ ン ・ デ ン ツ ・ リ ユニ オン ・ 

バン ド (〈 リ アルタイ ム RT-3004) 
\4,000 

③ ド ミノ ・ セ オリ ー プ ウェ ザー : 

リポ ー ト 

(CBS 35DP 140) 

④ 幻 想 の ガ ゼ ボ ンプ ガ ゼ ボ 

(CBS 35DP 135) 

⑤ 想 い 出 の ステ ッ プ プ マ シュウ ・ 

ワイ ル ダ ー 

(CBS 35DP 136) 

⑯⑥ テ イク ・ イ ッ ト ・ ト ウー・ ザ ・ 

リミット ウィリー・ ネ ルソン ・ 


\3, 500 


\3, 500 


\3, 500 


with ウェ イロ ン ・ ジ ェ ニ ング ス 
(CBS 35DP 122) 
中 で も ① が すばらし か っ た 。 と 

れ は 増田 一 郎 (vip) と 根本 慶子 ①) 


\3, 500 





ジョ ン ・ デ ン ツ ・ リ ュ ニ オン ・ バ ンド 


ドミ ノ セ オリ ー 








の デュ エッ ト 集 で , マリ ン バ の 高 
橋 美智 子 を 加え た 現代 音楽 風 の 
「 み だ れ 」 を 含め , 演奏 の よさ も さ 
る と と な が ら , 音 の ク ォ ー リ ティ 
ー が す と ぶる 高い 。 M-2000 で 了 

く と 高 域 で の 金属 的 な 硬質 感 が 多 
少 気 に な る が , 中 低 域 の 豊か な ソ 
ノリ ティ ー が 抜群 。 各 エン ド , 特 
エン ド の 美 し さ が 光る 。 
キレ よく S/N の いい DR に よっ 
て 整 音 の よさ が 美しい 響き を 生 
む 。 お まけ に 金 簿 エ コー を 用 いた 
と か で , 余韻 が 実に きれ い だ 。 

チッ ク ・ コ リア や アー ニー・ ワ 
ッ ツ を 加え た 4 重奏 団 に よる ⑤② 
も , DR らし い 応 答 の シャ ー プ な 
音 で 粒 立 ちがい い 。 と と に P の ト 
ラン ジェ ント の よさ を 堪能 。 f{ 特 
は ふつ うだ が , 腰 の 邊 っ た , リア 
ル で 輪郭 明解 な 音 だ 。 

WR の 新作 ③ で は , レイ ザー が 
壁 を 突き ぬけ る よう な サウ ンド を 
期待 し た が , 音 は 意外 に ふっ きれ 
ず 重 い 。 定位 も 明確 で な く , 広 が 
り に も 欠け る 。 古 臭 ささ え 感 じ さ 
せる が , むし ろ る AD の 方 が 音質 的 
(に は 上 と みた 。 注目 盤 な の で 取り 
あげ た が , CD と し て は 音質 的 に 
④⑤⑥ の 方 が 優れ て お り , WR と 
し て は 同時 に 出 た 旧 譜 の CD, 例 
えば 『 へ ビー ウェ ザー』 (35DP- 





(てこ ロー・ 
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131) の 方 が ば ぼく に は 好ま し い 。 


ぐ AD テ > 
① 古 楽 叶 遊 プ ナ ヴ ァ ー ル 王 ティ ボ 
ー の 音楽 〈 ヽ ヘル モ ニア ・ ム ン デ ィ ー 
VIC-28137) \2.800 
② 君 は スペ シャ ル ・ レ イデ ィ ー グ 
パテ ィ ・ オ ー ス ティ ン 
( ク ェ ス ト P-11421) 

③ 夜 明け 加古 隆 

(ベイ ブリ ッ ジ kux-193) 
④ ト ッ プ ・ ド ロウ アー プジョー ジ 
・ シ アリ ング ゲー メ ル ・ ド トー 〈 コ 
ンコ ー ド LCJ-7004 \2, 700 
フォ ー ゴ トン ・ マ ンジ ルー・ ド 
ナル ドリ ソン ・ カ ル テ ッ ト (タイ ム 
⑯ カ ナダ 組曲 ノ オ スカ ー・ ピ ー タ 
ー ソ ン ・ ト リオ (ライ ムラ イト 195 


\2. 500 


六 2.500 


J-15) \1,950 
人 @1V ン 中 本 マリ 
(JVC VIJ-28036) \\2,800 


⑯ ゲ ッ ト ー・ ブ ラス ター プク ル セ 
イダ ー ズ 


CMCA VIM-6324) 半 2,500 


〇 ウィ ッシュ フル ・ シ ン キ ング 
アー ル ・ ク ルー 

(キャ ピ ト ル ECJ-80263) 王 2, 500 
人 @ デ ュ オ ブ パ トリ ッ ク ・ モ ラー ツ 
和 ビ ル ・ ブ プラ フォー ド 


CEG 28MM 0338) \2, 800 


⑱ ス リー オヴ ・ ア ・ パ ペパー フェ ク 
Pe や が ゃ みす 和み ブ プッ 
(EG 28MM 0343) 壮 2, 800 
信 ラ ピッ ド ・ ト ラン ジッ トブ アジ 
ム ス (マイ ルス トー ン VI -6413) 

2, 500 
但 モ ンマ ルト ル の タニ ア ・ マ リア 

(ベイ ステ ィ ト RTL-8088) 

辛 2.700 
〇 素晴らし き 仲 間 た ち プ オール ・ 
デメ リグ ドリ 巡 

(ベイ ステ ィ ト RIJL-8085) 辛 2, 700 
〇 マッ ド ・ ア ベ ウ ト ・ タ ッ ド ノコ 
ンチ ティ ニ ュ ア ム 
(PAJ VIj-6417) 
信 フ ォ ー・ 
プア ン ソ ニー・ ブ ラク スト ン 
(ブラ ッ ク ・ セ イン トーDIW DIW 
-1139) 


半 2.500 


コン ポジ ショ ンズ 1983 


先月 の 未 着 分 も 含め て 好 内 容 , 
好 録 音 の アル バム が 多かっ た 。 珍 
し いと と な の で 一 応 リ スト ・ ア ッ 
プ は し た が , 個別 に コメ ント する 
だ け の 余白 が な く な っ た と と を お 
詫び し て お く 。 音楽 内 容 よ り も む 
し ろ 優 秀 録音 盤 と し て の 面 に 重点 
を お いた 。 中 で も 特に 優れ た 録音 
盤 に 氏 印 を 付 し た が , DR 盤 は 1 
枚 も 含ま れ て いな い 。 

① は , ギリ シャ 音楽 や スペ イン 
の フォ リア を は じ め 数 々 の 古楽 を 





君 は スペ シャ ル ・ レ イデ ィ ー 


夜明け 
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演奏 し て きた アト リウ ム ・ ム ジ ケ 
ー 古 楽 合奏 団 が , 中 世 フ ラン ス き 
っ て の 詩人 王 と し て 知ら れる ティ 
ボー の 作品 を 取り あげ た も の 。 と 
の 時 代 の 詩 は 原則 的 に 音楽 を 伴っ 
た か ら , 彼 は また 音楽 王 で も あっ 
た 。 例 に よっ て 指揮 者 パニ アグ ワ 
の アイ ディ ア 豊 か な 編曲 に よっ て 
と れ ら が 活き いき と 現代 に 足る と 
と ろ は , 常 な が ら す ば らし い 。 

と れ は アナ ログ 録音 の 最高 話 と 
いっ て いい 音 だ 。 そ れ は 手 が 斬 れ 
そう な くら い に リ アル な 鮮明 さ 。 
まさ 眼前 に スト リー ト 音 楽 を 見 
て いる よう な 億 惚 感 す ら 覚 える リ 
テル な 臨場 感 だ 。 立 ちあ が り , 分 
離 トラン ジェ ント の 高 さ , DF 
レン ジ 等 々 どれ も 見 事 。 

と の リア テル な 鮮明 さ を 現代 感覚 
で 調理 する と と うな る , と いう の 
が ②。M-2000 が 各 帯 域 音 の 美 し 
い 減 衰 , つま り 余 韻 の 美 し さ を 明 
確 に 再現 し て みせ た ① に 対し , こと 
と で は 余分 な 音 を 切り す て て , 斬 
れ よ く ス ピー ディ ー な 応答 性 を 遺 
憎 な く 発揮 し た , 爽快 な 感性 美 溢 
れる 音 絵 を 描い て みせ る 。 と の 録 
音 の # レン ジ の 広 さ を 快適 に 引き 
だ し , パテ ィ ー の vcl を 定位 よく 
張り だ させ る 。 彼女 の 新しい 感覚 
と 健康 的 な 色気 が 一 貫 し て 流れ る 








新作 一 -Q ジ ョ ー ン ズ の 鋭い 目 の 


配り を 感 ぜ ず こ に は いら れ な い 。 

③ も 新作 だ が , 本 邦 き っ て の ピ 
アニ スト と し て の 加古 が その 優れ 
た 技法 と イマ ジ ネ イ ショ ン を フル 
に 展開 し た , 初 の ソロ ・ ピ アノ 集 
で ある 。 ウィンストン の よう な 軟 
弱 な まがい 物 と は 違う , 創造 力 に 
満ち た 緊張 感 と 反 情 味 が , 
の 1 音 1 音 を 員 い て いる 。 

音 は DR。P を 完璧 に 鳴ら す 
と の 人 に ふさ わし い 豊 か な 音 だ 。 
忌 の 通っ た , 密度 の 濃い 粒 立 ちの 
いい 音 が , ピン と 張っ た 静か な 緊 
張 感 の 中 に 躍動 する 。 エ ネル ギー 
感 も 自然 で , ドル ビー を 用 いぬ ト 
ラン ジェ ント の よさ が 印象 的 。 音 
量 的 な 迫力 も 十分 で , 逆 に P の 整 
音 の よさ が 十分 に わか る 。 

と ちら は P と b の デュ オ に に , vcl 
が 活き いき と 絡み , 音楽 する 愉し 
さ が ス トレ ー ト に 伝わっ て くる 録 
音 。 シ アリ ング (P) と トー メ (vcD) 
の “ 粋 " が 絡み ああ っ て すばらし い 
“ジャ ズ ” を 生ん だ ④ で ある 。f 特 
の 広 さ を スト レー ト に 表現 し た い 
音 だ 。vcl, 楽器 の 質感 が リアル に 
捉え られ , バラ ンス , 分 離 と も に 
良好 。P の ヌケ が も う ひ と つ だ が , 
位相 ひずみ も な く , 3 者 の 自然 な 
会 話 が ウキ ウキ と 弾む よう だ 。 


選 プ ノ 





フォ ー ゴ トン ・ マ ン 





④ は 50 年 代 の 名 手 の 1 人 , as の 
ドナ ルド ソン が 久しぶり に スト レ 
ー ト な ジャ ズ で 迫っ た 作品 で , 81 
年 7 月 ミラ ノ で の 録音 。 今 月 の 同 
レー ベル の 新譜 に ジョ ー・ フ ァ レ 
ル の 『 マ イル ス ・ モ ー ド 』( 同 RJ 
L-8086) と いう 力作 が あっ た が , 
それ を 押し の ける ほど ルー の 活気 
溢れ る 演奏 が 光っ た 。 録音 も あす ば 
らし く 活 き が いい 。 と ぎれ い に ま 
と め ず , 粗 け ずり だ が 礎 放 な 収 音 
(こよ っ て , as の 本 音 を スト レー ト 
に 伝え る 。 リ アル で ケレ ン 味 な く 
肉感 的 な 音 。b の ダン ピン グ も い 
いし ds も シャ ー プ で 斬れ よし 。 中 
域 の エネ ルギー 感 が どき げん だ 。 

最後 の ⑥ は , 一 挙 に 6 枚 で た 
ぐ く O・ ピ ビーター ソン ・ オ リ ジ ナ ル ・ 
マー キュ リー・ コ レク ショ ン > の 
1 枚 。 オ リ ジ ナ ル ・ 
プ を ディ ジタル ・ マ スタ リン グ で 
難 ら せ た 音 だ が , な る ほど 手持 ち 
の 旧 盤 と は 一 味 違 っ た 新鮮 な 音 に 
生ま れ 変 わっ て いる 。⑥ は 名 盤 の 
定評 を も つが , 音質 的 に は 66 年 吹 
込 の 『 リ スペ クト ・ ト ウ ・ ナ ッ ト 』 
の 方 が や や いい 。 い ずれ に せよ 先 
に 絶 顧 クリフォード ・ ブ ラウ ン 集 
ほど で は な い が , P の 粒 立 ちの よ 
さ な ど は 現代 の 録音 と 比 し て も 朋 
色 が な い ほ ど 。 一聴 に 値する 。 


マス ター テー 


、 四 





カナ ダ 組 曲 





ペン ーー ハバ 


























オリ ビア ・ イ ン ・ コ ン サ ー ト ング 
オリ ビア ・ ニ ュー トン ジョ ン 
(ビク ター VHM-68015, VHD 
カラ ー79 分 プア ステ レオ ) 6,800 
ポッ プス 界 の 女王 と し て , 映画 
スタ ー と し て , ミュ ー ジ カル 女優 
と し て 多彩 な 活躍 を 続け る オリ ビ 
ア ・ ニ ュー トン ジョ ン の "82 年 全 
水 必 アー で の ライ ブ ・ ビ デオ 。 
"82 年 10 月 12, 13 日 ユタ 州 の ウ 





ステ ー ト ・ カ レッ ジ に 
数 万 人 の 観客 を 動員 し , 舞台 せま 
し と 歌い 踊る オリ ビア の 大 ハッ ス 
ル ぶ り , 魅力 の ステ ー ジ が 数 々 の 
ヒッ ト ・ ナ ン バ ー と 共に 楽し め る 
コキ が マン な ビデ キディ スク で ああ 
る 。 

過去 の 映画 の シー ン , 新聞 や 雑 
アル バム の ジャ 


ェ ー ノ バー・ 





誌 の スク ラップ , 
ケッ ト な ど を フラ ッシュ バッ ク 的 
に 取り 入れ た 導入 部 も 楽し く , フ 
ァ ン に は 見 逃 せ な い 魅 力 あ る アル 
バム づく り が な され て いる 。 収録 
曲 は , 「 愛 の 炎 ], 「 レ ッ ト ・ ミ ー 














と 


[トマ ジッ プク 」, 


| ダ ョ ザー ツル 


| ボナ ドッ ァ コ 」 「 恋 の 





















































SS ズル コン ボード, 


ズ _) 今月 の 推 訪 テ イス ク & テ ー ブ 


谷沢 俊 員 


ピ デ ブ テディ イズ スク 


予感 」「 ハ ー ト ・ ア タッ ク 」|,「 フ 
ィ ジ カル ]」, 「 愛 の 告白 | など お な 
じみ の ナ ン バ ー 全 18 曲 で ある 。 


ビッ グ ・ ゲ ー ム ・ ヒ デキ ー 
ファ イナ ル ・ イ ン ・ ス タ ジ ア ム ・ 
コン サー トノ 西城 秀樹 

(ビク ター VHM-68032. VHD, 
カラ ー75 分 プス テレ オ ) \6, 800 


ホー ル か ら ス タ ジ ア ム に コン サ 
ー ト 会 場 を 移し , 
ル で , 立体 的 な ショ ー を 展開 する 
秀樹 の スタ ジア ム ・ コ ン サ ー ト も 
10 回 で 打ち 切ら れ た が , これ は 昨 
年 8 月 6 日 大 阪 球場 で 行わ れ た そ 
コン サー ト の ライ 


ビッ ク な スケ ー 





の 9 ププ テイ ナル * 
ブ プ ・ ビ デオ ・ ア ル バ ム 。 

大 阪 城 か ら 梅田 , 通 大 開 な ど を 
一 望 し て 大 阪 球場 へ の エア ・ シ ョ 
ッ ト に は じ ま り , カメ ラ は スタ ジ 
アム 内 で の 打ち 合わ せ , 着 が え の 
シー ン か ら 拍 手 と 歓声 に 湧く スタ 
ジア ム に 出 て 行く 秀樹 を 追う 。 そ 
し て 開演 , 発煙 筒 の 煙 , レー ザー 
光線 カク テル 光線 の 中 で , 歌う 
秀樹 動く 舞台 の 上 で , ワイ ヤー 





ぐ ビ ッ グ ・ ゲ ー ム ・ ヒ デキ ッ > 





に 南 づ り に な っ た り , 気球 に の っ 





た り , み と し に 乗っ た り , トラ ッ 
ク を 走り な が ら 歌 い 踊 り , し ゃ べ 
る と いっ た 大 奮闘 なり, まさ に 


「 ビ ッ グ ・ ゲ ー ム 」。 暑い 大 阪 の 夏 
の 夜 , 拍手 , 歓声 が 飛び 交 い , ペ 
ン ラ イト が 揺れ る スタ ジア ム な ら 
で は の 映像 も 随所 に 見 られ , スト 
コマ ドリ な ど 工 夫 
を こと らし た 画面 づく り で 映像 的 に 
も 楽し め る 。 

収録 曲 は 「 フ ォ ー エ バー」, 「 時 
へ の 匠 い 」, 「 炎 」, 
ン 」,「 ギ ャ ラン ドゥ 」,「 ブ ー メ ラ 
ン ・ ス トリ ー ト 」, 「 傷 だ ら け の ロ 
ー ラ 」,「 セ イリ ング 」, 「 あ り が と 
う 大 阪 ス タ ジ ア ム |」 な ど 全 17 曲 
で , 秀樹 ファ ン 必 携 の ビデ オデ ィ 
炎 少 とめ) よ 用 。 








ウジ 5 スズ スロー, 


[ラス トシ ー 


く ビ デオ クリ ッ プ > シー ナ ・ 
イー スト ンプ テレ フォ ン +3 
(ビク ター VHM-39002, VHD, 


カラ ー ノ 白黒 1 分 プス テレ オォ) 
\3,900 





ーー アー チ ス ト の ヒッ ト 曲 を 中 心 


Vetor Vo 


SN と CVA 
/4070Y 





ぐ く シ ー ナ ・ イ ー ス トン ツジ 
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(に 3 ン 6 曲 ( 約 15<20 分 ) を VH 
D デ ィ ス ク 片 面 に 収録 し た ビデ オ 
BP まま 沈 に デオ ッッ ジン の が ル 。 

「 ビ デオ クリ ッ プ 」 (本 来 は アー チ 
スト また は レコ ー ド の プロ モー シ 
ョ ン ・ ビ デオ の と と を いう ) シリ 
ー ズ の 1 枚 で (と の ほか デビ ッ ド 
・ ボ ウイ ,。 フィ ル ・ コ リン ズ , アア 














イア ン ・ メ イデ ン , へ ブン ノ ク な 
ども る 同時 発売 ) イギリス が 生ん 
だ 新 時 代 の 女性 シン ガー, シー ナ 

・ イ ー ス トン の ヒッ ト 曲 4 曲 が 収 
録 さ れ て いる 。 

曲 は 「 テ レフ ォ ン |], 「 マ シー ナ 
リー」,「 凍 て つい た 雨 」, 「 モ ー ニ 
ング ・ ト レイ ン (9T05)」 で , 「 テ 
レフ ォ ン | だ け は 白黒 映像 で あ 
り , ほか の 3 曲 は カラ ー で ある 。 
レコ ー ド に 比較 し て ビデ オデ ィ ス 
ク は 高価 で 買え を な いと いっ て いる 
ヤン グ ・ フ ァ ン も て の 値段 な ら 買 
いや すい よう に 思わ れる 。 





時 を か ける 少女 
(ビク ター VHPP-68004, VHD, 
カラ ー104 分 プ モ ノラ ル )  \6,800 


放課後 の 理科 教室 で , 少女 , 芳 
山 和 子 (原田 知世 ) は ラベ ンダ ー の 
香り の する 薬品 を か ぎ 失 神 する 。 
その 日 か ら 少女 は タイ ム ・ ト リッ 
プ の 能力 を 身 に つけ て し まう 。 そ 





上 | | 1 
リト 


ぐ 時 を か ける 少女 > 
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し て , 未来 人 の 少年 , 深町 一 夫 
(高柳 良一 ) と 恋 に 落ち る が …… 
ある 日 突然 , 超 能 力 を も っ て し 
まっ た 少女 が 体験 する 不思議 な 出 
来 事 と , 初恋 の 豆 び と 哀 し み 。 
俊 才 ・ 大 林 宣 彦 監 督 が 少女 の ナ 
ィ ー ブ な 感性 を 美しく リリ カル な 
タッ チ な 映像 化し た SF ファ ンタ 
ジー で , 楽 師 丸 ひろ 子 に 続く 新人 
・ 原 田 知世 が 一 虫 ト ッ プ ・ ア イド 
ル と な っ た 主演 第 1 作 で も ある 。 
角川 春樹 事務 所 “83 年 の 映画 
で , 原作 は 人 筒井 康隆 , 出演 は 前 記 
2 人 の ほか , 尾 美 と し の り , 根岸 
季 友 , 上 原 謙 。 


カル チャ ー・ ク ラブ 
ロン ドン ・ ラ イヴ "88 

(〈 マ イオ ニア MP-151, LD, カラ ー 

60 分 ビデ ステレオ , CLV) 
\5,800 
奇抜 ね ファッ ショ ン , ポッ プ な 
サウ ンド で 世界 中 の 若者 達 を 魅了 
し , グラ ミー 賞 の 最 優秀 新人 賞 も 
獲得 , 目下 順風 満 帆 の カル チャ ー 
・ ク ラブ が , 昨年 12 月 世界 ツア ー 
の 締め くく り と し て ロン ドン ・ ハ 
マー スミ ス ・ オ デオ ン で 行っ た コ 
ン サ ー ト の ライ ブ ・ ビ デオ で , ヴ 
ァ ー ジ ン ・ レ ー ベ ベル 待 望 の アル バ 
ム 。 収録 曲 は 「 君 の た め な ら 」, 








ぐ カ ルチャ ー・ ク ラブ 


導き ンク 2 の 
は 気まぐれ 」, 「 君 は 完璧 さ 」,「 ポ 
イズ ン ・ マ イン ド 」 [タイ 
日 本 未 発表 曲 「 メルティ ング ・ ポ 
ッ ト 」 は ほか 全 13 曲 。 
ソウ ルフ ル な ボー イ 
カラ フル な サウ ン 





・ ジ ョ ー ジ 
の ボー カル , 
F。 半生 ザイ た ィング な ステ ンジ 
ジ , 彼ら の ライ プ ・ パ フォ ー マ ン 
ス の 魅力 を 余す と と ろ な く と ら え 
た ファ ン 必 携 の LD と いえ よう 。 





ピク チャ ー・ ミ ュー ジッ クノ 
ボッ プス ・ ペ スト ・ コ レク ショ 
(パイ オニ ア MP-149, LD, カラ ー 
45 分 アス テレ オ ,CLV) 
半 5, 800 
「 ヴ ァ ー ジ ン ・ グ レイ テス ト ・ 
ヒッ ツ 」 に つづ く ロ ッ ク ・ ビ デオ 
・ オ ム ニ バ ス 第 2 弾 ア ル バ ム で , 
キム ・ カ ー ン ズ , ネイ キッ ド ・ ア 
イズ , ア メリカ, キム ・ ワ イル 店 
ステ ィ ー ヴ ・ ミ ラー の ほか の アー 
チ ス ト を ラッ セル ・ マ ルケ イ , ブ 


ライ アン ・ グ ラン ト , ジム ぃ ・ 問 
キッ ク と いっ た 最新 鋭 の 映像 作家 
た ち が 腕 を 競っ て 取り 上 げた プロ 
モー ショ ン ・ ビ デオ の コレ クシ ョ 
ン 版 。 

収録 井 は ,。 キム ・ カ ー ン ズ 「 で ベ 
ネイ キッ 


ティ ・ デ イビス の 議 」, 





ぐ ビ ピグ チャ ーッ テー ジウ の 当 





ド ・ ア イズ 「 僕 は と ん な 区 ], ア 
メリ カ 「 沙 の ボー ダー], J. ガイ 
Ke ペダ ドー ラリ サー デフ レイ 
ム 」]。 キム ・ ワ イル ド [キッ ズ ・ 
イン ・ ア メリ カ 」, 
ルビ ー「 彼 女 は サイエンス] ス 
テ チ ネ ォ ー ヴ ・ ミ ラー 「 ア プラ カ ダ ブ 
ラ 」 など , 全 14 曲 "81 年 ”83 年 の 
ヒッ ト 曲 が 楽し め る と れ ま た ポッ 
プス ・ フ ァ ン 必携 の LD で あり , 

1 曲 1 曲 工夫 を と らし た 映像 が お 
も し ろ い 。 


トー マス ・ ド 





























UB40 ラ イブ 
(パイ オニ ア MP-144, LD, カラ ー 
60 分 アス テレ オォ, CLV) 
議 5, 800 
バー ミン ガム 出身 , ブ リティ シ 
ュ ・ レ ゲ ェ の 雄 , UB40 の 昨年 10 
月 ロン ドン 
オン に お ける コン サー ト の ライ ブ 
・ ビ デオ 。 収録 曲 は 全 英 シン グル 
・ チ ャ ー ト No. 1 に ラン ク さ れ 
た 「 レ ッ ド ・ レ ッ ド ・ ワ イン ]」 を 
は じ め , 「 ヌ コモ ・ ア ・ ゴ ー・ ゴ 
ss 4 アンジ ンー イシ ャ テン 」。「 キ ー 
222 あ 5 ホム m ロ ジグ 」。 | グモ 
ー ビ ル 」, 「 ス ウィ ー ト ・ セ ン セ ー 
ショ ン 」| な ど 全 13 曲 で , ロッ ク を 
ベー ス に し た 独自 の レゲエ ・ サ ウ 
ンド が 観客 を 魅了 ,、 ホッ ト な ステ 


2N で ーーm 答 奏で 凶 デ 





譜 


ぐ UB40 ライ ブン 


ー ジ が , ブラ ウン 管 を 通し て 伝 わ 
っ 2 と だ の 


ルッ ク ・ ル ッ ク ン XTC 
(パイ オニ ア MP-145,。 LD, カラ ー 
45 分 プス テレ オォ , CLV) 議 5,800 


UB40 と 同じ くく ヴァー ジン ・ レ 
ー ベ ル 第 2 弾 発売 3 枚 中 の 1 枚 で 
(も う 1 枚 は OMD ライ ブ ), ビー 
トル ズ の 流れ を くむ 軽 快 な ビー ト 
・ サ ウン ド で 人 気 の あ る 4 人組, 
XTC の "78 年 の デビ ュー 時 代 か 
ら "82 年 に か け て 制作 され た プロ 
モー ショ ン ・ フ ィ ル ム を 集め て 再 
構成 し た アル バム で , いわ ば ビデ 
オク リッ プ 集 。 
収録 曲 は 778 年 の 「 デ ィ ス ・ イ 
ズ ・ ザ ・ ポ ッ プ 」, 79 年 の 「 テ ライ 
フ ・ フ ッ ト ・ ザ ・ ポ ッ プ 」, "80 年 
の 「 タ ワー ズ ・ オ ブ ・ ロ ンド ン |, 
そし て ?82 年 の 「 ボ ー ル ・ 
・ チ ェ イ ソ | 「 セ ン シ ズ ・ ワ ー キ 
ング ・ オ ー バ ー タ イム 」 まで 全 13 
曲 で 年 代 順に 並べ られ て お り , ベ 
スト ・ ア ル バ ム と し て も 楽し め 
全 。 ジス よい サウ ジ ド と ヨミ 
カル で ウィ ッ ト に 富ん だ 映像 , メ 
ン バ ー へ の イン タビ ュー な ども を 盛 
り 込ま れ て お り , ファ ン 待 望 の 楽 
し い ビ デオ ディ スク に 仕上 が っ て 
いる 。 


ング ド 





ぐ ル ッ ク ・ ル ッ ク ツ ジン 





風 の 便 り プ イル カ ・ 
ベス ト ・ セ レク ショ ン 

(〈 パ イオ ニア MP-153, LD, カラ テー 
59 分 アス テレ ォ , CLV) 5,800 
ソン グ ・ ラ イタ ー で 
ある と 同時 に , ラジ ォ の DJ, 総 
本 作家 , イラ スト レー ター と し て 
も 活躍 中 の イル カ の 武道 館 ラ イブ 
を 含む オリ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ク 。 
前 半 は ニュ ー ヨ ー ク で の イル カ 
と 子供 た ちの 心 の ふれ あい を 描い 
た イメ ー ジ ・ ビ デオ , 中 程 は 昨年 
12 月 3 日 に 行わ れ た 恒例 の 武道 館 
バー ス デ ィ ・ コ ン サ ー ト の ライ ブ 
・ ビ デオ , そし て 再び ニュ ー ョ ヨー 
ク で の イメ ー ジ ・ ビ デオ に 戻る と 
いっ た 構成 で プロ グラ ム は 進ん で 
いく 。 

収録 曲 は イメ ー ジ ・ ビ デオ ォ で 
「 雨 の 物語 」, 「 海 岸 通 ] な ど 4 曲 , 
武道 館 ラ イブ で , 「 ド ー ル ・ ハ ウッ 
ス 」, 「 冬 の 馬 」, 「 僕 の ラス ト ソ ン 
グ 」, 「 風 の 便り 」 な ど 7 曲 , 再び 
イメ ー ジ ・ ビ デオ で , 「 い つか 人 冷 
た い 雨 が 」, 「 な どり 雪 」 と 全 13 曲 
で , 生き る も の 達 す べ て へ の や さ 
し さ , と の ディ スク の テー マ に ふ 
さわ し く 温 か く 詩 情 豊か な イル カ 
の 世界 が 満喫 で きる 楽し い ビ デオ 
・ ア ル バ ム に 仕上 が っ て いる 。 


大 で 


(8 
等 





く 風 の 便り > 
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H 当 | 中, 林 戻 夫 朋 





フラ ッシュ 


[| 5 月 6 日 か ら の 夏 の 周波 数 スケ ジュ ー ル で , ス 
イス 国 際 放 送 は 22.15 て 00.15 の 東 ア ジア 向け 送信 
(と 15, 570kHHz を 使用 (199 ペ ー ジ 参照 )。 

[| ドイツ ッ 海 外 放 送 (Deutsche Welle) の 日 本 語 
送 (20.30>21.30) は 5 月 6 日 か ら 15, 400kHz を 
Julich (100kW), 11, 820kHz を Wertachtal (500 
kW) に 変更 。 マル タ 中 継 (250kW) は 17, 825, 
15, 320kHz の まま 。SSB 送信 は 11, 850kHz (本 文 
参照 )。 

[| 日 本 の 標準 電波 JJY が 報じ た 電波 警報 は 1 月 
7 日 か ら 4 月 5 日 まで 連続 し て N (正常) 5~7 
日 り ( 不 安定 ), 7 ~ 9 日 N, 9^10 日 U, 10-24 
日 N, た だ し 21, 23 日 昼間 U。 























India 全 イ ンド 放送 の 国内 向 短波 の 周波 数 。 送信 機 は 
1 台 で , 現地 の 朝 と 夜 は 低い 周波 数 , 昼間 は 高い 周波 数 を 
使用 。 切 換 時 間 は 局 ど と に 違う 。 

・ 北 部 地域 向 
Bhopal : 7,.180 5.990 3,315 
Delhi : 7.110 3,365 
Jammu:5,960 3,345 
Lucknow :7.250 6,170 3,205 
Simla :6.020 3,223 
Srinagar :6,110 3,277 
・ 東 部 地域 向 
Aizawl:7.295 5,050 
Calcutta :7,210 4820 
Gauhati(A):7,280 4940 3,.375 








投 稿 案 内 


この 欄 で は , 皆さま の 受信 の 目 や す と し て , 短波 放送 局 
の スケ ジュ ー ル を 中 心 に まとめ て いま す 。 投稿 は 下記 の 宛 
先 ま で お 送り くだ さい 。 締切 は 毎月 20 日 で す 。 掲載 分 に は 
掲載 誌 を 贈呈 いた し ます 。 

郵便 番号 150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 41 - 1 
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GauhatiCB):7.150 4.775 3,235 
Kohima : 7,.170 4.850 3,268 
Kurseong : 7.230 4895 3,355 
Ranchi : 7.125 4.960 3,305 
・ 南 部 地域 向 
Hyderabad : 9.720 7,140 4.800 
Madras : 7,160 4,920 
・ 西 部 地域 向 
Bombay : 7.240 4.840 








Taiwan 自由 中 国 の 声 の 夏 の スケ ジュ ー ル (4 月 1 日 
< 9 月 30 日 )。 お も な も の 。 





























・ 日 本 ・ 韓 国 向 
06.00-07.00 : 11.745 9.575 7.130 (日 本 語 
07.00-08.00 : 9,575 7,130 (韓国 語 


18.00 一 21.00 : 11.745 9.765 7,130 
(18.00 標準 華 語 , 19.00 アモ イ 語 , 20.00 日 本 語 
21.00<24.00 : 11.745 7,130 
(21.00 標準 華 語 , 22.00 韓国 語 , 23.00 日 本 語 
・ 英 語 放送 
05.30--06.30 : 15,225 11.860 11.725 9,765 
9,610 中 東 ・ ア フリ カ ・ 西 ヨー ロッ パ 向 
06. 4007.40 : 17.890 オー スト ラリ ア ・ ニ ュー ジー ラ 
ンド 向 15,345 15,270 11.825 北ア メリ カ 向 
09.10-10.10 : 7,285 東南 アジ ア 向 
10.00-11.00 : 17.890 オー スト ラリ ア ・ ニ ュー ジー ラ 
ンド 向 11,825 北ア メリ カ 向 
12.0012.50 : 17.890 オー スト ラリ ア ・ ニ ュー ジー ラ 
ンド 向 15,345 11,.825 北ア メリ カ 阿 
15.00-16.00 : 7,285 東南 アジ ア 向 
19.3019.40 20.00>21.00 24.00 て 00.30 : 5,980 
612 東南 アジ ア 阿 
・ フ ラン ス 語 放送 (中 東 ・ ア フリ カ ・ 西 ヨー ロッ パ 固 ) 
03.30<04.30 : 15,225 11.860 11,.725 9,765 
06.30 ン 07.30 : 15,225 11.860 11.725 9,765 
9, 610 
同局 で は WYFR 局 の 英語 番組 を 次 の 通り 中 継 。 
22.00-<01.00 : 15.525 イン ド 向 











GermanYy ドイ ツ 海 外 放送 は 夏 の スケ ジュ ー ル で 次 の 
通り SSB 試験 放送 を 実施 。 す べ て Wertachtal 送信 所 300 
kW 上 側 サ イド バン ド 。 ビー ム 方 向 は 真 北 か ら 時 計 回 り の 











角度 。 
20.30 こ 21.30 : 11,850 ( 452 日 本 向 。 日 本 語 ) 
21.45ー22. 50 : 21,680 ( 90? 東南 アジ ア 向 ) 








23.00-02.00 : 9,715 (120" 中 東向 ) 
02.00 こ 07.00 : 7,225 (1505 アフ リカ 向 ) 
07.00 て 13.00 : 9,700 (240? 南ア メリ カ 向 ) 
13.00-15.00 : 6,100 150* 北ア フリ カ 向 ) 


15.00~19.00 : 21.640 ( 90? 東南 アジ ア 向 ) 

Switzerland スイ ス 国 際 放 送 の 夏 の スケ ジュ ー ル (5 
月 6 日 一 9 月 2 日 )。 カッ コ 内 は 送信 ビー ム の 方 向 ( 真 北 
か ら 時 計 回 り の 角度 )。50? が 日 本 向 。 

14.00-15.45 アフ リカ 向 (ドイ ツ 語 
びび イタ リア 語 か : 

17, 840 (140?) 15, 430 (1705) 12,.030 (20095) 

16.00 一 18.30 東 お よび 東南 アジ ア ・ オ ー ス トラ レイ シ 
ア 向 (16.00 英語 , 16.30 イタ リア 語 , 17.00 フラ ンス 
語 , 17.30 ドイ ツ 語 , 18.00 英語 ) : 

21,695 ( 50?) 21,520 ( 805) 
9, 560 (2609) 

19.30-22.00 アフ リカ 向 (19.30 フラ ンス 語 , 20.00 英 
語 , 20.30 フラ ンス 語 , 21.00 ドイ ッ 語 。 21.30 イタ リア 
語 ) : 25, 770 (165?) 21,520 (140?) 17,795 (1855) 

15, 430 (2005) 

22.1500.15 東 ・ 東 南 お よび 南ア ジア 向 (22.15 英 
語 , 22.45 ドイ ッ 語 , 23.15 フラ ンス 語 , 23.45 イタ リア 
語 ) : 21,520 ( 80?) 17,830 ( 80?) 17,785 ( 80?) 

15,570 ( 50?) 

22.15--00.15 北 お よび 中 央 アメ リカ 向 (番組 は 上 と 同 
層 )E 17.265 (3085) 

00.30-03.00 南ア メリ カ 向 (00.30 ポル ト ガル 語 , 
01.00 フラ ンス 語 , 01.30 アラ ビア 語 , 02.00 イタ リア 
語 , 02.30 ドイ ツ ッ 語 ) : 17, 765 (2305) 

00.30<03.00 中 近東 ・ ア フリ カ 向 (00.30 英語 , 01.00 
フラ ンス 語 , 01.30 アラ ビア 語 , 02.00 イタ リア 語 , 02.30 
Re ポ 語 ) : 

17, 830 (125?) 15,430 (125?) 11,805 (17095) 

03.15-05.30 アフ リカ 向 (03.15 英語 , 03.45 ドイ ツ 
語 ,。 04.30 フラ ンス 語 , 05.00 イタ リア 語 ) : 

17,850 (140?) 15,125 (200?) 12,035 (1709) 
9, 885 (1659) 

05.45<07.45 南ア メリ カ 向 (05.45 ポル ト ガル 語 , 

06.15 スペ イン 語 , 06.45 英語 , 07.15 ドイ ツ 語 ) ・ 
15, 570 (230?) 

05.45 て 07.45 アフ リカ 向 (番組 は 上 と 同じ ) : 

12,035 (190?) 11, 910 (140?) 9,885 (1659) 

08.00-10.30 南ア メリ カ 向 (08.00 ポル ト ガル 語 , 
08.30 ドイ ツ 語 , 09.00 フラ ンス 語 , 09.30 イタ リア 語 , 
10.00 スペ イン 語 ) : 

17,830 (230?) 15,.570 (260?) 15,305 (2309) 


























・ フ ウラ ンス 語 お よ 


15, 305 (245?) 








12,.035 (23095) 
10.45>13.15 北 お よび 中 央 アメ リカ 向 (10.45 英語 , 
11.15 スペ イン 語 。 11.45 ドイ ツ 語 。 12.15 フラ ンス 語 , 
12.45 イタ リア 語 ) : 
12, 035 305②) 
6,135 (3055) 
13.30-15.30 北ア メリ カ 西 部 向 (13.30 英語 。 14.00 
イタ リア 語 , 14.30 ドイ ツ 語 , 15.00 フラ ンス 語 
12,035 (320?) 9,725 (3205) 
14.00 一 翌日 07.45 ヨー ロッ パ 向 (16.00, 21.00, 22.15, 
00.30, 03.15,06.45 か ら 各 30 分 英語 ) : 
12.030 9,535 6,165 3,985 ( 無 指向 性 
(12, 030 は 18.00 て 00.30 の み 送信 ) 


北ア メリ カ 


U.S.A. WYFR 局 C カ リフ ォ ル ニア 州 オ ー ク ラン ド ) 

の 英語 放送 の 夏 の スケ ジュ ー ル (5 月 6 日 て 9 月 2 日 )。 

・ カ ナダ 西部 向 
24.0008.00 : 11, 830 
08.00 こ 15.00 : 11.875 

・ カ ナダ 東部 向 
22.00 こ 03.00 04.00 こ 07.00: 9,535 

・ 南 北ア メリ カ 向 
09.00 こ 10.00 : 17.895 

* ヨ ーッ み 200 相 アプリ 人 
02.00 こ 03.00 : 21,615 17,845 15,.566 15.440 
05.00 こ 06.00 : 21.615 17.845 15.565 15,440 
06.00 一 08.00 : 17.750 15,440 
15.00-17.00 : 11.920 11.805 9,852.5 7.3855 

・ 西 アフ リカ 向 
05.00 こ 09.00 : 21, 525 

金 同局 で は 自由 中 国 の 声 の 番組 を 次 の 通り 中 継 。 

・ 北 アメ リカ 向 
09.00 こ 13.00 13.10-17.10: 5,985 

(09.00 広東 語 , 10.00 標準 華 語 。 11.00 英語 , 12.00 

アモ イ 語 。13.10 標準 華 語 , 14.10 広東 語 , 15.10 英語 , 

16.10 アモ イ 語 

・ 南 アメ リカ 向 
06.0008.00 : 15,130 

(06.00 スペ イン 語 。 07.00 標準 華 語 
11.00-14.00 : 11, 740 

1.00 英語 , 12.00 広東 語 , 13.00 スペ イン 語 
13.00 て 15.00 : 15, 215 

(13.00 SM 14.00 スペ イン 語 


9, 885 (305?) 9,725 (305?) 





トン 


15.00<17.00 : 9,680 


10.0011.00 : 9,715 


Z 


Guam KTWR 局 の 英語 スケ ジュ ー ル 
09.00-09. 45 : 17, 725 22.30--23.30 : 9,510 
17.45--19.00 : 11, 840 24.00<01.00 : 9,535 
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ラジ オ 日 本 (NHK 国 際 放 送 ) 夏 の スケ ジュ ー ル (5 月 6 日 9 月 2 日 ) 

















































































































ジェ ネ ラ ル ・ サ ービス 周波 数 :kHz 
日 素 時 間 .9. 6 11 族 18 4 56 本 ⑳ 0 9 '9.0 1 2 3 4: 衝 6 99 
送信 方 向 5 時 
> 1 210 
ァ ジ アァ Hz0 17.810 15.195 11.815 15.21 
アジ ア 大 陸 | 
東南 アジ ア 
南ア ジア 
アメ リカ 17,755 300 
5 
ヨー ロッ パ |9645 
に テ 
] カポ ン | 
ヨー ロッ パ | エ ャ セ 叶 21.575 21.695 
お よび - T た 
還 東 ポル ト ガ ル 人 へ 11.860 
シネ ス 中 織 ャ し 
思 上 クノ ク ク 有人 妥 2M / 
番組 有 上 較 久 多 影 中 1 開 用 島 MM2 馬 
本 議 日 本 話 英語 ※ : 大 相撲 中 継 (5 月 6 一 20 日 ,7 月 1 一 へ : 06,30 一 07,30 英 語 
リ ジ ョ ナル ・ サ ービス 〔e 印 は が ボン ・ モ ヤ ビ 中 継 〕 周波 数 : kHz 


7,140 11,875 7,235 
6,080 9,580 6,080 
の 恨 ア 天 陸 6,030 7,140 6,03( 030 











22.00 中 国語 (一 部 日 本 語 )23.00ー23.30 ロ シア 語 
、 詞 隊 9.580 
アジ ア 大 陸 ・ 11,935 9525 
東南 アジ ア 宮 














20.45 一 21.45 中 国語 (一 部 日 本 語 ) 07.30 イ ン ド ネシア 語 08.00 一 08.00 ベ トナ ム 語 


1 ーー | / 

由 5,880 15,350 
| | | 北 征 夏 愉 理 識 LN 
東 南 アデ ッ ア 11,840 


20.15 イ ンド ネシア 語 21.15~21.45 英 語 22.00 ベ トナ ム 語 22.30 マレ ー 語 23.00 中 国語 ( テー 23.30 uk 語 23.30~24.00 ビ ル マ 語 


記 
ア シア: 太 十 ||| 上 IIL 峡 較 
アフ リカ 還 ーー 


24.00 ベ ン ガ ル 語 00. ィ 語 01.00 ウ ルド ウ 語 01.30 ア ラビ ア 語 02.00 フ ラン ス 語 02.30 スワ ヒ リ 語 03.00-0330 英 語 


205 田 
・ 上 
ッッ IL 員 間 | 


15.30 一 16.00 英 語 05.15 英語 05.45 一 0635 っ ラン ス 語 


az 錠 11,705 
78 杯 缶 
ュー ュ ッ | 上 肝 計 箇 牙 6 


13.00 ロ シア 語 13.90 スウ ェ ー デ ン 語 13.45 イ タリ ア 語 14.00 ド イツ 語 14.30-15.00 フ ラン ス 語 0400 ド イッ 聞 4300500 美 


15.235 
11.875 


17.45 一 18.45 英語 (一 部 日 本 語 ) 
少 隊 5 | 
北 米 東 部 25 党 


8.45 
09.00 一 10.00 英 請 


T 
玉 ジ 4 | 21.640 | 17.825 
狐 8 21610 15.195 | | 
10.15 日 本 語 10.45 一 前 15 スペ イン 語 


EE 丘 届 に し Li 叶 員 略 


に 15 日 本 語 19. レト 0L 衣 845 つ 8035 スペ イン 語 
日 本 時 間 9 LOL 2T8S14SU5e 6 7 18 9 0 21. 22 98 の SN 居 。 が 6 に 42 
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に 1 
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オデ 氏 す ラル デュ | 
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〇 づき 月 の ダイ ヤル ポイ ント 〇 月 


三 新 周波 数 物 生 


スイ ス 国 際 放 送 


5 月 6 日 (日 ) か ら の 夏 の 周波 
数 スケ ジュ ー ル で , スイ ス 国 際 放 
送 は 22. 15~00.15 の 日 本 向け 送信 
に 15, 570kHz を 使っ て いる 。 

現行 の 19m 放送 ベン ド は 15, 450 
kHz まで 。 近い 将来 15, 600kHz ま 
で 拡大 する と と に な っ て いる が , 
実施 時 期 は 未定 。 し か し 現実 に 
は , 周波 数 の 先取 り の 意味 も あっ 
て , と の 範囲 の 周波 数 に ,。 か な り 
の 局 が 出 て いる 。 それでも, 本 来 
の 放送 バン ド に 比べ れ ば , は る か 
混信 が 少な いか ら , 受信 状態 は 
一 般 に 良好 。 混 信 と そ 短 波 放送 
ンド の 最大 の 悩み で ある 事実 を 裏 
づけ て いる と いえ る 。 

22.15 英語 , 22.45 ドイ ッ 語 , 
23.15 フラ ンス 語 , 23.45 イタ リ 
了 語 と 各 30 分 。 東 南ア ジア 向け の 
21, 520, 17, 830, 17, 785kHz も 同 
時 に 出 て いる 。 

昨年 まで は 16.00~18.30 の 
21, 695, 21, 520kHz が 良かっ た の 
だ が , と の 春 か ら 目 立っ て 悪く な 
96be 事 7 な の で で. 届 う も 区 も 
22.15 か ら の ほう に 頼る より な い 。 

レポ ー ト は 英語 で Swiss Radio 
International,CH 一 3000 Bern 15, 
(小林 ) 




















Switzerland へ 。 





























の ダイ ヤル ポ 
壮 新 番組 物置 
ラジ オ ・ ナ イジ ェ リ ア 


Radio Nigeria (Federal Radio 
Corporation of Nigeria) が 新 周 
波数 4 932kHz (アナ ウン ス 周 波 
数 ) で 新しい 教養 番組 を 放送 し て 
いる の が 03.00 前 後 か ら 受 信 で 
きる 。 This is the Educational 

(と き K Education と も アナ ウン 
ス ) Seryice of Radio Nigeria, 
Lagos の 局 名 アナ ウン ス が た び た 
び 出 る 。 受信 し た の は 全部 英語 。 

内 容 は テキ スト の 崩 読 , 大 学 の 
講義 の 録音 な ど で , 農業 , 数 学 , 
文化 , 社会 問題 な ど 多様 。 音 楽 は 
番組 の つなぎ に 出る 程度 で 少な い 
が , 教材 と し て の 音楽 , た と えば 
ナイ ジェ リア の 作曲 家 の 作品 紹介 
も あっ た 。 

06.00-06.20 に National Net- 
work Service (4, 990kHz を 中 継 ) 
が ある 。 た いて い 20 分 で ある が , 
まれ に 大 幅 に 時 間 を 延長 する 。 
07.00 に は 翌日 の 主要 番組 の 予告 。 

08.00 に 時 報 , 
ル , 国歌 で 終了 する の は National 
Service と 同じ 型式 。 

ナイ ジェ リア と 日 本 の 時 差 は 8 
時 間 。 し た が っ て 終了 の 8 時 は ナ 
イジ ェ リ ア 時 間 で は 24.00。 

(田渕) 


シュ プレ ヒコ ー 





























イン ト ② 今 月 の ダイ ヤル ポイ ント 〇 





新 中 継 局 物 往 
NHK アフ リカ 中 継 


NHK 国 際 放 送 「 ラ ジ ォ 日 本 」 は 
4 月 か ら ア フリ カ 中 継 に よる ヨー 
中 東向 け を は じ め た 。 
赤道 直下 の 国 ・ が ボン の Moyabi 
(に ある 放送 局 Africa No. 1 の 送信 
機 を 毎日 一 定時 間 だ け 借 り て 放送 
する も の で , 日 本 か ら ガ ボン まで 
は 宇宙 中 継 で ある 。 
5 月 6 日 か ら の 時 間 と 周波 数 は 
13.00-15.00 : 15, 315kHz 
15.00~17.00 : 21, 575kHz 
24.00~02. 00 : 21, 695kHz 
と の うち 13.00~15.00 は ヨー ロ 
ッ パ 向け , 15. 00~17.00 と 24.00 
て 02.00 は ジェ ネ ラ ル ・ サ ービス 。 
ヨー ロッ パ 加 け の 使用 語 は 198 
頁 の 通り 。 ジェ ネ ラ ル ・ サ ービス 
は 15. 00 日 本 語 , 16. 00 英語 。 そ 
し て 24.00 英語 , 01.00 日 本 語 の 
各 1 時 間 の 番組 で , は じ め 10 分 が 
ニュ ー ス 。 日 本 語 番組 は スポ ー ツ 
ニュ ー ス , 解説 また は 時 の 問題 と 
続き , 最後 に また ニュ ー ス が ある 
の は , 報道 重視 の 国際 放送 の 特長 。 
と の 中 継 開始 を 記念 し て , 6 月 
1 <30 日 に 3 波 の うち どれ か を 受 
信 し た レポ ー ト に 限り , 日 本 国内 
に も べり (受信 証 ) を 発行 する 由 。 
詳細 は 次 号 。 (小林 ) 


ロッ ノ パパ ・ 














/ 中 央 
ー ン ! アフ リカ 共和 国 


ヽ に 











ーーー ニ ーー っ 








還 AAV, AV, VVA, AVC 較 
音質 が すぐ れ た VTR, つま り ハ イフ ァ イ ビ デオ 
や ビデ オデ ィ ス ク が 登場 し て 以来 , AV な る 四 語 が 
一 般 化 し て いる 。A は オー ディ オ の A で あり , V は 
ビデ オ の V で ある と と も 今や 常識 化し て いる 。 従来 
オー ディ オ は 専用 ルー ム で , VTR は 居 導 で と いう 
の が 常識 だ っ た が , と れ を ドッ キン グ さ せ て 一 つの 
シス テム と し て 機能 化 さ せよ うと いう も の だ 。 高 品 
質 テ レビ が BS に よっ て 送ら れ て くる 時 代 に な る と , 
その すぐ れ た 画 を 大 型 画面 で 受け , PCM で 送ら れ 
て くる 音声 を より すぐ れ た シス テム で 聴 と うと する 
欲求 は 当然 で , その よう な 時 代 が 到来 し た と き に 本 
格 的 な AV 時 代 を 迎え る と と に な ろう 。 AV で も オ 
ー デ ィ オ が 主力 で , 一 般 的 な VTR が ドッ キン グ し 
た も の を AAV と いい , 逆 に ビデ オ 中 心 の と と ろ に 
簡単 な オー ディ オシ ステ ム を ドッ キン グ さ せ た も の 
を VVA と 呼ん え で いる 。 ま た , 制御 や ディ スプ レイ 
(C コ ンピュータ を 導入 し て AVC と 呼ぶ 

























































































































































































圏 デ ィ ジ タル の 語源 圏 

JAS ジャ ー ナ ル ”82 年 11 月 号 に , 日 本 コロ ム ビ ア 
の 穴澤 氏 が 「 デ ンマ ー ク 国立 放送 局 の 高 名 な エン ジ 
ニア で ある ヘル ツ 氏 が , digital の 語源 は digitalis 
で は な いか と ジョ ー ク を 言っ た 」 と 書か れ て いる 。 
digitalis は 。 ヨー ロッ パ に 古く か ら 生 えて いる 毒 草 
で , と れ は 心臓 発作 を 起 さ せ た り , また 使い 方 に 朱 
っ て は 心臓 の 薬 に も な る と いう 両面 を も っ た も の で 
ある 。 穴澤 氏 は ディ ジタル 技術 も 同じ で , オー ディ 
オ に 役立て よう と すれ ば 役立て る と と も 可能 だ が , 
使用 法 を 誤 れ ば た い へ ん な と と に な る 。 つ まり , 奏 
(こも 薬 に も な る あたり が digitalis と 似 て いる と いわ 
れ て いる が , 以前 アメ リカ で ディ ジタル の パル ス が 
不当 に 強く 放射 され 心臓 の ペー ス メ ー カ ー の 動作 を 
乱 し , 死に 追い や っ た と いう 話 も 耳 に し た 。 偶然 で 
は ある が , ディ ジタル と 心臓 が 妙 に 符号 する の で あ 
る 。 ま た , 最近 の 英和 辞書 に は 「 デ ー タ や 物理 量 
数 字 で 現す と と 」 と で て いる 。 













































































較 温 度 セ ン サ ー 画 

も っ と も ポピュラー な セン サー の ひと つが 温度 セ 
ン サ ー で す 。 温度 変化 に し た が っ て 電気 的 な 特性 
( 起 電力 , 抵抗 値 な ど ) が 変化 する よう な 素子 な ら 
ば , 何で も 温度 セン サー と し て 使う こと が で きま す 
が , ① 温 度 と 電気 出力 の 関係 が 直線 的 で ある と と , 
② 温 度 以外 の 物理 的 要素 で 電気 出力 が 変化 し な いと 








と , ③ 安 定性 が よく 感度 が 十分 に 高い と と , ④ 安 価 
で ある と と , な どの 制約 か ら , 実用 され て いる 温度 
セン サー の 種類 は それ ほど 多く あり ませ ん 。 代表 的 
な 例 と し て は , ① 温 度 に よる 抵抗 値 の 変化 を 利用 し 
た サー ミス タ や 測 温 抵抗 体 (白金 な ど ), ②p-n 接 
合 (ダイ オー ド な ど ) の 順 方 向 電圧 降下 が 温度 に よ 
っ て 大 きく 変化 (2~- 3mV/?C) する と と を 利用 し 
た 半導体 を ン サ ー, ③ 2 種類 の 金属 線 (た と えば 白 
金 - 白 金 ロ ジウ ム ) の 両端 を 互い に 接続 し , 2 カ所 の 
接続 点 間 に 温 度 差 が ある と き 発 生 す る 起 電力 を 利用 
し た 熱電 対 , な ど が あげ られ ます 。 


























マイ コン ディ ジル 





田 磁 気 セ ン サ ー 

現在 実用 され て いる 主 な 磁気 を センサー は , ホー ル 
素子 と 磁気 抵抗 素子 の 2 種類 で す 。 

ホー ル 素 子 は , 一 定 の 幅 を も っ た 帯状 の 半導体 の 
長 さ 方 向 に 電流 を 流し て お き , 垂直 方 向 に 磁界 を か 
ける と , 帯 の 横幅 方 向 に 磁界 に 比例 し た 電圧 が 発生 
する , いわ ゆる ホー ル 効 果 を 利用 し た も の で す 。 半 
導体 と し て は , 感度 の よい InS。 系 が よく 使わ れ ま 
す が , GaAs 系 の も の は 温度 特性 と 直線 性 に すぐ れ 
て いる の で 最近 広く 使わ れる よう に な り ま し た 。 

半導体 に シリ コン を 使っ た 場合 , 感度 は 悪い の で 
す が , 増幅 回 路 な ど を 同じ チッ プ 上 に 構成 で きる 利 
点 が あり , と の よう な 1IC を ホー ル IC と いい ます 。 

磁気 抵抗 素子 は , 磁界 に より 抵抗 値 が 変化 する 素 
子 で す 。 強 磁性 体 (Ni-Co な ど ) を 用 いた も の , 半 
導体 (tnS。 な ど ) を 用 いた も の , な ど が あり ます 。 
後者 は 直線 性 も 温度 特性 ちあ よく あり ませ ん が , 出力 
電圧 (抵抗 変化 ) の 大 きい の が 特長 で す 。 








207 


編集 後記 


音 場 補正 を 自動 的 に 調整 する グラ 
フィ ッ ク イ コラ イザ が 数 社 か ら 製 品 化 
され て まい り ま し た 。 と の グラ フィ ッ 
クイ コラ イザ の 基本 その も の は , 昔 か 
ら あ っ た わけ で す が , と れ に , マイ コ 
ン を 搭載 させ て 自動 補正 が で きる よう 
1 て な っ た も の で す 。 音 場 補正 は 従来 は 
測定 器 や も , スペ クト ルアナ ライ ザ 等 を 
必要 と し た も の で , 渦 定 と その 調整 は 
人 間 が 手動 で 行っ て いた も の で す 。 そ 
し て , その 中 に は , 人 間 の 聴感 も 入っ 
て いる わけ で し た 。 今回 の 主 な 目的 は 
と れ ら の 自動 音 場 調整 が て イコ ン で で 
きる グラ フィ ッ ク イ コラ イザ は , 果 し 
て , 人 間 の 聴感 と どう いう 関係 に な る 
か 』 と いう と と で し た 。 つま り マ イコ 
ン で 自動 補正 し た 音 は , 本 当 に 人 間 の 
感覚 に マッ チ す る か と いう と と で す 。 





今 ま で 音 場 に つい て 研究 され て いる 方 
の 参考 に な れ ば 幸い で す 。 今回 は , そ 
の 他 に マニ ュ ア ル に よる グラ フィ ッ ク 
イコ ライ ザ を も 比較 の 意味 で と り 上 げ 
まし た 。 し か し と れ ら の マニ ュ ア テル の 
グラ フィ ッ ク イ コラ イザ も よく 研究 さ 
れ て いま し て , 昔 と は ずい 分 違い 機能 
アッ プ に な っ て いる と いう と と が 理解 
で きま し た 。 オ ー デ ィ オ で , も う 一 つ 
マイ コン 搭載 で 実力 発揮 し て いる の は 
カセ ッ ト デ ッ キ で は な いで し ょ うか 。 
特に 機能 的 な 所 に は , 一 茸 前 と ちがっ 
て 大 変 ユ エニ ー ク な も の が 増え て まい り 
まし た 。 今回 は , そう いう 所 か ら 機 能 
的 に ユニ ー ク な カセ ッ ト デ ッ キ の 活用 
と ガイ ド を 徹底 的 に 紹介 し て み ま し 
た 。 い ろ い ろ 便 利 な も の が 増え て 来 た 
も の で す 。 

区 パ ソコ ン も 毎月 何 か の 形 で 新 製品 
新 技術 紹介 が あり ます が , 今月 は 前 回 
(と つづ いて MSX の パソ コン を 実際 に 


テス ト し て みて , その オリ ジ ナ ル 機 構 
か ら 周 辺 装置 まで 具体 例 を 上 げ 紹 介し 
て み ま し た 。 今回 は 4 機種 を 集め て , 
筆者 小幡 氏 に じっくり さわ っ て も ら 
い , その 解説 を し て いた だ きま し た 。 
式 衛 星 放送 の 実験 放送 が いよ いよ と 
の 5 月 12 日 記念 番組 が 行わ れ ま す 。 当 
編集 部 で も と の 放送 を 受信 し て , その 
試聴 レポ ー ト を お 届け し た いと 思い ま 
す 。B モ ー ド と いう と と で 音 が 格段 に 
良く な る と いう と と で すか ら 楽 し み で 
5o 

式 来 月 号 は , 衛星 放送 が 受信 で きる 
わけ で すか ら , その 受信 の 実際 を 特集 
で お 届け し た いと 思い ます 。 執筆 は , 
NHK 技術 の 方 に より 協力 し て いた だ 
くも の で す 。 ど と 期待 下さ い 。 








巡 オ ー デ ィ オ 工作 の ファ ン の 方 に と っ 
て 楽し い ス ピー カ 工 作 を 考え て お 
り , 近い うち に 紹介 し ます 。 
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ガイ ド 」 が よう や く で き 上 が り , 3 カ 
月 ぶり に 月 刊 に 復帰 / 最近 の ビデ オ 
を 改め て 見 直し て みる と , 性 能 の 良く 
な っ た の に は , 分 か っ て は いた の だ が 
お どろ いた 。 3 年 前 や っ と 貯め た 我 全 
財産 を つぎ と ん で 買っ た ビク ター の 
HR-2200 と GX-V6, デッキ は と も か 
くも カメ ラ は 最近 の 物 と 比べ よう の な 
い 位 性 能 的 に 差 が あり , すっ か り 落 ち 
込ん で 撮影 意欲 減退 。 な ん と か 買い 換 
えな けれ ば や … o 宝 ク ジ で も 当たら な 
いか な と ドリ ー ム ジャ ン ボ の 引き 換え 














5 月 12 日 を 目前 に ひか えて , 衛星 
放送 の 話題 で 最近 は 時 間 が 過ぎ て い 
く 。 主 に 音声 の クォリティ が 良く な る 
と いう 点 に つい て で ある (むろ ん 映像 
は ゴー スト が な い 分 だ け 鮮明 画像 )。 
ちな み に , A モ ー ド と B モ ー ド で は ど 
の よう な 音質 の 違い が ある の だ ろう 
か ? 今 か ら 待ち 遠 し い 気 が す る 。 現 
在 設 置 する 予算 と スペ ー ス が な い の で 
(早い 話し が 設置 不可 能 な の だ の ), 5 
月 12 日 に は 設置 場所 を 探し て 聞く 予定 
で ある 。 報告 は 来 月 号 で // な お , 読 
者 諸兄 の 衛星 受信 記 な ど 送 っ て も ら え 
る と あり が た い 。 (N) 

何 十 年 ぶり か で 春 ス キー に 行っ て 
きた が , 雪 の 状態 は 最高 。 帰 える 日 に 
は 雪が 降る と いう 始末 。 場 所 は 温泉 が 
ある 万 座 ス キー 場 , 臨 天 風呂 で , 雪見 


で 一 杯 と 思っ て いた が , その 一 杯 を 手 
(に 入れ ず に , 断念 。 ほ ん と は 桜の 木 の 
下 で 一 杯 と いう 時 期 な の に 。 来 年 は ぜ 
ひと も 実現 を ? (H) 
人 今回, グラフィック イコ ライ ザ の 
担当 を し て 感じ た と と だ が , 思う に セ 
ッ ト の 取扱 い が む ず か し く 感 じ た 。 と 
くに マイ コン 内 蔵 の オー ト と いう も の 
メー カー の 取 説 も , B 5 判 で 40 ペ ー ジ 
位 も ある 。 し か も ツマ ミ の 数 と セッ ト 
の 順序 , お よび 出 て くる 結果 が と ちら 
の 思わ く と 大 分 ちがっ て 混乱 する 。 と 
の と と は , カセ ッ ト デ ッ キ で も いえ ま 
うか 。 ミ ュー ジッ ク の 選 上 局 機構 , 飛 ど 
と し 選曲 , リピ ー ト 等 々 ツマ ミ 上 の 胡 
示 文 字 で は いく ら 考 えて も 出来 な いも 
の だ 。 と れ か ら は , と うい う セ ッ ト 韻 
や た ら と 多く な る 違い な い 。 (| 





We 


券 を も ら っ て 来 た 。 (R) 
電 波 科 学 
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直接 購読 の し お り 


予約 購読 を 希望 され る 際 は , 本 社 に 
直接 「 カ ワ セ 」 また は 「 振 替 口座 ] 東 
京 1-49701 で と 注文 下さ い 。 

また 本 誌 は 十分 注意 し て 製作 し て 
お り ま す が ,。 も し 頁 が 欠け て いた り , 
製本 上 不備 な 点 が あり まし た ら , お 買 
い 上 げ 書 店 か , 当社 直販 課 こ に ど 連絡 下 
され ば , お 取り 替え いた し ます 。 














暗い スタ ジオ で も 目盛 ウッ キリ 。 


ロー コス ト と 使い や すき で 好評 な NTSC 用 の ベク トル スコ ー プ LVS-585 
と ウェ ー ブ フォ ー ム モニ タ LBO-5860 が る ら に 見 や すく な っ て 新 登場 。 
従来 の 5.5 イ ンチ の 角 型 ブラ ウン 管 か ら 、6 イ ンチ の 角 型 に 変り 一 髪 と 
ワイ ド な 画面 に な り ま し た 。 し か も 、 内 面目 盛 と スケ ー レ イル ミネ ーション 
機能 が 相まって 、 薄 暗い スタ ジオ 内 で も 視 誤差 の な い 正確 な 測定 で 応 
えま す 。 複 雑 な ビデ オォ 信号 を より 鮮明 に 表示 する ニュ ー モ デル で す 。 


人 @ 各 器 ! ラ ッ ク サ イズ 。[215 (W ) X132(H) X423(D) 単独 で 使用 で きま す 。( キ ャ リン ク ケ 
ー ス 付 ) 

⑱ ラッ クマ ウン ト ア ダ プ フタ LR-2400A-1( イ ンチ サイ ズ )LR-2400A-M( ミ リサ イズ ) も 用 意 し 
て いま す 。2 台 一 組 で フル ラッ クシ ステ ム に な り ま す 。 

信 この ほか 、PAL ベ クト ルス コー プ LVS-5851A\420,000、625LINES ウ ェ ー プ フォ ー ム モ 
ニタ LBO0-5861A\270,000 も あり ます 。 











ウェ プ フ ォ ー ム モニ タ LBO-5860A 





ベク トル スコ ー プ LVS-5850A 

































































































6 イン チ 入 型 内 面目 盛 6 イン チ 角 型 内 面目 盛 
CRT 加速 電圧 7kV/2kV CRT 加速 電圧 7kV/2kV 
スケ ー ル イル ミネ ーション 付 スケ ー ル イル ミネ ーション 付 

帯 域 幅 | 3.579545MHz 上 0.5MHz 走査 線 数 525 本 

精 度 位相 土 2", 振幅 3 フィ ー ル ド 周 波数 60Hz 

徴 分 位相 土 ", 利得 土 % サ プ キ ャ リア 周波 数 3.58MHz 
ベク トル 測定 ※ 適合 同期 方 式 M 
カラ ー 方 式 NTSC カラ ー 方 式 NTS0. PAL 


※ 色 信号 飽和 度 75% ま た は 100% カ ラー バー 信号 の 一 搬 送 波 の 位相 と 振幅 の 測定 
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リー ダー の 計測 器 
リー ダー 電子 株 式 会 3 社 お 問い 合わ せ は … 本 社 ・ 横 浜 市 港北 区 細島 東 2-6-33 TEL(045)54|-2121 大 代 


大 阪 営業 所 (06)541-2121 代 北 関東 営業 所 (0285)27-5331 代 人 仙台 営業 所 (0222)36-2345 代 媒 東 海 営業 所 (0534)64-9121 代 等 福岡 営業 所 (092)552-7117 代 
韓国 代理 店 ・ サ ービス セン ター 世 安 商事 743-117! 台湾 代理 店 ・ サ ービス セン ター 信 裕 電 業 股 傍 有 限 公司 (02)58!-3166 
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